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　この冊子「北海道の市と町と村を
ご紹介」は北海道情報紙の北海道倶
楽部・北海道 ”NOW”（2023 年 12
月号）の別冊として刊行しました。
　 今 回 掲 載 し た ま ち は 、 北 海 道
”NOW”の2023年1月～12月（2月は
休刊）に掲載した21市町村のご紹
介をすべて再録したものです。なお
、再録に当たり情報を一部更新しま
した。

　北海道開拓の歴史などに関しても
記され、食や観光のみならず興味深
い内容が含まれております。
　記事は、北海道及び掲載市町村の
方のお世話になっております。御礼
申し上げます。有り難うございまし
た。

公益社団法人北海道倶楽部
2023 年 12 月 1 日

宗谷総合振興局エリア内

2023 年北海道 ”NOW” 
　掲載の 21 市町村
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エリア内の小文字の市町村は前回Vol ４に掲載済みです。
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網あば
し
り走
市
の
ご
紹
介

網あ
ば
し
り走
市
の
ご
紹
介

●お問い合わせ
網走市役所　〒 093-8555　北海道網走市南 6 条東 4 丁目
ＴＥＬ：0152-44-6111　ＦＡＸ：0152-43-4504

E-mail：ZUSR-KS-KIKAKU-KIKAKU@city.abashiri.hokkaido.jp
公式ホームページ：https://www.city.abashiri.hokkaido.jp/

○
概
要

　

網
走
市
は
、オ
ホ
ー
ツ
ク
海
、

網
走
川
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登

録
湿
地
・
濤
沸
湖
を
は
じ
め
大

小
5
つ
の
湖
沼
、
名
勝
・
天
都

山
か
ら
織
り
な
す
四
季
折
々
の

美
し
い
景
観
、豊
か
な
海
や
湖
、

広
大
な
大
地
か
ら
も
た
ら
さ
れ

る
食
、
ス
ポ
ー
ツ
に
適
し
た
冷

涼
な
気
候
、
こ
こ
で
し
か
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
流
氷
や
歴
史

な
ど
の
自
然
豊
か
な
魅
力
に
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。　

〇
歴
史

　

明
治
5
年
、
網
走
村
の
名
が

与
え
ら
れ
、
そ
の
後
、
北
見
4

郡
（
斜
里
、
網
走
、
常
呂
、
紋

別
）
の
中
心
市
と
し
て
、
開
拓

史
根
室
支
庁
網
走
出
張
所
の
所

在
地
と
な
り
ま
し
た
。水
産
業
、

農
林
・
畜
産
業
な
ど
の
1
次
産

業
を
基
軸
と
す
る
加
工
業
が
栄

え
、
公
官
庁
や
事
業
所
が
集
中

し
、文
化
施
設
の
整
備
が
進
み
、

昭
和
22
年
2
月
11
日
、
現
在
の

市
制
を
施
行
し
ま
し
た
。

〇
産
業

　

網
走
市
の
主
な
産
業
は
、
水

産
業
・
農
畜
産
業
・
観
光
業
で

す
。

　

水
産
業
で
は
、
海
面
漁
業
、

内
水
面
漁
業
が
と
も
に
盛
ん

で
、
流
氷
や
森
林
な
ど
の
働
き

に
よ
っ
て
栄
養
豊
か
な
海
や
湖

か
ら
は
、
サ
ケ
・
ホ
タ
テ
・
ス

ケ
ト
ウ
ダ
ラ
を
は
じ
め
と
し
た

豊
富
で
多
様
な
恵
み
が
も
た
ら

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
網
走

市
は
日
本
最
北
の
捕
鯨
基
地
で

も
あ
り
、
沿
岸
小
型
捕
鯨
業
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
業
で
は
、
恵
ま
れ
た
気
象

条
件
の
も
と
広
大
か
つ
肥
沃
な

土
地
を
利
用
し
て
、
大
規
模
で

機
械
化
さ
れ
た
営
農
集
団
体
制

を
中
心
と
す
る
生
産
性
の
高
い

畑
作
・
酪
農
畜
産
な
ど
を
効
率

的
に
営
ん
で
い
ま
す
。
畑
作
で

は
麦
類
・
馬
鈴
薯
・
て
ん
菜
の

畑
作
3
品
の
ほ
か
、
豆
類
や
野

菜
の
栽
培
も
盛
ん
で
す
。
ま
た

畜
産
で
は
、
肉
牛
は
「
オ
ホ
ー

ツ
ク
あ
ば
し
り
和
牛
」、
豚
は

「
知
床
ポ
ー
ク
」、
鶏
は
「
知
床

ど
り
」
の
名
称
で
ブ
ラ
ン
ド
化

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

観
光
業
で
は
、
冬
の
流
氷
や

網
走
監
獄
以
外
に
も
、
春
は

流
氷
明
け
の
お
い
し
い
海
産

物
、
夏
は
ホ
ー
ス
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ル
ー
ズ
、

カ
ヤ
ッ
ク
な
ど
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
、
秋
は
サ
ン
ゴ
草
な
ど
、

1
年
を
通
じ
て
様
々
な
ス
ポ
ッ

ト
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
楽
し

め
ま
す
。

〇
イ
ベ
ン
ト

・
あ
ば
し
り
七
福
神
ま
つ
り（
９

月
上
旬
）

　

平
成
６
年
よ
り
中
心
市
街
地

の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
、
毎
年
９
月
上
旬
に
歩
行

者
天
国
を
設
け
、
地
元
及
び
全

国
各
地
の
物
産
や
グ
ル
メ
を
集

め
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

・
オ
ホ
ー
ツ
ク
屋
台
村
（
2
月

上
旬
）

　

冬
の
野
外
イ
ベ
ン
ト
で
、
市

内
の
飲
食
店
等
か
ら
出
店
し
た

屋
台
が
軒
を
連
ね
、
観
光
客
や

市
民
が
網
走
の
グ
ル
メ
を
楽
し

め
ま
す
。

網
走
市
と
は

網
走
市
と
は

人口 33,547 人
（R4.10 月末現在）

面積 471K㎡

あ
ば
し
り
七
福
神
ま
つ
り
の
様
子

オ
ホ
ー
ツ
ク
屋
台
村
の
様
子

　

網
走
市
総
合
計
画
を
基
本
と

し
、
５
つ
の
観
点
か
ら
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

〇
ひ
と
に
や
さ
し
く
、
ひ
と
を

育
む
ま
ち
づ
く
り

・
地
域
医
療
の
充
実

　

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
が
可
能
と

な
る
移
動
型
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

実
証
運
行
を
進
め
、
通
院
困
難

者
や
医
療
機
関
の
負
担
軽
減
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
救

急
医
療
の
体
制
確
保
と
開
業
医

の
誘
致
に
努
め
、
医
療
提
供
体

制
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

・
子
育
て
環
境
の
充
実

　

給
食
費
の
無
償
化
や
認
定
こ

ど
も
園
で
の
一
時
保
育
の
利
用

対
象
年
齢
を
引
き
下
げ
る
な

ど
、
子
育
て
世
帯
の
負
担
を
軽

減
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門
機

関
か
ら
作
業
療
法
士
の
派
遣
を

受
け
、
療
育
指
導
の
充
実
を

図
っ
て
い
ま
す
。

・
高
齢
者
や
障
が
い
者
へ
の
支

援
　

聴
覚
障
が
い
者
を
対
象
と
し

て
要
約
筆
記
者
の
派
遣
、
軽

度
・
中
等
度
難
聴
者
の
補
聴
器

購
入
費
へ
の
助
成
の
ほ
か
、
ひ

と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
を

対
象
に
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
を
活
用

し
た
見
守
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

〇
グ
リ
ー
ン
な
ま
ち
づ
く
り

　

公
共
施
設
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
し
、
電
力
の
消
費
量
削
減
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

森
林
の
環
境
保
全
機
能
の
維
持

の
た
め
、
植
林
や
伐
採
、
林
道

施
設
な
ど
計
画
的
な
整
備
を
進

め
、
森
林
の
循
環
に
努
め
て
い

ま
す
。

〇
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

　

多
様
な
働
き
方
に
対
応
す
る

拠
点
で
あ
る
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
の
利
用
促
進
を
支
援
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
手
不
足

問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
建
設

業
な
ど
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
や
公

共
交
通
の
担
い
手
の
育
成
お
よ

び
人
材
確
保
を
支
援
し
、
若
者

の
地
元
定
着
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

〇
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

　

自
主
防
災
組
織
へ
の
支
援

や
、
火
災
な
ど
の
疑
似
体
験
に

よ
る
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
津
波
浸
水
想
定

の
見
直
し
に
伴
い
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
改
訂
す
る
と
と
も

に
、
津
波
避
難
路
に
ソ
ー
ラ
ー

蓄
電
池
式
の
照
明
設
備
の
整
備

を
進
め
、
地
域
防
災
力
の
向
上

を
図
っ
て
い
ま
す
。

〇
デ
ジ
タ
ル
を
推
進
す
る
ま
ち

づ
く
り

　

観
光
Ｐ
Ｒ
動
画
な
ど
を
活
用

し
た
広
告
配
信
お
よ
び
広
告
の

閲
覧
状
況
や
ア
ク
セ
ス
経
路
分

析
、
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
を
活
用
し
た
観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
二
次
元
コ
ー
ド
を

活
用
し
た
電
子
納
税
等
の
導
入

に
よ
り
市
民
や
利
用
者
の
利
便

性
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

○
ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
附
）

当
市
で
は
「
お
い
し
い
ま
ち
網
走
」
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

の
も
と
「
ふ
る
さ
と
寄
附
」
を
募
っ
て
い
ま
す
。

寄
附
金
は
こ
ど
も
医
療
費
の
助
成
や
出
産
祝
い
金
な
ど
の

子
育
て
世
代
へ
の
支
援
を
は
じ
め
、
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整

備
、
地
域
医
療
の
充
実
、
公
共
交
通
維
持
な
ど
様
々
な
分

野
で
有
効
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

寄
附
者
に
は
御
礼
と
し
て
「
お
い
し
い
ま
ち
網
走
」
自
慢

の
品
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
カ
ニ
・

ホ
タ
テ
・
鮭
・
イ
ク
ラ
や
道
内
随
一
の
漁
獲
を
誇
る
シ
ジ

ミ
な
ど
の
水
産
物
、
彩
り
豊
か
な
地
ビ
ー
ル
、
世
界
一
を

獲
得
し
た
ジ
ェ
ラ
ー
ト
な
ど
、
様
々
な
お
い
し
い
も
の
を

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
ず

は
特
設
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
き
、
寄
附
を
ご
検
討
い
た

だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

市
の
取
組
み

市
の
取
組
み

人気の返礼品「網走ビール」

↑
特
設
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら
か
ら

mailto:ZUSR-KS-KIKAKU-KIKAKU%40city.abashiri.hokkaido.jp?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
https://www.city.abashiri.hokkaido.jp/
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網あ
ば
し
り走
市
の
ご
紹
介

網あば
し
り走
市
の
ご
紹
介

●お問い合わせ　
網走市役所　〒 093-8555　北海道網走市南 6 条東 4 丁目
ＴＥＬ：0152-44-6111　ＦＡＸ：0152-43-4504

E-mail：ZUSR-KS-KIKAKU-KIKAKU@city.abashiri.hokkaido.jp
公式ホームページ：https://www.city.abashiri.hokkaido.jp/

 

○
博
物
館
網
走
監
獄

　

博
物
館
網
走
監
獄
は
、
明

治
以
来
、
網
走
市
と
深
く
関

わ
り
を
持
っ
て
い
た
旧
網
走

刑
務
所
の
歴
史
的
建
物
25
棟

を
保
存
展
示
す
る
野
外
博
物

館
で
す
。

　

移
築
復
原
さ
れ
た
建
物
は
、

19
世
紀
後
半
か
ら
20
世
紀
初

頭
に
か
け
て
建
て
ら
れ
た
も

の
で
、
現
存
す
る
木
造
行
刑
建

築
物
と
し
て
は
最
古
の
も
の

と
な
り
、
そ
の
う
ち
8
棟
が

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
デ
ジ

タ
ル
映
像
や
立
体
音
響
な
ど

の
最
新
技
術
を
採
用
し
、
当

時
の
受
刑
者
の
過
酷
な
労
働

に
焦
点
を
当
て
た
監
獄
歴
史

館
の
「
赫
い
囚
徒
の
森
・
体

感
シ
ア
タ
ー
」
は
必
見
で
す
。

　

他
に
も
、
重
要
文
化
財
「
庁

舎
」
に
て
、
直
営
の
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
や
、
受
刑

者
が
実
際
に
食
べ
て
い
る
食

事
を
体
験
で
き
る
「
監
獄
食

堂
」
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

○
能
取
岬

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
突
き
出

た
能
取
岬
は
、
突
端
に
灯
台

が
あ
る
だ
け
。
西
に
は
能
取

湖
と
北
見
市
常
呂
町
の
海
岸
、

北
方
は
す
べ
て
オ
ホ
ー
ツ
ク

海
、
東
に
は
遠
く
知
床
連
山

が
眺
め
ら
れ
ま
す
。
ワ
イ
ド

な
パ
ノ
ラ
マ
は
絶
景
そ
の
も

の
で
、
中
国
映
画
「
狙
っ
た
恋

の
落
と
し
方
。」、
堺
雅
人
さ
ん

主
演
の
「
南
極
料
理
人
」
の
撮

影
地
に
も
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

流
氷
見
物
の
特
等
席
に
な
り
ま

す
。

○
天
都
山
展
望
台
・
オ
ホ
ー
ツ

ク
流
氷
館
（
令
和
5
年
1
月
20

日
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！
）

　

天
都
山
に
あ
る
「
オ
ホ
ー
ツ

ク
流
氷
館
」
は
、
流
氷
の
神
秘

と
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
絶
景
を
体
感

す
る
観
光
施
設
で
す
。
４
０
０

イ
ン
チ
の
5
面
ス
ク
リ
ー
ン
を

備
え
た「
流
氷
幻
想
シ
ア
タ
ー
」

が
神
秘
の
流
氷
と
オ
ホ
ー
ツ
ク

海
の
壮
大
な
営
み
を
映
し
出
し

ま
す
。
マ
イ
ナ
ス
15
℃
の
「
流

氷
体
感
室
」
で
は
本
物
の
流
氷

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
濡
れ

た
タ
オ
ル
を
振
り
回
し
て
凍
ら

せ
る
「
し
ば
れ
体
験
」
が
で
き

ま
す
。
厳
寒
の
海
で
し
か
見
ら

れ
な
い
流
氷
の
天
使
・
ク
リ
オ

ネ
や
オ
オ
カ
ミ
ウ
オ
な
ど
が
泳

ぐ
常
設
水
槽
も
人
気
で
す
。

　
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
流
氷
館
」
見

学
後
は
、「
天
の
都
展
望
テ
ラ

ス
」
へ
。
こ
こ
は
、
昭
和
13
年

（
１
９
３
８
）、国
の
文
化
財「
名

勝
」
に
指
定
さ
れ
た
「
天
都
山
」

の
山
頂
で
す
。
標
高
２
０
７
ｍ

の
天
都
山
か
ら
は
、
市
内
の
4

つ
の
湖
と
遥
か
世
界
自
然
遺
産

の
知
床
半
島
ま
で
を
見
渡
せ
ま

す
。
そ
の
展
望
は
「
天
の
都
に

い
る
よ
う
な
心
地
に
さ
せ
る
ほ

ど
美
し
い
」
と
称
え
ら
れ
、
天

都
山
と
い
う
名
の
由
来
に
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
1
階
の
売
店
に
て
販

売
中
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
青
い

塩
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
た
「
流
氷

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
」
は
絶
品
で

す
。

　

な
お
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
流
氷
館

は
令
和
５

年
１
月
20

日
に
展
示

施
設
の
一

部
改
修
を

行
い
、
流

氷
下
に
広

が
る
色
彩

豊
か
な
オ

ホ
ー
ツ
ク

海
の
世
界

に
ダ
イ
ブ

し
て
い
る

か
の
よ
う

な
ラ
イ
ブ

感
を
感
じ

ら
れ
る
体

験
型
展
示

「
流
氷
海
中
ラ
イ
ブ
」
を
新
た

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

網
走
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
た
だ
く
市
公
認
の
応
援
大
使

「
あ
ば
し
り
応
援
人
」
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

網
走
市
外
に
お
住
ま
い
の
方

で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
登
録
で

き
ま
す
。
登
録
い
た
だ
い
た
方

に
は
、網
走
応
援
グ
ッ
ズ（
タ
ッ

チ
ペ
ン
付
き
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
絵

葉
書
、
応
援
人
名
刺
（
市
内
7

施
設
※
無
料
入
館
特
典
付
き
））

を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

ご
家
族
、
お
友
達
、
職
場
の

方
な
ど
の
ま
わ
り
の
方
に
網
走

市
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
く
と
幸

い
で
す
。
詳
細
・
お
申
込
み
は

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。

※
無
料
入
館
対
象
施
設

　

網
走
市
立
美
術
館
、
網
走
市

立
郷
土
博
物
館
、
モ
ヨ
ロ
貝
塚

館
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
流
氷
館
、
博

物
館
網
走
監
獄
、
北
海
道
立
北

方
民
族
博
物
館
、濤
沸
湖
水
鳥
・

湿
地
セ
ン
タ
ー

○
市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
紹
介

　

網
走
の
ご
当
地
キ
ャ
ラ
「
ニ
ポ
ネ
」
は
、
網
走
を
代
表

す
る
幸
せ
の
お
守
り「
ニ
ポ
ポ
人
形
」と
流
氷
の
天
使「
ク

リ
オ
ネ
」
か
ら
生
ま
れ
た
勇
者
で
す
。
胸
に
は
網
走
市
の

花
で
あ
る
「
エ
ゾ
ム
ラ
サ
キ
ツ
ツ
ジ
」
の
バ
ッ
ジ
を
つ
け

て
お
り
、
頭
に
は
北
方
系
の
民
族
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
文
様

が
つ
い
た
ハ
チ
マ
キ
を
巻
い
て
い
ま
す
。

　

困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
助
け
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
勇

敢
な
性
格
で
、
少
し
お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ
い
な
ニ
ポ
ネ
は
、

美
味
し
い
も
の
に
目
が
な
く
、
網
走
の
食
材
が
大
好
き
で

す
。
日
々
の
日
課
は
、
網
走
を
飛
び
回
り
網
走
の
安
全
を

守
る
た
め
に
毎
日
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
こ
と
で
、
網
走
を

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
出
張
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
豊
か
な
自
然
に
ひ
と
・
も
の
・

   
ま
ち
が
輝
く
健
康
都
市  

網
走
市
」

ニポネ

「
あ
ば
し
り
応
援
人
に
な
り
ま
せ
ん
か
？
」

あばしり応援人グッズ

「あばしり応援人」
募集の詳細、お申込
みはこちらから　→

mailto:ZUSR-KS-KIKAKU-KIKAKU%40city.abashiri.hokkaido.jp?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
https://www.city.abashiri.hokkaido.jp/
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西にし
お
こ
っ
ぺ

興
部
村
の
ご
紹
介

西に
し
お
こ
っ
ぺ

興
部
村
の
ご
紹
介

●お問い合わせ　
○西興部村役場　〒０９８－１５０１　北海道紋別郡西興部村字西興部１００番地
ＴＥＬ：０１５８－８７－２１１１　ＦＡＸ：０１５８－８７－２７７７

E-mail：ni.kikaku@vill.nishiokoppe.lg.jp　
公式ホームページ：https://www.vill.nishiokoppe.lg.jp/

〇
概
要

　

西
興
部
村
は
、
人
口
約

１
０
０
０
人
で
道
内
３
番
目

に
人
口
が
少
な
い
自
治
体
で
、

１
９
２
５
年
１
月
１
日
に
当

時
の
興
部
村
か
ら
分
村
し
て

西
興
部
村
が
誕
生
し
て
か
ら

２
０
２
５
年
に
開
村
１
０
０
年

を
迎
え
ま
す
。

　

北
海
道
の
北
東
部
、
オ
ホ
ー

ツ
ク
総
合
振
興
局
管
内
の
西
北

端
に
位
置
し
、
東
と
北
は
興
部

町
、
南
は
滝
上
町
、
西
は
上
川

郡
下
川
町
に
接
し
て
お
り
、
総

面
積
の
９
割
が
森
林
に
覆
わ
れ

て
い
ま
す
。
西
興
部
村
の
地
形

は
平
坦
地
が
極
め
て
少
な
く
、

興
部
川
・
藻
興
部
川
沿
い
に
狭

長
な
農
地
が
あ
る
だ
け
で
、
他

の
大
部
分
は
平
均
４
０
０
ｍ
程

度
の
標
高
を
も
っ
て
ほ
ぼ
丘
稜

性
山
地
の
地
形
で
す
。

　

地
震
に
よ
る
揺
れ
が
ほ
ぼ
な

く
、
平
成
の
31
年
間
で
最
大
震

度
１
し
か
記
録
さ
れ
な
か
っ
た

の
は
２
自
治
体
の
み
で
、
そ
の

う
ち
の
１
つ
が
西
興
部
村
で

す
。
大
き
な
災
害
も
な
く
安
全

安
心
に
暮
ら
せ
る
村
で
す
。

○
基
幹
産
業

　

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
村

の
基
幹
産
業
は
酪
農
で
、
13
戸

の
酪
農
家
が
乳
牛
を
飼
育
し
て

い
ま
す
。

　

家
畜
糞
尿
の
処
理
が
大
き
な

課
題
で
あ
り
ま
し
た
が
、
糞
尿

を
資
源
と
し
た
バ
イ
オ
ガ
ス
に

よ
る
３
０
０
kwh
の
発
電
や
消
化

液
の
農
地
還
元
、
再
生
敷
料
の

活
用
な
ど
循
環
型
酪
農
の
実
現

に
よ
り
、
水
質
汚
染
や
臭
気
対

策
な
ど
の
環
境
保
全
や
酪
農
家

の
糞
尿
処
理
の
負
担
軽
減
、
新

た
な
雇
用
の
創
出
な
ど
、
地
域

の
活
性
化
に
も
結
び
付
い
て
い

ま
す
。

○
夢
施
設

　

西
興
部
村
に
は
、
た
く
さ
ん

の
「
夢
」
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
く

遊
べ
、
木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ

る
「
森
の
美
術
館
木
夢
（
コ

ム
）」、
大
自
然
に
包
ま
れ
た
リ

ゾ
ー
ト
感
覚
の
宿
「
森
の
中
の

ホ
テ
ル
森
夢
（
リ
ム
）」、
約

５
０
０
種
類
の
花
が
季
節
を
彩

る
「
道
の
駅
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

花
夢
（
カ
ム
）」、
観
光
案
内
や

子
育
て
支
援
の
拠
点
な
ど
複
合

施
設
の
「
里
住
夢
（
リ
ズ
ム
）」

な
ど
、「
夢
」
施
設
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
村
民
の
夢
叶
う
む
ら

づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〇
イ
ベ
ン
ト
情
報

★
む
ら
興
し
ま
つ
り

　

毎
年
８
月
の
第
４
日
曜
日
に

開
催
さ
れ
る
「
む
ら
興
し
ま
つ

り
」
は
西
興
部
村
最
大
の
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

　

当
日
は
、
中
学
校

の
生
徒
に
よ
る
吹
奏

楽
の
演
奏
や
地
元
の

バ
ン
ド
の
演
奏
、
有

名
人
が
登
場
す
る
ス

テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
な
ど

の
ほ
か
、
伝
統
と

な
っ
て
い
る
き
こ
り

競
争
や
指
定
さ
れ
た

グ
ラ
ム
数
に
な
る
よ

う
に
目
隠
し
を
し
て

村
特
産
品
の
グ
ラ
ス

フ
ェ
ッ
ド
ミ
ル
ク
を

飲
み
、
ぴ
っ
た
り
を

競
う
「
目
隠
し
ミ
ル

ク 

ぴ
っ
た
りChu-

Chu-!

大
会
」、
来
場

者
全
員
に
チ
ャ
ン
ス

が
あ
る
大
抽
選
会
な

ど
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
皆
さ

ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

西
興
部
村
と
は

西
興
部
村
と
は

人口：1,039 人
（R4.10 月末現在）

面積：約 308.08K㎡

○
第
５
期
西
興
部
村
総
合
計
画

（
２
０
２
２
年
度
～
２
０
３
１

年
度
）

　

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を「
夢
、

お
こ
す
村　

に
し
お
こ
っ
ぺ
」

と
し
て
、「
ス
モ
ー
ル
・
メ
リ

ッ
ト
を
活
か
し
た
む
ら
づ
く

り
」「
あ
ら
ゆ
る
資
源
を
活
か

し
育
て
る
む
ら
づ
く
り
」「
安

全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
む
ら
づ

く
り
」「
住
民
と
の
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
む
ら
づ
く

り
」「
若
者
が
い
き
い
き
と
働

き
、
集
ま
る
む
ら
づ
く
り
」
の

５
つ
を
基
本
理
念
と
し
て
掲
げ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
３
１

年
度
末
で
人
口
１
０
０
０
人
を

確
保
す
る
こ
と
を
総
合
目
標
に

し
て
、
全
国
的
に
人
口
減
少
時

代
を
迎
え
る
中
、
地
域
が
持
続

す
る
た
め
に
、
現
在
と
変
わ
ら

な
い
人
口
規
模
を
維
持
す
る
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。

○
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
永
遠
に

　

西
興
部
村
は
、
２
０
２
２
年

６
月
17
日
に
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

１
０
，
０
０
０
日
を
達
成
し
ま

し
た
。
道
内
市
町
村
で
１
０
，

０
０
０
日
を
達
成
し
た
の
は
西

興
部
村
が
初
め
て
で
あ
り
、
こ

の
偉
大
な
記
録
を
継
続
す
る
た

め
に
、
こ
れ
か
ら
も
村
民
一
丸

と
な
っ
て
交
通
安
全
運
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

○
オ
レ
ン
ジ
色
に
景
観
統
一

　

１
９
９
９
年
に
、
美
し
く
魅

力
あ
る
村
を
次
世
代
に
引
き
継

ぐ
た
め
、「
美
し
い
村
条
例
」

を
制
定
し
、

景
観
統
一
に

取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　
「
太
陽
の

オ
レ
ン
ジ
と

森
の
緑
」
を

基
本
カ
ラ
ー

と
し
て
、
村

内
の
多
く
の
建
物
が
オ
レ
ン
ジ

色
の
外
壁
と
緑
色
の
屋
根
に
彩

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
街
地
を
一
望
で
き
る
瀬
戸

牛
峠
か
ら
の
眺
め
は
壮
観
で
、

今
で
は
オ
レ
ン
ジ
色
は
西
興
部

村
の
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
で
す
。

 

○
グ
ラ
ス
フ
ェ
ッ
ド
ミ
ル
ク
の

乳
製
品

　

村
内
の
牧
場
で
、
牧
草
で
育

て
た
牛
か
ら
搾
っ
た
牛
乳
「
グ

ラ
ス
フ
ェ
ッ
ド
ミ
ル
ク
」
に
着

目
し
、
乳
製
品
を
開
発
す
る
た

め
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と

し
て
赴
任
さ
れ
た
方
が
「
ミ
ル

ク
デ
ザ
イ
ン
株
式
会
社
」
を
設

立
し
、
ノ
ン
ホ
モ
製
法
に
よ
る

低
温
殺
菌
牛
乳
を
は
じ
め
、
ソ

フ
ト
ク
リ
ー
ム
ミ
ッ
ク
ス
、
バ

タ
ー
、
各
種
チ
ー
ズ
な
ど
の
製

造
に
取
り
組
み
、
基
幹
産
業
が

酪
農
で
あ
る
村
に
と
っ
て
、
待

望
の
特
産
品
が
誕
生
し
ま
し

た
。
ど
れ
も
こ
だ
わ
り
の
あ
る

商
品
で
す
。
定
期
便
プ
ラ
ン
も

あ
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は「
ミ
ル
ク
デ
ザ
イ
ン
株
式
会
社
」
の

Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

村
の
取
組
み

村
の
取
組
み

○
ふ
る
さ
と
納
税(

寄
附)

　

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、「
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
子

育
て
支
援
」「
街
づ
く
り
・
人
づ
く
り
」「
産
業
の
振
興
」「
教

育
・
文
化
の
振
興
」
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

特
徴
的
な
返
礼
品
と
し
て
は
、「
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
」
で

す
。
西
興
部
村
に
は
世
界
的
に
有
名
な
ブ
ラ
ン
ド
の
エ
レ

キ
ギ
タ
ー
の
ボ
デ
ィ
を
製
造
し
て
い
る
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
楽

器
工
業
」
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
工
程
が
手
作
業
で
、
全

国
か
ら
移
住
し
て
き
た
若
者
た
ち
が
、
ギ
タ
ー
の
製
造
に

携
わ
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
価
値
あ
る
一
本
を
手
に
入
れ

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
前
述
し
た
グ
ラ
ス
フ
ェ
ッ
ド
ミ
ル
ク
の
乳
製
品

も
人
気
の
返
礼
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
寄
附
は
、
本
村
の
Ｈ
Ｐ
、
も
し
く
は
、
大
手
ふ
る
さ

と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
か
ら
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

〈
返
礼
品
の
一
例
〉

http://
mailto:ni.kikaku%40vill.nishiokoppe.lg.jp?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
https://www.vill.nishiokoppe.lg.jp/
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西にし
お
こ
っ
ぺ

興
部
村
の
ご
紹
介

西に
し
お
こ
っ
ぺ

興
部
村
の
ご
紹
介

○
森
の
美
術
館　

木
夢
（
コ

ム
）

　
「
木
夢
」
は
、「
み
て
、
ふ

れ
て
、
あ
そ
ん
で
、
つ
く
る
。」

の
４
つ
の
体
験
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
木
の
持
つ
肌
触
り
と
音
、

材
質
の
持
つ
強
さ
、
ぬ
く
も

り
と
や
さ
し
さ
を
伝
え
る
場

で
、
木
育
の
拠
点
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

　

館
内
に
は
「
木
の
遊
園
地

ホ
ー
ル
」「
木
の
お
も
ち
ゃ
の

お
部
屋
」「
木
の
砂
場
」「
サ

ン
タ
ワ
ー
ル
ド
」「
木
工
室
」

な
ど
８
つ
の
エ
リ
ア
が
あ
り
、

小
さ
な
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
楽
し
め
る
施
設
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ど
こ
か
懐
か
し
い

世
界
へ
迷
い
込
ん
だ
よ
う
な

「
木
夢
」
へ
ぶ
ら
り
と
足
を
運

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

 

○
道
の
駅　

花
夢
（
カ
ム
）

　
「
花
夢
」
に
併
設
さ
れ
た
６

㌶
の
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
に
は
、

４
月
か
ら
10
月
の
間
、
約

５
０
０
種
類
も
の
花
が
四
季

折
々
に
途
切
れ
る
こ
と
無
く

咲
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
万

葉
の
丘
に
は
万
葉
集
に
登
場

す
る
山
野
草
が
ひ
っ
そ
り
と

咲
い
て
い
ま
す
。
観
光
客
だ

け
で
な
く
村
民
に
と
っ
て
も

季
節
の
花
を
検
索
し
た
り
、

花
の
情
報
交
換
を
し
た
り
と

素
敵
な
時
間
を
与
え
て
く
れ

る
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　

ま
た
、「
花
夢
」
の
館
内
に

は
、
木
製
の
か
ら
く
り
オ
ル
ガ

ン
が
あ
り
、
30
分
ご
と
に
大
き

な
丸
い
ス
テ
ー
ジ
の
上
で
58
体

の
木
の
人
形
が
風
の
力
を
使
っ

て
音
に
合
わ
せ
て
演
奏
し
て
い

ま
す
。
愛
ら
し
い
木
の
人
形
達

が
音
楽
に
合
わ
せ
て
動
き
だ

し
、
ま
る
で
本
当
に
人
形
達
が

演
奏
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
気

分
。
の
ど
か
で
ホ
ッ
と
す
る
よ

う
な
優
し
い
音
色
が
、
と
て
も

素
敵
な
時
間
を
与
え
て
く
れ
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

 

○
ホ
テ
ル
森
夢
（
リ
ム
）

　
「
森
夢
」
は
、
大
自
然
に
囲

ま
れ
た
森
の
中
に
あ
る
ホ
テ
ル

で
、
吹
き
抜
け
の
大
き
な
ガ
ラ

ス
が
と
て
も
印
象
的
で
す
。
洋

室
、
和
室
、
和
洋
室
と
あ
り
、

観
光
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
ま
で
多
用

途
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
本
格
的

な
コ
ー
ス
料
理
か
ら
一
品
料
理

ま
で
、
幅
広
い
メ
ニ
ュ
ー
を
お

楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
一
押

し
は
「
村
長
ラ
ー
メ
ン
」。
地

元
で
採
れ
た
行
者
ニ
ン
ニ
ク
や

鹿
肉
が
入
っ
て
ボ
リ
ュ
ー
ム
満

点
で
す
。
ホ
テ
ル
に
は
大
浴
場

も
完
備
し
て
お
り
、
和
や
か
な

時
間
を
大
切
な
人
と
一
緒
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

○
鹿
牧
場

　

鹿
牧
場
は
、
市
街
地
か
ら
４

㎞
ほ
ど
離
れ
た
瀬
戸
牛
峠
を

下
っ
た
中
藻
地
区
に
あ
り
ま

す
。
７
㌶
に
も
な
る
広
い
敷
地

に
高
さ
２
～
３
ｍ
の
フ
ェ
ン
ス

で
囲
ま
れ
た
飼
育
ス
ペ
ー
ス
に

は
草
地
、
林
、
小
川
と
自
然
そ

の
ま
ま
の
環
境
を
再
現
し
て
エ

ゾ
シ
カ
が
約
30
数
頭
飼
育
さ
れ

て
お
り
、
季
節
に
よ
っ
て
毛
の

色
も
替
わ
り
、
様
々
な
姿
を
見

せ
て
く
れ
ま
す
。

　

敷
地
内
に
設
置
さ
れ
た
自
動

販
売
機
で
餌
が
購
入
で
き
、
餌

を
欲
し
が
る
エ
ゾ
シ
カ
が
目
の

前
ま
で
や
っ
て
く
る
の
で
、
記

念
撮
影
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
エ
ゾ
シ
カ
の
可
愛
ら
し
い

群
れ
が
歓
迎
し
て
く
れ
ま
す
で

の
、
鹿
牧
場
に
足
を
運
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。

 

○
行
者
の
滝

　

行
者
の
滝
は
、
村
内
を
流
れ

る
興
部
川
上
流
に
位
置
す
る
滝

で
、
国
道
か
ら
約
５
㎞
ほ
ど
山

中
に
入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

す
。
明
治
の
末
期
に
親
の
病
気

回
復
を
願
っ
て
、
滝
に
打
た
れ

祈
願
し
た
女
行
者
が
実
在
し
た

こ
と
か
ら
、
そ
の
名
を
も
っ
て

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

行
者
の
滝
は
、
興
部
川
本
流

に
向
か
っ
て
斜
面
を
滑
り
降
り

て
き
た
水
の
流
れ
が
、
崖
の
部

分
で
一
気
に
落
ち
込
ん
で
お

り
、
正
面
か
ら
見
る
と
扇
形
の

形
を
し
て
お
り
、
よ
く
晴
れ
た

日
な
ど
に
は
、
滝
に
虹
が
架
か

る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
雪
解
け
水
が
多
い
春
先
が

見
頃
で
す
。

 

○
赤
岩
の
滝

　

赤
岩
の
滝
は
、
行
者
の
滝
か

ら
４
㎞
先
の
上
流
に
位
置
し
、

興
部
川
源
流
に
あ
る
こ
の
滝

は
、
高
さ
10
ｍ
ほ
ど
で
高
く
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
滝
の
最

大
の
特
徴
は
、
そ
の
名
が
示
す

と
お
り
、
滝
壺
か
ら
80
ｍ
ほ
ど

下
流
に
向
か
っ
て
、
川
床
の
岩

盤
が
煉
瓦
色
の
よ
う
な
赤
い
色

を
し
て
お
り
、
周
囲
の
景
観
と

の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
、
ま
さ
に

奇
観
と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り

ま
せ
ん
。
色
の
対
比
と
滝
の
迫

力
の
相
ま
っ
た
、
見
応
え
あ
る

滝
で
す
。

 

○
黒
岩
の
滝

　

黒
岩
の
滝
は
、
赤
岩
の
滝
か

ら
さ
ら
に
1.2
㎞
上
流
の
、
興
部

川
源
流
の
最
も
奥
に
位
置
す
る

こ
の
滝
で
、
岩
盤
（
安
山
岩
質

の
集
塊
岩
）
が
黒
い
色
を
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
黒
岩
の
滝
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
興
部
川
上
流
に
あ
る
滝
の

岩
質
は
、
こ
の
付
近
一
帯
で
古

い
時
代
に
起
こ
っ
た
火
山
活
動

に
と
も
な
う
溶
岩
（
安
山
岩
質

の
集
塊
岩
）
で
す
。
こ
の
溶
岩

が
噴
出
し
た
火
山
活
動
の
時
期

は
、
約
５
０
０
万
年
前
か
ら

２
０
０
０
万
年
前
と
み
ら
れ
て

お
り
、
岩
質
は
全
域
に
か
け
て

均
質
で
、
黒
色
、
緻
密
、
堅
硬

な
特
徴
が
あ
り
、
周
囲
の
岩
盤

の
色
と
相
ま
っ
て
豪
快
で
迫
力

に
満
ち
て
い
ま
す
。

「
夢
、
お
こ
す
村
　
に
し
お
こ
っ
ぺ
」

観
光
ス
ポ
ッ
ト

観
光
ス
ポ
ッ
ト

○
村
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
セ
ト
ウ
シ
く
ん
」

　

西
興
部
村
の
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
セ
ト
ウ
シ

く
ん
」
は
、
西
興
部
村
で
製

造
し
て
い
る
フ
ジ
ゲ
ン
ギ

タ
ー
を
こ
よ
な
く
愛
し
て

い
る
や
ん
ち
ゃ
な
２
歳
の

オ
ス
牛
で
す
。
西
興
部
市
街

地
が
一
望
で
き
る
瀬
戸
牛
峠
（
せ
と
う
し
と
う
げ
）
に
由
来

し
て
お
り
、
村
の
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
＆
グ

リ
ー
ン
が
斬
新
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
で
す
。
西
興
部
村
の
特
徴

が
詰
ま
っ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
、
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
や
グ
ッ
ズ

も
あ
り
、
多
く
の
人
た
ち
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

●お問い合わせ　
○西興部村役場　〒０９８－１５０１　北海道紋別郡西興部村字西興部１００番地
ＴＥＬ：０１５８－８７－２１１１　ＦＡＸ：０１５８－８７－２７７７

E-mail：ni.kikaku@vill.nishiokoppe.lg.jp　
公式ホームページ：https://www.vill.nishiokoppe.lg.jp/

http://
mailto:ni.kikaku%40vill.nishiokoppe.lg.jp?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
https://www.vill.nishiokoppe.lg.jp/
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美びほ
ろ幌
町
の
ご
紹
介

美び
ほ
ろ幌
町
の
ご
紹
介

●お問い合わせ
美幌町役場　総務部政策課政策統計グループ
〒０９２−８６５０　北海道網走郡美幌町字東２条北２丁目　２５番地

ＴＥＬ：０１５２−７７−６５２９　ＦＡＸ：０１５２−７２−４８６９
E-mail：seisakug@town.bihoro.hokkaido.jp
公式ホームページ：http://www.town.bihoro.hokkaido.jp

〇
概
要

　　

美
幌
町
は
、北
海
道
の
東
部
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
の
ほ
ぼ
中
央

部
に
位
置
し
ま
す
。
女
満
別
空

港
へ
車
で
15
分
で
移
動
で
き
る

ほ
か
、
市

街
地
に
は

国
道
４
本

が
縦
横
断

し
て
お
り
、

道
東
の
交

通
の
要
衝

と
さ
れ
て

い
ま
す
。

約
２
ｋ
ｍ

四
方
の
コ

ン
パ
ク
ト

な
市
街
地
に
は
、
過
不
足
の
な

い
施
設
や
医
療
機
関
、
店
舗
が

揃
っ
て
お
り
、
日
常
生
活
に
不

自
由
は
し
ま
せ
ん
。

　

気
象
は
、オ
ホ
ー
ツ
ク
海
流
、

海
霧
、
流
氷
の
影
響
を
受
け
、

冬
は
マ
イ
ナ
ス
20
℃
前
後
、
夏

は
30
℃
前
後
に
な
る
こ
と
も
あ

る
な
ど
、
寒
暖
の
差
が
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。
降
水
量
は
、

年
平
均
７
０
０
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

と
少
な
く
、
国
内
で
も
有
数
の

日
照
率
の
高
さ
を
誇
っ
て
い
ま

す
。

〇
歴
史

　

多
く
の
清
流
が
合
流
し
て
水

量
が
豊
富
な
と
こ
ろ
を
、
ア
イ

ヌ
語
で
「
ピ
・
ポ
ロ
＝
水
多
く
・

大
い
な
る
と
こ
ろ
」
と
い
い
、

こ
れ
が
町
名
の
由
来
と
な
り
ま

し
た
。
明
治
20
年
に
美
幌
外
５

カ
村
戸
長
役
場
が
設
置
さ
れ
、

大
正
４
年
に
２
級
村
制
を
施
行

し
、
美
幌
村
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
同
８
年
に
津
別
村

を
分
村
し
、
同
12
年
に
美
幌
町

と
な
り
ま
し
た
。
令
和
５
年
４

月
１
日
で
町
制
施
行
１
０
０
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。

〇
産
業

　　

主
な
産
業
は
農
業
で
、
１
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
耕
地
が

あ
り
、
小
麦
、
て
ん
菜
、
馬
鈴

し
ょ
、
玉
ね
ぎ
な
ど
が
主
に
生

産
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
農
産
物
を

原
料
と
す
る
加
工
業
も
多
く
あ

り
ま
す
。
森
林
は
、
行
政
区

域
面
積
の
62
％
に
あ
た
る
約

２
万
７
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
占
め

て
お
り
、
人
工
林
率
は
70
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
有
数
の
森
林

資
源
を
地
域
の
活
性
化
に
役
立

て
よ
う
と
、
世
界
基
準
の
森
林

認
証
を
取
得
し
、
木
材
の
高
付

加
価
値
化
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

〇
特
産
品

〇
特
産
品

　

新
鮮
な
農
畜
産
品
や
農
産
加

工
品
、
銘
菓
な
ど
の
味
覚
を
は

じ
め
、
陶
器
や
木
工
芸
品
な
ど

が
あ
り
、
町
内
外
を
問
わ
ず
幅

広
く
人
気
が
あ
り
ま
す
。

〇
イ
ベ
ン
ト
情
報

・
５
月
下
旬　

美
幌
峠
ま
つ
り

　

美
幌
峠
を
訪
れ
る
方
の
交
通

安
全
と
、
美
幌
峠
が
今
後
ま
す

ま
す
発
展
す
る
こ
と
を
祈
願
す

る
行
事
で
す
。

・
７
月
中
旬　

　

美
幌
観
光
和
牛
ま
つ
り

　

網
走
川
河
畔
公
園
の
河
川
敷

に
３
０
０

基
以
上
の

炉
が
並

び
、
美
幌

産
の
和
牛

を
メ
イ
ン

食
材
と
し

た
屋
外

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
町
内
外
か
ら
1
万
人
以
上

の
方
が
訪
れ
ま
す
。

・
８
月
中
旬　

　

び
ほ
ろ
夏
ま
つ
り

　　

市
街
地
に
あ
る
中
学
校
の
グ

ラ
ン
ド
に
立
て
ら
れ
た
巨
大
な

や
ぐ
ら
の
も
と
で
行
わ
れ
る
大

盆
踊
り
や
空
い
っ
ぱ
い
に
広
が

る
大
迫
力
の
花
火
大
会
を
開
催

し
ま
す
。

・
８
月
下
旬　

ビ
ホ
ロ
１
０
０

㎞
デ
ュ
ア
ス
ロ
ン
大
会

ラ
ン
10
㎞
、
バ
イ
ク
80
㎞
、
ラ

ン
10
㎞
の
計
１
０
０
㎞
を
走
破

す
る
、
マ
ラ
ソ
ン
と
自
転
車
の

複
合
競
技
で
す
。

　

全
国
か
ら
毎
年
約
３
０
０
名

の
選
手
が
過
酷
な
レ
ー
ス
に
挑

み
、
栄
光
の
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
し

ま
す
。

・
毎
年
９
月
４
日
～
６
日　

　

美
幌
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　

美
幌
神
社
の
秋
の
例
大
祭
に

あ
わ
せ
て
開
催
さ
れ
る
お
祭

り
。

・
１
月
下
旬　

　

び
ほ
ろ
冬
ま
つ
り

　

雪
で
作
ら
れ
た
滑
り
台
や
雪

像
、
露
店
が
並
び
、
様
々
な
催

し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。。

美
幌
町
と
は

美
幌
町
と
は

人口 18,171 人
（R4.12 月末現在）

面積 438.41K㎡

○
第
６
期
美
幌
町
総
合
計
画

　
「
ひ
と
が
つ
な
が
る
、
み
ら

い
へ
つ
な
げ
る
、
こ
こ
に
し
か

な
い
ま
ち
、
び
ほ
ろ
」
を
将
来

像
と
し
て
定
め
、「
人
を
創
り
、

地
域
力
を
高
め
る
ま
ち
づ
く

り
」、「
自
然
の
美
し
さ
や
く
ら

し
の
安
心
を
、
み
ん
な
で
護
り

あ
う
ま
ち
づ
く
り
」、「
ま
ち
の

資
源
や
持
ち
味
を
、
活
力
に
換

え
て
い
く
ま
ち
づ
く
り
」、「
住

み
や
す
く
、
人
が
集
ま
る
基
盤

を
つ
く
る
ま
ち
づ
く
り
」、「
夢

を
育
む
体
験
！
あ
た
た
か
い
人

を
つ
く
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
５

つ
を
基
本
目
標
と
し
て
、
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

〇
令
和
５
年
４
月
オ
ー
プ
ン
！

　
「
移
住
相
談
拠
点
施
設
」
の

取
組
み

　

美
幌
町
の
強
み
で
あ
る
豊
か

な
自
然
や
交
通
の
便
の
良
さ
な

ど
の
資
源
を
活
か
し
て
、
美
幌

町
と
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
方
を
迎
え
、
将
来
の
美
幌

町
を
担
う
礎
を
築
く
た
め
に
、

令
和
５
年
４
月
よ
り
「
移
住
相

談
拠
点
施
設
」
を
開
設
し
て
移

住
定
住
の
取
組
を
今
ま
で
以
上

に
推
進
し
ま
す
。

　

こ
の
施
設
は
、
カ
フ
ェ
や
テ

レ
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
、
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
な
ど
の
機
能
を

備
え
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
滞

在
型
観
光
な
ど
を
は
じ
め
と
し

た
独
自
の
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す

る
予
定
で
す
。
町
内
外
問
わ
ず

様
々
な
方
が
集
ま
り
、
交
流
で

き
る
場
所
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
な

た
で
も
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
美
幌
町
へ
の
移
住
に
関

す
る
情
報
を
特
設
サ
イ
ト
「
び

ほ
ろ
暮
ら
し
」
で
発
信
し
て
い

ま
す
。
移
住
体
験
者
の
受
け
入

れ
や
オ
ン
ラ
イ
ン
移
住
相
談
な

ど
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
対
応
い

た
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

特
設
サ
イ
ト「
び
ほ
ろ
暮
ら
し
」

は
こ
ち
ら
↓

○
ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
附
）

「
ふ
る
さ
と
を
思
う　

こ
こ
ろ
が
届
く　

美
幌
町
ふ
る

さ
と
寄
附
金
」

　

美
幌
町
で
は
、
寄
附
者
様
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
附
金

を
「
ま
ち
づ
く
り
」、「
経
済
活
性
化
」、「
福
祉
の
充
実
」、

「
教
育
の
充
実
」
の
事
業
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
令
和

４
年
度
は
町
内
で
起
業
す
る
方
の
支
援
や
町
内
を
走
行

す
る
「
多
目
的
バ
ス
」
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
、除
雪
の
支
援
、

美
幌
高
等
学
校
の
支
援
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

寄
附
者
様
へ
の
お
礼
品
と
し
て
、
希
望
者
の
方
に
は
美

幌
町
自
慢
の
特
産
品
も
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
野
菜
や

肉
な
ど
の
生
鮮
食
品
、
加
工
品
、
工
芸
品
、
移
住
・
観

光
体
験
な
ど
幅
広
く
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
特
設
サ
イ
ト
「
美
幌
町
ふ
る
さ
と
納
税
応
援
サ
イ

ト
」
を
是
非
ご
覧
く
だ
さ

い
。

美
幌
町
ふ
る
さ
と
納
税
応
援

サ
イ
ト
は
こ
ち
ら
↓

町
の
取
組
み

町
の
取
組
み

人気のお礼品「北海道産牛の赤身
800 ｇ・切り落とし 200 ｇ」

移
住
相
談
拠
点
施
設

mailto:seisakug%40town.bihoro.hokkaido.jp?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
http://www.town.bihoro.hokkaido.jp


－ 12 － － 11 －

美び
ほ
ろ幌
町
の
ご
紹
介

美びほ
ろ幌
町
の
ご
紹
介

●お問い合わせ　
美幌町役場　総務部政策課政策統計グループ
〒０９２−８６５０　北海道網走郡美幌町字東２条北２丁目２５番地

ＴＥＬ：０１５２−７７−６５２９　ＦＡＸ：０１５２−７２−４８６９
E-mail：seisakug@town.bihoro.hokkaido.jp
公式ホームページ：http://www.town.bihoro.hokkaido.jp

 

○
天
下
の
絶
景
、
美
幌
峠

　

美
幌
町
の
市
街
地
か
ら
車

で
約
30
分
、
標
高
５
２
５
ｍ

の
場
所
に
あ
る
美
幌
峠
の
展

望
台
か
ら
は
、
日
本
最
大
の

カ
ル
デ
ラ
湖
「
屈
斜
路
湖

（
く
っ
し
ゃ
ろ
こ
）」
や
迫
力

の
あ
る
噴
煙
を
上
げ
る
「
硫

黄
山
（
い
お
う
ざ
ん
）」、
知

床
連
峰
を
は
じ
め
と
し
た
雄

大
な
山
々
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
人
気
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

で
す
。
美
幌
峠
か
ら
の
眺
め

は
「
天
下
の
絶
景
」
と
謳
わ

れ
、
日
の
出
や
夕
焼
け
、
雲

海
な
ど
、
季
節
や
時
間
帯
に

よ
っ
て
様
々
な
表
情
を
見
せ
、

毎
年
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ

い
ま
す
。
美
幌
峠
か
ら
見
る

絶
景
に
魅
了
さ
れ
、
美
幌
町

へ
移
住
さ
れ
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

〇
道
の
駅
「
ぐ
る
っ
と
パ
ノ

ラ
マ
美
幌
峠
」

　

美
幌
峠
の
展
望
台
に
隣
接

す
る
道
の
駅
「
ぐ
る
っ
と
パ

ノ
ラ
マ
美
幌
峠
」
は
、
平
成

14
年
に
登
録
さ
れ
た
道
の
駅

で
す
。
道
東
の
主
要
都
市
で

あ
る
北
見
市
や
網
走
市
、
釧

路
市
な
ど
を
結
ぶ
国
道
の
沿

線
に
あ
る
た
め
、
古
く
か
ら

親
し
ま
れ
、北
海
道
「
道
の
駅
」

ラ
ン
キ
ン
グ
の
景
観
部
門
で

は
、
７
年
連
続
１
位
を
獲
得

し
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
４
月

21
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
、
美
幌
町
産
の
食
材
を

使
っ
た
料
理
が
食
べ
ら
れ
る
レ

ス
ト
ラ
ン
、
美
幌
峠
名
物
の

「
揚
げ
い
も
」
や
熊
笹
味
の
ソ

フ
ト
ク
リ
ー
ム
な
ど
の
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
コ
ー
ナ
ー
、
厳
選
し
た

オ
ホ
ー
ツ
ク
の
特
産
品
を
販
売

す
る
売
店
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
レ

モ
ネ
ー
ド
や
豆
の
ブ
レ
ン
ド
に

こ
だ
わ
っ
た
コ
ー
ヒ
ー
を
提
供

す
る
お
店
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
カ

レ
ー
パ
ン
を
は
じ
め
と
し
た
メ

ニ
ュ
ー
で
人
気
の
パ
ン
店
が
営

業
中
。
町
内
外
か
ら
の
お
客
様

に
絶
品
の
料
理
や
選
り
す
ぐ
り

の
商
品
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

道
の
駅
の
２
階
に
は
、
絶
景

を
眺
め
な
が
ら
休
憩
で
き
る

「
展
望
休
憩
室
」
が
あ
り
、
大

型
モ
ニ
タ
ー
で
美
幌
峠
の
四
季

の
映
像
な
ど
を
ご
覧
い
た
だ
く

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
美
幌
町
ふ
る
さ
と
納

税
の
特
設
ブ
ー
ス
も
設
置
し
、

ご
寄
附
い
た
だ
い
た
寄
附
金
の

使
い
道
や
お
礼
品
、
生
産
者
の

ご
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。
美
幌

町
を
代
表
す
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
美
幌
峠
」
に
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

〇
美
幌
物
産
館
「
ぽ
っ
ぽ
屋
」」

　

Ｊ
Ｒ
美
幌
駅
舎
内
に
あ
る
美

幌
物
産
館
「
ぽ
っ
ぽ
屋
」
で

は
、
美
幌
町
産
の
農
産
物
や
加

工
品
、
工
芸
品
な
ど
の
特
産
品

や
お
土
産
を
豊
富
に
取
り
扱
っ

て
お
り
、
美
幌
町
な
ら
で
は
の

品
を
購
入

す
る
こ
と

が
で
き
ま

す
。
美
幌

駅
か
ら
は

Ｊ
Ｒ
石
北

線
や
都
市

間
高
速
バ

ス
が
発
着

し
、
観
光

案
内
所
も

併
設
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
美
幌
町
へ
お

越
し
の
際
は
是
非
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

〇
美
幌
林
業
館
「
き
て
ら
す
」

　

Ｊ
Ｒ
美
幌
駅
の
２
階
に
あ
る

美
幌
林
業
館
「
き
て
ら
す
」
は
、

美
幌
町
産
の
木
材
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
用
し
た
木
製
遊
具
で
遊
べ

る
木
育
施
設
で
す
。館
内
に
は
、

滑
り
台
や
ト
ン
ネ
ル
、
う
ん
て

い
な
ど
を
備
え
た
大
型
の
コ
ン

ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
遊
具
や
、
木
製

の
エ
ア
ホ
ッ
ケ
ー
、
木
の
玉
が

優
し
い
音
色
を
奏
で
る
「
木
の

玉
も
っ
き
ん
」
な
ど
の
楽
し
い

遊
具
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

お
子
様
は
も
ち
ろ
ん
、
大
人
も

楽
し
め
ま
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
に

は
、
本
物
の
松
の
木
を
使
用
し

た
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
展
示

や
お
子
様
を
対
象
と
し
た
木
工

体
験
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
授
乳
室
や
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

も
あ
り
ま
す
の
で
、
小
さ
な
お

子
様
連
れ
の
方
も
安
心
し
て
ご

利
用
で
き
ま
す
。

〇
美
幌
み
ど
り
の
村

　

美
幌
町
の
市
街
地
か
ら
車
で

約
10
分
の
距
離
に
あ
る
「
美
幌

み
ど
り
の
村
」
は
、
森
林
公
園

や
キ
ャ
ン
プ
場
、
宿
泊
研
修
施

設
、
博
物
館
が
併
設
し
、
都
市

と
農
村
の
交
流
、
体
験
の
場
と

し
て
多
く
の
方
に
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

森
林
公
園
は
、
美
幌
町
の
四

季
を
手
軽
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
、
多
様
な
樹
木
や
動
植
物
が

見
ら
れ
、
散
歩
コ
ー
ス
と
し
て

も
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
森

林
公
園
内
に
は
キ
ャ
ン
プ
場
や

バ
ン
ガ
ロ
ー
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ア
ウ
ト
ド
ア
も
存
分
に
お

楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
多
機

能
型
宿
泊
研
修
施
設
「
グ
リ
ー

ン
ビ
レ
ッ
ジ
美
幌
」
は
宿
泊
部

屋
や
食
堂
、
大
浴
場
、
加
工
実

習
室
な
ど
を
備
え
、
パ
ン
作
り

や
そ
ば
打
ち
体
験
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
大
人
数
で
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
宿
泊
研
修

に
最
適
な
施
設
で
す
。「
美
幌

博
物
館
」
に
は
３
つ
の
展
示
室

が
あ
り
、美
幌
の
自
然
や
歴
史
、

美
術
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
無
料
の

工
作
教
室
や
企
画
展
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
も
随
時
開
催
し
て
い
ま

す
。

〇
峠
の
湯
び
ほ
ろ

　

市
街
地
か
ら
車
で
約
10
分
の

距
離
に
あ
る「
峠
の
湯
び
ほ
ろ
」

は
美
幌
峠
に
向
か
う
田
園
風
景

の
中
に
あ
る
温
浴
施
設
で
す
。

６
種
類
の
浴
槽
と
迫
力
の
あ
る

木
造
ド
ー
ム
型
の
屋
根
が
特
徴

で
す
。
お
身
体
が
不
自
由
な
方

の
た
め
の
福
祉
風
呂
や
、
テ

レ
ワ
ー

ク
に
も

使
用
で

き
る
特

別
休
憩

室
、
交

流
の
場

と
し
て

使
用
で

き
る
賃

室
や
交
流
ホ
ー
ル
、
レ
ス
ト
ラ

ン
を
備
え
て
い
ま
す
。
敷
地
内

に
は
５
月
か
ら
10
月
ま
で
利

用
で
き
る
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
や
ラ
イ

ダ
ー
テ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
、
ロ
グ

ハ
ウ
ス
を
併
設
し
て
い
ま
す
の

で
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
や
バ

イ
ク
な
ど
で
お
越
し
の
方
も
快

適
に
利
用
で
き
ま
す
。
美
幌
町

の
自
然
を
満
喫
し
た
後
は
、
ぜ

ひ
峠
の
湯
び
ほ
ろ
で
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

○
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
紹
介

　

美
幌
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
ぎ
ゅ
う
た
ろ
う
」
は
美
幌
生
ま
れ

の
オ
ス
牛
で
す
。
び
ほ
ろ
の
野
菜
が
好
き
で
元
気
い
っ
ぱ

い
！
左
腕
に
美
幌
峠
の
形
を
し

た
力
こ
ぶ
が
あ
り
、
美
幌
に
流

れ
る
川
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
水
色

の
マ
フ
ラ
ー
を
身
に
付
け
て
い

ま
す
。
お
と
な
し
く
て
シ
ャ
イ

な
性
格
。
褒
め
る
と
舌
を
出
し

て
照
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
美
幌

町
内
外
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
美
幌
の
Ｐ
Ｒ
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
田
舎
過
ぎ
ず
、
都
会
過
ぎ
な
い
。

　
ち
ょ
う
ど
い
い
暮
ら
し
が
叶
う
ま
ち
、
美
幌
町
」

mailto:seisakug%40town.bihoro.hokkaido.jp?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
http://www.town.bihoro.hokkaido.jp
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●お問い合わせ　
○大空町役場　〒０９９－２３９２　北海道網走郡大空町女満別西３条４丁目１番１号
ＴＥＬ：０１５２－７４－２１１１（代）　ＦＡＸ：０１５２－７４－２１９１

E-mail：info@town.ozora.lg.jp　
公式ホームページ：https://www.town.ozora.hokkaido.jp/

○
歴
史

　

大
空
町
は
、
旧
女
満
別
町
と

旧
東
藻
琴
村
が
合
併
し
た
こ
と

に
よ
り
誕
生
し
た
町
で
す
。

　

旧
女
満
別
町
は
、
１
８
９
０

年
に
マ
ッ
チ
軸
の
木
材
栽
培
に

よ
り
人
が
居
住
し
た
こ
と
を

開
拓
の
始
ま
り
と
し
、
そ
の

後
、
鉄
道
開
通
に
よ
り
駅
前
を

中
心
に
市
街
地
が
形
成
さ
れ
る

な
ど
人
口
が
増
加
し
た
こ
と
か

ら
１
９
２
１
年
網
走
町
か
ら
分

村
、
１
９
５
１
年
に
町
制
を
施

行
し
ま
し
た
。

　

旧
東
藻
琴
村
の
始
ま
り

は
、
基
線
道
路
の
開
通
を
機
に

１
９
０
６
年
に
開
拓
者
が
入
植

し
、
大
正
時
代
に
は
団
体
入
植

に
よ
る
本
格
的
な
開
拓
が
始
ま

っ
た
こ
と
で
集
落
形
成
が
進

み
、
１
９
４
７
年
に
網
走
町
か

ら
分
村
し
て
村
制
を
施
行
し
ま

し
た
。

　

２
０
０
６
年
3
月
31
日
、
互

い
に
豊
か
な
産
業
や
文
化
を
育

て
て
き
た
両
町
村
は
、
一
つ
の

町
と
し
て
手
を
取
り
合
い
「
大

空
町
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り

ま
し
た
。

　

大
空
町
は
、
互
い
の
優
れ
た

特
性
を
活
か
し
、
美
し
い
自
然

と
共
生
し
な
が
ら
、
ふ
れ
あ
い

と
語
ら
い
に
よ
る
感
動
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

○
産
業

　

大
空
町
の
主
な
産
業
は
、

農
業
で
あ
り
経
営
耕
地
面
積

１
２
，
５
５
１
㌶
と
全
町
の
約

37
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
主
な

作
目
は
、
米
の
作
付
け
を
は
じ

め
、
麦
類
、
馬
鈴
薯
、
甜
菜
、

豆
類
、
野
菜
と
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
ま
す
。
２
０
１
８
年
度
か

ら
操
業
を
始
め
た
道
内
最
大
の

豆
の
調
整
施
設
「
オ
ホ
ー
ツ
ク

ビ
ー
ン
ズ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
で

は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
方
で
採
れ

た
豆
類
を
集
荷
し
て
選
別
調
整

し
、
全
国
へ
販
売
す
る
た
め
の

拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

特
産
品
の
一
つ
で
あ
る
「
長
い

も
」
を
使
っ
た
ご
当
地
メ
ニ
ュ

ー「
大
空
豚
し
ゃ
ぶ
長
い
も
丼
」

を
町
内
4
店
舗
で
提
供
し
て
い

ま
す
。
提
供
す
る
丼
の
タ
レ
は

各
店
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
、
4
店
異

な
る
味
わ
い
で
食
べ
比
べ
も
楽

し
め
ま
す
。
大
空
町
発
の
ご
当

地
メ
ニ
ュ
ー
を
ぜ
ひ
味
わ
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　

観
光
業
で
は
、
春
の
芝
桜
公

園
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
楽
し

め
る
3
か
所
の
ひ
ま
わ
り
畑
、

凍
っ
た
湖
の
上
で
楽
し
む
「
氷

上
わ
か
さ
ぎ
釣
り
」
な
ど
1
年

を
通
し
て
様
々
な
ス
ポ
ッ
ト
や

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
楽
し
め
ま

す
。
ま
た
、
近
年
は
網
走
湖
女

満
別
湖
畔
で
Ｓ
Ｕ
Ｐ
（
ス
タ
ン

ド
ア
ッ
プ
パ
ド
ル
ボ
ー
ド
）
を

楽
し
む
方
も
増
え
て
お
り
、
Ｓ

Ｕ
Ｐ
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

○
イ
ベ
ン
ト

・
ひ
が
し
も
こ
と
芝
ざ
く
ら
ま

つ
り

　

芝
桜
の
開
花
に

合
わ
せ
て
5
月
上

旬
か
ら
5
週
に
わ

た
っ
て
繰
り
広
げ

ら
れ
る
東
藻
琴
地

区
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
。
東
藻
琴

を
舞
台
に
、
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど

催
し
物
が
盛
り
沢
山
。
毎
年
、

花
見
を
兼
ね
て
道
内
外
か
ら
大

勢
の
観
光
客
が
訪
れ
、
ピ
ン
ク

色
に
咲
き
誇
る
芝
桜
が
、
人
々

を
魅
了
し
て
い
ま
す
。 

・
め
ま
ん
べ
つ
観
光
夏
ま
つ
り

　

網
走
湖
女
満
別
湖
畔
を
会
場

に
開
催
さ
れ
る
女
満
別
地
区
の

夏
を
彩
る
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
。

水
上
花
火
大
会

や
北
海
道
ド
ラ

ゴ
ン
ボ
ー
ト
競

技
会
な
ど
湖
畔

な
ら
で
は
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

が
盛
り
沢
山
。
湖
畔
キ
ャ
ン
プ

場
で
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
み
な
が

ら
、
夏
な
ら
で
は
の
賑
わ
い
を

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。 

・
ノ
ン
キ
ー
ラ
ン
ド
ふ
る
さ
と

ま
つ
り

　

東
藻
琴
地

区
の
夏
を
彩

る
イ
ベ
ン
ト
。

そ
の
メ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト
は

「
ロ
ー
ル
転
が

し
ど
っ
て
ん
酷
」。
4
人
1
チ

ー
ム
で
重
さ
４
０
０
kg
（
女
子

は
３
０
０
㎏
）
の
牧
草
ロ
ー
ル

を
転
が
し
、
ゴ
ー
ル
ま
で
の
タ

イ
ム
を
競
い
ま
す
。
そ
の
他
、

野
外
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
特
産
品

の
格
安
販
売
も
あ
り
ま
す
。

大
空
町
と
は

大
空
町
と
は

人口：６，７７１人
　　　（Ｒ４. １２末現在）
面積：約３４３. ６６K㎡

○
第
2
次
大
空
町
総
合
計
画

（
２
０
１
６
年
度
～
２
０
２
５

年
度
）

　

第
2
次
大
空
町
総
合
計
画
で

は
、「
夢
を
絆
を　

笑
顔
で
彩

る
大
空
町
」
を
将
来
像
と
し
、

ふ
れ
あ
い
に
よ
り
つ
な
が
り
始

め
た
心
の
融
合
を
強
い
「
絆
」

に
変
え
、
町
民
が
抱
く
理
想
の

ま
ち
づ
く
り
と
い
う
「
夢
」
を
、

み
ん
な
で
い
き
い
き
と
「
笑
顔

で
大
空
に
彩
る
（
描
く
）」、
そ

う
し
た
輝
い
た
町
民
の
姿
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。
基
本
計
画

と
し
て
、「
に
ぎ
わ
い
ひ
ろ
が

る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り
」「
あ

た
た
か
さ
あ
ふ
れ
る
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
」「
い
き
が
い
は
ぐ

く
む
学
び
の
ま
ち
づ
く
り
」「
ゆ

た
か
さ
う
る
お
う
生
活
の
ま

ち
づ
く
り
」「
ふ
れ
あ
い
つ
な

が
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の

5
つ
を
軸
と
し
て
掲
げ
て
い
ま

す
。

○
高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

２
０
２
１
年
4
月
に
開
校
し

た
「
北
海
道
大
空
高
等
学
校
」

は
、「
普
通
科
の
高
校
」
と
「
専

門
学
科
の
高
校
」
の
科
目
の
中

か
ら
、
自
分
の
興
味
の
あ
る
科

目
や
、
進
路
に
合
わ
せ
た
科
目

を
選
択
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
「
総
合
学
科
」
で
す
。
小
規

模
校
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
を

生
か
す
こ
と
で
、
生
徒
一
人
ひ

と
り
に
細
や
か
に
対
応
す
る
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
も
充
実
し

た
最
適
な
環
境
が
整
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
町
と
民
間
企
業
「
Ｒ

／
Ｇ
Ａ
」
が
共
同
で
ス
タ
ー
ト

し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「PROTO 

OZORA

」
で
は
、
大
空
高
校

生
が
「
関
係
人
口
の
創
出
」
と

い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
取
り
組

み
、
実
際
に
高
校
生
か
ら
町
長

に
政
策
提
言
を
行
う
な
ど
の
活

動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

以
外
に
も
、
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

を
整
備
す
る
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク

ー
ル
構
想
」
や
認
定
こ
ど
も
園

の
整
備
な
ど
、
地
域
が
一
丸
と

な
っ
て
学
び
を
サ
ポ
ー
ト
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

○
地
域
情
報
配
信
ア
プ
リ
「
そ

ら
っ
き
ー
ナ
ビ
」

　

日
常
か
ら
緊
急
時
ま
で
、
町

の
情
報
を
町
民
全
員
に
確
実
に

伝
え
る
手
段
と
し
て
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
向
け
地
域
情
報
配
信

ア
プ
リ
「
そ
ら
っ
き
ー
ナ
ビ
」

を
配
信
し
て
い
ま
す
。
そ
ら
っ

き
ー
ナ
ビ
で
は
、
町
や
関
係
機

関
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
緊
急
情

報
、
ゴ
ミ
出
し
曜
日
確
認
、
慶

弔
や
町
内
18
か
所
の
ピ
ン
ポ
イ

ン
ト
天
気
な
ど
暮
ら
し
に
役

立
つ
情
報
を
お
届
け
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
プ
ッ
シ
ュ
通
知
で

情
報
を
配
信
で
き
る
た
め
、
災

害
時
の
避
難
所
開
設
状
況
な

ど
、
緊
急
情
報
を
確
実
に
届
け

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

従
来
か
ら
運
用
し
て
い
る
広
報

誌
等
の
ア
ナ
ロ
グ
媒
体
と
そ
ら

っ
き
ー
ナ
ビ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
デ

ジ
タ
ル
媒
体
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
全
世
代
に
確
実
に
情

報
を
伝
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　　

町
の
取
組
み

町
の
取
組
み

○
ふ
る
さ
と
納
税(

寄
附)

　

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、「
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を

育
む
事
業
」「
高
齢
者
が
健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
す
事
業
」

「
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
」
等
に
有
効
に
活
用
し
て
い
ま

す
。

　

寄
附
者
に
は
御
礼
と
し
て
大
空
町
自
慢
の
品
を
お
届
け
し

て
い
ま
す
。

　

雄
大
な
大
地
で
育
て
ら
れ
た
新
鮮
野
菜
や
チ
ー
ズ
、
さ
く

ら
豚
な
ど
町
の
特
産
品
を
定
期
便
で
お
届
け
す
る
コ
ー
ス
や

日
本
ギ
フ
ト
大
賞
２
０
１
８
北
海
道
賞
に
も
選
ば
れ
た
「
し

じ
み
醤
油
」、
北
海
道
の
大
自
然
が
育
ん
だ
１
０
０
％
の
生

乳
で
手
作
り
し
た
人
気
の
チ
ー
ズ
詰
め
合
わ
せ
「
チ
ー
ズ

オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
」
な
ど
、
味
覚
に
嬉
し
い
様
々
な
食
べ
物

を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
バ
タ
ー
作
り
体
験
や
わ
か

さ
ぎ
釣
り
体
験
な
ど
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
関
す
る
返
礼
品

も
用
意
し
て
い

ま
す
。
ま
ず
は

特
設
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
き
、

寄
附
を
ご
検
討

い
た
だ
け
ま
す

と
幸
い
で
す
。

ふるさと納税ページ
はこちら↑

mailto:info%40town.ozora.lg.jp?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
https://www.town.ozora.hokkaido.jp/
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大お
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の
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介

大おお
ぞ
ら空
町
の
ご
紹
介

●お問い合わせ　
○大空町役場　〒０９９－２３９２　北海道網走郡大空町女満別西３条４丁目１番１号
ＴＥＬ：０１５２－７４－２１１１（代）　ＦＡＸ：０１５２－７４－２１９１

E-mail：info@town.ozora.lg.jp　
公式ホームページ：https://www.town.ozora.hokkaido.jp/

○
大
空
八
景

　

町
内
に
あ
る
全
国
に
誇
れ

る
自
慢
の
景
観
8
か
所
を
決

定
し
「
大
空
八
景
」
と
呼
ん
で

い
ま
す
。
四
季
折
々
で
違
う

景
色
を
見
せ
て
く
れ
る
大
空

八
景
。
ぜ
ひ
、
ぐ
る
っ
と
巡
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

①
ひ
ま
わ
り
畑
か
ら
の
飛
行

機
　

女
満
別
空
港
の
近
く
に
あ

る
「
ひ
ま
わ
り
畑
」
は
、
ひ

ま
わ
り
と
飛
行
機
を
1
枚
の

写
真
に
収
め
る
こ
と
が
で
き

る
国
内
で
も
珍
し
い
絶
好
の

撮
影
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
タ
イ

ミ
ン
グ
が
合
え
ば
、
ひ
ま
わ

り
畑
の
上
に
着
陸
し
た
よ
う

な
写
真
を
撮
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　

ひ
ま
わ
り
の
花
が
咲
い
て

い
る
期
間

は
2
週
間

ほ
ど
と
短

い
で
す
が
、

風
に
そ
よ

ぐ
ひ
ま
わ

り
が
笑
顔

で
出
迎
え

て
く
れ
ま

す
。

②
住
吉
高
台
か
ら
の
眺
望

　

高
台
か
ら
見
下
ろ
す
風
景

は
雄
大
さ
を
実
感
で
き
る
と

と
も
に
、
澄
み
切
っ
た
青
空
と

緑
や
黄
金
色
の
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
の
よ
う
な
田
園
風
景
を
満

喫
で
き
ま
す
。
晴
れ
た
日
に

は
知
床
連
山
な
ど
が
見
え
る

隠
れ
た
景
観
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

③
網
走
湖
女
満
別
湖
畔

　

網
走
国
定
公
園
に
位
置
す

る
網
走
湖
女
満
別
湖
畔
は
「
北

海
道
景
観
百
選
」
に
選
ば
れ

た
ほ
ど
美
し
く
自
然
豊
か
な

湖
で
す
。

　

春
に
は
、
雪
解
け
と
と
も
に

水
芭
蕉
が
咲
き
始
め
ま
す
。「
女

満
別
湿
生
植
物
群
落
」
は
日
本

一
の
規
模
を
誇
り
、
水
湿
地
に

生
育
す
る
た
く
さ
ん
の
植
物
を

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
夏
は

キ
ャ
ン
プ
場
や
野
営
場
が
オ
ー

プ
ン
し
、
た
く
さ
ん
の
キ
ャ
ン

パ
ー
た
ち
で
賑
わ
い
、
秋
に
は

白
鳥
が
飛
来
し
、
湖
と
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
冬
に
は
、
網
走
湖
が
一
面

の
氷
に
覆
わ
れ
、
氷
上
ワ
カ
サ

ギ
釣
り
を
楽
し
む
人
で
賑
わ
い

ま
す
。

　

四
季
を

通
じ
て
そ

の
美
し
さ

は
変
わ
る

こ
と
な
く
、

散
策
や
季

節
ご
と
の

レ
ジ
ャ
ー
を
お
楽
し
み
い
た
だ

け
る
の
が
網
走
湖
女
満
別
湖
畔

の
醍
醐
味
で
す
。

④
メ
ル
ヘ
ン
の
丘

　

ゆ
る
や
か
な
丘
陵
地
に
連
な

る
畑
が
、
季
節
ご
と
に
美
し
い

田
園
風
景
を
描
く
「
メ
ル
ヘ
ン

の
丘
」。
世
界
の
巨
匠
、
故
・

黒
澤
明
監
督
の
映
画
「
夢
」
の

ロ
ケ
地
と
し
て
も
有
名
な
ス

ポ
ッ
ト
で
す
。
畑
と
空
が
織
り

な
す
の
ど
か
な
風
景
が
印
象
的

な
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
で
、
毎
年

た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
訪
れ
て

い
ま
す
。

　

女
満
別
市
街
か
ら
網
走
市
方

向
へ
向
か
う
国
道
39
号
線
沿
い

に
あ
り
、
春
は
緑
、
夏
は
ジ
ャ

ガ
イ
モ
の
花

の
白
、
秋
は

小
麦
の
黄
金

色
と
、
季
節

と
と
も
に
丘

の
色
が
変
化

し
、
様
々
な

風
景
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

⑤
朝
日
ヶ
丘
公
園

　

女
満
別
地
域
の
高
台
に
位
置

す
る
「
朝
日
ヶ
丘
公
園
」
は
、

網
走
湖
か
ら
斜
里
岳
や
知
床
連

山
ま
で
３
６
０
度
の
大
パ
ノ
ラ

マ
を
眺
望
で
き
る
絶
景
ス
ポ
ッ

ト
で
す
。
展
望
台
に
登
れ
ば
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
の
爽
や
か
な
風
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
夏

か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
一
面
の

ひ
ま
わ
り
が
展
望
台
周
辺
を
埋

め
尽
く
し
、
賑
わ
い
を
見
せ
ま

す
。
ま
た
、
朝
日
地
区
も
映
画

「
夢
」
の
ロ
ケ
地
と
な
っ
て
い

ま
す
。

 

⑥
ひ
が
し
も
こ
と
乳
酪
館

　

チ
ー
ズ
の
里
東
藻
琴
の
シ
ン

ボ
ル
と
も
い
う
べ
き
施
設
で

す
。
こ
こ
で
は
、
東
藻
琴
産
の

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ル
ク
を
原
料

に
、
乳
製
品
の
開
発
・
製
造
を

す
る
と
と
も
に
、
実
際
に
チ
ー

ズ
づ
く
り
を
見
学
・
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
館
内
に
は
、
チ
ー

ズ
の
歴
史
を
知
る
ミ
ニ
学
習

室
、
ジ
オ
ラ
マ
模
型
の
展
示
、

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
づ
く
り
や
バ

タ
ー
づ
く
り
に
挑
戦
す
る
体
験

交
流
室
、
さ
ら
に
こ
こ
で
製
造

さ
れ
て
い
る
乳
製
品
を
実
際
に

味
わ
え
る
販
売
・
試
食
コ
ー

ナ
ー
な
ど
が
あ
り
、
チ
ー
ズ
に

関
す
る
様
々
な
こ
と
を
楽
し
み

な
が
ら
学
べ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

⑦
ひ
が
し
も
こ
と
芝
桜
公
園

　

東
藻
琴
市
街
か
ら
藻
琴
山
方

向
へ
8
㎞
。
春
に
な
る
と
、
鮮

や
か
な
ピ
ン
ク
色
や
白
色
に
染

ま
る
小
高
い
丘
の
斜
面
が
「
東

藻
琴
芝
桜
公
園
」
で
す
。
5
月

中
旬
か
ら
6
月
上
旬
に
か
け

て
見
頃
を
迎
え
ま
す
。
満
開

に
な
る
と
、

10
万
㎡
に

及
ぶ
広
大

な
斜
面
は

ま
る
で
ビ

ロ
ー
ド
の

絨
毯
を
敷

き
詰
め
た

よ
う
に
美

し
く
彩
ら

れ
ま
す
。

　

場
内
に
は
、
1
周
８
２
０
m

の
ゴ
ー
カ
ー
ト
や
丸
太
遊
具
、

ニ
ジ
マ
ス
が
泳
ぐ
釣
堀
池
、
さ

ら
に
は
バ
ン
ガ
ロ
ー
を
完
備
し

た
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
も
あ
り
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
で
楽
し
め
る
ス

ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑧
藻
琴
山
登
山
口
か
ら
の
眺
望

　

全
国
「
自
然
１
０
０
選
」
に

輝
い
た
藻
琴
山
は
、
そ
の
山
容

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
山
頂
か

ら
の
眺
め
も
ま
た
息
を
の
む
美

し
さ
で
、
眼
下
に
は
屈
斜
路
湖

が
広
が
り
ま
す
。
豊
か
な
自
然

が
息
づ
く
山
は
、
麓
か
ら
頂
上

ま
で
の
丸
ご
と
全
部
を
ア
ウ
ト

ド
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
楽
し

め
ま
す
。

　

畑
と
草
地
が
重
な
っ
て
い
る

よ
う
に
広
が
っ
て
お
り
、
爽
や

か
な
風
が
吹
き
抜
け
る
登
山
口

か
ら
の
眺
望
は
大
地
の
雄
大
さ

を
実
感
で
き
ま
す
。

　

藻
琴
山
の
標
高
は
ち
ょ
う
ど

１
０
０
０
m
。
東
藻
琴
コ
ー
ス

は
6
合
目
ま
で
車
で
行
く
こ
と

が
で
き
、
そ
こ
か
ら
頂
上
ま
で

約
2
㎞
の
道
程
で
す
。
子
ど
も

の
足
で
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
も
1

時
間
程
度
で
山
頂
ま
で
た
ど
り

着
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
運
が

良
け
れ
ば
、
眼
下
に
広
が
る
雲

海
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
藻
琴
山
を
源
と
す
る

水
は
「
銀
嶺
水
」
と
呼
ば
れ
、

水
質
日
本
一
の
折
り
紙
付
き
の

名
水
で
す
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
大
空
に
　
人
・
花
・
心
　
育
む
ま
ち
」

○
町
の
ご
当
地
キ
ャ
ラ
紹
介

　

大
空
町
の
ご
当
地
キ
ャ
ラ
で
あ
り

観
光
大
使
で
も
あ
る
「
そ
ら
っ
き
ー
」。

名
前
の
由
来
は
、
大
空
町
の
「
空
」

と
飛
行
機
の
「
機
」
を
組
み
合
わ
せ
、

さ
ら
に
英
語
に
す
る
と
「So Lucky

」

の
意
味
も
込
め
て
名
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
現
在
の
そ
ら
っ
き
ー
は
二
代
目

で
、
も
っ
と
世
界
を
飛
び
回
る
た
め
に
両
翼
に
ジ
ェ
ッ
ト
エ

ン
ジ
ン
を
、
み
ん
な
が
乗
れ
る
よ
う
に
機
体
に
窓
を
、
そ
し

て
町
の
こ
と
を
世
界
中
に
広
め
る
た
め
に
尾
翼
に
町
章
を
つ

け
、
２
０
１
４
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
登
場
す
る
と
写
真
攻
め
に
合
う
ほ
ど
、
多
く

の
人
に
愛
さ
れ
て
い
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
す
。

町
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
「
そ
ら
っ
き
ー
の
つ
ぶ
や
き
」
で
は
、

毎
週
金
曜
日
17
時
に
町
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
発
信
し
て

い
ま
す
。
そ
ら
っ
き
ー
の
豆
知
識
が
聞
け
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

mailto:info%40town.ozora.lg.jp?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
https://www.town.ozora.hokkaido.jp/
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斜しゃ
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の
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介
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ゃ
り里
町
の
ご
紹
介

●お問い合わせ　
斜里町役場　〒０９９－４１９２　北海道斜里郡斜里町本町１２番地
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E-mail：sh.kikaku@town.shari.hokkaido.jp
公式ホームページ：https://www.town.shari.hokkaido.jp/index.html

〇
概
要

　

斜
里
町
の
農
家
1
戸
あ
た
り

の
経
営
面
積
は
35
を
超
え
て
い

ま
す
。
日
本
は
も
と
よ
り
、
北

海
道
の
水
準
を
大
き
く
超
え
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
匹
敵
し
ま
す
。

日
照
に
恵
ま
れ
た
斜
里
平
野

は
、
十
勝
平
野
と
並
ぶ
日
本
の

穀
倉
地
帯
で
す
。
一
方
、
斜
里

町
の
海
岸
に
広
が
る
オ
ホ
ー
ツ

ク
海
は
世
界
有
数
の
漁
場
と
い

わ
れ
、
サ
ケ
・
マ
ス
の
漁
獲
量

は
日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。

北
半
球
で
流
氷
が
押
し
寄
せ
る

最
南
端
の
場
所
の
た
め
、
冬
の

間
は
自
然
の
禁
漁
期
間
と
な
り

ま
す
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
豊
か

さ
を
つ
く
っ
て
い
る
流
氷
が
運

ん
で
き
た
栄
養
が
注
が
れ
、
自

然
豊
か
な
サ
イ
ク
ル
を
生
み
出

し
て
い
ま
す
。

　

斜
里
町
で
は
広
大
な
農
地
と

恵
ま
れ
た
自
然
条
件
を
生
か
し

た
農
業
が
営
ま
れ
、
馬
鈴
薯
、

て
ん
菜
、
小
麦
の
畑
作
三
品
が

作
付
面
積
の
お
よ
そ
8
割
を
占

め
、
こ
の
ほ
か
に
ニ
ン
ジ
ン
や

タ
マ
ネ
ギ
、
豆
類
な
ど
が
作
付

け
さ
れ
て
い
ま
す
。
酪
農
畜
産

も
行
わ
れ
、
生
産
額
の
お
よ
そ

1
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

斜
里
町
の
総
面
積
の
う
ち
、

お
よ
そ
78
％
が
森
林
で
占
め
ら

れ
て
お
り
、
森
林
の
も
つ
公
益

的
機
能
は
空
気
や
水
の
浄
化
作

用
、
治
山
、
治
水
、
さ
ら
に
地

域
の
環
境
保
全
に
も
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
機
能
を
維
持
し
な
が

ら
、
有
効
な
森
林
資
源
を
将
来

に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に

「
造
林
、
植
栽
、
保
育
」
の
森

林
サ
イ
ク
ル
を
通
じ
て
、
健
全

な
森
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

知
床
連
山
の
ふ
も
と
、
開
発

の
危
機
に
あ
っ
た
開
拓
跡
地

を
、
多
く
の
善
意
に
よ
っ
て
買

い
戻
そ
う
と
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ト
ラ
ス
ト
運
動
で
あ
る
「
し
れ

と
こ
１
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
運

動
」
は
、
世
界
自
然
遺
産
登
録

の
要
因
と
な
り
ま
し
た
。
現
在

は
運
動
地
の
買
い
取
り
を
終

え
、
運
動
は
太
古
の
森
を
数
百

年
の
歳
月
を
か
け
て
復
元
す
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

斜
里
町
の
水
産
物
を
代
表
す

る
の
は
、
定
置
網
漁
に
よ
る

サ
ケ
・

マ
ス
で

す
。
特

に
秋
サ

ケ
の
市

町
村
別

漁
獲
量
は
日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

を
誇
り
ま
す
。
サ
ケ
・
マ
ス
の

ほ
か
に
も
、ホ
ッ
ケ
や
キ
チ
ジ
、

毛
ガ
ニ
、
ウ
ニ
、
貝
類
な
ど
の

豊
富
な
魚
種
が
水
揚
げ
さ
れ
て

お
り
、
市
場
で
も
高
い
評
価
を

得
て
い
ま
す
。

　

知
床
の
大
自
然
を
は
じ
め
と

し
て
、
ウ
ト
ロ
地
区
の
温
泉
や

北
の
味
覚
な
ど
、
観
光
地
と
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
を
備
え
て

い
る
斜
里
町
に
は
、
年
間
お
よ

そ
１
２
０
万
人
の
観
光
客
が
訪

れ
ま
す
。
北
海
道
を
代
表
す
る

観
光
地
と
な
っ
て
い
る
斜
里
町

の
観
光
は
、
農
業
、
漁
業
と
並

ぶ
基
幹
産
業
で
す
。
道
内
外
は

も
と
よ
り
、
海
外
か
ら
の
観
光

客
も
多
く
、
世
界
自
然
遺
産
の

魅
力
に
深
く
触
れ
よ
う
と
、
従

来
か
ら
の
景
勝
地
観
光
だ
け
で

は
な
く
体
験
型
観
光
を
楽
し
む

人
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
観

光
の
中
心
は
ウ
ト
ロ
地
域
で
す

が
、
峰
浜
地
区
に
あ
る
ま
っ
す

ぐ
な
道
が
は
る
か
遠
く
ま
で
続

き
、
そ
の
先
が
天
ま
で
続
い
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
「
天
に
続

く
道
」
も
近
年
人
気
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
で
す
。

　

斜
里
町
は
青
森
県
弘
前
市
と

友
好
都
市
で
す
。
7
月
に
は
弘

前
市
と
の
交
流
か
ら
伝
授
さ
れ

た
大
小
の
ね
ぷ
た
が
2
日
間
に

わ
た
っ
て
斜
里
市
街
を
練
り
歩

き
ま
す
。
金
・
土
曜
日
の
日

中
に
は

商
店
街

を
中
心

に
「
し

れ
と
こ

夏
ま
つ

り
」
も

開
催
さ
れ
ま
す
。

斜
里
町
と
は

斜
里
町
と
は

人口 10,865 人
（R5.1 月末現在）

面積 737.13K㎡

～
斜
里
町
と
関
係
の
あ
る

　
　
　
　
　

人
を
増
や
す
～

【
テ
レ
ワ
ー
ク
】

　

斜
里
町
で
は
、
ま
ち
の
応
援

団
＝
「
関
係
人
口
」
を
増
や
す

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

知
床
世
界
自
然
遺
産
を
有

し
、
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
斜

里
町
は
、
し
れ
と
こ
１
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
運
動
と
い
っ
た
こ

れ
ま
で
の
実
績
も
あ
り
、
関
係

人
口
を
さ
ら
に
拡
大
し
う
る
可

能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
テ
レ

ワ
ー
ク
が
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

新
し
い
働
き
方
と
し
て
脚
光
を

浴
び
て

い
る
中

で
、
地

方
で
も

都
会
と

同
じ
仕

事
が
で

き
る
と

の
認
識
が
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

い
う
働
き
方
・
生
き
方
を
含
め

て
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
と
し
て
、

大
自
然
に
隣
接
し
て
い
る
と
い

う
地
域
の
特
性
を
生
か
し
て
、

都
市
部
に
は
な
い
仕
事
環
境
を

整
え
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
自
然

に
触
れ
る
機
会
が
少
な
い
人

が
、
ス
ト
レ
ス
の
少
な
い
環
境

で
生
産
性
を
高
め
、
効
率
よ
く

仕
事
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
平
日
は
い
つ

も
通
り
働
い
て
、
休
日
は
ア
ウ

ト
ド
ア
や
ド
ラ
イ
ブ
で
知
床
の

自
然
を
満
喫
す
る
と
い
っ
た
首

都
圏
で
は
難
し
い
生
活
も
実
現

可
能
で
す
。
ま
た
、
全
国
各
地

か
ら
訪
れ
る
多
く
の
テ
レ
ワ
ー

カ
ー
（
テ
レ
ワ
ー
ク
で
働
く
人

の
こ
と
）
と
地
域
と
の
交
流
を

通
じ
て
、
新
し
い
仕
事
や
雇
用

が
創
出
さ
れ
る
な
ど
、
様
々
な

分
野
へ
の
波
及
効
果
や
地
域
の

活
性
化
を
目
的
の
ひ
と
つ
と
し

て
い
ま
す
。

　
「
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
」、

「
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
事
業
」
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
と
と
も

に
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ
た

寄
附
者
と
の
つ
な
が
り
も
大
切

に
し
な
が
ら
、
新
た
な
関
係
人

口
の
創
出
、
拡
大
を
図
っ
て
い

ま
す
。

【
ふ
る
さ
と
斜
里
会
】

　
「
ふ
る
さ
と
斜
里
会
」
は
斜

里
町
出
身
者
や
斜
里
町
に
ゆ
か

り
の
あ
る
皆
様
が
集
う
会
で

す
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
や
そ
の

近
郊
の
方
の
「
北
見
斜
里
会
」、

札
幌
市
や
そ
の
近
郊
の
方
の

「
札
幌
斜
里
会
」、
東
京
都
や
関

東
近
郊
の
方
の「
東
京
斜
里
会
」

が
あ
り
、
多
く
の
皆
様
に
ご
参

加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

随
時
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
本
人
の
入
会
を
は

じ
め
、
ご
家
族
、
友
人
、
知
人

等
を
「
ふ
る
さ
と
斜
里
会
」
へ

ご
紹
介
く
だ
さ
い
。
斜
里
町
役

場
よ
り
各
ふ
る
さ
と
斜
里
会
事

務
局
へ
お
取
次
ぎ
い
た
し
ま
す
。

○
ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
附
）

　

斜
里
町
で
は
こ
れ
ま
で
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
運
動

で
あ
る
「
知
床
１
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
運
動
」
を
主
と

し
て
知
床
の
森
を
守
る
活
動
の
支
援
金
と
し
て
寄
附
金

を
受
領
し
て
き
ま
し
た
。
令
和
2
年
よ
り
返
礼
品
付
き

ふ
る
さ
と
納
税
の
受
付
を
開
始
し
、
特
産
品
で
あ
る
鮭

や
い
く
ら
、
毛
ガ
ニ
、
に
ん
じ
ん
ジ
ュ
ー
ス
を
は
じ
め

と
し
た
食
料
品
だ
け
で
は
な
く
、
ホ
テ
ル
の
宿
泊
チ

ケ
ッ
ト
等
の
斜
里
町
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
際
に
利
用

で
き
る
商
品
も
提
供
し
て
い
ま
す
。
い
た
だ
い
た
寄
附

金
は
7
つ
の
基
金
に
分
類
し
、
環
境
保
護
、
産
業
振
興
、

子
育
て
支
援
等
様
々
な
事
業
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
多

く
の
寄
附
先
の
中
か
ら
斜
里
町
を
お
選
び
い
た
だ
き
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
に
選
ん
で
も
ら

え
る
町
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
充
実
し
た
返
礼
品
を

取
り
揃
え
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

町
の
取
組
み

町
の
取
組
み

返礼品の一例
「にんじんジュース」

返礼品の一例
「毛ガニ」
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ア
イ
ヌ
語
で
「
地
の
果
て
」

を
意
味
す
る
シ
リ
エ
ト
ク
、
知

床
半
島
に
位
置
す
る
斜
里
町

は
、
日
本
最
後
の
秘
境
と
も

言
わ
れ
、
太
古
の
自
然
を
そ

の
ま
ま
残
す
知
床
に
は
、
海

に
森
に
、
野
生
動
物
の
楽
園

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

残
雪
と
新
緑
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
に
包
ま
れ
る
春
、
多
く

の
花
で
彩
ら
れ
る
夏
、
湖
面

に
映
る
紅
葉
の
鮮
や
か
さ
に

息
を
の
む
秋
、
最
も
厳
し
く

美
し
い
流
氷
の
冬
と
知
床
は

四
季
折
々
に
そ
の
表
情
を
変

え
て
ゆ
き
ま
す
。

　

野
生
動
物
の
気
配
を
感
じ

な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
歩
き
、

眺
め
、
触
れ
、
耳
を
澄
ま
せ
、

息
を
吸
い
込
む
と
い
っ
た
五

感
を
フ
ル
に
使
い
「
体
で
感

じ
る
世
界
遺
産
」
そ
れ
が
知

床
で
す
。

【
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
1
時
間
程

度
】

　

気
軽
に
知
床
の
大
自
然
を

体
感
で
き
る
の
が
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
魅
力
で
す
。
知
床
自

然
セ
ン
タ
ー
で
ヒ
グ
マ
の
出

没
情
報
な
ど
を
入
手
し
て
、
海

に
向
か
う
フ
レ
ペ
の
滝
コ
ー

ス
と
、
森
の
中
を
歩
く
開
拓

小
屋
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
ど

ち
ら
も
予
約
不
要
で
、
1
時
間

程
度
な
の
で
初
心
者
で
も
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ（
知
床
五
湖
）】

　

知
床
の
大
自
然
を
代
表
す
る

知
床
五
湖
で
す
。
地
上
遊
歩
道

が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
全
周
3.0

㎞
の
大
ル
ー
プ
と
全
周
1.6
㎞
の

小
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。
5
月

か
ら
7
月
の
ヒ
グ
マ
活
動
期
は

ガ
イ
ド
の
同
伴
が
義
務
付
け
ら

れ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
開
園

時
期
は
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
る

と
散
策
可
能
に
な
り
ま
す
。

【
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
（
知
床
国
立

公
園
内/

羅
臼
湖
ほ
か
）】

　

半
日
ま
た
は
1
日
を
か
け

て
、
知
床
の
大
自
然
を
ガ
イ
ド

と
と
も
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
知
床
の
成
り
立
ち
や
、

樹
々
の
不
思
議
な
ど
、
プ
ロ
の

ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
と
歩
く
知

床
は
、
体
だ
け
で
な
く
想
像
力

も
刺
激
さ
れ
ま
す
。
運
が
良
け

れ
ば
、
リ
ス
や
キ
ツ
ネ
な
ど
の

野
生
動
物
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
季

節
を
彩
る
鳥
た
ち
に
会
う
こ
と

も
で
き
ま
す
。

【
サ
イ
ク
リ
ン
グ
】

　

自
転
車
と
い
う
エ
コ
な
移
動

手
段
で
、
知
床
の
風
を
感
じ
な

が
ら
自
由
に
巡
れ
る
の
が
サ
イ

ク
リ
ン
グ
で
す
。
特
に
知
床
峠

か
ら
ガ
イ
ド
と
疾
走
す
る
ダ
ウ

ン
ヒ
ル
は
、
最
近
人
気
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
す
。
レ
ン
タ
ル

サ
イ
ク
ル
で
気
ま
ま
に
、
サ
イ

ク
リ
ン
グ
の
プ
ロ
ガ
イ
ド
と
と

も
に
体
感
で
き
ま
す
。

【
星
空
観
察
】

　

知
床
の
美
し
い
夕
陽
が
沈
ん

だ
あ
と
に
体
感
で
き
る
と
っ
て

お
き
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で

す
。
見
上
げ
る
だ
け
で
、
知
床

の
空
の
美
し
さ
に
驚
愕
で
き
ま

す
。
ガ
イ
ド
と
と
も
に
、
人
工

の
光
の
な
い
、
と
っ
て
お
き
の

場
所
か
ら
夜
空
を
見
上
げ
る
ツ

ア
ー
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

【
散
策（
知
床
五
湖
高
架
木
道
）】

　

車
い
す
で
も
ベ
ビ
ー
カ
ー
で

も
利
用
可
能
な
高
架
木
道
は
、

予
約
不
要
・
無
料
で
知
床
五
湖

を
歩
け
ま
す
。
き
れ
い
に
整
備

さ
れ
た
木
道
は
全
長
約
８
０
０

ｍ
で
、
高
架
木
道
に
は
電
気
柵

が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
た

め
、
も
し
も
ヒ
グ
マ
が
出
現
し

て
も
安
全
で
す
。

【
沢
あ
そ
び
（
カ
ム
イ
ワ
ッ
カ

湯
の
滝
）】

　

温
泉
の
滝
、
と
聞
い
て
驚
か

れ
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
知
床
を
代
表
す
る
秘
湯
・

天
然
の
大
温
泉
で
す
。
岩
場
を

歩
く
た
め
靴
下
な
ど
の
装
備
は

必
須
で
す
。
カ
ム
イ
ワ
ッ
カ
湯

の
滝
へ
の
道
路
は
、
5
月
か
ら

10
月
下
旬
に
オ
ー
プ
ン
し
、
観

光
シ
ー
ズ
ン
と
な
る
8
月
は
混

雑
防
止
の
た
め
自
家
用
車
の
乗

り
入
れ
が
規
制
さ
れ
る
期
間
が

あ
り
ま
す
。

【
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク（
知
床
半
島
）】

　

海
面
ス
レ
ス
レ
を
移
動
す
る

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
は
、
知
床
の
海

か
ら
の
大
自
然
を
い
ち
ば
ん
体

感
で
き
る
と
い
う
人
も
い
ま

す
。
知
床
の
海
は
海
流
が
複
雑

な
の
で
、
ガ
イ
ド
と
遊
ぶ
の
は

必
須
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
は
体
験

し
て
も
ら
い
た
い
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
で
す
。

【
登
山
（
斜
里
岳/

羅
臼
岳
）】

　

知
床
は
日
帰
り
で
登
れ
る
山

が
あ
り
ま
す
。
天
気
が
良
け
れ

ば
山
頂
か
ら
知
床
半
島
の
絶
景

が
楽
し
め
ま
す
。
川
の
中
を
歩

い
て
上
る
斜
里
岳
や
、
長
い
距

離
を
ゆ
っ
く
り
と
登
る
羅
臼
岳

な
ど
、
楽
し
み
方
も
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
。
ヒ
グ
マ
の
暮
ら
す

場
所
な
の
で
、
ク
マ
撃
退
ス
プ

レ
ー
の
携
帯
は
必
須
で
す
。

【
登
山
（
知
床
連
山
縦
走
）】

　

羅
臼
岳
を
登
り
、
下
山
せ
ず

に
そ
の
ま
ま
知
床
連
山
を
屋
根

伝
い
に
歩
く
コ
ー
ス
で
す
。
硫

黄
山
の
山
肌
や
、
連
な
る
尾
根

な
ど
絶
景
が
楽
し
め
ま
す
。
道

が
し
っ
か
り
と
整
備
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
注
意

が
必
要
で
す
。
山
頂
で
宿
泊
す

る
コ
ー
ス
な
の
で
上
級
者
向
き

で
す
。

【
ス
ノ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
】

　

気
軽
に
知
床
の
冬
の
大
自
然

を
体
感
で
き
ま
す
。
知
床
自
然

セ
ン
タ
ー
で
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
の

レ
ン
タ
ル
も
し
て
い
ま
す
。
積

雪
や
天
候
の
情
報
な
ど
を
入
手

し
て
、
海
へ
向
か
う
フ
レ
ペ
の

滝
コ
ー
ス
と
、
森
の
中
を
歩
く

開
拓
小
屋
コ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。
ど
ち
ら
も
予
約
不
要
で
、

1
時
間
程
度
な
の
で
初
心
者
で

も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
ス
ノ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
（
知

床
五
湖/

国
立
公
園
内
）】

　

半
日
ま
た
は
1
日
を
か
け

て
、
知
床
の
大
自
然
を
ガ
イ
ド

と
と
も
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
特
に
冬
の
知
床
五
湖

は
、
1
日
の
入
園
者
数
を
制

限
し
て
、「
厳
冬
期
の
知
床
五

湖
エ
コ
ツ
ア
ー
」
と
し
て
特
別

に
公
開
し
て
い
ま
す
。
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
を
履
い
て
、
冬
の
知
床

の
大
地
を
歩
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

【
流
氷
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
ウ
ト

ロ
海
岸
）】

　

フ
ォ
ト
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
な
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
最
近
人
気

が
高
い
の
が
知
床
流
氷
ウ
ォ
ー

ク
で
す
。
毎
年
1
月
下
旬
か
ら

3
月
上
旬
に
知
床
に
や
っ
て
く

る
流
氷
と
遊
べ
ま
す
。
専
用
の

ド
ラ
イ
ス
ー
ツ
を
着
て
、
ガ
イ

ド
と
と
も
に
流
氷
の
上
を
歩
い

た
り
、
触
れ
た
り
、
泳
い
だ
り

で
き
ま
す
。

【
ス
ノ
ー
フ
ァ
ッ
ト
バ
イ
ク
】　

　

タ
イ
ヤ
の
幅
の
太
い
フ
ァ
ッ

ト
バ
イ
ク
で
、
プ
ロ
の
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ガ
イ
ド
と
流
氷
の
接
岸

し
た
海
岸
沿
い
を
走
っ
た
り
、

雪
に
覆
わ
れ
た
港
や
凍
っ
た
滝

を
見
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
自
転
車
と
い
う
エ
コ
な
移

動
手
段
で
、
知
床
の
冬
の
張
り

詰
め
た
風
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。

○
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
紹
介

　

知
床
の
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー　

知
床
ト
コ
さ
ん

　

ト
コ
さ
ん
は
知
床
生
ま
れ
の
知

床
育
ち
、
世
界
有
数
の
ヒ
グ
マ
の

生
息
地
だ
か
ら
当
然
で
す
。
知
床

の
変
わ
ら
ぬ
自
然
を
愛
し
て
や
ま

な
い
ト
コ
さ
ん
は
今
日
も
リ
ュ
ッ

ク
を
背
負
っ
て
、
知
床
の
山
々
を

ト
コ
ト
コ
と
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
し
て

い
ま
す
。
自
然
と
人
間
の
共
存
を
、

い
つ
も
願
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

観
光
ス
ポ
ッ
ト

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「SHIRETOKO SUSTAINABLE

　

～
海
と
、
森
と
、
人
～
」

いろいろな種類のトコさんグッズ

～
知
床
を
楽
し
む　

　

夏
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
～

～
知
床
を
楽
し
む　

　

冬
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
～

mailto:sh.kikaku%40town.shari.hokkaido.jp?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
https://www.town.shari.hokkaido.jp/index.html
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○
概
要

　　

稚
内
空
港
か
ら
は
、
東
京
―

羽
田
便
が
通
年
で
運
航
し
て
お

り
、
羽
田
か
ら
は
約
２
時
間
、

新
千
歳
か
ら
は
約
１
時
間
と
ア

ク
セ
ス
性
も
抜
群
で
す
。

　

年
間
平
均
気
温
は
８
度
程

度
、
最
高
気
温
も
30
度
を
超
え

な
い
冷
涼
な
気
候
で
あ
る
こ
と

が
特
徴
で
す
。
ま
た
、
１
年
を

通
し
て
風
が
強
い
ま
ち
で
あ

り
、
そ
の
地
域
特
性
を
活
か

し
、
積
極
的
に
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

基
幹
産
業
は
「
水
産
」・「
酪

農
」・「
観
光
」
で
あ
り
、
豊
か

な
自
然
が
育
ん
だ
海
産
物
や
農

畜
産
物
を
「
稚
内
ブ
ラ
ン
ド
」

と
し
て
認
定
し
、「
食
」
の
ブ

ラ
ン
ド
化
を
推
進
す
る
こ
と

で
、
そ
の
魅
力
を
高
め
、
産
業

の
活
性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

◯
イ
ベ
ン
ト

・「
日
本
最
北
端
わ
っ
か
な
い

平
和
マ
ラ
ソ
ン
」（
９
月
上
旬
）

　

こ
の
大
会
は
、
１
９
８
１

（
昭
和
56
）
年
に
ス
ポ
ー
ツ
都

市
を
宣
言
し
て
い
る
本
市
が
、

１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年
に
サ

ハ
リ
ン
沖
で
発
生
し
た
「
大
韓

航
空
機
撃
墜
事
件
」
に
よ
る
遭

難
者
の
慰
霊
と
平
和
の
尊
さ
を

か
み
し
め
、
世
界
恒
久
の
平
和

を
願
う
と
と
も
に
、
マ
ラ
ソ
ン

を
通
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・

振
興
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て

い
ま
す
。
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
部

は
、
日
本
の
て
っ
ぺ
ん
宗
谷
岬

を
出
発
し
、
北
海
道
遺
産
で
あ

る「
稚
内
港
北
防
波
堤
ド
ー
ム
」

を
目
指
す
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　・ 「
南
中
ソ
ー
ラ
ン
全
国
交
流

祭
in
稚
内
」

　
「
南
中
ソ
ー
ラ
ン
」
は
市
立

稚
内
南
中
学
校
の
文
化
活
動
の

一
環
と
し
て
、
教
師
と
生
徒
の

共
同
作
業
に
よ
り
考
案
さ
れ
た

も
の
で
、
稚
内
の
基
幹
産
業
で

も
あ
る“

水
産”

を
イ
メ
ー
ジ

し
、
ニ
シ
ン
漁
の
沖
揚
げ
作
業

動
作
を
取
り
入
れ
た
振
り
付
け

が
特
徴
の
正
調
の
ソ
ー
ラ
ン

を
、
ロ
ッ
ク
調
に
ア
レ
ン
ジ
し

た
踊
り
で
す
。
１
９
９
３
（
平

成
５
）
年
に
は
、
日
本
民
謡
民

舞
全
国
大
会
で
大
賞
（
グ
ラ
ン

プ
リ
）
を
受
賞
し
、
そ
の
後
札

幌
で
開
催
さ
れ
るYOSAKOI

ソ
ー
ラ
ン
へ
、
主
催
者
か
ら
の

オ
フ
ァ
ー
を
受
け

出
演
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
現
在

で
は
、
郷
土
芸
能

と
し
て
根
付
き
、

市
内
の
幼
稚
園
か

ら
中
学
校
ま
で
の

ほ
と
ん
ど
で
、
運

動
会
等
の
教
育
的

な
行
事
や
地
域
お

こ
し
の
各
イ
ベ
ン

ト
に
お
い
て
“
南

中
ソ
ー
ラ
ン
”
の

発
表
の
場
が
設
け

ら
れ
、
子
ど
も
達

が
懸
命
に
踊
る
姿

は
、
保
護
者
や
地
域
住
民
、
観

光
客
な
ど
を
感
動
さ
せ
る
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
か
ら
３
年
に
１

度
、
開
催
さ
れ
て
い
る
全
国
交

流
祭
に
は
、
全
国
各
地
か
ら
世

代
を
超
え
た
参
加
者
が
集
い
ま

す
。

稚
内
市
と
は

稚
内
市
と
は

人口 31,325 人
（R5.3 月末現在）

面積 761.42K㎡

　　

稚
内
市
は
、
第
５
次
稚
内
市

総
合
計
画
で
掲
げ
る
将
来
像

「
海
と
大
地
と
風
の
恵
み　

人

が
輝
き
挑
戦
し
続
け
る
ま
ち
稚

内
」
の
実
現
に
向
け
、
様
々
な

施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。　

◯
子
育
て
平
和
都
市
宣
言

　

稚
内
市
は
、
昭
和
61
年
に
全

国
で
初
め
て
「
子
育
て
平
和
都

市
」
を
宣
言
し
、
市
民
が
主
役

の
「
子
育
て
運
動
」
に
取
り
組

み
、
他
に
先
駆
け
て
充
実
し
た

子
育
て
環
境
を
整
備
し
て
き
ま

し
た
。
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も

の
、
健
や
か
な
育
ち
を
等
し
く

保
障
す
る
こ
と
を
目
指
す
と
と

も
に
、
子
育
て
に
対
す
る
負
担

や
不
安
、
孤
立
感
を
和
ら
げ
、

子
育
て
や
子
供
の
成
長
に
喜
び

や
生
き
が
い
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

〈 

主
な
子
育
て
支
援 

〉

・ 

高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無
料

化
や
、
給
食
費
の
助
成
な
ど
、

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を

図
っ
て
い
ま
す
！

・ 「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
妊
娠
期

か
ら
子
育
て
期
ま
で
、
切
れ
目

の
な
い
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
！

・ 

病
児
保
育
の
実
施
な
ど
、
安

心
の
子
育
て
環
境
で
、
親
子
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
！

◯ 

環
境
都
市
宣
言

　

稚
内
市
で
は
、
今
ま
で
市
が

進
め
て
き
た
環
境
に
関
す
る
取

組
み
を
さ
ら
に
進
め
る
と
と
も

に
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
環
境

に
対
す
る
意
識
を
一
層
高
め
る

た
め
、
自
ら
参
加
・
行
動
す
る

こ
と
を
宣
言
し
、
そ
の
決
意
を

内
外
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

「
環
境
都
市
宣
言
」
を
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
２
１
（
令
和

３
）
年
２
月
に
は
、
２
０
５
０

（
令
和
32
）
年
ま
で
に
二
酸
化

炭
素
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す

る
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」

を
目
指
す
こ
と
を
表
明
し
て
お

り
、
そ
の
実
現
に
向
け
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大

や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
な

ど
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
取

組
を
進
め
て
い
ま
す
。

○
ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
附
）

・
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、「
教
育
及
び
少
子
化
対
策

に
関
す
る
事
業
」「
福
祉
及
び
医
療
に
関
す
る
事
業
」

な
ど
を
は
じ
め
、
様
々
な
分
野
で
有
効
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

・
寄
付
者
に
は
、
お
礼
と
し
て
、
日
本
海
と
オ
ホ
ー
ツ

ク
海
を
結
ぶ
宗
谷
海
峡
で
育
っ
た
「
カ
ニ
」、「
ホ
タ
テ
」

や
、日
本
の
て
っ
ぺ
ん
宗
谷
岬
牧
場
で
生
産
さ
れ
た「
宗

谷
黒
牛
」
な
ど
、
様
々
な
稚
内
市
の
お
い
し
い
農
水
産

物
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

・
詳
細
に
つ
い
て
は
、
稚
内
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
き
、
寄
附
の
ご
検
討
を
い
た
だ
け
ま
す
と
幸

い
で
す
。

市
の
取
組
み

市
の
取
組
み

人気の返礼品一例

← 詳細は
　 こちらから

mailto:kikaku%40city.wakkanai.lg.jp?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
https://www.city.wakkanai.hokkaido.jp/
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◯
日
本
の
て
っ
ぺ
ん　

宗
谷

岬
　

日
本
の
て
っ
ぺ
ん
宗
谷
岬

に
は
、
毎
年
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
て
お
り
、
特
に
北
緯

45
度
31
分
22
秒
、
宗
谷
岬
の

突
端
に
位
置
す
る
「
日
本
最
北

端
の
地
の
碑
」
は
、
ま
さ
に

日
本
の
て
っ
ぺ
ん
に
建
て
ら

れ
て
い
ま
す
。　

ま
た
、
宗

谷
岬
に
は
、
多
く
の
サ
イ
ク

リ
ス
ト
が
訪
れ
て
お
り
、
旭

川
市
を
起
点
と
し
、
稚
内
市

へ
と
延
び
る
「
き
た
北
海
道

ル
ー
ト
」
は
、
こ
こ
宗
谷
岬

が
ゴ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◯
稚
内
港
北
防
波
堤
ド
ー
ム

　

北
ふ
頭
が
旧
樺
太
航
路
の

発
着
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い

た
頃
、
こ
こ
に
通
じ
る
道
路
や

鉄
道
に
波
の
飛
沫
が
か
か
る
こ

と
を
防
ぐ
目
的
で
、
１
９
３
１

（
昭
和
６
）
年
か
ら
１
９
３
６

（
昭
和
11
年
）
に
か
け
て
建
設

さ
れ
た
、
長
さ
４
２
７
ｍ
、
高

さ
13
・
６
ｍ
の
防
波

堤
で
す
。
２
０
０
１

（
平
成
13
）
年
に
は
北

海
道
遺
産
に
も
指
定

さ
れ
て
お
り
、
古
代

ロ
ー
マ
建
築
物
を
思

わ
せ
る
太
い
円
柱
と

な
だ
ら
か
な
曲
線
を

描
い
た
回
廊
は
、
世

界
で
も
類
の
な
い
建

築
物
と
し
て
内
外
の

注
目
を
あ
び
て
い
ま

す
。

◯
宗
谷
丘
陵
・
白
い

道

　

宗
谷
岬
の
背
後
に
広
が
る
宗

谷
丘
陵
は
、
モ
コ
モ
コ
と
し
た

な
だ
ら
か
な
地
形
が
特
徴
で
、

今
か
ら
２
万
～
１
万
年
前
に
起

こ
っ
た
地
球
最
後
の
氷
河
期

「
ウ
ル
ム
氷
河
期
」
に
形
成
さ

れ
た
、
周
氷
河
地
形
の
ひ
と
つ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
尾
根
と

斜
面
が
な
だ
ら
か
で
、
小
さ
い

谷
が
浅
い
ス
プ
ー
ン
の
よ
う
な

形
状
は
、土
が
凍
っ
て
は
融
け
、

融
け
て
は
凍
る
と
い
う
現
象
を

繰
り
返
し
て
い
る
う
ち
、
傾
斜

地
で
流
土
現
象
が
起
き
、
斜
面

の
上
の
土
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
下

の
谷
に
そ
れ
が
積
み
重
な
っ
て

で
き
た
も
の
で
す
。
こ
う
し
た

地
形
は
北
海
道
の
至
る
と
こ
ろ

で
形
成
さ
れ
た
そ
う
で
す
が
、

開
発
な
ど
で
破
壊
さ
れ
た
ケ
ー

ス
が
多
く
、
今
な
お
こ
の
美
し

い
地
形
が
最
も
顕
著
に
見
ら
れ

る
の
は
、
こ
の
宗
谷
丘
陵
だ
と

い
え
ま
す
。
２
０
０
４
（
平
成

16
）
年
に
、
北
海
道
遺
産
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
宗
谷
丘
陵
の
中
に
あ

る
「
白
い
道
」
は
、
稚
内
フ
ッ

ト
パ
ス
で
あ
る
「
宗
谷
丘
陵

フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
（
全
長
約

11
㎞
）」
の
ゴ
ー
ル
側
（
宗
谷

地
区
側
）
約
３
㎞
に
わ
た
り
、

稚
内
の
名
産
で
あ
る
“
ホ
タ

テ
”
の
貝
殻
を
砕
い
て
敷
き
詰

め
た
道
で
す
。
２
０
１
１
（
平

成
23
）
年
以
来
、青
い
空
と
海
、

緑
の
草
花
と
白
い
道
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
が
素
晴
ら
し
く
、
ま
る

で
日
本
で
は
な
い
か
の
よ
う
な

景
観
が
話
題
と
な
り
、
近
年
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
は
じ
め
、
人
気
を
増
し

て
い
る
稚
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

で
す
。

◯ 

稚
内
公
園

　

稚
内
市
の
街
並
み
を
一
望
で

き
る
ほ
ど
の
高
所
に
立
地
す
る

公
園
で
、稚
内
の
シ
ン
ボ
ル「
氷

雪
の
門
」
を
は
じ
め
、
た
く
さ

ん
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

の
中
に
は
、
樺
太
（
現
・
サ
ハ

リ
ン
）
に
関
す
る
も
の
や
、
南

極
観
測
で
知
ら
れ
る
犬
ぞ
り
の

訓
練
地
だ
っ
た
場
所
と
い
う
由

来
か
ら
、
映
画
「
南
極
物
語
」

の
題
材
に
も
さ
れ
て
い
た
樺
太

犬
に
ま
つ
わ
る
記
念
碑
も
存
在

し
、
そ
の
台
座
の
一
部
に
は
実

際
に
南
極
で
採
取
さ
れ
た
白
石

が
埋
め
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、隣
接
す
る
約
50
㌶
も
の「
森

林
公
園
」
は
、
無
料
の
キ
ャ
ン

プ
場
で
毎
年
賑
わ
い
を
見
せ
て

お
り
ま
す
。
稚
内
公
園
の
道
路

は
急
こ
う
配
で
カ
ー
ブ
も
多
い

こ
と
か
ら
、
冬
期
間
は
通
行
止

め
と
な
り
ま
す
が
、
稚
内
市
民

を
は
じ
め
、
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
に
は
、

稚
内
公
園
か
ら
の
夜
景
が
「
日

本
夜
景
遺
産
」
に
も
登
録
さ
れ

ま
し
た
。

◯
開
基
百
年
記
念
塔
・
北
方
記

念
館

　

開
基
百
年
記
念
塔
は
、
１
９

７
８
（
昭
和
53
）
年
７
月
、
稚

内
市
の
“
開
基
百
年
”
を
記
念

し
て
、
稚
内
公
園
の
丘
陵
上
の

海
抜
１
７
０
ｍ
に
建
設
さ
れ
た

も
の
で
、鉄
筋
造
２
階
建
の“
北

方
記
念
館
”
を
基
部
に
、
地
上

80
ｍ
の
高
さ
を
も
つ
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
中
空
型
の“
記
念
塔
”

か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
北
方
記

念
館
は
、
１
階
と
２
階
に
わ

た
っ
て
、
郷
土
お
よ
び
樺
太
関

係
の
資
料
が
揃
っ
て
い
ま
す
。

　

開
基
百
年
記
念
塔
は
地
上
70

ｍ
の
高
さ
に
ガ
ラ
ス
張
り
の
展

望
台
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
は
、

南
に
広
大
な
サ
ロ
ベ
ツ
原
野
、

西
は
利
尻
・
礼
文
の
展
望
、
そ

し
て
北
に
は
宗
谷
海
峡
を
隔
て

て
サ
ハ
リ
ン
の
島
影
を
捉
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
さ
し

く
、
３
６
０
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ

が
、海
抜
２
４
０
ｍ
に
展
開
し
、

稚
内
な
ら
で
は
の
景
観
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
で

す
。　

◯
北
の
桜
守
パ
ー
ク

　
「
北
の
桜
守
パ
ー
ク
」
は
、

２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
に
稚

内
市
で
ロ
ケ
が
行
わ
れ
、
翌

２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
３
月

10
日
か
ら
全
国
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

と
な
っ
た
、
女
優
「
吉
永 

小

百
合
」
さ
ん
主
演
の
映
画
「
北

の
桜
守
」
の
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト

を
、
映
画
の
資
料
展
示
施
設
と

し
て
活
用
し
た
施
設
で
す
。
北

の
桜
守
パ
ー
ク
内
の
資
料
展
示

施
設
に
は
、
映
画
で
使
用
さ
れ

た
関
係
資
料
な
ど
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。　
　

営
業
期
間
：
４
月
29
日
～
10
月

31
日
ま
で

○
市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
紹
介

　
「
り
ん
ぞ
う
く
ん
」

　

１
８
０
８
（
文
化
５
）
年
４
月
13
日
、
間
宮
林
蔵
は
、

松
前
奉
行
支
配
調
役
・
松
田
伝
十
郎
と
と
も
に
、
第
１
次

樺
太
探
検
に
出
発
し
ま
し
た
。
同
年
７
月
13
日
、
第
２
次

樺
太
探
検
の
た
め
、
ア
イ
ヌ
の
船
に
乗
っ
て
単
身
で
出
発

し
、
ト
ン
ナ
イ
（
旧
真
岡
付
近
）
で
冬
を
越
し
、
翌
年
５

月
に
樺
太
を
北
上
、
樺
太
北
端
の
ナ
ニ
オ
ー
ま
で
踏
査
し

て
樺
太
が
島
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
こ
の
時
の

探
検
地
図
が
、
後
に
シ
ー
ボ
ル
ト
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
、

樺
太
北
部
と
大
陸
の
間
が
「
間
宮
海
峡
」
と
命
名
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
り
ん
ぞ
う
く
ん
」
は
、
世
界
地
図
に
た
だ
一
人
、
日

本
人
と
し
て
名

を
残
し
た
、
探
検

家
の
「
間
宮
林

蔵
」
が
モ
チ
ー
フ

と
な
っ
て
お
り
、

間
宮
海
峡
の
発

見
２
０
０
周
年

を
記
念
し
て
作

成
さ
れ
た
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
で
す
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
日
本
の
て
っ
ぺ
ん 

稚
内
市
」

mailto:kikaku%40city.wakkanai.lg.jp?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
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猿さる
ふ
つ払
村
の
ご
紹
介

猿さ
る
ふ
つ払
村
の
ご
紹
介

○
概
要

　

人
口
は
２
７
０
０
人
余
り
の

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
を
望
む
宗
谷
北

部
に
位
置
す
る
『
日
本
最
北
の

村
』
で
す
。

　

総
面
積
は
５
９
０
㎢
と
広
大

な
北
海
道
の
中
で
最
も
広
い
村

で
、
全
国
の
中
で
は
２
番
目
に

広
い
村
で
す
。
そ
の
面
積
は
、

東
京
23
区
と
ほ
ぼ
同
じ
と
な
り

ま
す
。
山
林
や
原
野
が
約
８
割

を
占
め
、
大
小
の
沼
や
湿
地
帯

が
点
在
し
、
河
川
に
は
絶
滅
が

危
惧
さ
れ
る
淡
水
魚「
イ
ト
ウ
」

が
生
息
す
る
な
ど
、
手
つ
か
ず

の
自
然
た
く
さ
ん
の
村
で
す
。

〇
基
幹
産
業

「
漁
業
」

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
面
し
た
猿

払
村
で
は
、
日
本
有
数
の
水
揚

げ
量
を
誇
る
天
然
ホ
タ
テ
を
は

じ
め
、
毛
ガ
ニ
や
サ
ケ
・
マ
ス

が
水
揚
げ
さ
れ
て
い
ま
す
。
猿

払
村
の
ホ
タ
テ
は
流
れ
の
早
い

潮
に
鍛
え
ら
れ
て
身
が
プ
リ
プ

リ
と
ハ
リ
が
あ
り
、
オ
ホ
ー
ツ

ク
の
冷
た
い
海
で
育
つ
サ
ケ
・

マ
ス
は
脂
が
の
っ
て
美
味
し
い

と
定
評
で
す
。

　

ま
た
猿
払
村
で
は
、
広
大
な

漁
場
に
ホ
タ
テ
の
稚
貝
を
撒

き
、
数
年
か
け
て
育
て
た
後
に

漁
を
行
う
「
資
源
管
理
型
」
の

稚
貝
放
流
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
で
は
、
ホ
タ
テ
の
生
産

地
と
し
て
世
界
に
認
め
ら
れ
る

ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
が
、
か
つ

て
は
資
源
が
枯
渇
し
、
貧
し
い

時
代
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

苦
し
い
時
代
を
乗
り
越
え
、
安

定
し
た
水
揚
げ
を
目
指
す
漁
業

は
、
今
や
村
を
支
え
る
産
業
と

な
っ
て
い
ま
す
。

「
酪
農
」

　

猿
払
村
に
あ
る
広
大
な
農
地

の
ほ
と
ん
ど
が
牧
草
畑
で
、
村

営
牧
場
を
中
心
と
す
る
酪
農
専

業
地
帯
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

村
の
最
高
気
温
は
東
京
の
最
低

気
温
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
年
間
を

通
し
て
寒
冷
な
気
候
の
た
め
、

寒
さ
に
強
く
暑
さ
が
苦
手
な
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
に
と
っ
て
は
、
好

ま
し
い
気
候
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

近
年
は
、
新
規
就
農
受
け
入

れ
態
勢
の
整
備
に
取
り
組
む
ほ

か
、
魅
力
あ
る
農
村
環
境
づ
く

り
の
た
め
、
ク
リ
ー
ン
な
牛
舎

や
生
産
設
備
の
整
備
な
ど
、
生

活
・
生
産
環
境
を
改
善
し
、
自

然
と
調
和
し
た
酪
農
を
目
指

し
、
村
民
や
観
光
客
に
も
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
景
観
の

設
備
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。

　

猿
払
村
の
酪
農
は
、
厳
し
い

開
拓
の
時
代
を
乗
り
越
え
、
今

日
で
は
漁
業
と
並
ん
で
村
の
２

大
基
幹
産
業
と
な
っ
て
い
ま

す
。
生
乳
に
近
い
の
ど
ご
し
と

濃
厚
な
舌
触
り
が
特
徴
の
猿
払

村
の
牛
乳
は
、
一
頭
一
頭
個
性

の
異
な
る
牛
た
ち
と
、
そ
の
牛

と
日
々
向
き
合
う
酪
農
家
た
ち

の
惜
し
み
な
い
努
力
か
ら
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

〇
イ
ベ
ン
ト
情
報

「
さ
る
ふ
つ
観
光
ま
つ
り
」

　

７
月
第
３
日
曜
日
に
村
内
は

も
と
よ
り
、
道
内
各
地
か
ら
多

く
の
人
々
が
訪
れ
盛
り
上
が
る

む
ら
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

さ
る
ふ
つ
公
園
を
舞
台
に
例

年
開
催
さ
れ
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
歌
謡
シ
ョ
－
・
花
火
大

会
・
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
・
魚
の
つ

か
み
ど
り
な
ど
趣
向
を
こ
ら
し

た
催
し
が
行
な
わ
れ
、
北
の
浜

の
短
い
夏
の
ひ
と
と
き
が
熱
気

で
彩
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
の
も
う
ひ

と
つ
の
目
玉
は
、
何
と
言
っ
て

も
新
鮮
で
美
味
し
い
特
産
物
の

即
売
会
で
す
。
こ
れ
を
目
当
て

に
来
場
さ
れ
る
方
も
多
く
、
名

産
の
ホ
タ
テ
、
毛
が
に
な
ど
さ

る
ふ
つ
の
自
慢
の
逸
品
が
勢
ぞ

ろ
い
し
、
お
腹
も
大
満
足
で
き

ま
す
。

猿
払
村
と
は

猿
払
村
と
は

人口：２，６２２人
　　　（Ｒ５. ３末現在）
面積：約５９０K㎡

○
施
設
園
芸
栽
培
調
査
研
究
事

業
　

漁
業
・
酪
農
に
続
く
新
た
な

産
業
の
創
出
に
向
け
て
、
令
和

２
年
度
か
ら
始
め
た
事
業
で

す
。
以
前
か
ら
村
で
は
移
住
施

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た

が
、移
住
を
検
討
す
る
際
に
は
、

仕
事
と
住
む
場
所
が
必
要
で
あ

り
、
そ
こ
が
課
題
で
も
あ
り
ま

し
た
。
と
は
い
え
、
猿
払
村
に

は
、
漁
業
と
酪
農
業
と
い
う
２

本
の
太
い
柱
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
そ
れ
ま
で
村
に
は
な
か

っ
た
産
業
の
立
ち
上
げ
を
目
指

す
こ
と
と
し
、
農
業
に
取
り
組

む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

夏
季
は
イ
チ
ゴ
、
冬
季
は
葉

物
野
菜
を
育
て
て
い
ま
す
。
現

在
は
、
ど
の
よ
う
な
条
件
で
、

ど
の
よ
う
に
栽
培
す
れ
ば
、
ど

れ
く
ら
い
の
作
物
が
で
き
る
の

か
と
い
っ
た
具
体
的
な
デ
ー
タ

を
と
り
、
猿
払
村
に
適
し
た
農

業
の
仕
方
を
模
索
し
て
い
る
最

中
で
す
。

　

育
て
た
イ
チ
ゴ
・
野
菜
は
、

村
内
の
ス
ー
パ
ー
は
も
ち
ろ
ん

村
外
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

猿
払
産
イ
チ
ゴ
は
、
公
募
と
地

元
小
学
生
の
投
票
に
よ
り
、「
北

ポ
ム
ム
」
と
の
名
前
が
つ
い
て

愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
〇
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
公
営
塾

　

猿
払
村
が
位
置
す
る
宗
谷
地

域
の
学
力
は
、
全
国
の
中
で
下

位
に
位
置
す
る
北
海
道
の
中
で

も
下
位
に
あ
り
、村
の
小
学
校
・

中
学
校
の
学
力
調
査
の
結
果
も

全
国
・
全
道
の
結
果
を
下
回
る

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
猿
払

村
の
教
育
機
関
は
、
幼
稚
園
が

無
く
、
小
学
校
４
校
、
中
学
校

は
１
校
で
、
高
校
も
あ
り
ま
せ

ん
。
高
校
に
は
、
バ
ス
で
約
１

時
間
か
け
て
通
わ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
家
を
離
れ
て
旭
川
や
札

幌
な
ど
都
市
部
の
高
校
に
進
学

す
る
生
徒
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
都
市
部
と
比
べ
て
、
学
習

塾
の
数
な
ど
圧
倒
的
に
不
利
な

環
境
に
あ
り
、
村
の
中
で
は
学

校
以
外
で
の
教
育
や
学
習
機
会

に
は
恵
ま
れ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。

　

こ
れ
ら
を
解
決
す
べ
く
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
個
別
指
導
学

習
型
の
公
営
学
習
塾
「
猿
払
村

未
来
塾
」
を
２
０
２
２
年
４
月

よ
り
開
校
し
、
学
習
機
会
を
つ

く
り
学
び
の
場
」
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
学
校
だ
け
で
は
ま
か

な
い
き
れ
な
い
個
々
に
応
じ
た

指
導
と
家
庭
学
習
の
質
の
向
上

や
復
習
を
基
本
と
し
た
指
導
に

よ
る
基
礎
学
力
の
定
着
と
向

上
、
学
習
意
欲
や
学
力
の
あ
る

児
童
生
徒
に
も
学
習
の
習
熟
や

理
解
度
が
さ
ら
に
高
ま
る
指
導

な
ど
を
目
指
し
、
過
疎
地
域
の

教
育
機
会
格
差
問
題
の
解
消
を

実
現
さ
せ
ま
す
。

町
の
取
組
み

町
の
取
組
み

○
ふ
る
さ
と
納
税(

寄
附)

　

猿
払
村
で
は
、
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
方
々
の
思
い
を
実

現
す
る
た
め
、「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
に
よ
る
寄
附
金
を

積
み
立
て
、
個
性
豊
か
な
活
力
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
と
協

働
の
む
ら
づ
く
り
の
た
め
、「
地
域
の
歴
史
文
化
の
振
興
」

「
魅
力
あ
る
地
域
産
業
の
推
進
」「
自
然
環
境
の
保
全
と
共
生
」

「
地
域
福
祉
活
動
の
活
性
化
」「
青
少
年
の
健
全
育
成
の
推
進
」

な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

返
礼
品
は
、
繊
維
が
し
っ
か
り
と
し
て
い
て
歯
ご
た
え
の

あ
る
食
感
と
肉
厚
で
強
い
甘
味
と
旨
味
が
特
徴
の「
ホ
タ
テ
」

な
ど
の
海
産
物
の
ほ
か
、
搾
り
た
て
の
牛
乳
の
美
味
し
さ
を

そ
の
ま
ま
に
、
ま
ろ
や
か
で
風
味
豊
か
な
「
牛
乳
」
や
塩
分

控
え
め
で
豊
か
な
風
味
が
特
徴
の
「
バ
タ
ー
」、
濃
密
さ
と

甘
さ
控
え
め
で
滑
ら
か
な
舌
触
り
が
特
徴
の
「
ア
イ
ス
」
な

ど
の
乳
製
品
が
人
気
で
す
。

＜返礼品の一例＞

●お問い合わせ　
○猿払村役場　〒０９８－６２３２　北海道宗谷郡猿払村鬼志別西町１７２番地１
ＴＥＬ：０１６３５－２－３１３１　ＦＡＸ：０１６３５－２－３８１２ 

　E-mail：machidukuri@vill.sarufutsu.lg.jp
　公式ホームページ：https://www.vill.sarufutsu.hokkaido.jp/　　
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猿さ
る
ふ
つ払
村
の
ご
紹
介

猿さる
ふ
つ払
村
の
ご
紹
介

●お問い合わせ　
○猿払村役場　〒０９８－６２３２　北海道宗谷郡猿払村鬼志別西町１７２番地１
ＴＥＬ：０１６３５－２－３１３１　ＦＡＸ：０１６３５－２－３８１２ 

　E-mail：machidukuri@vill.sarufutsu.lg.jp
　公式ホームページ：https://www.vill.sarufutsu.hokkaido.jp/　

○
エ
サ
ヌ
カ
線

　

国
道
に
並
走
す
る
よ
う
に

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
い
に
伸
び

た
全
長
約
16
㎞
の
農
道
で
す
。

原
生
花
園
を
貫
く
こ
の
道
路

は
、
途
中
２
つ
の
ク
ラ
ン
ク

を
除
く
と
ひ
た
す
ら
“
一
直

線
”
で
す
。
周
り
は
牧
草
地

で
電
柱
や
看
板
が
な
い
た
め

開
放
的
な
絶
景
に
、
北
海
道

の
雄
大
さ
を
全
身
で
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

も
と
も
と
は
、
牛
乳
や
牧

草
の
輸
送
効
率
向
上
を
目
的

に
作
ら
れ
た
農
道
で
す
が
、

現
在
は
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
に
利

用
さ
れ
た
り
、
雑
誌
の
特
集

に
な
っ
た
り
と
メ
デ
ィ
ア
に

取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
村
の
観
光

ポ
ス
タ
ー
に
起
用
さ
れ
る
な

ど
、
村
を
代
表
す
る
風
景
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ラ
イ
ダ
ー

の
間
で
は
「
聖
地
」
と
し
て

有
名
な
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　

冬
は
通
行
止
め
と
な
る
た

め
、
壮
大
な
景
色
を
拝
め
る

の
は
夏
だ
け
で
す
。

〇
猿
払
川

　

山
間
や
雄
大
な
湿
原
地
帯

を
南
北
に
流
れ
、
大
小
の
支

流
や
沼
を
連
ね
て
オ
ホ
ー
ツ

ク
海
に
そ
そ
い
で
い
ま
す
。

中
上
流
域
は
、
人
の
手
が
ほ
と

ん
ど
加
わ
っ
て
い
な
く
、
貴
重

な
原
始
の
流
れ
が
多
く
残
さ
れ

る
川
で
す
。

　

ま
た
、
日
本
最
大
の
淡
水
魚

で
、
村
の
シ
ン
ボ
ル
に
も
な
っ

て
い
る
「
イ
ト
ウ
」
の
生
息
地

と
し
て
有
名
で
す
。
イ
ト
ウ
は

個
体
数
が
年
々
減
少
し
、
現
在

日
本
で
生
息
が
確
認
で
き
る
の

は
北
海
道
の
限
ら
れ
た
河
川
の

み
で
、
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ

れ
「
幻
の
魚
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
釣
り
人
に
と
っ
て
、
幻

の
魚
と
も
い
わ
れ
る
イ
ト
ウ
が

生
息
す
る
猿
払
川
は
、
魅
力
の

あ
る
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

と
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
道
の
駅
さ
る
ふ
つ
公
園

　

広
大
な
敷
地
に
は
道
の
駅
や

宿
泊
施
設
、
公
衆
浴
場
、
キ
ャ

ン
プ
場
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、

飲
食
店
、
土
産
店
な
ど
多
数
の

施
設
が
あ
り
、
宿
泊
施
設
内
に

は
、
村
で
採
れ
た
牛
乳
や
天
然

ホ
タ
テ
製
品
の
販
売
、
レ
ス
ト

ラ
ン
で
は
ホ
タ
テ
や
魚
介
類
を

使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

　

村
の
シ
ン
ボ
ル
「
イ
ン
デ
ィ

ギ
ル
カ
慰
霊
碑
」
や
「
い
さ
り

の
碑
」、「
さ
る
ふ
つ
村
地
下
歩

道
」
な
ど
観
光
ス
ポ
ッ
ト
も
あ

り
、
日
帰
り
で
も
宿
泊
で
も
楽

し
め
ま
す
。

〇
イ
ン
デ
ィ
ギ
ル
カ
号
遭
難
者

慰
霊
碑

　

１
９
３
９
（
昭
和
14
）
年
、

暴
風
雪
に
よ
り
旧
ソ
連
の
貨
物

船
「
イ
ン
デ
ィ
ギ
ル
カ
号
」
が

猿
払
村
に
座
礁
転
覆
し
、
当
時

の
村
民
は
国
を
超
え
命
懸
け

で
人
命
救
助
に
あ
た
り
ま
し

た
。
７
０
０
名
以
上
の
尊
い
命

が
失
わ
れ
る
大
惨
事
と
な
り
ま

し
た
が
、
村
民
の
奔
走
に
よ
り

４
０
０
名
が
救
わ
れ
ま
し
た
。

　

さ
る
ふ
つ
公
園
に
は
、
事
故

で
失
わ
れ
た
尊
い
命
を
悼
み
、

海
難
事
故
防
止
と
国
際
親
善
の

願
い
を
込
め
て
、
手
を
取
り
合

う
人
と
心
の
絆
を
表
し
た
慰
霊

碑
を
建
立
し
ま
し
た
。
こ
の
碑

は
村
の
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ン
に

も
描
か
れ
て
い
ま
す
。

〇
い
さ
り
の
碑

　

猿
払
村
は
、
日
本
有
数
の
ホ

タ
テ
水
揚
げ
量
を
誇
り
ま
す

が
、
最
初
か
ら
順
調
だ
っ
た
わ

け
で
は
な
く
、
か
つ
て
は
資
源

が
な
く
な
り
極
度
の
経
営
不
振

に
陥
っ
た
結
果
「
日
本
一
貧
乏

な
村
」
と
呼
ば
れ
た
時
代
も
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
い

け
な
い
と
当
時
の
漁
業
協
同
組

合
と
村
が
協
力
し
て
稚
貝
の
放

流
事
業
を
行
い
、
獲
る
漁
業
か

ら
育
て
て
獲
る
漁
業
へ
の
転
換

に
成
功
し
、
そ
の
後
も
順
調
に

ホ
タ
テ
が
増
え
続
け
た
歴
史
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
猿
払
の
海
を

拓
い
た
多
く
の
先
人
の
苦
労
と

偉
業
を
偲
び
建
て
ら
れ
た
の
が

「
い
さ
り
の
碑
」
で
す
。

〇
カ
ム
イ
ト
沼

　

ア
イ
ヌ
語
で「
カ
ム
イ（
神
）」

「
ト
（
沼
）」
の
意
味
を
持
つ
カ

ム
イ
ト
沼
は
、
北
オ
ホ
ー
ツ
ク

道
立
自
然
公
園
内
に
位
置
し
、

日
本
の
重
要
湿
地
５
０
０
に
も

選
ば
れ
て
い
ま
す
。
猿
払
村
の

沿
岸
に
い
く
つ
か
点
在
す
る
沼

は
、
６
０
０
０
年
前
の
縄
文
時

代
に
、
海
が
後
退
し
た
こ
と
で

取
り
残
さ
れ
て
で
き
た
沼
で

す
。
風
が
吹
い
て
い
な
い
と
き

は
湖
畔
が
鏡
の
よ
う
に
映
り
、

神
秘
的
で
息
を
飲
む
美
し
さ
で

す
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
北
方
に
立
つ
個
性
と
調
和
の
大
地
　
さ
る
ふ
つ
」

○
村
の
ご
当
地
キ
ャ
ラ
紹
介

「
さ
る
っ
ぷ
」

　

漁
業
と
酪
農
が
有
名
な
猿
払
村
を
象
徴
す
る
よ
う
に
、
全

身
は
牛
柄
で
、
頭
に
は
村
の
特
産
品
で
あ
る
ホ
タ
テ
を
モ

チ
ー
フ
と
し
た
王

冠
を
載
せ
た
猿
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で

す
。

身
長
１
８
０
㎝
、

体
重
ホ
タ
テ
90
枚

分
、
特
技
は
ダ
ン

ス
と
ホ
タ
テ
貝
の

積
み
上
げ
で
す
。

世
界
中
の
人
に
猿

払
村
を
知
っ
て
も
ら
い
、
好
き
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。
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中なか
と
ん
べ
つ

頓
別
町
の
ご
紹
介

中な
か
と
ん
べ
つ

頓
別
町
の
ご
紹
介

●お問い合わせ
中頓別町役場　〒０９８－５５９５　北海道枝幸郡中頓別町字中頓別１７２番地６
ＴＥＬ：０１６３４－６－１１１１　ＦＡＸ：０１６３４－６－１１２２

E-mail：info@town.nakatombetsu.lg.jp
公式ホームページ：https://www.town.nakatombetsu.hokkaido.jp/

○
概
要

◯
歴
史

　

明
治
34
年
（
１
９
０
１
年
）、

楢
原
民
之
助
が
入
植
し
、
開
拓

が
は
じ
ま
り
、
同
年
、
砂
金
採

取
か
ら
狩
猟
や
農
耕
に
転
ず
る

な
ど
現
中
頓
別
町
の
礎
を
築
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
入
植
者
も

増
加
し
、大
正
10
年（
１
９
２
１

年
）
４
月
に
枝
幸
村
よ
り
、
中

頓
別
村
へ
と
分
村
し
、
自
治
体

を
形
成
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
昭
和
24
年（
１
９
４
９
年
）

11
月
に
中
頓
別
町
と
な
り
、
現

在
に
至
り
ま
す
。

◯
気
候

　

春
の
訪
れ
は
遅
く
、
平
野
部

か
ら
根
雪
が
消
え
る
の
は
４
月

中
旬
で
す
。
冬
は
平
野
部
で
の

積
雪
は
11
月
中
旬
か
ら
で
、
12

月
中
旬
に
は
根
雪
が
10
㎝
を
超

え
ま
す
。
冬
の
冷
え
込
み
は
非

常
に
厳
し
く
、
し
ば
し
ば
マ
イ

ナ
ス
30
℃
を
下
回
る
気
温
が
観

測
さ
れ
、
全
国
一
の
冷
え
込
み

を
記
録
す
る
日
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

◯
地
勢　

　

中
頓
別
町
の
中
央
部
は
秀
峰

ピ
ン
ネ
シ
リ
岳
（
７
０
３
ｍ
）

を
中
心
と
し
た
山
岳
地
で
、
南

西
部
は
標
高
５
０
０
ｍ
前
後
の

北
見
山
脈
、
東
部
は
ポ
ロ
ヌ
プ

リ
山
（
８
３
８
ｍ
）
を
は
じ
め

と
す
る
高
山
を
持
つ
山
岳
地
が

広
く
分
布
し
、
い
ず
れ
も
起
伏

状
急
峻
で
、
こ
れ
か
ら
発
し
た

頓
別
川
、
兵
知
安
川
の
２
川
が

中
央
部
を
北
流
し
、
多
く
の
支

流
を
合
わ
せ
つ
つ
、
や
が
て
１

川
と
な
っ
て
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に

注
ぎ
ま
す
。
こ
の
流
域
が
平
坦

地
及
び
段
丘
地
を
形
成
し
て
農

業
地
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◯
産
業　

　

中
頓
別
町
の
基
幹
産
業
は
酪

農
業
と
林
業
で
す
。酪
農
業
は
、

大
正
６
年
（
１
９
１
７
年
）
ご

ろ
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
昭
和

３
１
年
（
１
９
５
６
年
）
に
は
、

森
永
乳
業
中
頓
別
工
場
の
前
身

と
な
る
町
営
製
酪
工
場
が
建
て

ら
れ
、
酪
農
の
町
と
し
て
、
発

展
し
て
い
き
ま
し
た
。
林
業

は
、砂
金
に
次
ぐ
古
い
産
業
で
、

大
正
中
ご
ろ
か
ら
昭
和
の
初
め

に
、
最
も
盛
ん
で
し
た
。
森
林

面
積
は
、
町
の
84
％
を
占
め
て

お
り
、
知
駒
峠
に
は
、
蛇
紋
岩

地
帯
に
生
息
す
る
貴
重
な
ア

カ
エ
ゾ
マ
ツ
の
純
林
も
あ
り
ま

す
。

◯
イ
ベ
ン
ト
情
報

・
1
月　

北
緯
45
度
し
ば
れ
ま

つ
り

　

一
年
の
中
で
最
も
寒
さ
が
厳

し
い
1
月
最
終
土
曜
日
に
、
大

小
の
雪
像
が
立
ち
並
ぶ
会
場
で

「
北
緯
45
度
し
ば
れ
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

冬
の
花
火
が
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ

ク
に
夜
空
を
染
め
上
げ
ま
す
。

・
6
月　

中
頓
別
鍾
乳
洞
芝
桜

ま
つ
り

　

貴
重
な
鍾
乳
洞
を
多
く
の
人

に
み
て
も
ら
お
う
と
の
目
的

で
、
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
6
月　

敏
音
知
岳
山
開
き

　

夏
の
登
山
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま

る
6
月
に
開
催
さ
れ
、 

町
内
外

か
ら
集
ま
っ
た
沢
山
の
人
達
が

頂
上
を
目
指
し
ま
す
。

・
8
月　

北
緯
45
度
夏
ま
つ
り

　

天
北
線
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

数
多
く
の
出
店
が
あ
る
ほ

か
、
当
日
は
マ
ラ
ソ
ン
大
会
や

町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

・
8
月　

砂
金
ま
つ
り

　
「
砂
金
ま
つ
り
」
は
ゴ
ー
ル

ド
ラ
ッ
シ
ュ
の
歴
史
を
残
す

ペ
ー
チ
ャ
ン
川
を
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

会
場
で
は
砂
金
掘
り
が
行
わ

れ
、
砂
の
中
か
ら
き
ら
め
く
砂

金
を
見
つ
け
る
た
び
に
歓
声
が

上
が
り
ま
す
。

中
頓
別
町
と
は

中
頓
別
町
と
は

人口 1,553 人
（R5.3 月末現在）

面積 398.5K㎡

◯
牛
乳
と
ワ
イ
ン
づ
く
り

　

６
次
産
業
化
や
地
産
地
消
の

取
り
組
み
と
し
て
、
な
か
と
ん

牛
乳
を
製
造
し
て
販
売
を
行
う

と
と
も
に
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
と
し
て
の
活
用
を
し
て
い
ま

す
。

　

醸
造
用
ぶ
ど
う
の
試
験
栽
培

を
開
始
し
、
生
育
は
お
お
む
ね

順
調
で
す
。
将
来
的
に
は
、
中

頓
別
の
ぶ
ど
う
を
使
用
し
た
ワ

イ
ン
の
生
産
を
目
指
し
て
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

◯
林
業
の
森
林
資
源
活
用

　

民
有
林
の
機
能
活
性
化
の
た

め
の
支
援
や
町
有
林
を
整
備
す

る
こ
と
で
、
災
害
を
防
ぐ
と
と

も
に
、
森
林
や
河
川
の
自
然
環

境
を
保
全
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
を
中
心
に

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
を

導
入
し
、
森
林
資
源
の
循
環
活

用
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
子
ど

も
た
ち
に
森
の
大
切
さ
や
林
業

の
仕
事
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

◯
子
育
て
し
や
す
い
環
境

　

認
定
こ
ど
も
園
を
中
心
に
、

子
ど
も
た
ち
が
健
康
で
安
心
し

て
育
ち
学
ぶ
た
め
の
保
育
教
育

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
認

定
こ
ど
も
園
は
、
保
育
料
、
給

食
費
を
無
料
化
す
る
こ
と
で
、

こ
ど
も
園
を
利
用
し
な
が
ら
、

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
森
の
こ
ど
も
園
」

に
よ
り
野
外
で
五
感
を
使
っ
て

遊
び
、
生
き
る
力
の
基
礎
を
育

む
自
然
体
験
活
動
を
実
施
し
た

り
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー

と
の
生
活
会
話
か
ら
英
語
に
親

し
む
英
語
教
育
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

◯
こ
れ
か
ら
の
医
療
福
祉
の
体

制
　

地
域
共
生
社
会
の
推
進
の
た

め
、
新
た
な
医
療
体
制
に
つ
い

て
関
係
機
関
と
協
議
を
重
ね
、

町
立
病
院
を
医
療
と
介
護
を
一

体
的
に
提
供
で
き
る
介
護
医
療

院
を
併
設
す
る
町
立
病
院
へ
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。

◯
仕
事
と
住
ま
い
を
み
つ
け
る

　

移
住
の
際
、
仕
事
や
住
ま
い

や
情
報
は
と
て
も
大
切
で
す
。

中
頓
別
町
版
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と

な
る
無
料
職
業
紹
介
所
を
設

置
、
移
住
生
活
に
関
わ
る
住
ま

い
と
就
労
の
情
報
を
一
元
化
し

て
提
供
す
る
「
く
ら
し
と
し
ご

と
の
相
談
窓
口
」
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
ま
た
住
ま
い
に
関
し

て
は
、
役
場
で
も
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。

○
ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
附
）

　

本
町
で
は
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
方
に
感
謝
の
お
気
持

ち
と
し
て
お
礼
の
品
を
お
届
け
し
て
お
り
ま
す
。

　

希
少
な
豆
を
使
っ
た
自
家
焙
煎
珈
琲
や
お
菓
子
屋
さ

ん
の
作
る
チ
キ
ン
カ
レ
ー
、
町
内
産
ブ
ラ
ン
ド
牛
乳
や

は
ち
み
つ
な
ど
の
お
い
し
い
食
べ
物
や
飲
み
物
を
始

め
、町
内
で
採
れ
る
貝
化
石
を
使
っ
た
入
浴
剤
や
肥
料
、

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の
が
ま
口
グ
ッ
ズ
や
ス
キ
ー
場
の
リ
フ

ト
券
な
ど
様
々
な
も
の
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
豊
か
な
自
然
環
境
の

保
全
や
教
育
、
医
療
福
祉
の
向
上
、
地
場
産
業
の
振
興

に
関
わ
る
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
興
味
の
あ
る
方
は
こ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

担
当
課　

政
策
経
営
課　

ふ
る
さ
と
納
税
担
当

連
絡
先　

☎︎
０
１
６
３
４
・
８
・
７
６
７
１

　

m
ail

：kikaku@town.nakatom
betsu.lg.jp

町
の
取
組
み

町
の
取
組
み

人気の返礼品一例
「ヤマフクコーヒー」

　　　↑
詳細はこちらから

mailto:info%40town.nakatombetsu.lg.jp?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
https://www.town.nakatombetsu.hokkaido.jp/
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◯
中
頓
別
鍾
乳
洞
自
然
ふ
れ

あ
い
公
園

　

中
頓
別
鍾
乳
洞
自
然
ふ
れ

あ
い
公
園
は
、
北
海
道
天
然
記

念
物
の
中
頓
別
鍾
乳
洞
を
は

じ
め
、
季
節
ご
と
の
動
植
物

と
触
れ
合
え
る
自
然
豊
か
な

公
園
で
す
。
園
内
に
は
、
自

然
散
策
が
で
き
る
複
数
の
遊

歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

園
内
の
奥
に
あ
る
中
頓
別
鍾

乳
洞
は
、
お
よ
そ
１
０
０
０
万

年
前
に
北
の
海
に
生
息
し
て

い
た
フ
ジ
ツ
ボ
な
ど
の
貝
類

が
堆
積
し
て
で
き
た
、
貝
殻

石
灰
岩
に
形
成
さ
れ
た
珍
し

い
鍾
乳
洞
で
す
。

　

鍾
乳
洞
が
発
達
す
る
ほ
ど

の
大
規
模
な
石
灰
岩
帯
が
新
し

い
時
代
に
形
成
さ
れ
た
こ
と
は

稀
で
あ
り
、

そ
の
中
で
発

達
し
た
鍾
乳

洞
は
学
術
的

に
も
貴
重
で

あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

鍾
乳
洞
内

は
約
60
ｍ
で

見
学
で
き
る

よ
う
に
整
備

さ
れ
て
お

り
、
貸
し
出

し
用
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
や
懐

中
電
灯
が
用

意
さ
れ
て
い

ま
す
。
夏
は
、

外
気
よ
り
と
て
も
涼
し
く
感
じ

る
気
温
に
保
た
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
体
験
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　

６
月
上
旬
に
は
中
頓
別
鍾
乳

洞
芝
桜
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ー
ナ
ー
や
各

種
イ
ベ
ン
ト
、
町
内
飲
食
店
等

の
出
店
、
芝
桜
の
夜
間
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

中
頓
別
鍾
乳
洞
自
然
ふ
れ
あ

い
公
園
の
開
園
期
間
は
５
月
か

ら
10
月
末
、
開
園
時
間
は
午
前

９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
（
午

後
５
時
閉
園
）
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

０
１
６
３
４
・
６
・
１
２
９
９

（
公
園
管
理
棟
ぬ
く
森
館
）

・
不
在
の
場
合

０
１
６
３
４
・
８
・
７
６
６
３

（
中
頓
別
町
役
場
産
業
課
商
工

労
働
・
観
光
ま
ち
づ
く
り
グ

ル
ー
プ
）

〇
道
の
駅
ピ
ン
ネ
シ
リ

　

道
の
駅
ピ
ン
ネ
シ
リ
は
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
へ
と
北
上
す
る
国

道
２
７
５
号
沿
い
に
あ
り
ま

す
。

　

道
の
駅
に
隣
接
し
て
い
る
ピ

ン
ネ
シ
リ
温
泉
や
キ
ャ
ン
プ

場
、コ
テ
ー
ジ
等
の
利
用
の
他
、

砂
金
掘
り
、
カ
ヌ
ー
体
験
な
ど

の
受
付
を
取
り
扱
っ
て
お
り
、

中
頓
別
町
の
旅
の
拠
点
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

道
の
駅
内
の
物
販
コ
ー
ナ
ー

に
は
、地
元
で
生
産
さ
れ
た「
な

か
と
ん
牛
乳
」
や
、
こ
れ
を
原

料
に
製
造
さ
れ
た
プ
リ
ン
、
お

菓
子
、
地
域
の
特
産
品
を
販
売

し
て
い
ま
す
。

　
「
な
か
と
ん
牛
乳
」
は
町
内

の
酪
農
家
が
生
産
し
た
良
質
な

生
乳
の
風
味
を
生
か
す
た
め
、

低
温
殺
菌
と
ノ
ン
ホ
モ
ジ
ナ
イ

ズ
で
製
造
し
て
い
る
こ
だ
わ
り

の
牛
乳
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
試

し
く
だ
さ
い
。

　

開
館
時
間
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
（
道
の
駅
ス
タ

ン
プ
の
押
印
時
間
も
同
じ
）、

休
館
日
は
年
末
年
始
（
12
月
30

日
か
ら
翌
年
１
月
３
日
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

０
１
６
３
４
・
７
・
８
５
１
０

（
一
般
社
団
法
人
な
か
と
ん
べ

つ
観
光
ま
ち
づ
く
り
ビ
ュ
ー

ロ
ー
）。

〇
敏
音
知
岳

　

中
頓
別
町
の
中
心
に
位
置
す

る
標
高
７
０
３
ｍ
の
山
で
す
。

道
の
駅
の
裏
手
に
あ
る
登
山
道

の
入
り
口
か
ら
山
頂
ま
で
は
約

４
㎞
、
２
時
間
ほ
ど
の
道
の
り

は
登
山
初
心
者
に
も
お
す
す
め

で
、
山
頂
か
ら
は
東
側
に
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
、
西
側
に
利
尻
富

士
、
北
側
の
遠
方
に
は
サ
ハ
リ

ン
が
眺
望
で
き
ま
す
。

　

湿
度
と
気
温
が
低
い
地
域
で

あ
る
た
め
、
冬
季
間
の
雪
質
が

良
く
、
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
を
求

め
て
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
の
入

山
者
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

下
山
後
に
利
用
い
た
だ
き
た

い
の
は
、
道
の
駅
の
向
か
い
に

あ
る
ピ
ン
ネ
シ
リ
温
泉
で
す
。

疲
労
回
復
、
神
経
痛
や
ス
ト
レ

ス
に
よ
る
諸
症
状
に
効
能
が
あ

り
、
入
浴
後
は
体
の
芯
か
ら
温

ま
り
肌
も
す
べ
す
べ
に
な
る
、

地
元
民
に
も
親
し
ま
れ
て
い
る

温
泉
で
す
。

※
入
山
さ
れ
る
方
は
、
十
分
な

装
備
を
準
備
し
て
い
た
だ
き
、

道
の
駅
の
入
り
口
に
設
置
し
て

い
る
入
林
届
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

冬
季
入
山
さ
れ
る
方
は
、
冬

山
の
危
険
性
を
十
分
に
ご
理
解

の
上
、
装
備
や
天
候
、
積
雪
状

況
の
判
断
、
装
備
等
の
準
備
に

万
全
を
期
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

〇
ペ
ー
チ
ャ
ン
川
砂
金
掘
体
験

場
　

中
頓
別
町
が
で
き
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
明
治
30
年

（
１
８
９
７
年
）
頃
の
ゴ
ー
ル

ド
ラ
ッ
シ
ュ
は
、
あ
っ
と
い
う

間
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
当
時
砂
金
が
採
取
さ
れ
て

い
た
ペ
ー
チ
ャ
ン
川
で
は
、
今

で
も
砂
金
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

中
頓
別
町
を
訪
れ
て
い
た
ラ

イ
ダ
ー
が
、
数
年
間
か
け
て
砂

金
を
集
め
て
指
輪
を
作
り
、
恋

人
に
プ
ロ
ポ
ー
ズ
し
た
と
い
う

逸
話
が
あ
り
ま
す
。

　

ペ
ー
チ
ャ
ン
川
に
開
設
す
る

体
験
場
に
は
管
理
人
が
在
中

し
、
ゴ
ー
ル
ド
パ
ン
な
ど
の
道

具
貸
出
（
有
料
）
や
採
取
の
指

導
を
し
て
お
り
、
気
軽
に
砂
金

掘
り
体
験
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

８
月
中
旬
に
開
催
さ
れ
る
砂

金
ま
つ
り
に
は
、
道
内
外
各
地

か
ら
の
来
場
が
あ
り
ま
す
。

　

会
場
期
間
は
７
月
20
目
か
ら

８
月
25
日
（
予
定
）、
体
験
料

無
料
、
道
具
貸
出
料
は
５
０
０

円
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

０
１
６
３
４
・
７
・
８
５
１
０

（
一
般
社
団
法
人
な
か
と
ん
べ

つ
観
光
ま
ち
づ
く
り
ビ
ュ
ー

ロ
ー
）。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
小
さ
な
中ま

ち
頓
別
の

　
し
あ
わ
せ
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
」

mailto:info%40town.nakatombetsu.lg.jp?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
https://www.town.nakatombetsu.hokkaido.jp/
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と
ん
べ
つ
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別
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別
町
の
ご
紹
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○
概
要

　

浜
頓
別
町
は
、
宗
谷
管
内
南

部
に
位
置
す
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
海

に
面
し
た
ま
ち
で
す
。
町
の
72

％
が
山
林
・
原
野
と
い
う
、
豊

か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

気
候
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の

影
響
を
受
け
る
た
め
年
間
を
通

し
て
概
ね
冷
涼
で
す
が
、
冬
期

間
の
降
水
量
（
降
雪
量
）
は
、

比
較
的
少
な
い
状
況
で
す
。
一

方
、南
西
の
風
の
影
響
が
多
く
、

道
内
で
も
風
の
強
い
地
帯
と
な

っ
て
い
ま
す
。

〇
歴
史

　

日
本
の
最
北
端
に
近
い
浜
頓

別
町
は
、
発
見
さ
れ
た
遺
跡
や

出
土
品
か
ら
５
～
６
千
年
前
か

ら
遠
く
サ
ハ
リ
ン
・
沿
海
州
と

密
接
に
関
わ
り
、
北
方
か
ら
の

人
や
文
化
の
玄
関
口
で
あ
っ
た

と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
５
世

紀
こ
ろ
に
は
、
サ
ハ
リ
ン
か
ら

北
海
道
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸

部
に
や
っ
て
来
た
人
々
が
独
自

の
文
化
を
築
き
始
め
、
の
ち
の

ア
イ
ヌ
文
化
に
も
影
響
を
与
え

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
20
年
代
は
景
気
の
停
滞

で
一
時
的
に
恐
慌
が
起
こ
る
な

ど
人
々
の
生
活
が
不
安
定
な
中

で
砂
金
掘
り
に
生
涯
を
掛
け
た

人
々
が
盛
ん
に
北
国
の
山
野

を
駆
け
め
ぐ
っ
て
い
ま
し
た
。

１
８
９
８
年
に
、
頓
別
村
の
ウ

ソ
タ
ン
ナ
イ
上
流
一
帯
に
大
規

模
な
砂
金
産
出
地
が
発
見
さ
れ

る
と
全
国
か
ら
５
万
人
も
の
採

集
人
が
殺
到
し
、
空
前
の
ゴ
ー

ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
が
沸
き
起
こ
り

ま
し
た
。
当
時
、
大
規
模
な
ゴ

ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
で
沸
い
た
カ

ナ
ダ
の
ク
ロ
ン
ダ
イ
ク
に
匹
敵

す
る
も
の
と
し
て
「
東
洋
の
ク

ロ
ン
ダ
イ
ク
」
と
呼
ば
れ
、
一

躍
世
界
に
そ
の
名
が
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

１
９
０
２
年
ご
ろ
か
ら
砂
金
産

出
量
が
急
激
に
減
少
し
、
各
地

か
ら
の
出
稼
ぎ
者
が
こ
の
地
に

定
着
し
て
農
業
を
は
じ
め
る
入

植
者
が
増
え
ま
し
た
。　

○
基
幹
産
業

　

浜
頓
別
町
の
基
幹
産
業
は
農

業
と
水
産
業
で
す
。

　

昭
和
に
入
り
、
連
続
す
る
冷

害
・
凶
作
で
畑
作
が
大
打
撃
を

受
け
、
１
９
５
５
年
ご
ろ
よ
り

畑
作
か
ら
酪
農
へ
の
大
幅
な
転

換
が
図
ら
れ
、
現
在
の
酪
農
中

心
の
農
業
が

確
立
さ
れ
ま

し
た
が
、
最

近
で
は
、
酪

農
の
ほ
か
、

畜
産
や
蕎
麦

の
栽
培
も
始
ま
り
、
町
の
新
た

な
特
産
品
と
な
り
ま
し
た
。

　

水
産
業
は
、
ニ
シ
ン
漁
や
ホ

タ
テ
漁
で
明
治
か
ら
大
正
に
か

け
て
隆
盛
を
誇
っ
て
い
ま
し
た

が
、
乱
獲
に
よ
る
資
源
の
減
少

な
ど
か
ら
守
り
育
て
る
漁
業
へ

転
換
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
昭

和
初
期
に
は
す
で
に
ニ
シ
ン
の

人
工
ふ
化
や
ほ
た
て
稚
貝
の
放

流
に
取
り
組
み
、
現
在
で
は
、

頓
別
漁
港
・
斜
内
漁
港
の
２
つ

の
漁
港
で
、
ほ
た
て
貝
、
さ
け
、

ま
す
、
毛
が

に
の
水
揚
げ

な
ど
、
安
定

し
た
漁
業
経

営
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

○
イ
ベ
ン
ト

・
ク
ッ
チ
ャ
ロ
湖　

湖
水
ま
つ

り
（
７
月
）

　

浜
頓
別
町
の
夏
の
風
物
詩
・

湖
水
ま
つ
り
で
は
、
水
上
丸
太

渡
り
レ
ー
ス
や
湖
上
ト
レ
ジ
ャ

ー
ハ
ン
ト
な
ど
の
催
し
物
が
行

わ
れ
、
多
く
の
人
々
で
賑
わ
い

ま
す
。
夜
は
湖
上
に
咲
く
花
火

が
人
気
で
、
農
産
物
や
水
産
物

の
即
売
も
あ
り
ま
す
。

・
ウ
ソ
タ
ン
砂
金
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
（
８
月
）

　

か
つ
て
の
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ

ュ
を
偲
び
、
ウ
ソ
タ
ン
ナ
イ
砂

金
採
掘
公
園
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
川
で
の
砂
金
掘
り
体
験
や

木
工
教
室
な
ど
、
ウ
ソ
タ
ン
の

自
然
と
歴
史
を
満
喫
で
き
ま

す
。

・
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
in
浜
頓
別

（
10
月
）

　

美
味
し
さ
と
楽
し
さ
あ
ふ
れ

る
浜
頓
別
の
秋
の
祭
典
「
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
」
は
、
水
揚
げ
さ

れ
た
ば
か
り
の
浜
頓
別
産
の
新

鮮
な
鮭
や
ほ
た
て
を
は
じ
め
、

水
産
加
工
品
や
農
産
品
、
工
芸

品
な
ど
様
々
な
展
示
販
売
コ
ー

ナ
ー
が
魅
力
で
す
。

浜
頓
別
町
と
は

浜
頓
別
町
と
は

人口：３，３４１人
　　　（Ｒ５. ３末現在）
面積：約４０１. ６４K㎡

○
第
６
次
浜
頓
別
町
ま
ち
づ
く

り
総
合
計
画
（
２
０
１
９
年
度

～
２
０
２
８
年
度
）

　

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
「
住

み
続
け
た
い
ま
ち　

か
え
り
た

い
ま
ち　

輝
く
ふ
る
さ
と　

は

ま
と
ん
べ
つ
」
と
し
て
５
つ
を

基
本
目
標
に
設
定
し
て
い
ま

す
。

・
自
然
環
境
と
調
和
し
た
快
適

で
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り

　

北
オ
ホ
ー
ツ
ク
道
立
自
然
公

園
や
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿

地
指
定
さ
れ
て
い
る
ク
ッ
チ
ャ

ロ
湖
な
ど
の
雄
大
な
自
然
環
境

を
有
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、豊
か
な
自
然
環
境
や
景
観
、

そ
こ
に
生
息
す
る
野
生
動
植
物

の
保
護
を
図
り
な
が
ら
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
や
自

然
環
境
に
影
響
を
与
え
る
公
害

の
防
止
、
環
境
保
全
・
美
化
等

の
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

・
こ
こ
ろ
が
通
い
あ
い
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　

人
口
減
少
が
進
行
し
て
い
る

本
町
に
お
い
て
、
子
育
て
世
代

が
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育

て
ら
れ
る
よ
う
、
こ
ど
も
園
や

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心

と
し
た
子
育
て
環
境
や
出
産
へ

の
支
援
体
制
の
充
実
を
図
る
施

策
を
推
進
し
ま
す
。

・
い
き
い
き
と
し
た
産
業
で
潤

い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　

本
町
が
有
す
る
地
域
地
場
資

源
を
有
効
に
活
用
し
た
農
業
、

林
業
、
水
産
業
、
観
光
の
振
興

を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
産

業
と
連
携
し
た
商
業
、
工
業
の

振
興
を
図
り
、
元
気
で
持
続
可

能
な
産
業
振
興
に
よ
る
地
域
経

済
社
会
の
充
実
を
図
る
施
策
を

推
進
し
ま
す
。

・
個
性
豊
か
な
人
づ
く
り
と
文

化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

　

本
町
の
未
来
を
担
う
児
童
・

青
少
年
が
健
全
に
育
ち
、
人
を

思
い
や
る
豊
か
な
心
や
郷
土
を

愛
す
る
心
を
育
む
人
づ
く
り
に

努
め
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
い

つ
で
も
ど
こ
で
で
も
学
ぶ
こ
と

が
で
き
、
そ
の
成
果
を
地
域
社

会
で
活
か
す
こ
と
の
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
学

校
教
育
の
充
実
を
図
る
施
策
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
生
涯
を

通
じ
て
積
極
的
に
学
び
、
そ
の

成
果
が
喜
び
と
な
っ
て
還
元
さ

れ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
実
感
で

き
る
よ
う
社
会
教
育
、
ス
ポ
ー

ツ
の
充
実
を
図
る
施
策
を
推
進

し
ま
す
。

・
み
ん
な
で
創
る
元
気
で
明
る

い
ま
ち
づ
く
り

　

住
民
に
と
っ
て
最
も
身
近
な

地
域
の
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ

る
よ
う
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
住

民
参
画
型
の
ま
ち
づ
く
り
や
住

民
と
行
政
が
協
働
す
る
ま
ち
づ

く
り
を
図
る
施
策
を
推
進
し
ま

す
。

町
の
取
組
み

町
の
取
組
み

○
ふ
る
さ
と
納
税(

寄
附)

　

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
「
豊
か
な
自
然
環
境
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
」「
安
全
で
安
心
し
て
く
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

「
い
き
い
き
と
し
た
産
業
が
根
づ
く
ま
ち
づ
く
り
」「
個
性
豊

か
な
人
づ
く
り
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」「
み
ん
な
で

創
る
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
」「
寄
附
者
の
意
向
を
反
映
し
た

事
業
」
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

寄
附
者
に
は
、
ホ
タ
テ
玉
冷
、
ホ
タ
テ
干
貝
柱
、
燻
製
ホ

タ
テ
、
毛
ガ
ニ
、
い
く
ら
、
鮭
の
飯
寿
司
な
ど
の
鮭
加
工
品
、

毛
蟹
の
鉄
砲
汁
、
タ
コ
・
イ
カ
の
酢
味
噌
和
え
、
蕎
麦
、
す

き
や
き
用
肉
、
焼
肉
用
肉
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
、
い
ち
ご
、
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
カ
タ
ラ
ー
ナ
、
ホ
タ
テ
ま
ん
じ
ゅ
う
、
は

ま
と
ん
べ
つ
温
泉
ウ
イ
ン
グ
入
浴
券
、
北
竜
町
の
お
米
と
コ

ラ
ボ
し
た
毛
蟹
丼
セ
ッ
ト
や
ホ
タ
テ
丼
セ
ッ
ト
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

＜返礼品の一例＞

●お問い合わせ
○浜頓別町役場　〒０９８－５７９２　北海道枝幸郡浜頓別町中央南１番地
ＴＥＬ：０１６３４－２－２３４５　ＦＡＸ：０１６３４－２－４７６６

E-mail：machizukuri@mail.town.hamatonbetsu.hokkaido.jp
公式ホームページ：http://www.town.hamatonbetsu.hokkaido.jp/

mailto:machizukuri%40mail.town.hamatonbetsu.hokkaido.jp?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
http://www.town.hamatonbetsu.hokkaido.jp/
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浜は
ま
と
ん
べ
つ

頓
別
町
の
ご
紹
介

浜はま
と
ん
べ
つ

頓
別
町
の
ご
紹
介

●お問い合わせ　
○浜頓別町役場　〒０９８－５７９２　北海道枝幸郡浜頓別町中央南１番地
ＴＥＬ：０１６３４－２－２３４５　ＦＡＸ：０１６３４－２－４７６６

E-mail：machizukuri@mail.town.hamatonbetsu.hokkaido.jp
公式ホームページ：http://www.town.hamatonbetsu.hokkaido.jp/

○
ク
ッ
チ
ャ
ロ
湖

　

１
９
８
９
年
に
国
内
第
３

番
目
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に

指
定
さ
れ
た
道
北
最
大
の
湖

「
ク
ッ
チ
ャ
ロ
湖
」
は
、
周
囲

約
30
㎞
の
か
ん
水
湖
で
、
大

沼
（
直
径
5.5
㎞
）
と
小
沼
（
直

径
3.0
㎞
）
の
２
つ
の
沼
が
細

い
水
路
に
よ
っ
て
つ
な
が
り
、

変
形
し
た
ひ
ょ
う
た
ん
型
を

し
て
い
ま
す
。
平
均
水
深
1.5

ｍ
と
浅
く
標
高
が
低
い
た
め
、

約
３
㎞
離
れ
た
オ
ホ
ー
ツ
ク

海
の
海
水
が
、
満
潮
に
な
る

と
入
り
込
み
ま
す
。

　

日
本
と
ロ
シ
ア
を
渡
る
水

鳥
達
の
重
要
な
中
継
地
で
、

約
３
０
０
種
の
野
鳥
が
記
録

さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
春
と

秋
の
渡
り
の
季
節
に
、
数
千

羽
の
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
と
数
万

羽
の
カ
モ
類
が
観
察
で
き
ま

す
。
冬
に
は
、
天
然
記
念
物

の
オ
ジ
ロ
ワ
シ
や
オ
オ
ワ
シ

の
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。
春
に

な
る
と
ハ
ク
チ
ョ
ウ
た
ち
は
、

恋
の
季
節
を
迎
え
、
ペ
ア
は

絆
を
確
か
め
る
た
め
に
「
ハ
ッ

ピ
ー
リ
ン
グ
」
を
作
り
ま
す
。

こ
の
ハ
ー
ト
型
の
求
愛
ポ
ー

ズ
を
見
る
と
幸
せ
に
な
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

４
月
下
旬
～
10
月
ご
ろ
は
、

湖
畔
の
キ
ャ
ン
プ
場
が
日
本

各
地
か
ら
来
た
キ
ャ
ン
パ
ー

た
ち
で
賑
わ
い
ま
す
。
目
の

前
に
広
が
る
ク
ッ
チ
ャ
ロ
湖

を
眺
め
な
が
ら
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
は
最
高
で
す
。
泉
質
が

国
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
美
肌
効

果
が
高
い
と
い
わ
れ
る
温
泉
施

設
も
近
隣
に
あ
り
、
日
帰
り
入

浴
の
利
用
も
で
き
ま
す
。
ト
イ

レ
、
Ｅ
Ｖ
車
電
源
、
炊
事
場
、

コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
、
ご
み
捨

て
場
な
ど
の
設
備
も
充
実
し
て

い
ま
す
。（
車
中
泊
も
可
能
で

す
）

　

ま
た
、
カ
ヌ
ー
や
ウ
イ
ン
ド

サ
ー
フ
ィ
ン
を
楽
し
む
人
も
多

く
い
ま
す
。
湖
の
平
均
水
深
が

1.5
ｍ
と
比
較
的
浅
い
た
め
、
初

心
者
の
方
も
安
心
し
て
遊
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

夕
方
に
な
る
と
夕
日
が
湖
に

沈
む
様
子
が
と
て
も
美
し
く
、

多
く
の
人
の
心
を
癒
し
ま
す
。

○
水
鳥
観
察
館

　

正
式
名
称
は
、「
浜
頓
別
ク
ッ

チ
ャ
ロ
湖
水
鳥
観
察
館
」
で
、

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
に

お
い
て
、
湿
地
の
価
値
の
普
及

啓
発
お
よ
び
水
鳥
・
湿
地
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
拠
点
を
目
的
と

し
て
、
ク
ッ
チ
ャ
ロ
湖
の
湖
畔

に
１
９
９
５
年
５
月
に
環
境
省

に
よ
り
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

館
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
野

外
カ
メ
ラ
や
望
遠
鏡
を
利
用
し

な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
湖
に
く
る

野
鳥
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
春
と
秋
に
は
、
渡
り
の

途
中
の
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
た
ち
が

見
ら
れ
、
夏
に
は
ア
オ
サ
ギ
や

カ
ワ
セ
ミ
の
姿
も
見
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
館
内
の
写
真
パ
ネ

ル
や
ビ
デ
オ
に
よ
っ
て
ク
ッ

チ
ャ
ロ
湖
の
四
季
の
様
子
も
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　

鳥
類
だ
け
で
は
な
く
、
ク
マ

や
シ
カ
の
は
く
製
も
展
示
し
て

い
ま
す
。

（
開
館
時
間
：
９
時
～
17
時
、

休
館
日
：
月
曜
日
、
祝
日
の
翌

日
、年
末
年
始
、入
館
料
：
無
料
）

○
ベ
ニ
ヤ
原
生
花
園

　

ハ
マ
ナ
ス
を
は
じ
め
、
エ
ゾ

カ
ン
ゾ
ウ
や
ヒ
オ
ウ
ギ
ア
ヤ

メ
、
ス
ズ
ラ
ン
な
ど
１
０
０
種

類
以
上
も
の
草
花
が
群
生
す
る

約
３
３
０
ha
の
原
生
花
園
で

す
。
彩
り
鮮
や
か
な
大
地
と
オ

ホ
ー
ツ
ク
ブ
ル
ー
の
海
が
一
度

に
楽
し
め
る
美
し
い
観
光
ス

ポ
ッ
ト
で
、
花
の
見
ご
ろ
は
６

月
上
旬
か
ら
８
月
中
旬
ご
ろ
ま

で
で
す
。
中
で
も
７
月
上
旬
ご

ろ
に
咲
く
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
の

群
生
が
見
ど
こ
ろ
で
す
。

　

６
月
～
９
月
は
フ
ラ
ワ
ー
ガ

イ
ド
が
常
駐
し
て
お
り
、
見
ど

こ
ろ
の
花
や
見
落
と
し
が
ち
な

花
を
教
え
て
も
ら
え
ま
す
。

　

原
生
花
園
全
体
を
見
渡
せ
る

高
さ
10
ｍ
の
展
望
台
も
あ
り
、

悪
天
候
時
で
も
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

日
本
で
は
道
北
だ
け
で
し
か

繁
殖
し
て
い
な
い
ツ
メ
ナ
ガ
セ

キ
レ
イ
な
ど
の
野
鳥
も
多
く
草

原
生
の
鳥
た
ち
の
歌
声
も
楽
し

め
ま
す
。

（
営
業
時
間
、
定
休
日
に
関

し
て
は
役
場
産
業
振
興
課　

０
１
６
３
４
―
２
―
２
３
４
６

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
）

○
ウ
ソ
タ
ン
ナ
イ
砂
金
採
掘
公

園
　

砂
金
採
掘
公
園
で
は
実
際
に

川
に
入
り
、
日
本
古
来
の
砂
金

掘
り
道
具
で
あ
る
、
砂
利
と
砂

金
を
分
け
る
ゆ
り
板
、
砂
利
を

す
く
う
カ
ッ
チ
ャ
を
使
っ
た
本

格
的
な
砂
金
採
掘
体
験
が
で
き

ま
す
。
ま
た
雨
天
時
や
時
間
の

な
い
方
に
は
、
ゴ
ー
ル
ド
パ
ン

と
呼
ば
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

の
皿
を
使
っ
た
水
槽
掘
り
も
体

験
で
き
ま
す
。
砂
金
掘
り
体
験

は
常
駐
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
の
で

は
じ
め
て
の
方
で
も
安
心
で

す
。
採
れ
た
砂
金
は
持
っ
て
帰

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
場
も
併
設
さ
れ
て

お
り
、
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
聞
き

な
が
ら
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
営
業
時
間
、
定
休
日
に
関

し
て
は
役
場
産
業
振
興
課　

０
１
６
３
４
―
２
―
２
３
４
６

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
）

○
北
見
神
威
岬
（
日
本
国
指
定

名
勝
）

　

枝
幸
町
と
の
境
界
に
あ
る
標

高
４
３
９
m
の
斜
内
山
か
ら
海

に
突
き
出
た
岬
で
す
。
山
道
を

通
り
突
端
へ
出
る
と
輝
く
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
の
雄
大
な
風
景
が

広
が
り
ま
す
。
１
９
９
９
年
ま

で
は
国
道
２
３
８
号
線
が
岬
に

そ
っ
て
敷
設
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
岬
を
貫
く
北
オ
ホ
ー
ツ
ク

ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
た
た
め
、

浜
頓
別
町
側
は
町
道
斜
内
山
道

線
、
枝
幸
町
側
は
町
道
神
威
岬

線
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
９
８
５
年
ま
で
は
、
岬
を

通
る
斜
内
山
道
を
国
鉄
興
浜
北

線
が
通
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現

在
は
海
岸
沿
い
を
走
る
車
道
か

ら
一
段
高
い
位
置
に
段
が
残
っ

て
お
り
、
か
つ
て
の
鉄
路
の
後

が
確
認
で
き
ま
す
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
と
こ
ト
ン
　
ハ
マ
る
　
と
く
ベ
ツ
な
ま
ち
」

○
浜
頓
別
町
の
ご
当
地
キ
ャ
ラ
「
ス
ワ
ッ
ト
ン
」

　

時
は
縄
文
時
代
。
先
住

民
た
ち
は
、
厳
し
い
寒
さ

と
飢
え
に
耐
え
て
暮
ら

し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

中
「
幸
せ
を
運
ぶ
妖
精
・

ス
ワ
ッ
ト
ン
」
が
突
然
現

れ
、
お
い
し
い
食
べ
物
と

温
か
い
羽
毛
を
も
た
ら
し
消
え
て
い
き
ま
し
た
。
以
来
、
先

住
民
た
ち
は
、
豊
穣
や
多
産
、
災
厄
払
い
を
祈
願
し
て
「
土

偶
」
な
ら
ぬ
「
ス
ワ
ッ
ト
ン
土
偶
」
を
作
り
、
集
落
の
守
り

神
と
し
て
崇
め
て
い
ま
し
た
。

　

以
降
、浜
頓
別
町
に
ス
ワ
ッ
ト
ン
が
現
れ
る
こ
と
は
な
く
、

い
つ
し
か
存
在
す
ら
忘
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
浜
頓
別
町

政
施
行
60
周
年
、
開
村
95
周
年
、
庁
舎
建
設
10
周
年
の
記
念

に
あ
た
り
浜
頓
別
町
に
幸
せ
を
運
ぶ
べ
く
、
満
を
持
し
て
登

場
し
ま
し
た
。

mailto:machizukuri%40mail.town.hamatonbetsu.hokkaido.jp?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
http://www.town.hamatonbetsu.hokkaido.jp/
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枝えさ
し幸
町
の
ご
紹
介

枝え
さ
し幸
町
の
ご
紹
介

●お問い合わせ
枝幸町役場　〒０９８－５８９２　北海道枝幸郡枝幸町本町９１６番地
ＴＥＬ：０１６３－６２－１２３４　ＦＡＸ：０１６３－６２－３３５３

E-mail：町ＨＰ「お問い合わせフォーム」をご利用ください
公式ホームページ：https://www.esashi.jp

○
概
要

　

枝
幸
町
は
、
宗
谷
管
内
の

最
南
部
に
位
置
し
、
海
岸
線

が
南
北
に
約
58
㎞
、
面
積
は

１
１
１
６
㎢
を
擁
す
る
広
大
な

土
地
が
広
が
り
、
町
の
面
積
の

約
８
割
を
占
め
る
森
林
と
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
に
囲
ま
れ
た
自
然

と
共
生
す
る
町
で
す
。

　

気
候
は
枝
幸
地
域
の
海
岸
部

と
歌
登
地
域
の
内
陸
部
で
は
局

地
的
な
特
徴
が
あ
り
、
海
岸
部

で
は
夏
は
比
較
的
涼
し
く
、
内

陸
部
で
は
流
氷
が
接
岸
す
る
よ

う
に
な
る
と
、
氷
点
下
30
℃
を

下
回
る
全
国
有
数
の
極
寒
地
と

な
り
、
海
岸
部
と
内
陸
部
の
気

温
差
も
大
き
く
、
積
雪
深
も
山

間
部
で
は
３
ｍ
以
上
に
達
し
ま

す
。

　

２
０
０
６
年
３
月
に
、
旧
歌

登
町
と
旧
枝
幸
町
の
２
町
合
併

に
よ
り
新
た
な
「
枝
幸
町
」
が

誕
生
し
、“
こ
こ
ろ
が
結
ぶ
『
森

と
海
』
優
し
さ
と
活
気
あ
ふ
れ

る
北
の
理
想
郷
”
を
新
町
の
将

来
像
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

○
産
業

　

枝
幸
町
は
一
次
産
業
が
盛
ん

な
町
で
、
漁
業
は
、
ホ
タ
テ
貝
・

秋
サ
ケ
・
毛
が
に
な
ど
の
沿
岸

漁
業
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
、

稚
魚
や
稚
貝
を
育
て
て
海
へ
戻

す
栽
培
漁
業
と
、
魚
介
を
獲
る

量
や
大
き
さ
を
制
限
す
る
資
源

管
理
型
漁
業
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
漁
獲
量
・
漁
獲
金

額
と
も
堅
調
に
推
移
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
も
、
毛
が
に
は

水
揚
げ
日
本
一
を
誇
り
「
か
に

の
町
え
さ
し
」
と
し
て
全
国
に

そ
の
名
を
響
か
せ
て
お
り
、
枝

幸
産
ホ
タ
テ
貝
は
、
２
０
２
１

年
３
月
に
地
域
団
体
商
標
を
取

得
し
、
全
国
初
の
ブ
ラ
ン
ド
ホ

タ
テ
「
枝
幸
ほ
た
て
」
と
し
て
、

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
や
海
外

へ
の
輸
出
な
ど
、
販
路
・
消
費

拡
大
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

酪
農
を
中
心
と
す
る
農
業
で

は
、
担
い
手
育
成
と
安
定
的
な

生
乳
生
産
を
目
指
し
、
新
規
就

農
者
誘
致
活
動
や
農
業
後
継
者

の
育
成
、
効
率
的
で
収
益
性
の

高
い
農
業
を
目
指
し
て
、
公
共

育
成
施
設
・
農
道
・
近
代
化
施

設
な
ど
の
整
備
・
充
実
を
図
り
、

安
全
で
優
良
な
生
乳
を
全
国
に

届
け
て
い
ま
す
。

　

林
業
は
、
町
の
面
積
の
約
８

割
を
占
め
る
森
林
の
有
効
活
用

を
目
指
し
、
森
林
が
も
つ
水
源

涵
養
、
自
然
環
境
の
保
全
な
ど

の
多
面
的
機
能
が
十
分
発
揮
さ

れ
る
よ
う
、
治
山
事
業
、
林
道

網
の
整
備
の
ほ
か
、
新
植
・
保

育
・
間
伐
な
ど
の
森
林
整
備
事

業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
近

年
で
は
公
共
施
設
へ
の
地
域
材

の
積
極
的
な
活
用
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

○
イ
ベ
ン
ト
情
報

・
枝
幸
か
に
ま
つ
り

　

毎
年
７
月
の
第
１
日
曜
日
に

開
催
さ
れ
る
枝
幸
町
最
大
の
イ

ベ
ン
ト
「
枝
幸
か
に
ま
つ
り
」

に
は
、
毛
が
に
水
揚
げ

日
本
一
を
誇
る
「
枝
幸

の
毛
が
に
」
を
求
め
て

全
国
各
地
か
ら
大
勢
の

人
が
訪
れ
ま
す
。

　

会
場
に
は
、
毛
が
に

が
特
価
で
購
入
で
き
る

即
売
コ
ー
ナ
ー
を
は
じ

め
、
名
物
グ
ル
メ
「
毛

が
に
汁
」
や
「
か
に
飯
」

な
ど
を
味
わ
え
る
飲
食

コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
で
は

「
か
に
早
食
い
競
争
」
や
「
毛

が
に
が
当
た
る
抽
選
会
」「
歌

謡
シ
ョ
ー
」
な
ど
で
賑
わ
い
ま

す
。
こ
の
他
ま
つ
り
に
は
、
大

漁
旗
を
な
び
か
せ
勇
壮
に
行
わ

れ
る
「
漁
船
パ
レ
ー
ド
」
や
Ｙ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り

で
数
多
く
大
賞
に
輝
く
、
枝
幸

町
ふ
る
さ
と
応
援
大
使
の
「
夢

想
漣
え
さ
し
」
が
毎
年
華
や
か

な
演
舞
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

枝
幸
町
と
は

枝
幸
町
と
は

人口 7,374 人
（R5.4 月末現在）

面積 1,115.93K㎡

○
ふ
る
さ
と
教
育
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

　

枝
幸
町
で
は
、
高
校
生
を
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
地
方
創
生

に
活
力
を
与
え
る
重
要
な
プ
レ

イ
ヤ
ー
と
し
て
育
成
す
る
た

め
、
地
元
唯
一
の
高
校
で
あ
る

北
海
道
枝
幸
高
等
学
校
を
地
域

の
拠
点
と
位
置
付
け
、
高
校
の

魅
力
化
推
進
と
と
も
に
、
人
材

育
成
と
担
い
手
確
保
の
た
め

「
ふ
る
さ
と
教
育
」
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

学
校
内
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境

の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
枝

高
生
を
対
象
と
し
た
公
営
塾
を

２
０
２
１
年
か
ら
開
設
し
、
個

別
学
習
指
導
を
基
本
と
し
て

学
力
向
上
に
貢
献
す
る
ほ
か
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
や
ゼ
ミ
活
動
な

ど
を
通
じ
て
新
た
な
「
ふ
る
さ

と
教
育
」を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
公
営
塾
の
充
実
や

地
域
と
つ
な
が
る
ふ
る
さ
と
教

育
の
推
進
を
図
り
な
が
ら
、
地

域
を
想
い
、
必
要
と
さ
れ
る
人

材
育
成
を
行
い
、   

Ｕ
Ｉ
タ
ー

ン
な
ど
の
「
ふ
る
さ
と
回
帰
」

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
地

域
の
担
い
手
を
確
保
す
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

○
エ
ゾ
シ
カ
な
ど
有
害
鳥
獣
の

枝
幸
式
発
酵
減
量
法

　

２
０
１
０
年
に
枝
幸
町
・
漁

協
・
農
協
・
森
林
組
合
が
連
携

し
民
間
機
関
の
専
門
的
技
術
支

援
の
も
と
、
コ
ス
ト
を
か
け
ず

に
、
農
林
水
産
業
か
ら
排
出
さ

れ
る
産
業
廃
棄
物
を
利
活
用
す

る
協
働
の
取
り
組
み
と
し
て

「
好
気
性
発
酵
技
術
」
を
開
発

す
る
と
と
も
に
、「
ホ
タ
テ
貝

殻
の
た
い
肥
化
」
や
「
ホ
タ
テ

ウ
ロ
の
減
量
化
」
に
成
果
を
あ

げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
技
術
を
更
に
応

用
し
て
、
エ
ゾ
シ
カ
や
ク
マ
、

海
岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
大
型

海
獣
な
ど
の
死
骸
を
処
理
す

る
「
枝
幸
式
発
酵
減
量
法
」
が

生
ま
れ
、
機
械
設
備
と
微
生

物
、
町
内
の
未
利
用
資
源
の
み

を
原
料
と
し
た
処
理
技
術
を

２
０
１
１
年
に
確
立
し
特
許
を

取
得
し
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
年
間
１
２
０
０

頭
程
捕
獲
す
る
エ
ゾ
シ
カ
の
ほ

か
、
ヒ
グ
マ
や
ア
ラ
イ
グ
マ
な

ど
の
有
害
鳥
獣
の
処
理
に
も
対

応
し
て
い
ま
す
。

　

枝
幸
町
で
は
、
有
害
鳥
獣
の

処
理
が
こ
れ
ま
で
よ
り
も
効
率

的
で
低
コ
ス
ト
の
処
理
方
法
に

替
わ
り
、
そ
の
方
法
が
正
し
く

普
及
す
る
よ
う
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
公
開

し
て
い
ま
す
。

○
ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
附
）

　

毎
年
多
く
の
方
々
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
寄
附

金
は
「
ま
ち
づ
く
り
」「
子
育
て
・
教
育
」「
福
祉
・
医

療
」
の
各
事
業
で
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

寄
附
者
の
皆
様
に
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
栄
養
を

た
っ
ぷ
り
と
受
け
、
甘
み
や
旨
み
が
詰
ま
っ
た
「
枝
幸

ほ
た
て
」
を
は
じ
め
、濃
厚
ミ
ソ
が
自
慢
の
「
毛
が
に
」

な
ど
、
枝
幸
を
代
表
す
る
特
産
品
の
数
々
を
お
礼
の
品

と
し
て
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
枝
幸
式
バ
ル
ク
輸
送
に
よ
る
返
礼
品
発
送
な

ど
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
お
け
る
物
流
効
率
化
の
取
り
組

み
も
進
め
て
お
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
と
地
場
産
業
の
つ

な
が
り
に
よ
る
「
地
域
経
済
の
好
循
環
サ
イ
ク
ル
の
確

立
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
特
設
サ
イ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

人気の返礼品一例
「枝幸ホタテ」

町
の
取
組
み

町
の
取
組
み

　　　↑
詳細はこちらから

https://www.esashi.jp
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○
神
威
岬

　

隣
接
す
る
浜
頓
別
町
と
の

境
界
に
そ
び
え
立
つ
岬
で
国

の
名
勝
に
も
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
ア
イ
ヌ
語
で
「
カ
ム

イ
・
エ
ト
ゥ
（
神
の
岬
）」「
カ

ム
イ
・
エ
ト
（
神
の
鼻
）」
と

呼
ば
れ
、
そ
の
景
観
は
、
木
々

や
花
々
な
ど
が
四
季
折
々
に

神
秘
的
な
表
情
を
現
し
ま
す
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
突
き
出
る

よ
う
な
地
形
の
岬
は
、
日
高

山
脈
と
繋
が
っ
て
お
り
、
岬

の
中
腹
に
は
白
黒
模
様
の
神

威
岬
灯
台
や
廃
線
と
な
っ
た

興
浜
北
線
（
こ
う
ひ
ん
ほ
く

せ
ん
）
の
名
残
も
あ
り
ま
す
。

　

近
く
に
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク

海
と
神
威
岬
を
一
望
で
き
る

公
園
も
あ
り
、
車
の
Ｃ
Ｍ
ロ

ケ
地
に
も
選
ば
れ
た
抜
群
の

ド
ラ
イ
ブ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

す
。

○
ウ
ス
タ
イ
ベ
千
畳
岩

　

そ
の
名
の
と
お
り
、
一
面

に
畳
を
敷
き
詰
め
た
よ
う
な

岩
が
波
打
ち
際
ま
で
広
が
る

不
思
議
な
景
色
は
、
溶
岩
な
ど

が
急
に
冷
え
て
固
ま
っ
た
時
に

起
き
る
柱
状
節
理
と
い
う
現
象

か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
枝
幸
町

を
代
表
す
る
景
勝
地
と
し
て

１
９
６
８
年
に
北
オ
ホ
ー
ツ
ク

道
立
自
然
公
園
の
一
部
に
指
定

さ
れ
て
お
り
、
水
平
線
か
ら

神
々
し
く
昇
る
朝
日
や
冬
に
は

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
を
埋
め
尽
く
す

流
氷
な
ど
が
見
ら
れ
る
絶
景
ス

ポ
ッ
ト
で
す
。

○
三
笠
山
展
望
閣

　

枝
幸
町
の
シ
ン
ボ
ル
、
三
笠

山
（
標
高
１
７
２
ｍ
）
の
頂
上

に
あ
る
真
っ
白
な
建
物
が
「
三

笠
山
展
望
閣
」
で
す
。
３
６
０

度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
で
枝
幸
の
街

並
み
や
雄
大
な
オ
ホ
ー
ツ
ク

海
、
果
て
し
な
く
広
が
る
山
々

が
一
望
で
き
る
絶
景
ス
ポ
ッ
ト

で
す
。

　

２
階
に
は
カ
フ
ェ
ラ
ウ
ン
ジ

が
併
設
さ
れ
、
四
季
折
々
に
変

わ
る
町
の
変
化
を
眺
め
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
、
音
楽
イ
ベ
ン

ト
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

も
不
定
期
で
開
催
さ
れ
、
町
民

と
観
光
客
と
の
交
流
の
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
屋
上
へ
行
く
と
「
希

望
の
鐘
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
あ
な
た
の
願
い
と
と
も
に

鐘
の
音
を
街
中
に
響
か
せ
て
く

だ
さ
い
。

○
オ
ホ
ー
ツ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
え
さ
し

　

枝
幸
町
の
歴
史
・
文
化
・
自

然
を
総
合
的
に
展
示
す
る
博
物

館
で
す
。
枝
幸
町
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
、
入
場
無

料
で
観
覧
で
き
る
施
設
内
に
は

「
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
の
竪
穴
住

居
」を
復
元
し
た
建
物
の
ほ
か
、

国
の
指
定
重
要
文
化
財
の
刀
剣

類
や
装
飾
品
を
中
心
と
し
た

２
０
０
点
以
上
に
も
及
ぶ
展
示

品
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

館
内
に
は
、
体
長
７
ｍ
を
超

え
る
国
内
最
大
級
の
シ
ャ
チ
の

骨
格
標
本
が
来
場
者
を
出
迎

え
、歌
登
地
区
で
発
見
さ
れ
た
、

絶
滅
哺
乳
類
「
デ
ス
モ
ス
チ
ル

ス
」
の
全
身
骨
格
標
本
な
ど
も

展
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
来

る
だ
け
で
、
枝
幸
町
の
歴
史
や

文
化
、
魅
力
を
様
々
な
視
点
か

ら
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
枝
幸
温
泉
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
幸

林
　

三
笠
山
の
麓
に
あ
る
天
然
温

泉
が
楽
し
め
る
ホ
テ
ル
で
す
。

温
泉
は
湯
冷
め
し
に
く
く
、
神

経
痛
・
筋
肉
痛
・
慢
性
皮
膚
病

な
ど
に
効
能
が
あ
り
ま
す
。
ホ

テ
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
「
海
朱
（
う

み
あ
け
）」
で
は
、
地
元
食
材

も
使
っ
た
幅
広
い
メ
ニ
ュ
ー
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
ド
ラ
イ

ブ
客
や
旅
行
者
の
昼
食
・
休
憩

に
も
最
適
で
す
。
家
族
旅
行
や

ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
、
様
々
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
宿
泊
施
設
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
日
常
の
疲

れ
を
癒
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と

し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

○
道
の
駅
マ
リ
ー
ン
ア
イ
ラ
ン

ド
岡
島

　

国
道
２
３
８
号
線
沿
い
に

ち
ょ
っ
と
目
を
引
く
船
を
か
た

ど
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
外
観
の
道

の
駅
で
す
。
駅
内
に
は
、
海
の

あ
る
町
な
ら
で
は
の
地
場
産
品

直
売
所
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

枝
幸
町
自
慢
の
海
産
物
や
加
工

品
な
ど
が
数
多
く
並
び
、
レ
ス

ト
ラ
ン
で
は
地
元
食
材
を
活
か

し
た
メ
ニ
ュ
ー
も
提
供
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

海
水
浴
や
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し

む
ス
ポ
ッ
ト
も
隣
接
さ
れ
て
い

る
た
め
、
７
月
か
ら
８
月
に
は

多
く
の
町
民
や
観
光
客
が
訪

れ
、
短
い
枝
幸
の
夏
を
満
喫
し

て
い
ま
す
。

○
う
た
の
ぼ
り
健
康
回
復
村

　

街
の
喧
騒
か
ら
離
れ
、
心
身

を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
温
泉

郷
で
、
森
の
中
に
あ
る
「
う
た

の
ぼ
り
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
ホ
テ

ル
」
に
は
、
美
人
の
湯
と
言
わ

れ
る
肌
に
優
し
い
炭
酸
水
素
塩

泉
が
有
名
で
す
。
こ
の
ほ
か
敷

地
内
に
は
、
別
荘
気
分
を
味
わ

え
る
コ
テ
ー
ジ
の
里
、
満
天
の

星
空
を
満
喫
で
き
る
キ
ャ
ン
プ

場
、
大
自
然
を
活
か
し
た
ゴ
ル

フ
コ
ー
ス
な
ど
も
あ
り
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
や
お
仲
間
で
楽
し
み
な

が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
森
と
海
が
融
合
す
る

　
自
然
豊
か
な
町
　
枝
幸
町
」

○
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
紹
介　
「
え
さ
っ
し
ー
」

　

２
０
１
１
年
に
誕
生
し
た
枝
幸
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
え
さ
っ
し
ー
」
は
、
明
る
く
元
気
で
誰
と
で
も
仲
良

く
な
れ
る
男
の
子
。
枝
幸
の
森
と
海
が
大
好
き
で
、
特
技
の

「
№
１
ポ
ー
ズ
」
は
、
毛
が
に
水
揚
げ
日
本
一
を
表
し
て
い

ま
す
。

　

枝
幸
町
観
光
協
会
で
は
、

え
さ
っ
し
ー
グ
ッ
ズ
の
販
売

の
ほ
か
、
町
内
の
観
光
施
設

に
設
置
し
て
い
る
大
人
気
の

「
枝
幸
ガ
チ
ャ
」
で
、
え
さ
っ

し
ー
の
缶
バ
ッ
チ
が
必
ず
当

た
り
、
２
０
２
１
年
か
ら
は
え
さ
っ
し
ー
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン

プ
の
販
売
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
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○
概
要

　

豊
富
町
は
人
口
約
３
６
０
０

人
の
管
内
３
番
目
に
人
口
が
多

い
自
治
体
で
、北
海
道
の
北
端
、

宗
谷
総
合
振
興
局
の
日
本
海
側

に
位
置
し
、
北
は
稚
内
市
、
南

は
幌
延
町
、
東
は
猿
払
村
に
隣

接
し
、
西
は
日
本
海
に
面
し
て

い
ま
す
。
各
市
町
村
と
の
境
界

は
、
起
伏
続
き
の
山
脈
を
も
っ

て
連
な
っ
て
い
ま
す
が
山
系
は

比
較
的
低
く
、
東
方
に
「
ポ
ロ

シ
リ
山
」
４
２
６
m
、「
恵
丹

臼
山
」
３
１
３
m
が
あ
る
の
み

で
、
そ
の
他
の
山
々
は
い
ず
れ

も
２
６
０
m
以
下
で
す
。

　

中
央
を
流
れ
る
サ
ロ
ベ
ツ
川

は
、
北
見
山
脈
に
源
を
発
す
る

メ
ナ
シ
ベ
ツ
川
、
下
エ
ベ
コ
ロ

ベ
ツ
川
と
合
流
し
延
々
蛇
行
し

海
岸
地
帯
を
迂
回
し
て
天
塩
川

に
注
い
で
い
ま
す
。
ま
た
、
メ

ナ
シ
ベ
ツ
川
、
下
エ
ベ
コ
ロ
ベ

ツ
川
の
上
流
一
帯
は
森
林
地
帯

で
あ
り
、
サ
ロ
ベ
ツ
川
流
域
は

一
大
平
原
を
形
成
し
て
い
ま

す
。

　

気
温
に
つ
い
て
は
、
夏
は
涼

し
く
、
冬
は
北
西
の
風
が
強
く

乾
燥
寒
冷
で
あ
り
気
温
も
年
平

均
５
度
か
ら
６
度
と
低
い
地
域

で
す
。
ま
た
、
降
雪
は
11
月
中

旬
か
ら
４
月
中
旬
ま
で
で
、
最

深
積
雪
も
82
㎝
に
な
る
地
域
で

す
。

　

町
の
花
は
サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
で

観
測
で
き
る
「
エ
ゾ
カ
ン
ゾ

ウ
」、町
の
木
は
「
イ
チ
イ
（
オ

ン
コ
）」
で
す
。

〇
基
幹
産
業

　

豊
富
町
の
基
幹
産
業
は
「
酪

農
・
温
泉
・
湿
原
」
の
酪
農
と

観
光
の
ま
ち
で
す
。

　

豊
か
な
自
然

に
囲
ま
れ
た
豊

富
町
に
は
、
人

口
の
約
3.5
倍
の

牛
が
飼
育
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

牛
た
ち
は
夏

の
間
、
町
営
の
「
大
規
模
草
地

牧
場
」
に
放
牧
さ
れ
秋
ま
で
の

び
の
び
と
育
ち
ま
す
。
日
本
海

の
潮
風
を
浴
び
た
ミ
ネ
ラ
ル
た

っ
ぷ
り
な
牧
草
を
食
べ
、
ス
ト

レ
ス
な
く
の
び
の
び
と
育
っ
た

牛
た
ち
か
ら
搾
っ
た「
豊
富（
サ

ロ
ベ
ツ
）
牛
乳
」
は
コ
ク
が
あ

り
な
が
ら
も
あ
っ
さ
り
と
し
た

味
わ
い
で
と
て
も
人
気
が
高
い

で
す
。「
豊
富
（
サ
ロ
ベ
ツ
）

牛
乳
」
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
や
全
国
の
ス
ー
パ
ー
等
に

幅
広
く
出
荷
さ
れ
て
お
り
、
幅

広
い
年
代
層
に
愛
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

観
光
資
源
で
あ
る
日
本
で
た

だ
一
つ
の
油
分
を
含
ん
だ
大
変

希
少
な
泉
質
を
持
つ
「
豊
富
温

泉
」
と
、
日
本
最
大
の
高
層
湿

原
で
あ
り
野
鳥
と
花
々
の
楽
園

「
サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
」
は
他
の
地

域
に
は
な
い
唯
一
無
二
の
魅
力

が
あ
り
ま
す
。

〇
イ
ベ
ン
ト
情
報

★
豊
富
八
幡
神
社
例
大
祭

　

毎
年
６
月
15
日
に
開
催
さ
れ

る
「
豊
富
八
幡
神
社
例
大
祭
」

は
明
治
40
年
建
立
の
「
豊
富
八

幡
神
社
」
の
最
も
大
き
な
祭
事

で
す
。
例
大
祭
は
２
日
間
に
か

け
て
行
わ
れ
、
１
日
目
は
ビ
ン

ゴ
大
会
や
お
楽
し
み
抽
選
会
。

２
日
目
「
本
祭
」
は
豊
富
町
八

幡
神
社
か
ら
個
性
豊
か
な
た
く

さ
ん
の
神
輿
が
一
斉
に
町
を
練

り
歩
き
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
会
場

の
定
住
支
援
セ
ン
タ
ー
（
ふ
ら

っ
と
★
き
た
）
前
に
は
屋
台
な

ど
が
出
店
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち

が
多
く
訪
れ
ま
す
。

★
サ
ロ
ベ
ツ
納
涼
花
火
大
会

（
商
工
夏
ま
つ
り
）

　

毎
年
８
月
に
開
催
さ
れ
る

「
サ
ロ
ベ
ツ
納
涼
花
火
大
会（
商

工
夏
ま
つ
り
）」
は
豊
富
町
自

然
公
園
で
お
こ
な
わ
れ
る
夏
の

祭
典
で
す
。
昼
間
に
は
地
元
の

和
太
鼓
の
演
奏
や
ビ
ン
ゴ
大
会

が
お
こ
な
わ
れ
、
夜
に
は
花
火

が
打
ち
あ
が
り
ま
す
。

　

花
火
に
は
「
と
よ
と
み
く
ん

の
絵
日
記
」
な
ど
可
愛
ら
し
い

創
作
花
火
が
多
く
打
ち
あ
が

り
、
夏
の
豊
富
町
の
夜
空
を
彩

り
ま
す
。
ま
た
、夏
ご
ろ
の「
豊

富
町
自
然
公
園
」
は
山
の
上
に

あ
る
「
と
よ
と
み
」
の
文
字
が

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
お
り
、

花
火
と
と
も

に
楽
し
め
ま

す
。
夏
の
風

物
詩
を
ぜ
ひ

豊
富
町
で
楽

し
み
ま
せ
ん

か
。

豊
富
町
と
は

豊
富
町
と
は

人口：３，６４６人
　　　（Ｒ５. ４末現在）
面積：約５２０. ６９K㎡

〇
第
５
次
豊
富
町
ま
ち
づ
く

り
計
画
（
２
０
１
９
年
度
～

２
０
２
８
年
度
）

　

豊
富
町
の
ま
ち
づ
く
り
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
「
つ
な
ぐ
」
と
し
、

人
と
人
、
人
と
地
域
、
人
と
産

業
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
つ
な
が
り
か
ら
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
そ
し

て
豊
か
な
ま
ち
を
次
世
代
に
つ

な
い
で
い
く
こ
と
を
定
め
ま
し

た
。
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標

と
し
て
は
「
既
存
産
業
の
持
続

発
展
と
新
た
な
創
造
的
産
業
の

創
出
」「
地
域
特
性
を
活
か
し

た
人
を
呼
び
込
む
ま
ち
の
価
値

の
創
造
・
向
上
」「
暮
ら
し
を

支
え
る
快
適
な
生
活
環
境
づ
く

り
」「
安
心
安
全
に
暮
ら
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
の

構
築
」「
ま
ち
へ
の
誇
り
を
育

む
地
域
と
の
人
づ
く
り
」「
効

率
的
・
計
画
的
な
行
財
政
の
運

営
」
の
６
つ
と
し
ま
し
た
。
人

口
減
少
が
続
く
な
か
で
、
様
々

な
課
題
に
対
し
て
町
の
強
み
を

活
か
し
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
、
目
指
す
ま
ち
の

将
来
像
に
向
か
っ
て
、
ど
の
よ

う
に
進
ん
で
い
く
の
か
を
し
っ

か
り
と
町
民
と
分
か
ち
合
い
、

と
も
に
行
動
し
て
い
き
ま
す
。

〇
子
育
て
世
帯
へ
「
牛
乳
補
助

券
」
を
交
付

　

豊
富
町
で
は
地
場
産
牛
乳
消

費
拡
大
事
業
と
し
て
、
18
歳
以

下
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
へ

「
牛
乳
補
助
券
」
を
配
布
し
て

い
ま
す
。
平
成
27
年
度
よ
り
行

っ
て
い
る
事
業
で
、
補
助
券
１

枚
に
つ
き
「
北
海
道
サ
ロ
ベ
ツ

牛
乳
」「
北
海
道
と
よ
と
み
生

乳
１
０
０
％
プ
レ
ー
ン
ヨ
ー
グ

ル
ト
」
な
ど
の
牛
乳
・
ヨ
ー
グ

ル
ト
商
品
が
１
点
あ
た
り
75
円

引
き
に
な
り
ま
す
。
酪
農
が
基

幹
産
業
で
あ
る
豊
富
町
の
独
自

事
業
で
あ
り
、
地
場
産
品
振
興

や
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
・

健
康
増
進
に
も
貢
献
し
て
い
ま

す
。

〇
入
浴
料
金
・
交
通
費
の
医
療

費
控
除
が
可
能

　
「
町
営
温
泉
入
浴
施
設
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
」
は
、
厚
生
労

働
大
臣
認
定
を
受
け
た
温
泉
利

用
型
健
康
増
進
施
設
で
、
温
泉

療
養
を
行
い
か
つ
要
件
を
満
た

し
て
い
る
場
合
に
は
、
施
設
の

利
用
料
金
や
施
設
ま
で
の
往
復

交
通
費
に
つ
い
て
所
得
税
の
医

療
費
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
温
泉
に
入
る
だ
け
で

は
な
く
、
温
泉
利
用
指
導
者
資

格
を
持
っ
た
ス
タ
ッ
フ
や
健
康

運
動
指
導
士
が
、
医
師
が
作
成

し
た
温
泉
療
養
指
示
書
に
従
っ

て
入
浴
・
運
動
指
導
を
行
な
い
、

快
方
に
向
か
え
る
よ
う
健
康
づ

く
り
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。

詳
し
く
は「
ミ
ラ
イ
ノ
ト
ウ
ジ
」

Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町
の
取
組
み

町
の
取
組
み

○
ふ
る
さ
と
納
税(

寄
附)

　

返
礼
品
と
し
て
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
は
「
と

よ
と
み
の
美
味
し
い
が
豊
富
に
詰
ま
っ
た
幸
せ
小
箱
」
で

す
。
豊
富
町
産
牛
乳
を
使
用
し
た
ス
イ
ー
ツ
な
ど
を
中
心
に

豊
富
町
の
お
す
す
め
商
品
を
ぎ
ゅ
っ
と
詰
め
込
ん
だ
セ
ッ
ト

に
な
っ
て
い
ま
す
。
商
品
の
中
身
は
、
北
海
道
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
９
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
た

ferm
e

の
「
と
よ
と
み
牛
乳
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
」、
原
材
料

を
こ
だ
わ
り
完
全
無
添
加
で
作
る
工
房
レ
テ
ィ
エ
の
「
無
添

加
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
」「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
」、
ミ
ネ
ラ
ル

た
っ
ぷ
り
の
牧
草
を
食
べ
て
育
っ
た
鹿
肉
を
新
鮮
な
う
ち
に

加
工
す
る
サ
ロ
ベ
ツ
ベ
ニ
ソ
ン
の

「
え
ぞ
鹿
肉
の
バ
ジ
ル
風
味
」「
鹿

ま
ん
」、
本
場
イ
タ
リ
ア
仕
込
み
の

本
格
派
ス
イ
ー
ツ
を
提
供
す
る
ハ

ラ
ペ
コm

ucca

の
「
と
よ
と
み
カ

タ
ラ
ー
ナ
」「
ベ
イ
ク
ド
チ
ー
ズ

ケ
ー
キ
」
と
盛
り
だ
く
さ
ん
。

　

詳
し
く
は
豊
富
町
ふ
る
さ
と
納

税
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●お問い合わせ　
○豊富町役場　〒０９８－４１１０　北海道天塩郡豊富町大通６丁目
ＴＥＬ：０１６２－８２ー１００１（代表）　ＦＡＸ：０１６２－８２－２８０６ 

E-mail：soumuka@town.toyotomi.hokkaido.jp
公式ホームページ：https://www.town.toyotomi.hokkaido.jp/
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豊と
よ
と
み富
町
の
ご
紹
介

豊とよ
と
み富
町
の
ご
紹
介

〇
大
規
模
草
地
牧
場

　
「
大
規
模
草
地
牧
場
」
は
総

面
積 

１
５
０
０
㌶（
東
京
ド
ー

ム
約
３
２
０
個
分
）
と
日
本

有
数
の
規
模
を
誇
る
町
営
の

大
規
模
草
地
牧
場
で
す
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
よ
う
な
丘
陵
地
帯

が
魅
力
で
、
夜
は
星
空
観
察

に
も
お
す
す
め
で
す
。

　

５
月
～
10
月
の
期
間
に
牛

た
ち
を
放
牧
し
て
お
り
、
期
間

中
は
日
本
海
の
潮
風
を
含
ん

だ
ミ
ネ
ラ
ル
た
っ
ぷ
り
の
草

を
食
む
牛
た
ち
と
牧
草
ロ
ー

ル
の
牧
歌
的
風
景
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
、
ド
ラ
イ
ブ
は
も

ち
ろ
ん
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー

ス
と
し
て
も
オ
ス
ス
メ
で
す
。

景
色
を
見
な
が
ら
一
休
み
で

き
る
東
屋
も
あ
り
ま
す
。
の

ん
び
り
し
た
牛
た
ち
を
見
な

が
ら
日
頃
の
疲
れ
を
癒
し
ま

せ
ん
か
。
ぶ
ら
り
と
足
を
運

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

○
サ
ロ
ベ
ツ
湿
原

　
「
サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
」
は
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
て

い
る
日
本
一
の
高
層
湿
原
で

す
。

　

北
海
道
北
部
の
日
本
海
側

に
広
が
る
６
７
０
０
㌶
の
サ

ロ
ベ
ツ
湿
原
は
、
日
本
３
大

湿
原
の
１
つ
に
数
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
特
に
ミ
ズ
ゴ
ケ
が

発
達
し
た
高
層
湿
原
と
し
て

は
国
内
最
大
の
規
模
を
誇
り
、

「
利
尻
礼
文
サ
ロ
ベ
ツ
国
立
公

園
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

湿
原
の
入
口
に
あ
る
案
内
施
設

「
サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
セ
ン
タ
ー
」

で
は
、
湿
原
の
成
立
ち
や
自
然

情
報
を
写
真
パ
ネ
ル
や
映
像
で

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
湿
原

内
を
巡
る
１
周
約
１
km
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
木
道
を
歩
く
と
、
雄

大
な
サ
ロ
ベ
ツ
の
自
然
を
満
喫

で
き
ま
す
。

　

雄
大
な
サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
で

は
、
平
地
で
も
高
山
植
物
を
観

測
す
る
こ
と
が
で
き
、
町
の
花

で
あ
る
湿
原
の
花
「
エ
ゾ
カ
ン

ゾ
ウ
」
を
観
測
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
春
と
秋
に
は
オ

オ
ヒ
シ
ク
イ
や
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ

な
ど
の
渡
り
鳥
た
ち
が
休
息
の

た
め
に
こ
の
地
に
立
ち
寄
り
、

今
で
は
貴
重
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
草
原
の
鳥
、
シ
マ
ア
オ
ジ
な

ど
の
絶
滅
危
惧
種
も
繁
殖
し
て

い
ま
す
。

　

季
節
に
よ
っ
て
様
々
な
顔
を

見
せ
る
サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
は
時
間

を
忘
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
く
ら

い
雄
大
な
景
色
が
広
が
り
ま

す
。
普
段
の
生
活
か
ら
少
し
離

れ
、
大
切
な
人
と
ぜ
ひ
ご
一
緒

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〇
町
営
温
泉
入
浴
施
設　

ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー

　
「
町
営
温
泉
入
浴
施
設
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
」
は
、
町
が
運

営
す
る
温
泉
入
浴
施
設
で
す
。

　
「
豊
富
温
泉
」
は
世
界
で
２

つ
、
日
本
で
た
だ
１
つ
の
油
分

を
含
ん
だ
大
変
希
少
な
泉
質
を

有
し
て
い
る
「
日
本
最
北
の
温

泉
郷
」
で
す
。
泉
質
に
含
ま
れ

る
油
分
は
近
年
ア
ト
ピ
ー
性
皮

膚
疾
患
や
乾
癬
に
効
能
が
高
い

と
言
わ
れ
、
湯
治
の
湯
と
し
て

毎
年
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
湯

治
客
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
に
は
、
源
泉
掛
け
流
し

の
湯
、
一
般
客
用
の
浴
場
の
ほ

か
、
湯
治
療
養
す
る
た
め
に
長

く
入
浴
で
き
る
よ
う
温
度
を
低

く
設
定
し
た
湯
治
客
用
の
浴
場

を
設
置
し
て
い
る
た
め
、
一
般

の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
湯
治
の
方

に
も
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

　

湯
治
に
つ
い
て
の
相
談
や
周

辺
交
通
機
関
、
宿
泊
施
設
な
ど

の
案
内
に
つ
い
て
は
、
施
設
２

階
に
温
泉
の
総
合
案
内
所
「
豊

富
温
泉
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
・
デ

ス
ク
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

　

施
設
内
の
食
堂
「
味
彩
」
の

お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー
は
豊
富
町

の
特
産
品
で
も
あ
る
低
カ
ロ

リ
ー
・
高
た
ん
ぱ
く
質
が
魅
力

の
「
鹿
肉
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
」
で

す
。
ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り
の

メ
ニ
ュ
ー
は
観
光
客
の
み
な
ら

ず
地
元
の
人
た
ち
に
も
愛
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
美
肌
の
湯
」・「
奇
跡
の
湯
」

と
言
わ
れ
て
い
る
日
本
で
た
だ

一
つ
の
泉
質
を
も
つ
「
豊
富
温

泉
」へ
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〇
稚
咲
内
海
岸

　
「
稚
咲
内
海
岸
」
は
、
日
本

海
を
望
む
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
で
、

晴
れ
た
日
に
は
海
に
浮
か
ぶ
利

尻
富
士
や
夕
日
が
一
望
で
き
ま

す
。
オ
ロ
ロ
ン
ラ
イ
ン
を
北
上

す
る
ル
ー
ト
上
に
あ
り
、
ど
こ

ま
で
も
続
い
て
し
ま
い
そ
う
な

１
本
道
は
ド
ラ
イ
ブ
コ
ー
ス
と

し
て
も
有
名
で
す
。
4
月
・
8

月
に
は
ち
ょ
う
ど
夕
陽
が
利
尻

山
（
利
尻
島
）
の
山
頂
に
重
な

る
と
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
利
尻
富

士
」
と
い
う
美
し
い
景
色
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〇
宮
の
台
展
望
台

　
「
宮
の
台
展
望
台
」
は
、
小

高
い
丘
の
上
に
立
ち
雄
大
な
利

尻
富
士
と
サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
を
一

望
で
き
る
展
望
台
で
す
。

　

か
つ
て
は
徳
満
展
望
台
、
サ

ロ
ベ
ツ
展
望
台
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
が
、
昭
和
38
年
に
義

宮
殿
下
が
視
察
さ
れ
、
そ
の

後
、現
在
の
「
宮
の
台
展
望
台
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

展
望
台
付
近
に
は
豊
富
町
の

酪
農
発
祥
の
地
で
あ
る
「
親
子

の
乳
牛
の
像
」
が
建
っ
て
い
ま

す
。

　

周
り
に
遮
る
も
の
が
無
い
た

め
、
広
大
な
サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
を

独
り
占
め
で
き
ま
す
。
隠
れ
た

人
気
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

〇
豊
富
自
然
公
園

　
「
豊
富
自
然
公
園
」
は
、
豊

富
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
、

「
と
よ
と
み
」
の
文
字
が
描
か

れ
た
山
が
あ
る
公
園
で
す
。
町

民
憩
い
の
場
で
あ
り
、
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
を
利
用
す
る
方
や
、

お
散
歩
を
楽
し
む
親
子
連
れ
、

自
然
観
察
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
が
多

く
み
ら
れ
ま
す
。
夏
時
期
に
は

サ
ロ
ベ
ツ
納
涼
花
火
大
会
が
開

催
さ
れ
る
場
所
で
も
あ
り
、
町

内
外
か
ら
多
く
の
来
場
者
で
賑

わ
い
ま
す
。

〇
兜
沼
公
園

　
「
兜
沼
公
園
」
は
、
豊
富
市

街
か
ら
北
へ
約
20
㎞
の
所
に
あ

り
、
多
く
の
水
鳥
の
飛
来
地
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
周
囲

７
㎞
の
沼
の
周
り
は
森
林
に
囲

ま
れ
巡
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

開
放
的
な
兜
沼
キ
ャ
ン
プ
場

と
家
族
と
ゆ
っ
く
り
楽
し
め
る

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
が
あ
り
、

木
々
に
囲
ま
れ
な
が
ら
癒
し
の

時
間
を
過
ご
せ
ま
す
。
キ
ャ
ン

プ
セ
ッ
ト
は
貸
出
し
て
い
る
の

で
、
キ
ャ
ン
プ
が
初
め
て
の
方

も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
い
い
と
こ
ほ
う
ふ
豊
富
町
」

○
町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
と
よ
と
み
く
ん
」

　

豊
富
町
の
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
と
よ
と

み
く
ん
」
は
酪
農
が
盛

ん
な
豊
富
町
を
盛
り
上

げ
る
た
め
に
誕
生
し
た

牛
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
で
す
。

　

牛
な
の
に
身
軽
な
動
き
と
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
し
た
表
情
が

注
目
を
集
め
、
町
の
人
た
ち
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
常
使

い
に
ピ
ッ
タ
リ
な
可
愛
ら
し
い
「
と
よ
と
み
く
ん
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

ス
タ
ン
プ
」
第
１
弾
・
第
２
弾
販
売
中
で
す
！

●お問い合わせ　
○豊富町役場　〒０９８－４１１０　北海道天塩郡豊富町大通６丁目
ＴＥＬ：０１６２－８２ー１００１（代表）　ＦＡＸ：０１６２－８２－２８０６ 

E-mail：soumuka@town.toyotomi.hokkaido.jp
公式ホームページ：https://www.town.toyotomi.hokkaido.jp/
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○
概
要

　

標
高
１
７
２
１
m
の
孤
高
の

利
尻
山
は
、
高
山
植
物
の
宝
庫

で
す
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て

「
リ
シ
リ
ヒ
ナ
ゲ
シ
」「
ボ
タ
ン

キ
ン
バ
イ
」
な
ど
、
利
尻
固
有

の
も
の
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん

の
特
徴
的
な
植
物
が
厳
し
い
自

然
環
境
の
中
で
色
彩
豊
か
に
た

く
ま
し
く
育
っ
て
い
ま
す
。
利

尻
町
で
は「
リ
シ
リ
ヒ
ナ
ゲ
シ
」 「

リ
シ
リ
リ
ン
ド
ウ
」
を
デ
ザ

イ
ン
化
し
た
街
路
灯
が
市
街
地

に
灯
り
を
灯
し
て
い
ま
す
。

　

手
つ
か
ず
の
大
自
然
で
、
は

ば
た
く
鳥
た
ち
。
種
類
豊
富
な

留
鳥
や
渡
り
鳥
を
、
一
年
を

通
じ
て
観
察
で
き
る
バ
ー
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
が
で
き
ま
す
。

代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
利
尻

町
の
鳥
「
コ
マ
ド
リ
」、
国
の

天
然
記
念
物
「
ク
マ
ゲ
ラ
」、

ま
た
大
型
の
も
の
で
は
「
オ
オ

ワ
シ
」
や
「
オ
ジ
ロ
ワ
シ
」
な

ど
が
観
察
で
き
ま
す
。

　

浜
に
立
っ
て
昆
布
漁
、
ウ
ニ

漁
の
風
景
を
見
て
い
る
と
時
間

を
忘
れ
て
、
い
つ
ま
で
も
見

入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ガ
ラ
ス

箱
に
顔
を
す
っ
ぽ
り
と
あ
て
、

小
さ
な
磯
船
を
巧
み
に
操
っ
て

い
る
姿
を
見
る
と
、
紛
れ
も
な

く
海
で
育
っ
て
き
た
「
人
」
を

感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。 　

利
尻
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る

漁
業
、
特
に
ウ
ニ
漁
は
磯
船
で

漁
を
す
る
海
の
人
た
ち
が
、
育

ち
具
合
を
一
つ
一
つ
確
認
し
な

が
ら
採

取
す
る

タ
モ
獲

り
漁
で
、

長
い
間

支
え
て

き
ま
し

た
。
そ

の
長
い

歴
史
と

共
に
や
っ
て
来
た
後
継
者
不
足

の
悩
み
が
あ
り
ま
す
。
昆
布
、

ウ
ニ
、
ア
ワ
ビ
等
つ
く
り
育
て

て
獲
る
、
栽
培
漁
業
等
の
推
進

に
よ
り
、
自
然
に
左
右
さ
れ
る

こ
と
な
く
安
定
し
た
生
産
が
出

来
る
豊
か
な
海
を
取
り
戻
し
た

い
、
そ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　　

利
尻
は
リ
イ
シ
リ
、
ア
イ
ヌ

の
人
た
ち
が
「
高
い
」・「
島
」

と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
島
の
中

央
に
そ
び
え
立
つ
利
尻
山
は
北

の
海
を
行
き
来
す
る
人
た
ち
に

と
っ
て
航
海
の
目
印
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
古
代
か
ら
人
が

住
み
始
め
、
江
戸
時
代
に
は

鰊
・
昆
布
な
ど
を
産
出
す
る
利

尻
場
所
が
開
か
れ
ま
し
た
。
江

戸
時
代
末
に
は
、
青
森
・
秋
田

か
ら
漁
民
の
人
た
ち
が
利
尻
島

に
渡
っ
て
、
漁
場
を
開
き
ま
し

た
。
明
治
32
年
７
月
沓
形
村
、

33
年
７
月
仙
法
志
村
に
戸
長
役

場
が
置
か
れ
、
小
学
校
開
校
、

道
路
・
港
整
備
、
小
樽
航
路
開

設
な
ど
、
北
の
海
を
行
き
交
う

人
や
物
で
賑
わ
う
北
の
島
で
し

た
。
鰊
漁
が
衰
退
し
、
島
民
が

島
を
離
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ

た
な
か
で
、
最
北
の
高
い
山
を

持
つ
北
の
島
の
地
理
的
景
観
的

な
要
素
を
活
か
し
た
観
光
産
業

が
興
り
は
じ
め
ま
し
た
。
昭
和

45
年
に
利
尻
礼
文
サ
ロ
ベ
ツ
国

立
公
園
が
指
定
さ
れ
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
多
く
の
人
た
ち
が
利

尻
島
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

利
尻
町
と
は

利
尻
町
と
は

人口 1,897 人
（R5.1 月末現在）

面積 76.49K㎡

○
利
尻
町
定
住
移
住
支
援
セ
ン

タ
ー　

ツ
ギ
ノ
バ

　

２
０
２
０
年
7
月
に
定
住
移

住
の
相
談
な
ど
の
窓
口
整
備
を

行
い
ま
し
た
。
ツ
ギ
ノ
バ
は
住

宅
や
仕
事
、
定
住
・
移
住
の

相
談
口
と
交
流
ス
ペ
ー
ス
で

す
。「
地
域
の
こ
れ
ま
で
を
受

け
“
継
ぎ
”、“
次
”
の
未
来
を

創
る
場
所
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ

ト
の
も
と
、
２
０
１
７
年
に
閉

校
と
な
っ
た
旧
沓
形
中
学
校
の

技
術
室
を
改
修
し
て
開
設
し
ま

し
た
。
町
内
に
す
で
に
住
ま
わ

れ
て
い
る
方
々
か
ら
の
定
住
相

談
や
、
利
尻
町
に
移
住
を
希
望

す
る
方
々
か
ら
の
移
住
相
談
と

い
っ
た
相
談
窓
口
と
と
も
に
、

カ
フ
ェ
ラ
ウ
ン
ジ
や
コ
ワ
ー
キ

ン
グ
ス
ペ
ー
ス
、
多
目
的
ス
タ

ジ
オ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
も
併
設
し

て
い
ま
す
。
町
民
の
方
々
の
利

用
は
も
ち
ろ
ん
、
移
住
を
希
望

さ
れ
て
い
る
方
、
観
光
客
や
ビ

ジ
ネ
ス
客
な
ど
も
気
軽
に
来
館

で
き
、
自
然
と
町
内
外
の
人
た

ち
の
多
種
多
様
な
交
流
が
生
ま

れ
て
い
き
ま
す
。

【
定
住
相
談
】

　

町
民
の
方
々
か
ら
仕
事
や
住

宅
に
関
す
る
困
り
ご
と
や
悩
み

ご
と
な
ど
の
相
談
対
応
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

の
変
化
に
伴
う
住
宅
の
住
み
替

え
や
仕
事
の
転
職
な
ど
に
対
し

て
、
空
き
家
バ
ン
ク
掲
載
物
件

や
町
内
求
人
事
業
者
の
紹
介
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
移
住
相
談
】

　

町
外
か
ら
利
尻
町
へ
の
移
住

を
検
討
し
て
い
る
方
々
か
ら

の
、
町
で
の
暮
ら
し
に
関
す
る

不
明
点
・
懸
念
点
や
移
住
時
の

住
居
探
し
な
ど
の
相
談
対
応
を

行
っ
て
い
ま
す
。
利
尻
町
の
冬

暮
ら
し
っ
て
ど
ん
な
だ
ろ
う
？

利
尻
で
漁
師
に
な
る
に
は
ど
う

し
た
ら
い
い
の
？
な
ど
な
ど
、

様
々
な
質
問
や
相
談
に
対
し
て

専
従
ス
タ
ッ
フ
が
移
住
ま
で
の

伴
走
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま

す
。

【
求
人
情
報
紹
介
に
つ
い
て
】

　

町
内
の
求
人
情
報
の
紹
介
を

行
っ
て
い
ま
す
。
事
前
に
希
望

す
る
条
件
な
ど
を
ヒ
ア
リ
ン
グ

す
る
と
と
も
に
、
情
報
紹
介
後

の
フ
ォ
ロ
ー
な
ど
も
実
施
す
る

の
で
、
就
業
後
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

な
ど
不
安
点
も
事
前
に
解
消
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

○
ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
附
）

 　
利
尻
町
で
は
、「
心
の
ふ
る
さ
と
利
尻
」
を
想
う
人

び
と
に
寄
附
と
い
う
形
で
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
い
た
だ

き
、「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
積
極
的
に
進
め
て
い

ま
す
。返
礼
品
は
特
産
品
の
ウ
ニ
や
昆
布
は
も
ち
ろ
ん
、

お
酒
や
ラ
ー
メ
ン
な
ど
多
く
の
種
類
が
ご
ざ
い
ま
す
。

頂
い
た
寄
附
は
下
記
の
6
つ
の
事
業
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
お
申
込
み
は
、

下
記
6
つ
の
サ
イ
ト
の
い
ず
れ

か
よ
り
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
返
礼
品
の
使
い
道
】

　

観
光
に
関
す
る
事
業
、
環
境

保
全
に
関
す
る
事
業
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
に
関
す
る
事
業
、

教
育
及
び
体
育
・
文
化
活
動
に

関
す
る
事
業
、
地
場
産
業
の
振

興
に
関
す
る
事
業
、
町
長
が
特

に
必
要
を
認
め
た
事
業

【
お
申
込
み
サ
イ
ト
一
覧
】

ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
、
さ
と
ふ

る
、
楽
天
ふ
る
さ
と
納
税
、
ａ

ｕ 

Ｐ
Ａ
Ｙ
ふ
る
さ
と
納
税
、
Ｊ

Ａ
Ｌ
ふ
る
さ
と
納
税
、
Ａ
Ｎ
Ａ

ふ
る
さ
と
納
税

町
の
取
組
み

町
の
取
組
み

返礼品の一例

http://www.town.rishiri.hokkaido.jp/rishiri/
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○
神
居
海
岸
パ
ー
ク

　

停
泊
し
て
い
る
小
舟
に
乗

り
、
島
の
漁
師
さ
ん
と
同
じ

道
具
を
使
っ
て
本
格
的
に
ウ

ニ
を
採
り
、
そ
の
新
鮮
な
ウ

ニ
を
そ
の
場
で
割
っ
て
食
べ

る
体
験
が
で
き
ま
す
。
１
本

の
昆
布
を
切
っ
て
作
る
、
昆
布

お
土
産
づ
く
り
体
験
も
ご
ざ

い
ま
す
。
海
の
目
の
前
の
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
良
い
ス
ポ
ッ

ト
な
の
で
休
憩
に
も
最
適
で

す
。

○
神
居
テ
ラ
ス

　

神
居
海
岸
パ
ー
ク
の
駐
車

場
に
あ
る
広
場
で
す
。
高
台

に
東
屋
が
あ
る
の
で
山
も
海

も
綺
麗
に
見
渡
せ
ま
す
。
無

料
の
双
眼
鏡
が
設
置
さ
れ
て

い
る
の
で
覗
い
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

○
沓
形
岬
公
園
（
く
つ
が
た
み

さ
き
こ
う
え
ん
）

　

多
様
な
高
山
植
物
や
日
本
海

に
沈
む
幻
想
的
な
夕
日
が
見
ら

れ
る
場
所
で
す
。
海
と
山
が
眺

め
ら
れ
る
キ
ャ
ン
プ
場
も
併
設

し
て
い
ま
す
。

○
見
返
台
園
地

　

利
尻
山
の
５
合
目
に
位
置
す

る
展
望
台
。
利
尻
山
沓
形
コ
ー

ス
の
登
山
口
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
夜
は
満
点
の
星
空
が
広
が

り
ま
す
。

○
北
の
い
つ
く
し
ま
弁
天
宮

　

島
の
歴
史
や
日
本
文
化
が
残

る
場
所
で
す
。
海
に
突
き
出
す

祠
と
鳥
居
は
写
真
ス
ポ
ッ
ト
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
寝
熊
の
岩

と
人
面
岩
も
お
勧
め
で
す
。

○
利
尻
町
森
林
公
園

　

夏
の
森
、
小
鳥
の
森
、
花
の

森
な
ど
多
彩
な
エ
リ
ア
を
結
ぶ

散
策
路
に
は
、
四
季
そ
れ
ぞ
れ

の
楽
し
み
方
や
魅
力
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
場
も

併
設
し
て
お
り
、
静
か
な
森
を

感
じ
ら
れ
ま
す
。

○
天
然
温
泉　

利
尻
ふ
れ
あ
い

温
泉

　

国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
炭
酸

水
素
を
含
む
、
な
め
ら
か
な
肌

心
地
の
湯
。
空
気
に
触
れ
る
と

色
が
茶
褐
色
に
変
わ
る
泉
質
か

ら
「
金
の
湯
」
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

○
仙
法
志
御
崎
公
園
（
せ
ん
ほ

う
し
み
さ
き
こ
う
え
ん
）

　

透
明
度
の
高
い
海
に
奇
岩
、

利
尻
山
を
見
る
こ
と
が
で
き
、

お
土
産
店
も
集
ま
る
人
気
ス

ポ
ッ
ト
で
す
。

　

天
然
の
プ
ー
ル
で
は
時
期
に

な
れ
ば
ア
ザ
ラ
シ
が
泳
い
で
い

ま
す
。
近
く
の
お
土
産
店
で
エ

サ
を
購
入
し
、
ア
ザ
ラ
シ
を
間

近
に
感
じ
な
が
ら
エ
サ
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
利
尻
町
立
博
物
館

　

み
ご
た
え
た
っ
ぷ
り
の
展
示

品
の
数
々
。
利
尻
に
受
け
継
が

れ
る
、
自
然
と
海
と
人
の
物
語

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

利
尻
で
は
数
少
な
い
屋
内
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
通
年
で
営

業
し
て
い
る
の
で
、
雨
の
日
や

雪
の
日
も
楽
し
め
ま
す
。

○
利
尻
山　

沓
形
コ
ー
ス

　

日
本
最
北
の
国
立
公
園
に
美

し
い
姿
を
見
せ
る
利
尻
山
。
別

名
「
利
尻
富
士
」
と
も
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。日
本
百
名
山
で
は
、

北
の
秀
峰
と
し
て
、
１
番
目
に

数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
級
者

向
け
の
鴛
泊
コ
ー
ス
と
、
当
町

か
ら
登
る
上
級
者
向
け
の
沓
形

コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
夢
の
浮
島
　
利
尻
町
」

○
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
紹
介

　

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
り
し
り
ん
」

　

利
尻
島
の
特
産
「
利
尻
こ
ん
ぶ
」
を
モ
チ
ー
フ
に
、
体

に
は
日
本
百
名
山
の
1
つ
「
利
尻
山
」
が
描
か
れ
、
額
に

は
町
花
の
「
エ
ゾ
カ
ン
ゾ
ウ
」
が
輝
い
て
い
ま
す
。
背
中

に
は
「
エ
ゾ
バ
フ
ン
ウ
ニ
」
と
「
キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
」

が
付
い
て
い
ま
す
。

http://www.town.rishiri.hokkaido.jp/rishiri/
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〇
概
要

　

礼
文
町
は
、
日
本
海
に
位
置

す
る
礼
文
島
に
位
置
し
、
日
本

最
北
の
有
人
国
境
離
島
で
す
。

で
す
が
、対
馬
暖
流
の
影
響
で
、

内
陸
の
気
候
と
比
べ
る
と
比
較

的
温
暖
で
、
夏
季
は
冷
涼
で
、

冬
季
は
温
暖
な
気
候
と
な
る
の

で
、
本
州
ほ
ど
四
季
の
区
別
が

な
い
気
候
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

「
利
尻
礼
文
サ
ロ
ベ
ツ
国
立
公

園
」
と
し
て
、
島
一
帯
が
国
立

公
園
と
な
っ
て
お
り
、
高
緯
度

の
寒
冷
気
候
と
偏
西
風
の
影
響

に
よ
り
、
通
常
で
は
見
ら
れ
な

い
高
山
植
物
を
海
抜
０
ｍ
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
花
の
浮
島
と
も
呼
ば

れ
て
お
り
、
豊
か
な
海
と
も
相

ま
み
え
て
、
自
然
豊
か
な
場
所

と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
歴
史

　

礼
文
島
は
、ア
イ
ヌ
語
の「
レ

ブ
ン
・
シ
リ
」
＝
沖
の
島
と
い

う
意
味
の
語
源
が
地
名
の
由
来

で
す
。

　

江
戸
時
代
の
前
期
に
あ
た
る

１
６
８
５
年
に
松
前
藩
の
直
轄

地
と
し
て
置
か
れ
た
宗
谷
場
所

の
付
属
場
所
と
し
て
開
設
さ

れ
、
以
後
ア
イ
ヌ
民
族
と
和
人

の
交
易
場
所
と
し
て
徐
々
に
開

拓
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
明
治

13
年
に
は
香
深
村
戸
長
役
場
が

設
置
さ
れ
、
さ
ら
に
、
明
治
25

年
に
は
船
泊
村
は
香
深
村
か
ら

分
村
し
ま
し
た
。
昭
和
31
年
に

香
深
村
と
船
泊
村
が
合
併
し
、

礼
文
村
と
な
り
、
昭
和
34
年
に

は
町
政
施
行
に
よ
り
礼
文
町
が

誕
生
し
、
水
産
業
の
町
と
し
て

発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　
○
産
業

　

礼
文
町
は
水
産
業
と
観
光
業

の
二
大
産
業
か
ら
な
り
ま
す
。

　

水
産
業
で
は
、
2
つ
の
漁
業

協
同
組
合
で
生
産
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
主
な
産
物
は
ウ

ニ
と
昆
布
、
ホ
ッ
ケ
と
な
っ
て

お
り
、
ウ
ニ
は
、
味
が
甘
く
、

ウ
ニ
の
中
で
も
最
上
級
と
も
い

え
る
エ
ゾ
バ
フ
ン
ウ
ニ
と
、
味

が
あ
っ
さ
り
し
て
い
る
キ
タ
ム

ラ
サ
キ
ウ
ニ
の
2
種
類
が
あ
り

ま
す
。ホ
ッ
ケ
に
は
、脂
が
ぎ
っ

し
り
の
っ
て
お
り
、
一
度
食
べ

る
と
や
み
つ
き
に
な
り
ま
す
。

中
で
も
、
味
噌
だ
れ
と
ネ
ギ
を

合
わ
せ
て
焼
く
ホ
ッ
ケ
の
ち
ゃ

ん
ち
ゃ
ん
焼
き
が
有
名
で
す
。

　

観
光
業
で
は
、
春
か
ら
夏
に

か
け
て
は
、
高
山
植
物
や
離
島

ら
し
い
風
景
の
鑑
賞
が
で
き
、

海
産
物
も
旬
で
よ
り
お
い
し
く

食
べ
ら
れ
る
時
期
で
す
の
で
、

心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
水

産
祭
り
や
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
、

オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
タ
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
島
全
体

が
盛
り
上
が
り
ま
す
。

○
イ
ベ
ン
ト

・
ふ
る
さ
と
ま
つ
り(

海
峡
祭)

　

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
は
夏
を
彩

る
礼
文
町
最
大
規
模
の
祭
り
で

す
。
礼
文
島
の
海
産
物
な
ど
を

格
安
で
販
売
す
る
フ
ー
ド
コ
ー

ナ
ー
や
ド
リ
ン
ク
コ
ー
ナ
ー
で

の
出
店
が
立
ち
並
び
、
お
祭
り

モ
ー
ド
を
盛
り
上
げ
ま
す
。
歌

手
を
招
い
て
の
歌
謡
シ
ョ
ー

や
、
抽
選
会

な
ど
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト

も
開
催
。
海

峡
祭
り
で
は

礼
文
島
で
唯

一
の
花
火

大
会
も
行
わ

れ
、
香
深
港
の
特
設
会
場
で
は

迫
力
満
点
の
花
火
を
間
近
で
観

賞
で
き
ま
す
。

・
水
産
ま
つ
り

　

例
年
、
７
月
後
半
に
行
わ
れ

る
イ
ベ
ン
ト
で
、
焼
ウ
ニ
や
焼

つ
ぶ
、
焼
き
タ
コ
、
エ
ビ
味
噌

汁
、
海
鮮
か
き
揚
げ
な
ど
が
格

安
で
提
供
さ
れ
る
ほ
か
、
ホ
ッ

ケ
の
試
食
や
、
ウ
ニ
む
き
体
験

な
ど
無
料
で
楽
し
め
る
コ
ー

ナ
ー
も
行
っ
て
い
ま
す
。

※
祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
や

延
期
、
縮
小
に
よ
る
開
催
内
容

の
変
更
な
ど
が
生
じ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
お
で
か
け
の
際

は
、
各
自
治
体
や
観
光
協
会
等

へ
最
新
情
報
を
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

礼
文
町
と
は

礼
文
町
と
は

人口：2,282 人
（R5.4 月末現在）

面積：約 81.64K㎡

○
第
6
次 

礼
文
町
ま
ち
づ
く

り
総
合
計
画(

２
０
２
０
年
度

～
２
０
２
９
年
度
の
10
年
間)

　

テ
ー
マ
で
あ
る
「
島
の
絆
」

″
地
域
の
結
び
つ
き
と
支
え
あ

い
に
よ
る
島
の
更
な
る
発
展
を

め
ざ
し
て″
の
も
と
、
活
気
と

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
、

島
の
暮
ら
し
を
支
え
る
環
境
づ

く
り
、
郷
土
愛
と
人
を
育
む
地

域
づ
く
り
を
将
来
像
と
し
、
そ

の
中
で
分
野
別
の
6
つ
を
基
本

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

・「
人
と
自
然
に
優
し
く
魅
力

あ
る
地
域
基
盤
づ
く
り
」

　

移
住
に
関
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
窓
口
『
袋
澗
』
を
設
け
、
移

住
定
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

よ
る
包
括
的
支
援
が
行
え
る
体

制
を
構
築
し
、
移
住
検
討
者
の

利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
現
在
休
止
し
て
い

る
礼
文
空
港
の
早
期
再
開
に
つ

い
て
、
現
在
礼
文
島
へ
の
ア
ク

セ
ス
は
航
路
の
み
で
の
島
外
移

動
と
な
り
、
町
民
や
観
光
客
の

移
動
が
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

検
証
や
要
望
活
動
を
実
施
し
、

利
便
性
を
高
め
る
交
通
体
系
の

構
築
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

・「
未
来
に
つ
な
が
る
た
く
ま

し
い
産
業
づ
く
り
」

　

現
在
、
水
産
業
で
は
、
漁
業

者
支
援
住
宅
や
担
い
手
定
着
支

援
補
助
金
な
ど
各
種
補
助
金
の

交
付
で
、
漁
業
後
継
者
を
確
保

し
、
島
内
の
漁
業
の
安
定
的
な

発
展
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
業
で
は
、
外
国

人
観
光
客
の
誘
致
の
た
め
に
案

内
看
板
や
マ
ッ
プ
等
の
作
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、　

マ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー
を
行
う
こ

と
で
礼
文
島
の
魅
力
を
知
っ
て

も
ら
う
よ
う
行
っ
て
い
ま
す
。

・「
健
全
な
心
と
体
で
絆
と
支

え
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
」

　

町
民
の
子
育
て
支
援
に
関
す

る
生
活
実
態
や
要
望
等
を
把
握

す
る
こ
と
で
、
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
施
策
を
行
い
、
安
心
し
て
子

育
て
が
で
き
る
環
境
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

・「
未
来
に
つ
な
が
る
豊
か
な

環
境
づ
く
り
」

　

近
年
、
多
発
し
て
い
る
災
害

に
備
え
、
避
難
路
や
避
難
所
を

強
化
し
な
が
ら
も
、
広
報
誌
や

回
覧
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
告
知
放

送
に
よ
る
周
知
で
、
啓
発
活
動

を
行
い
な
が
ら
、
備
蓄
の
推
進

も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

行
政
に
よ
る
備
蓄
も
行
っ
て
お

り
、
定
期
的
に
点
検
す
る
こ
と

で
、
品
質
管
理
及
び
機
能
の
維

持
を
図
っ
て
い
ま
す
。

・「
地
域
の
文
化
と
特
色
を
生

か
し
た
人
づ
く
り
」

　

本
町
に
唯
一
あ
る
道
立
の
高

等
学
校
『
礼
文
高
校
』
の
魅
力

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
毎

年
最
北
れ
ぶ
ん
留
学
で
生
徒
の

募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

２
０
２
０
年
に
は
れ
ぶ
ん
留
学

生
の
た
め
の
学
生
寮
『
ポ
ラ
リ

ス
』
を
建
設
し
、
安
全
で
安
心

で
き
る
生
活
拠
点
で
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

・「
人
と
地
域
を
育
む
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」

　

町
民
と
行
政
が
共
に
、
町
の
課

題
に
対
応
す
る
た
め
、
情
報
共

有
や
意
見
交
換
に
よ
る
学
び
の

機
会
を
通
じ
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
で
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
適

切
に
反
映
し
、
高
い
実
効
性
を

確
保
し
て
い
き
ま
す
。

町
の
取
組
み

町
の
取
組
み

○
ふ
る
さ
と
納
税(

寄
附)

　

当
町
で
は
、
頂
い
た
寄
附
金
を
保
健
医
療
福
祉
施
設
や
学

校
施
設
、
北
の
カ
ナ
リ
ア
パ
ー
ク
な
ど
の
整
備
を
は
じ
め
と

し
、
そ
の
他
に
も
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
自
然
環
境
保
護
な
ど

様
々
な
分
野
で
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

寄
附
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
返
礼
品
と
し
て
利
尻
昆

布
を
餌
に
し
た
「
生
う
に
」
や
「
あ
わ
び
」、
当
島
で
漁
を

一
カ
月
半
と
短
い
期
間
で
行
っ
て
い
る
た
め
非
常
に
希
少
な

「
昆
布
」、
脂
の
り
が
た
ま
ら
な
い
「
ホ
ッ
ケ
」
な
ど
の
当
島

自
慢
の
海
産
物
は
も
ち
ろ
ん
、
与
那
国
島
の
酒
造
と
と
も
に

開
発
を
行
い
、
礼
文
の
水
を
使
っ
た
泡
盛
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な

品
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
礼
文
町
ふ
る
さ
と
納
税

Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
寄
附
の
ご
検
討
の
一
つ
と
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

返礼品の一例

ふるさと納税
　QR コード
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○
北
の
カ
ナ
リ
ア
パ
ー
ク

　

北
の
カ
ナ
リ
ア
パ
ー
ク

は
島
の
南
側
に
位
置
し
、

２
０
１
２
年
に
公
開
さ
れ
た

吉
永
小
百
合
さ
ん
主
演
の
映

画
「
北
の
カ
ナ
リ
ア
た
ち
」
の

ロ
ケ
地
を
整
備
し
、
２
０
１
３

年
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
撮
影
で
使
用
さ
れ

た
校
舎
で
は
映
画
に
関
連
し

た
展
示
物
を
見
学
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
パ
ー
ク
内
に
あ
る
カ

ナ
リ
ア
カ
フ
ェ
で
は
、
雄
大

な
利
尻
富
士
を
眺
望
し
な
が

ら
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
や
コ
ー

ヒ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。〈
５
月
～
10
月 

9
：
00

～
17
：
00
営
業
無
休
,
カ
ナ

リ
ア
カ
フ
ェ
は
火
・
水
曜
日

が
休
み
と
な
っ
て
い
ま
す
（
祝

祭
日
を
除
く
）〉。

○
澄
海
岬

　

島
の
西
海
岸
に
連
な
る
海
食

崖
を
展
望
し
、
澄
ん
だ
海
と
美

し
い
入
江
を
眼
下
に
見
る
こ
と

が
で
き
る
絶
景
の
地
で
す
。

　

ま
た
、
中
島
み
ゆ
き
さ
ん
の

「
銀
の
龍
の
背
に
乗
っ
て
」
の

Ｐ
Ｖ
で
も
使
わ
れ
た
場
所
で
も

あ
り
、
階
段
を
上
る
と
、
名
前

の
通
り
澄
ん
だ
海
の
色
は
「
レ

ブ
ン
ブ
ル
ー
」
と
呼
ば
れ
る
ほ

ど
透
明
度
が
高
く
、
観
光
客
か

ら
も
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
と

し
て
人
気
が
あ
り
ま
す
。

〇
ス
コ
ト
ン
岬

　

礼
文
島
の
最
北
端
に
位
置
す

る
岬
で
あ
り
、
階
段
を
降
り
、

そ
の
先
に
立
つ
と
大
パ
ノ
ラ
マ

を
眺
望
で
き
、
正
面
に
は
ト
ド

島
と
呼
ば
れ
る
、
名
前
の
通
り

時
々
ト
ド
が
訪
れ
る
無
人
島
が

あ
り
、
夜
に
な
る
と
、
灯
台
が

航
路
を
照
ら
し
ま
す
。
天
気
が

良
い
日
に
は
サ
ハ
リ
ン
が
見
え

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

〇
礼
文
島
固
有
種
の
花
々

　

礼
文
島
は
「
花
の
浮
島
」

と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
花
は

３
０
０
種
類
に
も
及
び
ま
す

が
、
そ
の
中
で
も
固
有
種
が
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
は
三
種

類
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
一
つ
目
が
「
レ
ブ
ン

ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
」
で
す
。
ラ
ン

科
の
女
王
と
も
称
え
ら
れ
、
開

花
時
期
は
例
年
、
5
月
下
旬
か

ら
６
月
中
旬
ご
ろ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ク
リ
ー
ム
色
を
し
て
お

り
、
袋
状
に
な
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
、
特
徴
的
な
形
を
し
て
い

る
の
で
、
こ
の
花
を
観
る
た
め

に
た
く
さ
ん
の
観
光
客
の
方
が

訪
れ
ま
す
。

　

昔
は
礼
文
島
の
あ
ち
こ
ち
で

咲
い
て
い
ま
し
た
が
、
盗
難
な

ど
の
被
害
に
あ
い
、
そ
の
数
が

激
減
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
絶
滅
危
惧
種
と
な
り
、

現
在
で
は
レ
ブ
ン
ア
ツ
モ
リ
ソ

ウ
群
生
地
で
保
護
増
殖
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

　

二
つ
目
が
、「
レ
ブ
ン
キ
ン

バ
イ
ソ
ウ
」
で
す
。
島
で
咲
く

金
色
の
梅
に
似
た
花
と
い
う
こ

と
で
名
づ
け
ら
れ
た
花
で
あ

り
、
花
弁
状
に
見
え
る
の
は
実

は
が
く
で
、
花
弁
は
お
し
べ
の

よ
う
に
見
え
ま
す
。
6
月
上
旬

か
ら
下
旬
に
か
け
て
咲
き
ま

す
。

　

三
つ
目
が
、「
レ
ブ
ン
ウ
ス

ユ
キ
ソ
ウ
」
で
す
。
淡
白
色
の

葉
を
薄
く
積
も
っ
た
雪
に
例
え

た
も
の
で
あ
り
、
気
高
さ
と
可

憐
さ
を
併
せ
持
つ
高
山
植
物
の

プ
リ
ン
セ
ス
で
、
礼
文
町
の
町

花
に
も
指
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
咲
く
エ
ー

デ
ル
ワ
イ
ス
の
仲
間
で
あ
り
、

6
月
か
ら
7
月
頃
に
咲
き
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
代
表
的
な
花

を
中
心
に
礼
文
島
に
は
素
晴
ら

し
い
花
が
他
に
も
た
く
さ
ん
咲

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
で
も

ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
◆
「
礼
文
島
で
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
」

　

礼
文
島
で
は
個
性
豊
か
な
7

つ
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
上
級
者

向
け
の
8
時
間
コ
ー
ス
を
は
じ

め
、
美
し
い
高
山
植
物
が
た
く

さ
ん
楽
し
め
る
「
桃
岩
展
望
台

コ
ー
ス
」
や
絶
景
の
海
を
堪
能

で
き
る
「
岬
め
ぐ
り
コ
ー
ス
」

な
ど
、
礼
文
島
の
景
観
を
最
大

限
に
活
か
し
た
コ
ー
ス
と
な
っ

て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、ト
レ
ッ

キ
ン
グ
を
し
た
こ
と
な
い
方
で

も
初
心
者
用
の
コ
ー
ス
も
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
自
分
の
ペ
ー
ス

や
、
体
力
に
合
っ
た
コ
ー
ス
を

選
択
す
る
こ
と
で
安
心
し
て
始

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
初
め

て
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
是
非
礼

文
島
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
現
在
７
つ
の
コ
ー
ス

の
完
歩
状
況
に
応
じ
て
達
成
さ

れ
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
「
ト
レ

イ
ル
７
」
を
10
月
ま
で
開
催
し

て
い
ま
す
。
期
間
内
で
完
歩
し

た
コ
ー
ス
に
応
じ
て
素
敵
な
景

品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま

す
。
詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

「
日
本
最
北
端
の
有
人
離
島 

礼
文
島
」

観
光
ス
ポ
ッ
ト

観
光
ス
ポ
ッ
ト

＜レブンアツモリソウ＞＜レブンキンバイソウ＞

＜レブンウスユキソウ＞

○
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
紹
介

　

礼
文
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
あ
つ
も
ん
」
は
、

礼
文
島
の
固
有
種
で
あ
る
「
レ
ブ
ン
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
」
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
妖
精
で
、
と
て
も
か
わ
い
ら
し
い
姿
を
し
て

い
ま
す
。
礼
文
島
の
澄
ん
だ
水
、
空
気
、
海
、
空
と
い
っ
た

自
然
や
礼
文
島
に
住
む
人
た
ち
と
礼
文
島
を
訪
れ
る
人
た
ち

が
大
好
き
で
、
心
に
幸
せ
の
種
を
持
っ
て
い
ま
す
。
な
の

で
、
幸
せ
の
種
が
壊
れ
て
し
ま
う
原
因
と
な
る
叩
か
れ
る
こ

と
や
、
自
然
を
壊
さ
れ
る
こ
と
が
嫌
い
で
す
。
性
格
は
大
人

し
く
、
と
て
も
優
し
く

の
ん
び
り
と
し
て
い
ま

す
。
時
に
は
、
町
内
に

現
れ
た
り
、
イ
ベ
ン
ト

な
ど
地
方
に
出
向
い
た

り
な
ど
、
町
の
Ｐ
Ｒ
を

精
力
的
に
行
っ
て
お
り

ま
す
。

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
は
こ
ち
ら
↑

mailto:kikaku%40town.rebun.hokkaido.jp%20?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
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○
概
要

　

北
海
道
最
北
端
の
宗
谷
岬
よ

り
南
西
62
ｋｍ
の
海
を
へ
だ
て
た

日
本
海
の
離
島
「
利
尻
島
」
の

北
東
部
に
位
置
し
、利
尻
山（
標

高
１
７
２
１
ｍ
）
の
南
西
を
背

に
し
て
利
尻
町
と
接
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
南
東
に
は
利
尻

水
道
を
は
さ
ん
で
天
塩
山
地
と

相
対
し
、
北
西
9.7
ｋｍ
を
へ
だ
て

て
礼
文
島
と
指
呼
の
間
に
あ
り

ま
す
。

○
産
業

　

基
幹
産
業
は
主
に
水
産
業
と

観
光
業
で
す
。
水
産
業
は
浅
海

漁
業
に
て
磯
船
で
リ
シ
リ
コ
ン

ブ
や
ウ
ニ
、
ナ
マ
コ
等
を
生
産

す
る
「
根
付
漁
業
」
と
沿
岸
域

に
て
10
ｔ
未
満
の
漁
船
で
ホ
ッ

ケ
や
ヒ
ラ
メ
、
タ
コ
、
ナ
マ
コ

等
を
生
産
す
る
「
漁
船
漁
業
」、

リ
シ
リ
コ
ン
ブ
や
ホ
タ
テ
な
ど

の
「
養
殖
漁
業
」
か
ら
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
「
根
付

漁
業
」
は
全
漁
業
者
が
従
事
し

て
お
り
、
リ
シ
リ
コ
ン
ブ
と
ウ

ニ
に
つ
い
て
は
全
国
的
な
利
尻

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
観
光
業
で
は
、
昭

和
25
年
8
月
に
「
利
礼
道
立
自

然
公
園
」
に
指
定
、
昭
和
40
年

7
月
に
「
利
尻
・
礼
文
国
定
公

園
」
に
指
定
さ
れ
昭
和
49
年
に

は
「
利
尻
礼
文
サ
ロ
ベ
ツ
国
立

公
園
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
に
は
「
利
尻
礼
文

サ
ロ
ベ
ツ
国
立
公
園
」
指
定
か

ら
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。ま
た
、

平
成
27
年
度
に
策
定
し
た
「
利

尻
富
士
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
に
よ
り
、

自
然
観
察
や
歴
史
文
化
・
産
業

の
体
験
、
離
島
交
流
、
島
で
遊

ぶ
な
ど
を
主
目
的
と
し
た
「
体

験
・
滞
在
型
観
光
」
を
推
進
し

て
お
り
、
旅
行
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
若
者
に
ま
で
広
げ
「
何
度
も

訪
れ
た
く
な
る
利
尻
島
づ
く

り
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

島
内
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
専
用

道
路
が
整
備
さ
れ
て
い
る
た
め

自
転
車
を
活
用
し
た
サ
イ
ク
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
、
２
０
１
８
年

に
漁
業
と
移
住
・
開
拓
の
歴
史

を
今
に
物
語
る
「
利
尻
島
の
漁

業
遺
産
群
と
生
活
文
化
」
が
北

海
道
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
利
尻
島
全
体
が
博
物
館

で
あ
る
と
の
考
え
方
に
よ
り
、

歴
史
文
化
を
活
用
し
た
「
利
尻

し
ま
じ
ゅ
う
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

○
歴
史

　

利
尻
島
に
は
江
戸
時
代

に
入
っ
て
か
ら
ア
イ
ヌ
の

人
々
が
住
み
始
め
、
寛
文
10

（
１
６
７
０
）
年
の
「
津
軽

一
統
志
（
つ
が
る
い
っ
と
う

し
）」
に
は
３
０
０
人
ほ
ど
が

暮
ら
し
、
松
前
の
商
船
が
来
航

し
て
交
易
を
行
っ
て
い
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
文
化

４
（
１
８
０
７
）
年
、
鎖
国
下

に
あ
っ
た
日
本
に
対
し
通
商
を

求
め
て
い
た
ロ
シ
ア
に
よ
る

利
尻
島
の
襲
撃
事
件
を
契
機

に
、
文
化
５
年
に
江
戸
幕
府
が

松
前
・
宗
谷
・
利
尻
・
樺
太
の

防
備
を
会
津
藩
に
命
じ
、
利
尻

に
は
２
５
２
名
の
藩
士
ら
が
派

遣
さ
れ
ま
し
た
が
、
任
務
中
に

病
気
や
海
難
事
故
に
よ
り
命
を

落
と
す
者
も
多
く
、
現
在
そ
の

墓
碑
が
鴛
泊
、
本
泊
（
も
と
ど

ま
り
）、
種
富
町
（
た
ね
と
み

ち
ょ
う
：
利
尻
町
）
の
３
ヵ
所

に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
嘉
永

元
（
１
８
４
８
）
年
、
野
塚
に

ア
メ
リ
カ
人
ラ
ナ
ル
ド
・
マ
ク

ド
ナ
ル
ド
が
鎖
国
下
に
あ
っ
た

日
本
で
日
本
語
を
覚
え
、
開
国

後
通
訳
に
な
る
こ
と
を
目
的
に

単
身
上
陸
し
ま
し
た
。
ラ
ナ
ル

ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
利
尻
島

で
1
ヵ
月
滞
在
し
、
日
本
を
去

る
ま
で
の
7
か
月
間
、
長
崎
で

森
山
栄
之
助
ら
当
時
の
通
詞

に
英
語
を
教
え
た
と
い
い
ま

す
。
明
治
時
代
に
入
る
と
利
尻

は
北
見
国
利
尻
郡
と
な
り
、
明

治
９
（
１
８
７
６
）
年
、
鴛

泊
・
本
泊
・
鬼
脇
・
石
崎
・
沓

形
・
仙
法
志
の
６
ヶ
村
を
統
括

し
て
宗
谷
に
区
務
所
が
、
鴛
泊

に
利
尻
扱
所
が
置
か
れ
利
尻
島

に
お
け
る
自
治
行
政
の
端
緒
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和

31
（
１
９
５
６
）
年
に
鴛
泊
村

と
鬼
脇
村
が
合
併
し
、「
東
利

尻
村
（
町
）」
が
誕
生
し
、
平

成
2
（
１
９
９
０
）
年
の
開
基

１
１
０
年
を
節
目
に
、
こ
れ
ま

で
の
東
利
尻
町
か
ら
「
利
尻
富

士
町
」
へ
町
名
を
改
称
し
て
現

在
に
至
り
ま
す
。

利
尻
富
士
町
と
は

利
尻
富
士
町
と
は

人口 2,235 人
（R5.6 月末現在）

面積 105.62K㎡

○
移
住
定
住
政
策

　

宿
泊
施
設
「
旅
番
屋
」
の
一

部
を
町
が
借
り
上
げ
「
利
尻
富

士
町
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
お
試

し
暮
ら
し
事
業
」
を
行
い
、
1

週
間
以
上
2
週
間
以
内
の
宿
泊

を
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
町
へ

の
移
住
や
二
地
域
居
住
の
機
運

を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、
地
域

の
活
性
化
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

○
漁
業
担
い
手
支
援
事
業

　

利
尻
富
士
町
の
主
産
業
で
あ

る
漁
業
の
担
い
手
対
策
に
つ
い

て
、
昭
和
47
年
に
「
利
尻
富
士

町
漁
業
後
継
者
養
成
に
関
す
る

報
償
規
則
」
の
制
定
か
ら
始

ま
り
、
令
和
4
年
度
ま
で
に

１
４
０
名
の
漁
業
後
継
者
に
対

し
て
磯
船
又
は
報
償
金
を
贈
呈

し
て
き
た
。
平
成
20
年
に
利
尻

地
域
漁
業
就
業
者
対
策
協
議

会
を
設
立

し
、「
漁

業
研
修 

漁
師
道
」

取
り
組
み

を
始
め
、

「
漁
業
担

い
手
支
援

住
宅
整
備
」
や
「
漁
業
担
い
手

整
備
事
業
」、「
特
定
有
人
国
境

離
島
漁
村
支
援
交
付
金
事
業
」

の
実
施
に
よ
り
、
徐
々
に
で
は

あ
り
ま
す
が
漁
業
後
継
者
が
増

加
傾
向
に
あ
る
こ
と
や
、
漁
業

者
の
起
業
や
事
業
拡
大
に
よ
り

漁
船
漁
業
や
養
殖
コ
ン
ブ
漁
業

着
業
者
が
増
加
す
る
な
ど
効
果

が
見
え
始
め
て
い
ま
す
。

○
イ
ベ
ン
ト

・
み
な
と
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

　

港
の
賑
わ
い
を
創
出
し
地
域

活
性
化
を
図
る
た
め
に
実
施
さ

れ
、
無
料
で
行
っ
て
い
る
う
に

採
り
、
う
に
剥
き
体
験
が
楽
し

め
る
ほ
か
、

各
種
露
店
、

ゲ
ー
ム
が

開
催
さ
れ
、

子
供
か
ら

大
人
ま
で

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て

い
ま
す
。

・
利
尻
島
一
周
ふ
れ
あ
い
サ
イ

ク
リ
ン
グ

　

8
月
第
4
日
曜
日
に
開
催
さ

れ
て
お
り
、
さ
わ
や
か
な
風
を

感
じ
な
が
ら
利
尻
島
を
一
周
す

る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ま
た
、
大

会
前
日
に
は
参
加
者
で
の
交
流

会
や
余
興
と
し
て
サ
イ
ク
リ
ン

グ
専
用
道
路
の
一
部
を
利
用
し

た
ヒ
ル

ク
ラ
イ

ム
タ
イ

ム
レ
ー

ス
が
行

わ
れ
て

い
ま
す
。

　

○
ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
附
）

　

皆
様
か
ら
の
た
く
さ
ん
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
ご
寄
付
は
、【
環
境
保
全
】【
産

業
振
興
】【
教
育
・
文
化
】【
保
健
福
祉
】【
そ
の
他
地

域
振
興
】
の
5
つ
の
事
業
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
選
ん
で
い
た

だ
き
、
ふ
る
さ
と
利
尻
富
士
の
魅
力
を
高
め
る
施
策
に

活
用
し
て
い
ま
す
。
お
礼
の
返
礼
品
は
、
高
級
食
材
と

し
て
京
都
の
料
亭
や
プ
ロ
の
料
理
人
か
ら
愛
さ
れ
る

「
利
尻
昆
布
」、
そ
の
利
尻
昆
布
を
食
べ
て
育
っ
た
「
ウ

ニ
」「
蝦
夷
あ
わ
び
」、
ほ
か
に
も
「
ほ
っ
け
」「
毛
ガ

ニ
」
な
ど
の
海
産
物
や
、「
白
い
恋
人
」
が
人
気
で
す
。

　

ま
た
、
返
礼
品
の
中
に
は
「
カ
ヤ
ッ
ク
ツ
ア
ー
体

験
チ
ケ
ッ
ト
」「
観
光
タ

ク
シ
ー
利
用
券
」
な
ど
、

利
尻
富
士
町
を
訪
れ
た

際
に
利
用
で
き
る
観
光

商
品
も
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

ぜ
ひ
利
尻
富
士
町
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。
そ

の
他
情
報
は
「
利
尻
富

士
町　

ふ
る
さ
と
納
税
」

で
検
索
お
願
い
し
ま
す
。

（
担
当
：
会
計
課
）

 　

町
の
取
組
み

町
の
取
組
み

返礼品の一例「ウニ」
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利り
し
り
ふ
じ

尻
富
士
町
の
ご
紹
介

利り
し
り
ふ
じ

尻
富
士
町
の
ご
紹
介
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○
姫
沼

　

標
高
１
３
０
m
に
位
置
し
、

周
囲
約
８
０
０
m
、
深
さ
約

２
m
の
湖
で
す
。
淡
水
魚
の

漁
業
奨
励
の
た
め
、
１
９
１
７

（
大
正
６
）
年
に
堤
防
を
建
設
。

利
尻
山
の
湧
き
水
を
せ
き
止

め
た
こ
と
で
、
当
時
３
つ
あ
っ

た
小
さ
な
沼
が
ひ
と
つ
に
な

り
、
ヒ
メ
マ
ス
を
放
流
し
た
こ

と
か
ら
「
姫
沼
」
と
名
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
売
店（
休
憩
舎
）

で
は
、
利
尻
や
姫
沼
の
景
色
、

花
、
鳥
な
ど
の
写
真
や
絵
葉

書
、
利
尻
山
の
湧
き
水
を
使
っ

た
コ
ー
ヒ
ー
を
販
売
し
て
い

ま
す
。

○
ペ
シ
岬

　

鴛
泊
（
お
し
ど
ま
り
）
港

に
あ
る
標
高
90
ｍ
ほ
ど
の
巨

大
な
岩
山
で
す
。
別
名
「
灯

台
山
」
と
も
呼
ば
れ
、展
望
台
、

会
津
藩
士
の
墓
、
鴛
泊
灯
台

な
ど
が
あ
り
、
頂
上
ま
で
は

急
な
坂
道
を
歩
き
ま
す
。
晴

れ
た
日
に
は
、
利
尻
山
、
礼

文
島
、
北
海
道
本
土
の
稚
内

市
ま
で
を
望
む
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ

ト
！
ま
た
、
ご
来
光
の
名
所
で

も
あ
り
ま
す
。　

現
在
の
ペ
シ

岬
は
１
つ
で
す
が
、
昔
は
２
つ

の
岩
山
が
あ
り
ま
し
た
。
か
つ

て
あ
っ
た
小
さ
な
岩
山
は
、
稚

内
港
の
建
築
材
料
と
し
て
爆
破

さ
れ
、
現
在
の
姿
に
な
り
ま
し

た
。

○
富
士
野
園
地

　

６
月
下
旬
〜
７
月
中
旬
に
か

け
て
花
開
く
、
エ
ゾ
カ
ン
ゾ
ウ

の
大
群
落
地
。
駐
車
場
か
ら
高

台
の
展
望
台
ま
で
、
海
に
向

か
っ
て
遊
歩
道
が
続
き
ま
す
。

途
中
に
は
東
屋
が
あ
り
、
こ
こ

か
ら
は
ウ
ミ
ネ
コ
が
集
団
で
コ

ロ
ニ
ー
を
つ
く
る
「
ポ
ン
モ
シ

リ
島
」
が
間
近
に
見
え
ま
す
。

夏
は
海
鳥
た
ち
の
子
育
て
シ
ー

ズ
ン
。
双
眼
鏡
を
持
参
し
て
、

野
鳥
観
察
も
楽
し
め
ま
す
。
東

屋
の
奥
に
あ
る
高
台
の
上
が
展

望
台
。
３
６
０
度
の
眺
望
が
広

が
り
ま
す
。
映
画
「
北
の
カ
ナ

リ
ア
た
ち
」
の
ロ
ケ
地
に
も
な

り
ま
し
た
。

○
夕
日
ヶ
丘
展
望
台

　

海
側
も
山
側
も
３
６
０
度
を

見
渡
せ
る
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
！
利

尻
山
、
鴛
泊
市
街
地
、
ペ
シ
岬
、

ポ
ン
モ
シ
リ
島
、
礼
文
島
な
ど

を
眺
望
で
き
ま
す
。
駐
車
場
か

ら
展
望
台
ま
で
は
、
少
し
急
な

坂
道
を
登
り
ま
す
。
道
中
、
オ

ン
シ
ー
ズ
ン
に
は
足
元
に
島
の

花
々
が
咲
き
乱
れ
、
秋
に
は
ス

ス
キ
の
柔
ら
か
な
黄
金
色
の
景

色
が
広
が
り
ま
す
。
頂
上
に
着

い
て
目
に
飛
び
込
む
の
は
、
切

り
立
つ
断
崖
絶
壁
と
、
大
海
原

の
絶
景
！
夕
暮
れ
に
な
る
と
全

て
を
オ
レ
ン
ジ
色
に
染
め
る
、

一
面
の
夕
焼
け
が
広
が
り
ま

す
。

○
オ
タ
ト
マ
リ
沼

　

島
の
南
東
に
位
置
す
る
「
オ

タ
ト
マ
リ
沼
」
は
、
周
囲
約

１
ｋｍ
。
利
尻
島
最
大
の
湖
沼
で

す
。
沼
の
周
囲
に
は
遊
歩
道
が

整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
、
湖
面

に
映
る
利
尻
山
を
眺
め
な
が
ら

散
策
で
き
ま
す
。
駐
車
場
に
は

「
利
尻
富
士
町
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

（「
ま
っ
ち
ゃ
ん
の
店
」「
わ
か

さ
ん
の
店
」
の
２
店
舗
）」
と
、

「
利
尻
亀
一
オ
タ
ト
マ
リ
沼
店
」

が
あ
り
、
特
産
品
や
お
土
産
を

購
入
し
た
り
、「
ホ
タ
テ
焼
き
」

「
う
に
の
軍
艦
巻
き
」「
熊
笹
ソ

フ
ト
」「
万
年
雪
ソ
フ
ト
」
な

ど
を
味
わ
う
こ
と
も
で
き
ま

す
。

○
南
浜
湿
原

　

利
尻
山
を
映
す
「
メ
ヌ
ウ

シ
ョ
ロ
沼
」

を
含
む
全
長
約
１
ｋｍ
の
遊
歩
道

が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
植
物
が

群
生
す
る
場
所
ま
で
行
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ミ
ズ
ゴ
ケ
が
発

達
し
た
島
最
大
の
高
層
湿
原

で
、
入
口
の
看
板
に
は
、
旬
の

花
情
報
が
掲
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
売
店
や
ト
イ
レ
な
ど
の
設

備
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
手
つ
か

ず
の
自
然
、
貴
重
な
湿
原
、
た

く
さ
ん
の
人
の
手
で
守
ら
れ
て

い
る
数
多
の
高
山
植
物
な
ど
を

じ
っ
く
り
楽
し
め
る
ス
ポ
ッ
ト

で
す
。
ま
た
、
南
浜
湿
原
か
ら

利
尻
山
の
空
に
瞬
く
星
空
は
圧

巻
で
、
タ
イ
ム
ラ
プ
ス
な
ど
を

撮
影
す
る
に
も
う
っ
て
つ
け
の

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

○
白
い
恋
人
の
丘

　

北
海
道
銘
菓　

石
屋
製
菓

の
お
土
産
菓
子
と
し
て
有
名

な
「
白
い
恋
人
」
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
に
描
か
れ
て
い
る
山
が
「
利

尻
山
」
で
す
。
石
屋
製
菓
の
社

長
が
利
尻
島
に
訪
れ
た
際
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
山
並
み
に
も
負

け
な
い
「
利
尻
山
」
を
見
て

感
銘
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
採
用
さ
れ
た
と

言
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
場
所
か

ら
見
た
利
尻
山
が「
白
い
恋
人
」

に
採
用
さ
れ
て
い
る
角
度
と
ほ

ぼ
同
じ
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、

「
白
い
恋
人
の
丘
」
と
名
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
な
お
、
当
町
の

観
光
協
会
事
業
と
し
て
、
石
屋

製
菓
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、

こ
の
場
所
で
プ
ロ
ポ
ー
ズ
し
た

カ
ッ
プ
ル
に
は
「
白
い
恋
人
」

が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
「
プ
ロ

ポ
ー
ズ
証
明
書
」
＝
写
真
＝
を

無
料
で
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
利
尻
島
の
玄
関
口  

利
尻
富
士
町
」

○
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
紹
介

・
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

           「
り
っ
ぷ
く
ん
・
り
っ
ぷ
ち
ゃ
ん
」

　

利
尻
富
士
町
に
は
、
利
尻
山
に
棲
む
シ
マ
リ
ス
で
男
の

子
の
「
り
っ
ぷ
く
ん
」

と
女
の
子
の
「
り
っ
ぷ

ち
ゃ
ん
」
と
い
う
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
い
ま
す
。「
り
っ
ぷ
」

と
い
う
名
前
は
、
利
尻

富
士
町
（
り
し
り
ふ
じ

ち
ょ
う
）
の
〝り
〟
と

〝ふ
〟
か
ら
来
て
い
ま

す
。
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幌ほろ
の
べ延
町
の
ご
紹
介

幌ほ
ろ
の
べ延
町
の
ご
紹
介

○
概
要

　

幌
延
町
は
、北
海
道
の
北
部
、

宗
谷
管
内
の
南
西
部
に
位
置

し
、
北
緯
45
度
線
上
に
あ
り
ま

す
。
南
部
及
び
東
部
は
、
留
萌

地
区
と
上
川
地
区
に
囲
ま
れ
、

西
部
は
日
本
海
に
面
し
、
南
部

は
日
本
有
数
の
大
河
で
あ
る
天

塩
川
を
境
と
し
て
い
ま
す
。

　

幌
延
の
気
候
は
、夏
は
冷
涼
、

冬
期
間
は
風
の
日
が
多
く
乾
燥

寒
冷
で
、
平
均
気
温
は
5
℃
前

後
で
す
。
こ
の
冷
涼
な
気
候
を

活
か
し
て
、
幻
の
花
「
青
い
ケ

シ
」
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。　

そ
の
青
い
色
は
、
澄
ん
だ
湖
水

の
よ
う
に
美
し
く
、
見
る
人
の

心
を
惹
き
つ
け
ま
す
。

　

幌
延
と
は
、
ア
イ
ヌ
語
の

「
ポ
ロ
」「
ヌ
プ
」
が
転
化
し
た

も
の
で
、「
大
平
原
」
を
意
味

し
て
お
り
、
広
大
な
原
野
と
山

林
を
有
し
て
い
ま
す
。
そ
の
名

の
通
り
、
広
大
な
原
野
と
山
林

が
あ
り
、
特
に
サ
ロ
ベ
ツ
原
野

（
２
３
０
０
０
㌶
）
は
広
大
で
、

利
尻
礼
文
サ
ロ
ベ
ツ
国
立
公
園

の
玄
関
口
で
も
あ
り
、
そ
の
公

園
は
山
岳
、
海
岸
、
湿
原
を
含

む
我
が
国
有
数
の
自
然
公
園
で

す
。

〇
基
幹
産
業

　

町
の
基
幹
産
業
は
、
第
一
次

産
業
と
し
て
の
牛
乳
生
産
を
主

体
と
す
る
酪
農
業
で
あ
り
、
昭

和
に
入
っ
て
か
ら
本
格
的
に
始

ま
り
ま
し
た
。
乳
用
牛
頭
数
は

お
よ
そ
７
０
０
０
頭
（
令
和
4

年
11
月
末
現
在
）、
生
乳
生
産

量
は
年
間
約
3.3
万
㌧
（
令
和
4

年
12
月
末
現
在
）、
搾
乳
さ
れ

る
生
乳
は
町
内
の
乳
牛
工
場
で

バ
タ
ー
や
脱
脂
粉
乳
に
加
工
さ

れ
、
全
国
へ
と
出
荷
さ
れ
て
い

ま
す
。

〇
イ
ベ
ン
ト
情
報

・
ほ
ろ
の
べ
名
林
公
園
ま
つ
り

　

毎
年
8
月
の
土
日
に
名
林
公

園
で
開
催
さ
れ
る
「
ほ
ろ
の
べ

名
林
公
園
ま
つ
り
」
は
幌
延
町

の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
、
町
民
の

み
な
ら
ず
近
隣
市
町
村
か
ら
も

多
く
の
方
々
で
賑
わ
い
ま
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
はTHE TON-

UPMOTORS

（
活
動
休
止
中
）

ギ
タ
リ
ス
ト
で
幌
延
町
観
光
大

使
の
井
上
仁
志
さ
ん
な
ど
に
よ

る
音
楽
ラ
イ
ブ
、
ス
テ
ー
ジ
を

彩
る
お
笑
い
シ
ョ
ー
の
ほ
か
、

ほ
ろ
の
べ
ど
真
ん
中
踊
り
が
市

街
地
を
練
り
歩
き
、
盆
踊
り
大

会
、
仮
装
盆
踊
り
大
会
が
盛
大

に
行
わ
れ
ま
す
。

・
お
も
し
ろ
科
学
館 

in 

ほ
ろ

の
べ

　

幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー

の
開
設
趣
旨
や
試
験
研
究
の
必

要
性
に
つ
い
て
広
く
道
民
に
理

解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

「
科
学
の
不
思
議
と
お
も
し
ろ

さ
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
て
い

ま
す
。
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
や

理
科
実
験
・
工
作
な
ど
が
で
き

る
参
加
・
体
験
型
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
た
く
さ

ん
揃
っ
て
い
ま
す
。

　

身
の
回
り
に
様
々
な
形
で
存

在
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
、
見
て
、
触
れ
て
、
楽
し
く

体
験
し
な
が
ら
科
学
技
術
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
大
切
さ
を
学
べ
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
夏
休
み
の
自

由
研
究
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。　
　

・
ト
ナ
カ
イ
ホ
ワ
イ
ト
フ
ェ
ス

タ
　

冬
の
ト
ナ
カ
イ
観
光
牧
場
を

楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
テ
ー

マ
と
し
て
開
催
し
て
い
る
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
幌
延
の
名
物
ト
ナ

カ
イ
ソ
リ
に
乗
っ
て
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
気
分
を
体
験
で
き
た

り
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
に
よ
る

バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
や
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
点
灯
式
な
ど
多
く
の
人

気
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
勢
ぞ
ろ

い
と
な
っ
て
お
り
ク
リ
ス
マ
ス

気
分
を
存
分
に
味
わ
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

幌
延
町
と
は

幌
延
町
と
は

人口：２，１４０人
　　　（Ｒ５. ６末現在）
面積：約５７４. １０K㎡

○
第
６
次
幌
延
町
総
合
計
画

（
２
０
２
０
年
度
～
２
０
２
９

年
度
）

　

ま
ち
の
将
来
像
を
「
共
に
拓

き
、
共
に
創
り
、
未
来
へ
つ
な

ぐ
！
～
笑
顔
と
希
望
に
満
ち
あ

ふ
れ
る
ま
ち　

ほ
ろ
の
べ
～
」

と
し
て
、「
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
」「
活
力
と

賑
わ
い
を
創
る
」「
健
や
か
な

暮
ら
し
を
共
に
支
え
る
」「
生

き
る
力
と
文
化
を
育
む
」「
豊

か
な
自
然
と
安
全
を
守
る
」
の

５
つ
を
基
本
目
標
と
し
て
掲
げ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
第
２
期
幌

延
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
と
し
て
位
置
付

け
る
「
重
点
戦
略
」
と
し
て
、

「
稼
ぐ
産
業
を
つ
く
る
と
と
も

に
、
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
に

す
る
」「
ま
ち
へ
の
新
し
い
人

の
流
れ
を
つ
く
る
」「
結
婚
・

出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な

え
る
」「
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
魅
力
的
な
ま
ち
を

つ
く
る
」「
新
し
い
時
代
に
対

応
し
、
地
域
人
材
を
活
か
す
」

を
５
つ
の
柱
と
し
、
基
本
目
標

で
掲
げ
た
将
来
像
の
実
現
に
向

け
、
本
町
の
強
み
や
特
性
、
地

域
資
源
を
活
か
し
た
施
策
を
重

点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

〇
移
住
・
定
住
の
促
進

　

人
口
の
減
少
、
高
齢
化
の
進

展
等
が
著
し
い
現
状
に
か
ん
が

み
、
町
外
居
住
者
の
町
内
へ
の

転
入
を
誘
導
す
る
移
住
促
進
政

策
と
し
て
、
居
住
環
境
を
整
備

し
、
移
住
促
進
住
宅
を
設
置
し

ま
し
た
。
中
で
も
、
将
来
的
に

移
住
を
検
討
し
て
い
る
町
外
者

や
町
内
へ
の
転
入
を
検
討
し
て

い
る
方
向
け
の
お
た
め
し
で
の

入
居
（
最
大
40
日
ま
で
）
が
近

年
人
気
を
集
め
て
お
り
、
道
内

の
み
な
ら
ず
道
外
の
方
々
の
利

用
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
定
住
人
口
の
増

加
を
図
り
、
福
祉
の
向
上
と
地

域
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
持
家
住
宅
建

設
（
新
築
・
改
修
・
取
得
）、

民
営
賃
貸
住
宅
建
設
を
促
進
す

る
助
成
や
空
き
家
・
空
き
地
バ

ン
ク
の
運
用
を
行
っ
て
い
ま

す
。

〇
深
地
層
研
究
の
推
進

　

本
町
が
地
域
振
興
策
と
し
て

誘
致
し
た
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

棄
物
の
地
層
処
分
技
術
に
関
す

る
研
究
開
発
を
行
う
「
幌
延
深

地
層
研
究
セ
ン
タ
ー
」
が
平
成

13
年
４
月
か
ら
開
所
し
て
い
ま

す
。
国
の
原
子
力
及
び
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
へ
の
貢
献
と
地
域
の

振
興
を
図
る
た
め
、「
幌
延
町

に
お
け
る
深
地
層
の
研
究
に
関

す
る
協
定
」
及
び
「
深
地
層
の

推
進
に
関
す
る
条
例
」
の
遵
守

を
大
前
提
に
深
地
層
研
究
の
推

進
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
や
周
辺
自
治
体

に
対
し
て
幌
延
深
地
層
研
究
セ

ン
タ
ー
で
の
研
究
開
発
の
内
容

や
幌
延
の
研
究
施
設
は
最
終
処

分
場
と
し
な
い
場
所
で
地
層
処

分
技
術
を
磨
く
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
地
下
研
究
施
設
」
で
あ
る
こ

と
等
を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
、
広
く
広
報
活
動
を
進

め
て
い
ま
す
。

町
の
取
組
み

町
の
取
組
み

○
ふ
る
さ
と
納
税(

寄
附)

　

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、「
福
祉
及
び
保
健
に
関
す
る
事

業
」、「
教
育
及
び
子
育
て
支
援
に
関
す
る
事
業
」、「
産
業
の

振
興
に
関
す
る
事
業
」、「
観
光
の
振
興
に
関
す
る
事
業
」、「
文

化
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関
す
る
事
業
」「
あ
な
た
が
守

る
秘
境
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
マ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
運
動
」」「
そ

の
他
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
事
業
」
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

返
礼
品
と
し
て
注
目
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
今
年
の
7

月
に
新
発
売
と
な
り
ま
し
た
、
樽
熟

成
ワ
イ
ン
第
4
弾
と
な
る
「
ミ
ズ
ナ

ラ
樽
熟
成
ワ
イ
ン
２
０
２
１
」
で
す
。

幌
延
産
の
ミ
ズ
ナ
ラ
樽
で
10
ヶ
月

じ
っ
く
り
熟
成
さ
れ
た
ほ
ど
よ
い
渋
み
と
酸
味
、
そ
し
て
豊

か
な
樽
香
を
感
じ
ら
れ
る
味
わ
い
深
い
ワ
イ
ン
に
今
年
も
仕

上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
幌
延
町
ふ

る
さ
と
納
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●お問い合わせ　
○幌延町役場企画政策課　〒０９８－３２０７　北海道幌延町宮園町１番地１
ＴＥＬ：０１６３２－５－１１１４　ＦＡＸ：０１６３２－５－２９７１

E-mail：kikaku@town.horonobe.lg.jp
公式ホームページ：https://www.town.horonobe.lg.jp/
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幌ほ
ろ
の
べ延
町
の
ご
紹
介

幌ほろ
の
べ延
町
の
ご
紹
介

○
幌
延
町
ト
ナ
カ
イ
観
光
牧

場
　

幌
延
町
ト
ナ
カ
イ
観
光
牧

場
は
、
日
本
で
唯
一
の
ト
ナ

カ
イ
牧
場
で
す
。

　

幌
延
町
と
ト
ナ
カ
イ
と
の

関
係
は
平
成
元
年
ま
で
遡
（
さ

か
の
ぼ
）
り
ま
す
。
岐
阜
県
出

身
の
方
が
、
ト
ナ
カ
イ
の
飼

育
に
適
し
た
幌
延
町
へ
移
住

し
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
10

頭
の
ト
ナ
カ
イ
を
輸
入
し
た

こ
と
が
は
じ
ま
り
で
す
。
当

初
は
食
肉
の
ほ
か
、
角
や
革

の
生
産
販
売
を
す
る
な
ど
畜

産
が
主
な
目
的
で
し
た
。
そ

の
後
、
平
成
３
年
に
１
７
３

頭
の
ト
ナ
カ
イ
を
輸
入
し
、

そ
の
数
を
増
や
し
、
や
が
て

観
光
目
的
で
訪
れ
る
人
も
多

く
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
平
成
７
年
に
、
幌

延
町
が
観
光
向
け
に
50
頭
の

ト
ナ
カ
イ
を
購
入
し
て
市
街

地
に
「
幌
延
町
ト
ナ
カ
イ
観

光
牧
場
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
そ
の
後
平
成
11
年
の

ク
リ
ス
マ
ス
の
日
に
現
在
の

場
所
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
。
以
来
、
多
く
の
観
光

客
が
ト
ナ
カ
イ
と
の
ふ
れ
あ

い
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

ト
ナ
カ
イ
観
光
牧
場
の
管

理
棟
は
、
印
象
的
な
北
欧
風

の
建
物
で
、
中
に
入
る
と
、

レ
ス
ト
ラ
ン
や
お
土
産
屋
さ

ん
が
あ
り
、
食
事
や
買
い
物

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

建
物
を
抜
け
る
と
ト
ナ
カ
イ

た
ち
が
待
っ
て
い
て
、
直
接

手
で
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
有
料
で
エ
サ
を
あ
げ
る
こ

と
や
、
ト
ナ
カ
イ
が
ひ
く
ソ
リ

に
の
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
衣
装
を
着
て

記
念
撮
影
を
す
る
こ
と
も
可
能

な
の
で
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ト
ナ
カ
イ
観
光
牧
場

内
に
は
「
ノ
ー
ス
ガ
ー
デ
ン
」

が
あ
り
、
北
方
圏
の
花
を
中
心

に
形
成
す
る
全
国
的
に
珍
し
い

幻
の
青
い
ケ
シ
「
ブ
ル
ー
ポ

ピ
ー
」（
開
花
期
間
：
6
月
中

旬
～
7
月
上
旬
）
を
は
じ
め
、

約
２
０
０
種
の
花
が
4
～
10
月

ま
で
の
期
間
で
開
花
し
ま
す
。

ノ
ー
ス
ガ
ー
デ
ン
内
に
ラ
ン
ダ

ム
に
植
え
込
ま
れ
て
い
ま
す
の

で
ぜ
ひ
、
ガ
ー
デ
ン
内
を
散
策

し
な
が
ら
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

〇
サ
ロ
ベ
ツ
原
野

　

幌
延
の
西
に
広
が
る
サ
ロ
ベ

ツ
原
野
は
、
利
尻
・
礼
文
サ
ロ

ベ
ツ
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
連
続
し
た
泥
炭
地

で
あ
り
、
我
が
国
最
大
の
面

積
を
誇
り
、
そ
の
広
さ
は
約

２
３
０
０
０
ha
で
、
本
州
最
大

級
の
湿
原
で
有
名
な
尾
瀬
の
約

10
倍
の
広
さ
で
す
。

　

野
鳥
や
エ
ゾ
カ
ン
ゾ
ウ
を
は

じ
め
と
す
る
約
70
種
類
も
の

花
々
な
ど
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
11
月
に
は
、
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
（
特
に
水
鳥
の
生

息
地
と
し
て
国
際
的
に
重
要
な

湿
地
に
関
す
る
条
約
）
湿
地

に
新
規
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
動
植
物
観
察
な
ど

で
サ
ロ
ベ
ツ
原
野
を
訪
れ
る

人
々
の
た
め
の
拠
点
と
し
て
、

平
成
元
年
に
「
幌
延
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
、
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
か
ら
長
沼
ま
で
の
約

７
０
０
ｍ
の
木
道
を
散
策
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

施
設
内
で
は
、
湿
原
の
仕
組

み
や
野
鳥
の
生
態
を
解
説
し
た

パ
ネ
ル
の
展
示
や
町
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
が
サ
ロ
ベ
ツ
原

野
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め

「
ほ
ろ
の
べ
・
サ
ロ
ベ
ツ
花
＊

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」
を
発
行
し
、
訪
れ

た
方
へ
の
配
布
を
行
い
、
わ
か

り
や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

2
階
に
は
、
望
遠
鏡
が
備
え

付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
利
尻

山
（
通
称
：
利
尻
富
士
）
や
パ

ン
ケ
沼
、
長
沼
な
ど
サ
ロ
ベ
ツ

原
野
が
一
望
で
き
る
ほ
か
、
野

鳥
や
草
花
な
ど
を
間
近
に
観
察

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〇
秘
境
駅

　
「
秘
境
駅
」
と
は
、
山
奥
や

原
野
な
ど
人
里
離
れ
た
場
所
に

存
在
す
る
無
人
駅
の
呼
称
で

す
。
町
で
は
、そ
の
よ
う
な「
秘

境
駅
」
を
は
じ
め
と
す
る
鉄
道

系
資
産
を
ま
ち
お
こ
し
の
資
源

と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
秘
境
駅
は
、4
駅（
糠

南
駅
・
雄
信
内
駅
・
南
幌
延
駅
・

下
沼
駅
）
＋
廃
止
2
駅
（
安
牛

駅
・
上
幌
延
駅
）
が
あ
り
ま
す
。

　

中
で
も
糠
南
駅
は
、
待
合
所

が
物
置
き
の
た
め
、
テ
レ
ビ
番

組
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
で
多
数
取

り
上
げ
ら
れ
、
全
国
か
ら
旅
人

が
訪
れ
る
有
名
な
秘
境
駅
と
な

り
冬
に
は
有
志
に
よ
る
ク
リ
ス

マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
る

ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
町
で
維
持
管
理

す
る
こ
と
と
な
っ
た
駅
に
つ
い

て
「
あ
な
た
が
守
る
秘
境
駅
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
イ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
運
動
」
を
展
開
し
、
壁

面
等
の
腐
食
が
著
し
い
駅
舎
に

つ
い
て
は
、地
域
住
民
の
皆
様
、

地
域
事
業
者
様
、
JR
北
海
道
様

な
ど
の
ご
協
力
の
も
と
こ
れ
ま

で
計
2
回
、
お
化
粧
直
し
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

手
作
り
秘
境
駅
グ
ッ
ズ
も
販

売
し
て
い
て
、マ
ウ
ス
パ
ッ
ド
・

ミ
ニ
タ
オ
ル
・
ボ
ー
ル
ペ
ン
な

ど
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
富
で

す
。
幌
延
駅
構
内
に
あ
る
移
住

情
報
P
Ｒ
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ホ

ロ
カ
ル
」
で
の
販
売
や
ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
も

扱
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

〇
オ
ト
ン
ル
イ
風
力
発
電
所

　

地
球
環
境
問
題
へ
の
関
心
の

高
ま
り
を
背
景
に
化
石
燃
料
に

代
わ
る
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

の
ひ
と
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
風
力
発
電
は
、
環
境
へ
の

影
響
が
少
な
く
、
風
が
無
尽
蔵

な
資
源
で
あ
る
と
い
う
利
点
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　

北
緯
45
度
線
上
に
位
置
す
る

幌
延
町
浜
里
地
区
は
日
本
海
側

に
面
し
、
年
間
を
通
じ
て
安
定

し
た
電
気
を
つ
く
る
こ
と
が
で

き
る
風
に
恵
ま
れ
て
い
る
う

え
、
広
い
土
地
や
輸
送
路
、
送

電
の
た
め
の
設
備
が
整
っ
て
い

る
な
ど
、
風
力
発
電
所
の
開
設

に
必
要
な
条
件
が
す
べ
て
揃
っ

て
い
ま
す
。

　

オ
ト
ン
ル
イ
風
力
発
電
所

は
、
28
基
も
の
大
型
風
車
が
、

約
3
㎞
の
長
さ
に
わ
た
っ
て
並

ん
で
お
り
、
豊
か
な
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
感
じ
ら
れ
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

最

大

出

力

量

は
、

２
１
０
０
０
㌗
で
（
７
５
０
㌗

×
28
基
）、
年
間
予
想
発
電
量

は
約
５
０
０
０
万
ｋ
Ｗ
ｈ
と

な
っ
て
お
り
、
1
年
間
で
、
一

般
の
家
庭
が
1
年
間
に
消
費
す

る
電
力
の
約
１
２
０
０
０
世
帯

分
に
相
当
し
ま
す
。

　

な
お
、
オ
ト
ン
ル
イ
風
力
発

電
所
は
リ
プ
レ
ー
ス
の
た
め
28

基
か
ら
5
基
へ
建
替
え
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

建
替
え
前
に
ぜ
ひ
一
度
訪
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
北
半
球
「
ど
真
ん
中
！
」

　
北
緯
45
度
の
ま
ち
　
幌
延
町
」

○
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
紹
介
「
ホ
ロ
ベ
ー
」

　

幌
延
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
ホ
ロ
ベ
ー
」
は
、

ト
ナ
カ
イ
の
里
、
幌
延
町
を
Ｐ

Ｒ
す
る
た
め
、
ト
ナ
カ
イ
観
光

牧
場
に
舞
い
降
り
ま
し
た
。

　

大
人
し
く
、
と
っ
て
も
や
さ

し
い
性
格
の
ホ
ロ
ベ
ー
は
、
町

内
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
や
道
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極

的
に
参
加
し
、
幌
延
町
を
広
め
る
た
め
、
観
光
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●お問い合わせ　
○幌延町役場企画政策課　〒０９８－３２０７　北海道幌延町宮園町１番地１
ＴＥＬ：０１６３２－５－１１１４　ＦＡＸ：０１６３２－５－２９７１

E-mail：kikaku@town.horonobe.lg.jp
公式ホームページ：https://www.town.horonobe.lg.jp/
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●お問い合わせ
日高町役場　〒０５９－２１９２　北海道沙流郡日高町門別本町２１０番地の１
ＴＥＬ：０１４５６－２－５１３１　ＦＡＸ：０１４５６－２－５６１５

E-mail：info@town.hidaka.hokkaido.jp
公式ホームページ：http://www.town.hidaka.hokkaido.jp/　

○
概
要

　

日
高
町
は
、
２
０
０
６
年
３

月
１
日
に「
旧
日
高
町
」と「
門

別
町
」
と
い
う
隣
接
し
て
い
な

い
町
が
合
併
し
、
新
し
い
日
高

町
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　

95
％
を
森
林
で
占
め
る
山
と

川
の
地
区
「
日
高
地
区
」
と
サ

ラ
ブ
レ
ッ
ド
の
馬
産
地
で
雄
大

な
太
平
洋
が
面
し
て
い
る
海
沿

い
の
地
区
「
門
別
地
区
」
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。　

日
高
管

内
の
西
部
に
位
置
し
、
沙
流
川

の
源
流
か
ら
下
流
に
か
け
て
構

成
さ
れ
、
日
高
山
脈
が
そ
び
え

て
い
ま
す
。

　

日
高
地
区
は
日
高
山
脈
の
ふ

も
と
に
広
が
る
森
と
清
流
の
空

間
が
広
が
り
寒
暖
の
差
が
大
き

く
、
冬
期
に
は
１
ｍ
前
後
の
積

雪
が
み
ら
れ
、
門
別
地
区
は
牧

場
と
太
平
洋
が
広
が
り
積
雪
も

少
な
く
比
較
的
温
暖
な
気
候
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
高
地
区
、
門
別
地
区
の
両

地
区
間
に
平
取
町
を
挟
ん
だ

「
飛
び
地
」
に
な
っ
て
い
て
、

そ
の
距
離
は
約
65
㎞
も
あ
り
、

日
本
一
の
飛
び
地
と
な
っ
て
い

ま
す
。

〇
産
業

　

日
高
地
区
は
、
基
幹
産
業
が

観
光
業
で
、
登
山
者
に
人
気
の

日
高
山
脈
、
渓
流
釣
り
や
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
堪
能
で
き
る

沙
流
川
、
森
林
浴
に
最
適
な
緑

の
森
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
と

ア
ウ
ト
ド
ア
が
充
実
し
て
い

て
、
シ
ー
ズ
ン
を
通
し
て
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

門
別
地
区
は
、軽
種
馬
産
業
、

水
産
業
、
農
業
の
３
つ
が
基
幹

産
業
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

軽
種
馬
産
業
で
は
、
国
内
の

約
80
％
が
日
高
管
内
で
生
産
さ

れ
、
日
高
町
の
占
め
る
割
合
は

約
18
％
で
す
。

　

名
馬
が
育
つ
土
壌
と
し
て
、

地
域
条
件
や
気
候
に
加
え
、
積

み
重
ね
ら
れ
て
き
た
生
産
者
の

努
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
よ

り
強
い
馬
づ
く
り
を
実
践
で
き

る
た
め
の
環
境
づ
く
り
の
推
進

が
あ
り
ま
す
。

　

門
別
競
馬
場
で
行
わ
れ
る

ホ
ッ
カ
イ
ド
ウ
競
馬
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
等
に
よ
り

売
り
上
げ
も
向
上
し
、近
年
は
、

軽
種
馬
生
産
頭
数
も
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

農
業
で
は
、
沙
流
川
流
域
に

豊
潤
で
雄
大
な
自
然
を
ベ
ー
ス

と
し
た
大
地
で
、
ト
マ
ト
や
軟

白
長
ネ
ギ
、ほ
う
れ
ん
草
、ピ
ー

マ
ン
な
ど
を
主
要
産
品
と
し
て

生
産
し
、
市
場
へ
と
安
定
供
給

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

水
産
業
で
は
、
サ
ケ
や
日
高

昆
布
を
筆
頭
に
、
カ
レ
イ
や

ホ
ッ
ケ
、
タ
コ
な
ど
が
水
揚
げ

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
サ
ケ
の
種
苗
や
ホ
ッ

キ
稚
貝
の
放
流
、
昆
布
礁
の
設

営
と
い
っ
た
水
産
資
源
の
維

持
・
管
理
型
の
漁
業
が
推
進
さ

れ
、
地
域
の
特
産
品
で
あ
る
し

し
ゃ
も
に
つ
い
て
も
、
ふ
化
放

流
事
業
を
実
施
し
沙
流
川
の
遡

上
の
増
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

〇
イ
ベ
ン
ト

・
ひ
だ
か
樹
魂
ま
つ
り

　

毎
年
７
月
下
旬
に
日
高
地

区
で
行
わ
れ
る
大
き
な
お
祭

り
で
、
１
９
７
１
年
、
大
き

な
桂
の
木

に
「
樹
魂

竜
」
を
あ

し
ら
い
街

の
中
を
練

り
歩
い
た

の
が
、「
樹

魂
ま
つ
り
」の
始
ま
り
で
し
た
。

大
昔
か
ら
日
高
山
脈
に
棲
む
と

い
う
伝
説
の
竜
を
守
護
神
と
し

て
、森
の
樹
木
に
感
謝
を
捧
げ
、

竜
に
よ
り
守
ら
れ
て
き
た
日
高

の
山
々
の
樹
木
の
魂
を
樹
魂
ま

つ
り
を
と
お
し
て
世
に
受
け
継

い
で
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
陸
上
自
衛
隊
に
よ

る
演
奏
会
や
、
和
太
鼓
演
舞
な

ど
の
様
々
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
の
ほ
か
、
地
場
産
品
を
含
む

絶
品
グ
ル
メ
が
そ
ろ
う
「
う
ま

い
も
の
市
」
や
ま
つ
り
の
フ
ィ

ナ
ー
レ
を
飾
る
「
沙
流
川
花
火

大
会
」
な
ど
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
。

日
高
町
と
は

日
高
町
と
は人口 10,723 人

（R5.7 月末現在）
面積 992.07K㎡

○
第
２
次
日
高
町
総
合
振
興
計
画

　
「
い
き
い
き
と
働
き
、
学
び
、

安
心
と
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま

ち
」
を
将
来
像
と
し
、「
町
民

と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
」、「
地
域
の
特
性
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」、「
自
助

と
自
立
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

の
３
つ
を
基
本
姿
勢
と
し
て
掲

げ
て
い
ま
す
。

〇
富
川
市
街
地
複
合
施
設
整
備

　

門
別
地
区
に
あ
る
富
川
市
街

地
に
、
２
０
２
５
年
４
月
オ
ー

プ
ン
予
定
の
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
、
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル

機
能
等

を
備
え

た
複
合

施
設
を

整
備
し

て
い
ま

す
。（
←

イ
メ
ー
ジ
図
）
施
設
に
は
、
バ

ス
の
待
合
ス
ペ
ー
ス
や
観
光
エ

リ
ア
、
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
や
多

目
的
ホ
ー
ル
、
室
内
遊
具
の
あ

る
キ
ッ
ズ
ホ
ー
ル
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

多
く
の
方
々
が
気
軽
に
立
ち
寄

れ
、
活
動
や
交
流
の
拠
点
と
し

て
賑
わ
い
の
あ
る
市
街
地
の
複

合
施
設
を
目
指
し
ま
す
。

〇
公
共
交
通
の
確
保

　

２
０
２
１
年
４
月
に
Ｊ
Ｒ
日

高
線
の
様
似
～
鵡
川
間
が
廃
止

と
な
り
、
こ
れ
に
伴
い
町
内
の

公
共
交
通
は
町
営
バ
ス
が
運
行

し
て
お
り
、
町
内
の
各
路
線
を

循
環
バ
ス
が
定
時
運
行
し
て
い

ま
す
。

　

公
共
交
通
は
、
デ
マ
ン
ド
バ

ス
、
温
泉
バ
ス
な
ど
地
域
住
民

の
移
動
手
段
と
し
て
大
き
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

〇
子
育
て
世
帯
支
援
対
策

　

新
た
に
町
民
と
な
っ
た
新
生

児
の
出
産
を
祝
福
し
、
エ
ン
ゼ

ル
祝
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
乳
児
か
ら
中
学
校
卒

業
ま
で
の
医
療
費
を
無
償
化

し
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図

る
と
と
も
に
、
多
様
な
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
実
施
な
ど
、
子
育

て
支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
て

い
ま
す
。

〇
産
業
学
習
推
進
制
度

　

日
高
町
教
育
委
員
会
が
主
催

す
る
「
日
高
町
産
業
学
習
」
は
、

定
時
制
高
校
で
あ
る
町
立
の
日

高
高
等
学
校
と
連
携
し
、
日
高

町
の
自
然
豊
か
な
地
域
資
源
を

活
用
し
た
様
々
な
体
験
を
通
し

て
、
心
身
と
と
も
に
健
全
な
青

少
年
の
育
成
を
目
指
す
総
合
学

習
シ
ス
テ
ム
で
す
。、「
日
高
町

産
業
学
習
」
の
単
位
習
得
に
よ

り
３
年
間
で
卒
業
可
能
と
な
り

ま
す
。

　

全
寮
制
で
、「
日
高
地
域
の

魅
力
を
活
か
し
た
新
し
い
教
育

シ
ス
テ
ム
の
創
設
に
よ
り
、
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
を

受
け
継
ぐ
若
者
の
育
成
」
を
目
指
し
た
特
色
あ
る
教
育
活
動
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
附
）

　
「
ふ
る
さ
と
日
高
応
援
寄
附
金
」
は
、
日
高
町
が
こ
れ

か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
施
策
を
皆
さ
ん
に
公
表
し
、
皆
さ

ん
か
ら
寄
附
と
い
う
形
で
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
を
応
援
し
て

い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、「
福
祉
・
少
子
化
対
策
に
関

す
る
事
業
」、「
教
育
・
文
化
に
関
す
る
事
業
」、「
自
然
環

境
保
全
に
関
す
る
事
業
」、「
産
業
振
興
及
び
地
域
振
興
に

関
す
る
事
業
」、「
ホ
ッ
カ
イ
ド
ウ
競
馬
の
応
援
に
関
す
る

事
業
」
の
５
つ
の
施
策
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

人
気
の
返
礼
品
と
し
て
は
、
町

の
特
産
品
で
あ
る
し
し
ゃ
も
で
、

太
平
洋
沿
岸
の
一
部
地
域
・
期
間

で
し
か
と
れ
な
い
貴
重
な
魚
で
す
。

冷
凍
の
ま
ま
弱
火
で
じ
っ
く
り
焼

い
て
い
た
だ
く
と
、
し
し
ゃ
も
の

自
然
の
ま
ま
の
味
を
お
楽
し
み
い

た
だ
け
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
日
高
町
Ｈ
Ｐ
ふ
る

さ
と
日
高
応
援
寄
附
金
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
り
、
寄
附
の
ご
検
討
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 　

町
の
取
組
み

町
の
取
組
み

人気の返礼品「ししゃも」ＨＰはこちら↑

mailto:info%40town.hidaka.hokkaido.jp?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
http://www.town.hidaka.hokkaido.jp/
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○
門
別
競
馬
場

　

道
内
唯
一
の
地
方
競
馬
場

で
あ
る
門
別
競
馬
場
は
、
地

方
競
馬
の
中
で
も
大
井
競
馬

場
に
並
ぶ
最
大
規
模
を
誇
り
、

夜
空
に
輝
く
北
斗
七
星
に
ち

な
ん
だ
「
グ
ラ
ン
シ
ャ
リ
オ

ナ
イ
タ
ー
」
の
愛
称
で
呼
ば

れ
、
レ
ー
ス
は
す
べ
て
ナ
イ

タ
ー
開
催
し
て
お
り
、
夜
に

な
る
と
、
照
明
に
照
ら
さ
れ

た
地
方
競
馬
最
大
級
の
コ
ー

ス
が
馬
産
地
に
輝
き
ま
す
。

ラ
イ
ト
の
光
を
浴
び
て
駆
け

抜
け
る
優
駿
の
姿
を
間
近
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

場
内
に
は
、「
ポ
ラ
リ
ス

ス
タ
ン
ド
」
と
呼
ば
れ
る
、

３
０
０
イ
ン
チ
の
巨
大
ス
ク

リ
ー
ン
や
、
半
屋
外
の
観
戦

ス
ペ
ー
ス
、
地
元
の
味
が
楽

し
め
る
飲
食
店
の
あ
る
快
適

な
競
馬
観
戦
が
で
き
る
施
設

が
あ
り
ま
す
。

　

北
海
道
の
雄
大
な
自
然
を

感
じ
な
が
ら
、
ナ
イ
ト
レ
ー

ス
の
興
奮
と
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド

の
ロ
マ
ン
を
心
ゆ
く
ま
で
お

楽
し
み
下
さ
い
。

〇
道
の
駅　

樹
海
ロ
ー
ド
日

高
　

札
幌
と
道
東
を
結
ぶ
国
道

２
７
４
号
と
、
旭
川
方
面
と
浦

河
方
面
を
結
ぶ
国
道
２
３
７

号
の
分
岐
点
に
あ
り
、
峠
の

出
入
り
口
に
あ
た
る
場
所
と
し

て
多
く
の
方
々
の
憩
い
の
場
と

な
っ
て
い
る
道
の
駅
で
す
。

　

国
道
２
３
７
号
線
の
道
路
沿

い
の
雄
大
な
森
林
風
景
か
ら
、

実
際
に
そ
の
道
が
樹
海
ロ
ー
ド

と
呼
ば
れ
、
樹
海
ロ
ー
ド
の
道

の
駅
と
し
て
樹
海
ロ
ー
ド
日
高

と
い
う
名
前
が
付
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

道
の
駅
内
に
は
直
売
所
や
売

店
、
そ
ば
処
な
ど
の
店
舗
も
あ

り
、
地
域
特
産
品
の
や
ま
べ
が

贅
沢
に
入
っ
た
や
ま
べ
天
そ
ば

は
、
食
べ
応
え
、
味
と
も
に
抜

群
で
す
。

　

ま
た
、
開
発
局
日
高
道
路
事

務
所
が
提
供
す
る
道
内
有
数
の

山
岳
ル
ー
ト
で
あ
る
日
勝
峠
の

道
路
状
況
を
７
台
の
ビ
デ
オ
カ

メ
ラ
で
と
ら
え
て
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
映
し
出
す
モ
ニ
タ
ー
テ
レ

ビ
を
休
憩
コ
ー
ナ
ー
に
設
置
し

て
お
り
、
冬
期
間
な
ど
気
に
な

る
峠
の
天
気
は
こ
こ
で
チ
ェ
ッ

ク
で
き
ま
す
。

　

旅
路
の
疲
れ
た
体
を
癒
や
す

場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
〇
日
高
山
脈
博
物
館

　

日
高
山
脈
の
雄
大
な
自
然

と
、
人
と
の
か
か
わ
り
を
、
地

質
や
岩
石
の
観
点
か
ら
紹
介
す

る
博
物
館
で
す
。

　

特
徴
あ
る
外
観
の
当
館
は
４

階
建
て
で
、
各
フ
ロ
ア
ご
と
に

テ
ー
マ
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

１
階
は
、
日
高
の
近
代
登
山

史
や
登
山
整
備
、登
山
ル
ー
ト
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
な
ど
、

日
高
山
脈
を
体
験
す
る
た
め
の

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

　

２
階
は
、
日
高
山
脈
で
見
ら

れ
る
代
表
的
な
岩
石
や
、
採
取

さ
れ
た
化
石
な
ど
が
展
示
さ
れ

て
い
る
、
当
館
の
メ
イ
ン
フ
ロ

ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

３
階
は
、
日
高
山
脈
の
地
形

や
生
き
も
の
の
、
ジ
オ
ラ
マ
や

模
型
、
標
本
な
ど
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

４
階
は
、日
高
の
山
並
み
と
、

そ
れ
に
囲
ま
れ
た
日
高
の
町
並

み
を
ご
覧
い
た
だ
け
る
展
望
台

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
来
館
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
日
高
沙
流
川
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場

　

日
高
沙
流
川
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
は
、日
高
山
脈
の
ふ
も
と
、

日
高
町
を
流
れ
る
清
流
「
沙
流

川
」
沿
い
に
あ
る
キ
ャ
ン
プ
場

で
す
。
オ
ー
ト
サ
イ
ト
は
電
源

付
き
サ
イ
ト
や
ペ
ッ
ト
と
泊
ま

れ
る
サ
イ
ト
な
ど
１
０
０
以
上

の
区
画
が
あ
り
、
そ
の
ほ
か
に

13
棟
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
と
フ
リ
ー

サ
イ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
場
内
に
は
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池
・

ド
ッ
グ
ラ
ン
（
キ
ャ
ン
プ
場
内

施
設
と
し
て
は
道
内
最
大
規

模
）
が
整
備
さ
れ
、
隣
接
す
る

沙
流
川
で
は
川
遊
び
や
魚
釣
り

が
楽
し
め
ま
す
。

○
日
高
国
際
ス
キ
ー
場

　

日
高
山
脈
の
ふ
も
と
「
北
日

高
岳
」
を
一
気
に
滑
る
、
日
高

地
方
唯
一
の
本
格
的
な
ス
キ
ー

場
で
す
。

　

ペ
ア
リ
フ
ト
４
基
と
、
全
10

コ
ー
ス
か
ら
な
る
当
ス
キ
ー
場

は
、
起
伏
に
富
ん
だ
コ
ー
ス
や

フ
ラ
ッ
ト
な
１
枚
バ
ー
ン
の
ほ

か
、
非
圧
雪
コ
ー
ス
や
林
間

コ
ー
ス
な
ど
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

が
豊
富
で
初
心
者
か
ら
上
級
者

ま
で
楽
し
め
ま
す
。

　

駐
車
場
と
リ
フ
ト
乗
り
場
が

隣
接
し
て
い
る
た
め
、ス
キ
ー
・

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
担
ぎ
な
が
ら

長
距
離
を
歩
く
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
。
小
さ
な
お
子
様
に
は
ソ

リ
コ
ー
ス
が
人
気
で
す
。

○
ｙ
ｏ
ｇ
ｉ
ｂ
ｏ
ヴ
ェ
ル
サ
イ

ユ
リ
ゾ
ー
ト
フ
ァ
ー
ム

　

国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
引
退

名
馬
が
在
籍
す
る
牧
場
で
延
べ

20
頭
以
上
の
引
退
馬
た
ち
が
暮

ら
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
の
牧
場
内
に

泊
ま
れ
る
宿
と
し
て
、
国
内
で

も
滅
多
に
な
い
宿
泊
施
設
に

な
っ
て
い
て
、
３
６
０
度
馬
た

ち
に
囲
ま
れ
る
非
日
常
体
験
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
窓
の
外
の
馬
た
ち
を

見
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
一
息

つ
け
る
馬
カ
フ
ェ
も
あ
り
、
見

学
時
の
休
憩
所
と
し
た
り
、
旅

の
途
中
駅
と
し
た
り
馬
た
ち
と

よ
り
近
く
で
癒
さ
れ
る
場
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
広
大
な
海    

雄
大
な
山
な
み

                   
優
し
さ
溢
れ
る
日
高
町
」

○
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
紹
介

・
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

【
日
高
地
区
】
ク
ル
ミ
ち
ゃ
ん

　

エ
ゾ
リ
ス
を
モ
チ
ー
フ
と
し

て
お
り
、
町
木
で
あ
っ
た
く
る

み
の
木
よ
り
命
名
さ
れ
て
い
ま

す
。
好
き
な
食
べ
物
は
も
ち
ろ
ん
く
る
み
で
、
必
殺
技
は
、

く
る
み
割
り
と
す
ば
や
く
逃
げ
る
こ
と
で
す
。。

【
門
別
地
区
】
と
ね
っ
こ
く
ん

　

１
歳
未
満
の
仔
馬
の
こ
と
を

“
と
ね
っ
こ
”
と
呼
ば
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
命
名
さ
れ
て
い
て
、
年

齢
は
永
遠
の
１
歳
で
す
。
好
き
な

食
べ
物
は
牧
草
で
、
必
殺
技
は
ロ

ケ
ッ
ト
ス
タ
ー
ト
で
す
。
夢
は
中

央
競
馬
Ｇ
Ⅰ
レ
ー
ス
の
有
馬
記
念
に
出
場
す
る
こ
と
で
す
。
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平びら
と
り取
町
の
ご
紹
介

平び
ら
と
り取
町
の
ご
紹
介

○
概
要

　

日
高
山
脈
襟
裳
国
定
公
園
で

最
も
高
い
幌
尻
岳
を
は
じ
め
と

す
る
山
々
を
抱
き
、
面
積
の
約

８
割
が
山
林
の
緑
あ
ふ
れ
る
ま

ち
で
す
。
芽
生
（
め
む
）
地
区

に
は
、
面
積
約
15
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
日
本
一
の
野
生
す
ず
ら
ん
群

生
地
が
あ
り
、
初
夏
を
涼
し
げ

に
彩
り
ま
す
。
冬
は
北
海
道
内

で
も
積
雪
が
少
な
く
、
比
較
的

温
暖
な
地
域
で
す
。
幌
尻
岳
は

ア
イ
ヌ
語
で
「
大
き
い
山
」
を

意
味
し
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
間

で
は
古
来
か
ら
神
様
が
い
る
山

と
し
て
崇
拝
さ
れ
、
祈
り
を
捧

げ
て
い
た
霊
山
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
ま
ち
を
貫
流
す
る
沙

流
川
は
、
こ
の
地
に
豊
か
な
森

と
肥
沃
な
農
地
を
も
た
ら
し
た

母
な
る
川
で
す
。
流
域
に
は
先

史
時
代
か
ら
人
々
の
生
活
の
跡

が
残
さ
れ
、
近
・
現
代
に
お
い

て
も
ア
イ
ヌ
の
伝
統
が
息
づ
く

ま
ち
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
町
の
名
前
「
平
取
（
び
ら

と
り
）
町
」
は
、
ア
イ
ヌ
語
の

「
ピ
ラ
・
ウ
ト
ル
」（
崖
の
間
）

か
ら
出
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

季
節
ご
と
に
趣
を
変
え
る
自

然
の
表
情
も
平
取
町
の
魅
力

で
、
春
は
義
経
神
社
境
内
を
中

心
と
し
た
義
経
公
園
の
桜
や
ツ

ツ
ジ
、
秋
に
は
ま
ち
の
公
園
や

展
望
台
か
ら
望
む
山
々
、
ダ
ム

建
設
で
生
ま
れ
た
に
ぶ
た
に
湖

湖
畔
な
ど
が
紅
葉
に
染
ま
り
ま

す
。

○
基
幹
産
業

　

豊
か
な
自
然
を
生
か
し
た
農

畜
産
業
が
基
幹
産
業
で
す
。
生

産
者
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ

て
、
品
質
や
食
味
が
追
及
さ
れ

た
愛
情
の
こ
も
っ
た
品
質
の
高

い
特
産
品
が
生
ま
れ
、
全
国
に

出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。。

○
「
び
ら
と
り
」
は
安
心
の
証

し
　

町
で
は
、
米
、
野
菜
、
牛
乳
、

軽
種
馬
、
肉
用
牛
な
ど
を
生
産

し
て
い
ま
す
。
中
で
も
「
ニ
シ

パ
の
恋
人
」
の
名
を
冠
す
る
ト

マ
ト
を
は
じ
め
、
き
ゅ
う
り
や

か
ぼ
ち
ゃ
、
メ
ロ
ン
な
ど
の
農

産
物
及
び
和
牛
、
黒
豚
は
、
そ

の
お
い
し
さ
か
ら
道
内
外
で
知

名
度
の
高
い
ブ
ラ
ン
ド
品
と
な

っ
て
い
ま
す
。

○
ブ
ラ
ン
ド
野
菜
「
び
ら
と
り

ト
マ
ト
」

　

さ
わ
や
か
な
気
候
と
農
家
の

き
め
細
か
い
管
理
に
よ
り
、
糖

度
と
酸
度
の
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
、
お
い
し
い
ト
マ
ト
を
生
産

し
て
い
ま
す
。
出
荷
量
は
北
海

道
一
で
、
全
国
で
も
有
数
の
産

地
と
な
っ
て
お
り
、
関
東
・
関

西
方
面
で
も
人
気
を
集
め
て
い

ま
す
。

○
イ
ベ
ン
ト
情
報

　

毎
年
２
月
上
旬
に
「
全
道
Ｐ

Ｋ
グ
ラ
ン
プ
リ
」
が
二
風
谷
フ

ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
雪
上
で
思
う
よ
う
に
動

け
な
い
中
で
の
Ｐ
Ｋ
合
戦
に
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
北
海
道

各
地
か
ら
参
加
者
が
集
ま
り
、

白
熱
し
た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
観
戦
中
に
は

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
も
で
き
ま
す
。

寒
さ
の
中
で
び
ら
と
り
和
牛
を

味
わ
い
、
動
い
た
後
に
は
び
ら

と
り
温
泉
で
温
ま
っ
て
帰
る
、

そ
ん
な
充
実
し
た
一
日
を
ぜ
ひ

ご
体
験
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、「
沙
流
川
ま
つ
り
」

の
名
称
を
変
え
、
４
年
ぶ
り
に

「
食
の
祭
典　

び
ら
と
り
和
牛
・

ト
マ
ト
ま
つ
り
」
と
い
う
町
最

大
の
イ
ベ
ン
ト
を
二
風
谷
フ
ァ

ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
で
９
月
に
開
催

し
ま
し
た
。
ブ
ラ
ン
ド
牛
「
び

ら
と
り
和
牛
」
の
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
や
「
び
ら
と
り
ト
マ
ト
」
な

ど
特
産
品
を
普
段
よ
り
お
得
に

味
わ
え
る
ほ
か
、
地
元
の
飲
食

店
な
ど
も
出
店
し
、
地
域
の
グ

ル
メ
を
お
も
い
っ
き
り
楽
し
め

る
、
ま
さ
に
「
食
の
祭
典
」
で

す
。
ぜ
ひ
一
度
足
を
運
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。

平
取
町
と
は

平
取
町
と
は

人口：４，６０６人
　　　（Ｒ５. ４末現在）
面積：約７４３. ０９K㎡

全道ＰＫグランプリ

食の祭典

○
ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興

　

平
取
町
は
、
先
住
民
族
で
あ

る
ア
イ
ヌ
民
族
の
方
々
が
数
多

く
暮
ら
し
、
生
き
た
ア
イ
ヌ
文

化
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
稀
有
な
地
域
で
す
。
そ
の
文

化
や
技
術
を
普
及
啓
発
・
継
承

し
て
い
く
た
め
、
本
格
的
な
ア

イ
ヌ
工
芸
の
体
験
を
誰
で
も
気

軽
に
で
き
る
施
設
「
ウ
レ
シ
パ
」

や
ア
イ
ヌ
文
化
の
担
い
手
の
育

成
や
交
流
の
新
た
な
拠
点
で
あ

る
「
イ
オ
ル
文
化
交
流
セ
ン
タ

ー
」
等
の
整
備
な
ど
、
様
々

な
推
進
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

○
北
海
道
平
取
高
等
学
校
の
魅

力
化

　

町
内
唯
一
の
高
校
で
あ
る
北

海
道
平
取
高
等
学
校
は
、
近
年

入
学
者
数
の
減
少
が
続
き
、
そ

の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま

す
。
高
校
が
な
く
な
る
こ
と
は

計
り
知
れ
な
い
影
響
を
地
域
に

与
え
る
こ
と
か
ら
、
町
を
挙
げ

て
高
校
の
魅
力
化
に
乗
り
出
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
平
取
高

校
生
や
町
内
中
学
生
が
無
料
で

通
う
こ
と
が
で
き
る
公
設
民

営
塾
「
び
ら
と
り
義
経
塾
」
の

運
営
や
制
服
の
無
償
化
、
入
学

時
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
贈
呈
、
各
種

資
格
検
定
料
助
成
、
部
活
動
費

助
成
、
修
学
旅
行
費
助
成
な
ど

様
々
な
量
的
支
援
を
手
厚
く
講

じ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
平

取
な
ら
で
は
の「
ア
イ
ヌ
文
化
」

を
活
か
し
た
多
様
性
・
共
生
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
特
長
的
で

魅
力
あ
る
学
校
を
共
創
し
、
発

信
し
て
い
く
こ
と
で
、
北
海
道

内
の
み
な
ら
ず
全
国
か
ら
生
徒

が
集
ま
る
学
校
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

○
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に

向
け
た
取
組
み

　

２
０
０
５
年
か
ら
２
０
１
４

年
ま
で
［
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
］
に
取
組
み
、
２
０
１
８
年

４
月
に
「
平
取
町
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
（
事
務
事
業

編
）」
を
策
定
し
、
地
球
温
暖

化
と
い
う
課
題
に
向
き
合
い
、

事
業
活
動
に
お
け
る
エ
コ
な
取

組
の
実
践
、
省
エ
ネ
設
備
や
太

陽
光
発
電
の
推
進
な
ど
、
地
域

脱
炭
素
に
向
け
た
取
組
を
積
極

的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。
令
和

３
年
度
に
は
「
平
取
町
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー
」
を
整

備
し
、
公
共
施
設
等
へ
の
電

気
・
熱
源
の
供
給
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
令
和
４
年
度
に

２
０
５
０
年
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
を
実
現
す
る
意
思
を
表

明
す
る
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。

○
ふ
る
さ
と
会

（
苫
小
牧
び
ら
と
り
会
、
札
幌

び
ら
と
り
会
、
北
海
道
び
ら
と

り
会
）

担
当
部
署　

観
光
商
工
課

☎
０
１
４
５
７
・
３
・
７
７
０
３

町
の
取
組
み

町
の
取
組
み

○
ふ
る
さ
と
納
税(

寄
附)

　

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
町
が
抱
え
て
い
る
様
々
な
課
題

解
決
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

返
礼
品
と
し
て
、「
び
ら
と
り
和
牛
」
や
「
ニ
シ
パ
の
恋
人
」

（
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
）、
平
取
黒
豚
、
そ
し
て
北
海
道
で
唯
一
、

国
か
ら
伝
統
的
工
芸
品
と
し
て
指
定
を
受
け
た
ア
イ
ヌ
工
芸

品
「
二
風
谷
イ
タ
」（
盆
）、「
二
風
谷
ア
ッ
ト
ウ
シ
」（
樹
皮

の
反
物
）
な
ど
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
「
二
風
谷
イ
タ
」
は
木
製
の
浅
く
平
た
い
形
状
の
盆
で
、

う
ず
ま
き
形
を
模
し
た
ア
イ
ヌ
文
様
、
ウ
ロ
コ
形
を
模
し
た

ウ
ロ
コ
彫
り
が
特
徴
で
す
。「
二
風
谷
ア
ッ
ト
ウ
シ
」
と
は
、

オ
ヒ
ョ
ウ
等
の
樹
皮
か
ら
作
っ
た
糸
を
用
い
て
機
織
り
さ
れ

た
反
物
で
、
水
に
強
く
、
通
気
性
に
優
れ
、
独
特
な
風
合
い

が
あ
り
ま
す
。

　

平
取
町
に
は
お
い
し
い
特
産
品
や
匠
の
技
が
光
る
逸
品
が

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＜返礼品の
　　一例＞

＜ふるさと納税
　QR コード＞

●お問い合わせ　
○平取町役場　〒０５５－０１９２　北海道沙流郡平取町本町２８番地
ＴＥＬ：０１４５７－２－２２２２　ＦＡＸ：０１４５７－２－２２７７

E-mail：web-info@town.biratori.lg.jp
公式ホームページ：http://www.town.biratori.hokkaido.jp/

mailto:web-info%40town.biratori.lg.jp%20?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
http://www.town.biratori.hokkaido.jp/ 
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平び
ら
と
り取
町
の
ご
紹
介

平びら
と
り取
町
の
ご
紹
介

●お問い合わせ　
○平取町役場　〒０５５－０１９２　北海道沙流郡平取町本町２８番地
ＴＥＬ：０１４５７－２－２２２２　ＦＡＸ：０１４５７－２－２２７７

E-mail：web-info@town.biratori.lg.jp
公式ホームページ：http://www.town.biratori.hokkaido.jp/

○
日
本
一
の
広
さ
を
誇
る
す

ず
ら
ん
群
生
地

　

か
つ
て
全
滅
の
危
機
に
瀕

し
た
す
ず
ら
ん
を
保
護
管
理

し
、
10
年
の
歳
月
を
か
け
自

然
の
状
態
に
回
復
さ
せ
ま
し

た
。
白
樺
の
林
と
鮮
や
か
な

緑
の
野
に
咲
き
乱
れ
、
さ
わ

や
か
な
甘
い
香
り
が
約
15
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
わ
た
っ
て
広
が

り
、
平
取
の
群
生
地
は
、
そ

の
規
模
と
美
し
さ
で
日
本
一

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
普
段

は
保
護
の
た
め
に
立
ち
入
り

禁
止
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

花
が
見
ご
ろ
に
な
る
６
月
中

旬
の
期
間
の
み
「
す
ず
ら
ん

鑑
賞
会
」
と
し
て
一
般
の
方

に
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

○
日
高
山
脈
の
最
高
峰
、
日

本
百
名
山
「
幌
尻
（
ぽ
ろ
し
り
）

岳
」

　

幌
尻
岳
は
標
高
２
０
５
２

ｍ
。
ア
イ
ヌ
語
で
「
ポ
ロ
（
大

き
い
）
シ
リ
（
山
）」
を
意
味

し
、
豊
富
な
動
植
物
と
多
彩

な
自
然
環
境
を
有
し
た
美
し

い
山
で
す
。
山
頂
か
ら
は
日

高
山
系
の
山
々
が
一
望
で
き
、

魅
力
的
な
山
と
し
て
登
山
者

に
高
い
人
気
が
あ
り
ま
す
。

○
渓
流
釣
り
で
有
名
な
川
魚

の
宝
庫
「
沙
流
川
」（
さ
る
が

わ
）

　

日
高
山
脈
を
源
と
し
、
日
本

一
の
清
流
に
選
ば
れ
た
こ
と
も

あ
る
川
で
す
。
沙
流
川
は
ゆ
っ

た
り
と
し
た
自
然
を
そ
の
ま
ま

に
し
た
魅
力
的
な
川
で
、
上
流

は
オ
シ
ョ
ロ
コ
マ
、
下
流
は
ウ

グ
イ
、
そ
の
他
に
も
ヤ
マ
メ
、

ニ
ジ
マ
ス
な
ど
、
釣
り
の
メ
ッ

カ
と
し
て
も
よ
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

○
北
海
道
を
象
徴
す
る
放
牧
風

景
が
見
ら
れ
る
町
営
牧
場

　

町
営
牧
場
は
、
す
ず
ら
ん
群

生
地
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。
特

産
の
び
ら
と
り
和
牛
が
飼
育
さ

れ
て
い
て
、
詩
情
豊
か
な
放
牧

風
景
は
、
北
海
道
を
代
表
す
る

風
物
詩
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

○
オ
プ
シ
ヌ
プ
リ
の
穴
あ
き
山

の
夕
陽

　

オ
キ
ク
ル
ミ
カ
ム
イ
が
矢
で

射
抜
い
た
と
い
う
ア
イ
ヌ
伝
承

が
残
る
山
で
す
。
オ
プ
シ
ヌ
プ

リ
は
「
穴
が
あ
く
・
山
」
の
意

味
で
、
夏
至
の
前
後
に
は
、
幅

約
14
メ
ー
ト
ル
の
穴
に
太
陽
が

沈
ん
で
ゆ
く
幻
想
的
な
光
景
が

出
現
し
ま
す
。

○
平
取
町
ア
イ
ヌ
工
芸
伝
承
館

ウ
レ
シ
パ

　

ア
イ
ヌ
工
芸
の
伝
統
が
息
づ

く
「
匠
の
道
」
第
一
線
の
工
芸

家
の
技
術
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
、
工
芸
家
を
志
望
す
る
人
た

ち
が
技
術
を
学
び
、
観
光
客
の

方
や
町
民
が
気
軽
に
工
芸
を
体

験
で
き
る
場
と
し
て
様
々
な
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

○
二
風
谷
ア
イ
ヌ
文
化
博
物
館

　

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
「
北

海
道
二
風
谷
及
び
周
辺
地
域
の

ア
イ
ヌ
生
活
用
具
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
を
は
じ
め
と
し
た
ア
イ
ヌ

の
民
具
や
、
重
要
文
化
的
景
観

に
選
定
さ
れ
た
チ
セ
（
ア
イ
ヌ

民
族
の
住
居
）
群
の
ほ
か
、
数

多
く
の
視
聴
覚
資
料
、
関
係
図

書
が
所
蔵
・
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

○
旧
マ
ン
ロ
ー
邸

　

英
国
出
身
の
考
古
学
者
・
人

類
学
者
の
ニ
ー
ル
・
ゴ
ー
ド
ン
・

マ
ン
ロ
ー
博
士
は
、
ア
イ
ヌ
文

化
研
究
の
た
め
平
取
町
二
風
谷

地
区
に
移
住
し
、
研
究
の
か
た

わ
ら
医
師
と
し
て
奉
仕
活
動
に

生
涯
を
捧
げ
ま
し
た
。
当
時
の

住
宅
兼
診
療
所
は
現
在
、
北
海

道
大
学
文
学
部
二
風
谷
研
究
室

と
し
て
活
用
さ
れ
て
お
り
、
魅

力
的
な
洋
館
の
外
観
や
庭
は
自

由
に
見
学
で
き
ま
す
。

○
義
経
神
社

　

平
泉
か
ら
ひ
そ
か
に
北
海
道

へ
渡
っ
た
源
義
経
を
、
ア
イ
ヌ

の
人
々
が
「
ハ
ン
ガ
ン
（
判
官
）

カ
ム
イ
（
神
）」
と
呼
び
慕
っ

た
と
い
う
の
が
平
取
町
に
残
る

義
経
伝
説
で
す
。
江
戸
幕
府
の

役
人
、
近
藤
重
蔵
が
義
経
公
を

崇
拝
す
る
こ
の
地
の
民
族
の
た

め
に
像
を
作
ら
せ
、
御
神
像
と

し
て
寄
進
安
置
し
た
こ
と
が
そ

の
起
源
で
す
。
木
々
に
囲
ま
れ

た
境
内
は
静
謐
な
空
気
に
満
ち

て
お
り
、
春
は
桜
、
秋
は
紅
葉

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

夏
に
は
白
装
束
を
ま
と
い
神
輿

を
担
ぎ
町
内
を
練
り
歩
く
「
義

経
神
社
例
大
祭
」
が
、
冬
に
は

馬
産
地
で
あ
る
平
取
町
な
ら
で

は
の
馬
体
安
全
と
必
勝
祈
願
の

儀
式
「
初
午
祭
（
は
つ
う
ま
さ

い
）」
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

○
二
風
谷
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド

　

豊
か
な
自
然
の
中
で
ア
ウ
ト

ド
ア
体
験
を
満
喫
で
き
る
公
園

で
す
。
野
鳥
の
森
や
、
マ
カ
ウ

シ
の
滝
な
ど
見
ど
こ
ろ
多
彩
な

遊
歩
道
は
春
に
は
桜
、
夏
に
は

緑
が
あ
ふ
れ
、
秋
に
は
紅
葉
、

冬
に
は
氷
壁
と
四
季
を
体
感
で

き
ま
す
。
園
内
に
は
野
球
場
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
な
ど

の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
あ
り
、
他

に
は
バ
ッ
テ
リ
ー
カ
ー
、
ア
ス

レ
チ
ッ
ク
の
遊
具
も
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
中
で
も
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
は
起
伏
に
と
ん
だ
難
所

コ
ー
ス
が
あ
り
、
人
気
を
集
め

て
い
ま
す
。

○
車
の
ま
ま
で
気
軽
に
キ
ャ
ン

プ
！
「
二
風
谷
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
　

二
風
谷
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド

内
に
あ
り
ま
す
。
車
ご
と
乗
り

い
れ
る
こ
と
が
で
き
る
人
気
の

キ
ャ
ン
プ
場
で
す
。
テ
ン
ト
サ

イ
ト
に
は
炊
事
施
設
や
ト
イ
レ

も
完
備
し
て
お
り
、
す
ぐ
近
く

に
は
び
ら
と
り
温
泉「
ゆ
か
ら
」

も
あ
る
こ
と
か
ら
入
浴
・
買
物

に
も
便
利
な
立
地
で
す
。

○
び
ら
と
り
温
泉
「
ゆ
か
ら
」

　

二
風
谷
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

に
隣
接
し
て
お
り
、
館
内
は
ア

イ
ヌ
文
化
を
い
た
る
と
こ
ろ
で

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
装
飾
が

ほ
ど
こ
さ
れ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や

休
憩
所
、
お
土
産
コ
ー
ナ
ー
の

他
、
宿
泊
施
設
や
グ
ラ
ン
ピ

ン
グ
も
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
っ
ぷ
り
遊
ん
だ
後
に
、
ゆ
っ

く
り
と
温
泉
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

○
北
海
道
の
大
自
然
を
感
じ
る

「
ニ
セ
ウ
・
エ
コ
ラ
ン
ド
」

　

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
は
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
し
、
手
軽
に
利
用
で
き

る
バ
ン
ガ
ロ
ー
も
あ
り
ま
す
。

ほ
か
に
も
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
や

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
、
野
生
ホ
タ
ル

の
観
賞
な
ど
が
楽
し
め
ま
す
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
す
ず
ら
ん
の
咲
く
ま
ち
　
び
ら
と
り
」

○
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ビ
ラ
ッ
キ
ー
」
の
自
己
紹
介

　

好
物
の
び
ら
と
り
ト
マ
ト
を
食
べ
過
ぎ
て
赤
く
な
っ
た
ビ

ラ
。
ト
マ
ト
の
赤
い
丸
い
体
に
、
し
っ
ぽ
は
ス
ズ
ラ
ン
、
豚

の
鼻
、
牛
の
角
を
持
つ
妖
精
の
ビ
ラ
ッ
キ
ー
だ
ビ
ラ
。

名
前
の
由
来　
「
ｂ
ｅ　

ｌ
ｕ
ｃ
ｋ
ｙ
」
＝
「
ラ
ッ
キ
ー
！

つ
い
て
る
！
」
一
緒
に
写
真
を
撮
る
と
幸
せ
に
な
れ
る
ウ
ワ

サ性
別　

ヒ
ミ
ツ

誕
生
日　

７
月
１
日

性
格　

好
奇
心
い
っ
ぱ
い

で
、
食
い
し
ん
坊

特
技　

さ
わ
っ
た
ト
マ
ト
が

甘
く
な
る･･･(

気
が
す
る)

好
物　

ト
マ
ト
、
和
牛
、
黒
豚　

※
妖
精
な
の
で
共
食
い
で

は
な
い
ビ
ラ
！

く
ち
ぐ
せ　
「
イ
ラ
ン
カ
ラ
プ
テ
」
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
あ
い

さ
つ
で｢

こ
ん
に
ち
は｣

っ
て
い
う
意
味
だ
ビ
ラ

mailto:web-info%40town.biratori.lg.jp%20?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
http://www.town.biratori.hokkaido.jp/ 
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新にい
か
っ
ぷ冠
町
の
ご
紹
介

新に
い
か
っ
ぷ冠
町
の
ご
紹
介

●お問い合わせ
新冠町役場　〒０５９－２４９２　北海道新冠郡新冠町字北星町３番地の２
ＴＥＬ：０１４６４－７－２１１１　ＦＡＸ：０１４６４－７－２６００

E-mail：info@niikappu.jp
公式ホームページ　https://www.niikappu.jp

○
概
要

　

新
冠
町
は
、北
海
道
の
南
部
、

日
高
振
興
局
内
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
、
東
側
は
新
ひ
だ
か
町

と
接
し
、
西
側
は
日
高
町
と
接

し
て
い
ま
す
。
北
側
は
「
日
高

山
脈
襟
裳
国
定
公
園
」
の
主

峰
、
幌
尻
岳
（
２
０
５
２
ｍ
）

を
擁
す
る
日
高
山
脈
を
境
界
と

し
て
十
勝
総
合
振
興
局
内
に
連

な
り
、南
側
は
太
平
洋
に
面
し
、

全
体
と
し
て
北
東
か
ら
南
西
に

の
び
る
帯
状
の
行
政
区
域
で
面

積
の
約
71
％
を
山
林
が
占
め
て

い
ま
す
。
気
象
は
海
洋
性
気
候

に
属
し
、
年
間
平
均
気
温
は
8.4

度
と
夏
は
涼
し
く
、
冬
は
温
暖

に
加
え
最
深
積
雪
量
は
25
㎝
程

度
と
年
間
を
通
し
て
過
ご
し
や

す
い
環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
歴
史

　

明
治
時
代
の
は
じ
め
頃
、
新

冠
は
高
江
の
他
、
10
の
村
（
地

域
）で
成
り
立
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
地
域
を
統
括
す
る
役
場

と
し
て
、
明
治
14
年
に
戸
長
役

場
（
現
在
の
町
役
場
）
が
初
め

て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
新
冠
町

で
は
、こ
の
年
を
「
開
町
の
年
」

と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
36
年
に
は
「
新

冠
村
」
か
ら
「
新
冠
町
」
へ
と

呼
び
名
が
変
わ
り
、
現
在
の
町

制
を
施
行
し
、
令
和
3
年
に
開

町
か
ら
１
４
０
年
。
町
制
施
行

か
ら
60
年
を
迎
え
ま
し
た
。

〇
基
幹
産
業

　

新
冠
町
は
、
地
域
条
件
や
気

候
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
活
か

し
、
主
な
産
業
と
し
て
軽
種
馬

産
業
、
農
畜
産
業
、
水
産
業
を

幅
広
く
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

軽
種
馬
産
業
に
お
い
て
は
、

「
ハ
イ
セ
イ
コ
ー
号
」
や
「
ナ

リ
タ
ブ
ラ
イ
ア
ン
号
」、「
コ

ン
ト
レ
イ
ル

号
」
な
ど

全
国
の
競
馬

フ
ァ
ン
を
沸

か
せ
た
名
馬

の
産
地
で
あ

り
、
様
々
な

優
秀
馬
を
輩

出
し
て
お
り

ま
す
。
昨
今

の
軽
種
馬
生

産
状
況
は
良

好
で
あ
り
、
平
成
30
年
度
か
ら

市
場
上
場
頭
数
は
４
０
０
頭
以

上
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　

農
畜
産
業
に
お
い
て
は
、米
、

野
菜
、
乳
用
牛
、
肉
用
牛
と
幅

広
く
生
産
し
て
お
り
、
中
で
も

北
海
道
に
お
け
る
生
産
量
１
位

を
誇
る
「
に
い
か
っ
ぷ
ピ
ー
マ

ン
」
を
は
じ
め
、
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
な
ど
の
施
設
野
菜
を
生
産
し

て
い
ま
す
。

　

に
い
か
っ
ぷ
ピ
ー
マ
ン
は
大

ぶ
り
で
苦
み

が
少
な
く
、

甘
み
が
あ
る

こ
と
が
特
徴

で
、
道
内
外

へ
出
荷
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
賞
味
く

だ
さ
い
。

　

水
産
業
に
お
い
て
は
、
森
林

な
ど
の
働
き
に
よ
っ
て
栄
養
豊

か
な
海
か
ら
は
、
サ
ケ
、
タ
コ
、

ホ
ッ
キ
貝
を
は
じ
め
と
し
た
豊

富
で
多
種
多
様
な
水
産
物
が
水

揚
げ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
定
置
網
漁
に
よ
る
サ

ケ
の
水
揚
げ
、
タ
コ
箱
漁
・
空

釣
り
縄
漁
に
よ
る
タ
コ
の
水
揚

げ
の
ほ
か
、
昆
布
漁
も
行
わ
れ

て
お
り
「
日
高
昆
布
」
は
全
国

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
道
内
外
に
出

荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

〇
イ
ベ
ン
ト
情
報

・
ふ
る
さ
と
祭
り
・
ふ
る
さ
と

盆
踊
り

　

新
冠
の
盛
夏
を
告
げ
る
「
に

い
か
っ
ぷ
ふ
る
さ
と
祭
り
」
は

毎
年
７
月
中
旬
に
行
わ
れ
、
た

く
さ
ん
の
出
店
が
立
ち
並
ぶ

中
、
氷
川
若
衆
会
を
中
心
と
す

る
周
慶
み
こ
し
の
練
り
歩
き
や

新
冠
判
官
太
鼓
保
存
会
に
よ

る
演
奏
、
有
名
人
が
登
場
す

る
歌
謡

シ
ョ
ー

な
ど
２

日
間
に

渡
り
多

彩
な
催

し
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
お
盆
に
は
新
冠
町
青

年
団
体
連
絡
会
議
に
よ
る
「
に

い
か
っ
ぷ
ふ
る
さ
と
盆
踊
り
」

が
開
か
れ
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

新
冠
町
と
は

新
冠
町
と
は人口 5,169 人

（R5.8 月末現在）
面積 585.81K㎡

〇
「
レ
・
コ
ー
ド
」
の
ま
ち
に

い
か
っ
ぷ

　

新
冠
町
は
競
走
馬
と
レ
コ
ー

ド
の
ま
ち
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
町
の
至
る
と
こ
ろ
に

「
レ
・
コ
ー
ド
」
と
い
う
単
語

が
使
わ
れ
て
い
る
事
は
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。

　
「
レ
・
コ
ー
ド
」
と
は
、「
リ

タ
ー
ン
（
帰
る
）、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ（
回
復
）の
頭
文
字
の「
レ

／
Ｒ
Ｅ
」
と
、
ラ
テ
ン
語
で

「
心
」
と
い
う
意
味
の
「
コ
ー

ド
／CORD

」
を
組
み
合
わ

せ
て
「
レ
・
コ
ー
ド
／RE

・

CORD

」
と
表
記
し
、「
大
切

な
心
に
帰
る
・
心
の
再
生
」
な

ど
の
大
き
な
意
味
の
広
が
り
を

持
つ
言
葉
と
し
て
町
が
作
っ
た

造
語
で
す
。
当
町
の
実
施
す
る

施
策
の
根
底
に
も
こ
の
「
レ
・

コ
ー
ド
」
の
精
神
が
反
映
さ
れ

て
い
ま
す
。

〇
第
6
次
新
冠
町
総
合
計
画

　
「
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
」「
潤
い
の
あ

る
環
境
を
創
出
す
る
ま
ち
づ
く

り
」「
快
適
で
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
」「
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

「
力
強
く
安
定
し
た
産
業
づ
く

り
」「
郷
土
を
愛
し
生
き
る
力

を
育
む
人
づ
く
り
」「
自
立
し

た
ま
ち
づ
く
り
」
の
6
つ
を
基

本
姿
勢
と
し
て
掲
げ
て
い
ま

す
。

〇
国
保
診
療
所
の
改
築

　

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
町
の
医

療
を
担
う
国
保
診
療
所
施
設
の

老
朽
化
が
著
し
い
こ
と
か
ら
現

在
改
築
に
向
け
た
取
組
を
進
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
一

層
安
心
し
て
住
み
よ
い
町
民
生

活
を
確
保
す
る
事
と
し
て
い
ま

す
。
町
民
の
皆
さ
ん
へ
は
進
捗

状
況
を
お
知
ら
せ
し
な
が
ら
一

つ
一
つ
改
築
に
向
け
た
取
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

〇
危
機
管
理
体
制
の
構
築

　

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
町
で
は

令
和
３
年
度
に
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
、
令
和
４
年
度
に
津
波

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
防
災
学
習

ノ
ー
ト
を
全
戸
配
布
し
た
ほ

か
、
町
民
の
生
命
を
守
る
避
難

施
設
の
整
備
な
ど
、
ハ
ー
ド
面

で
の
避
難
対
策
を
促
進
す
る

等
、
危
機
管
理
体
制
の
構
築
を

進
め
て
い
ま
す
。

〇
小
学
校
の
統
合

　

郷
土
を
愛
し
生
き
る
力
を
育

む
人
づ
く
り
に
お
い
て
、
町
で

は
町
費
負
担
教
諭
の
配
置
の
ほ

か
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習

活
動
の
充
実
と
施
設
環
境
整
備

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
少

子
化
社
会
の
中
、
よ
り
良
い
教

育
環
境
を
等
し
く
提
供
す
る
こ

と
が
新
冠
町
の
子
ど
も
達
に
資

す
る
と
い
う
考
え
の
下
、
令
和

６
年
４
月
１
日
の
小
学
校
統
合

に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

○
ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
附
）

　

頂
い
た
寄
附
金
に
つ
い
て
は
「
ア
ナ
ロ
グ
レ
コ
ー
ド

文
化
の
保
存
活
用
に
関
す
る
事
業
」、「
世
界
で
活
躍
す

る
競
走
馬
づ
く
り
支
援
に
関
す
る
事
業
」、「
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
町
長
が
必
要
と
す
る
事
業
」
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

競
走
馬
の
故
郷
と
し
て
も
知
ら
れ
る
新
冠
の
恵
ま
れ

た
土
地
で
育
っ
た
牛
か
ら
と
れ
る
「
ホ
ロ
シ
リ
牛
乳
」

か
ら
つ
く
ら
れ
る
ホ
ロ
シ
リ
牛
乳
チ
ー
ズ
が
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
開
始
時
か
ら
世
代
を
問
わ
ず
人
気
の
返
礼
品

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、新
冠
町
産
の
肉
・

魚
介
・
野
菜
は
１
年
を
通
し
て
旬
の
も
の
が
揃
い
、

新
冠
ト
ン
ネ
ル
熟
成
ワ
イ

ン
、
新
冠
温
泉
、
乗
馬
ク

ラ
ブ
等
の
町
内
施
設
利
用

券
等
、
新
冠
を
感
じ
る
事

が
で
き
る
充
実
し
た
返
礼

品
を
取
り
そ
ろ
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
ま
ず
は
新
冠

町
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

ご
寄
附
を
ご
検
討
い
た
だ

け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

　

町
の
取
組
み

町
の
取
組
み

人気の返礼品「ホロシリ牛乳チーズ」
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〇
聴
体
験
文
化
交
流
施
設　

レ
・
コ
ー
ド
館

　

新
冠
町
で
は
20
世
紀
の
偉

大
な
文
化
遺
産
で
あ
る
レ

コ
ー
ド
を
収
集
、保
存
し
「
レ
・

コ
ー
ド
と
音
楽
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
」
に
取
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
中
核
施
設
と
し
て

平
成
9
年
に
建
設
さ
れ
た
の

が
こ
の
レ
・
コ
ー
ド
館
で
す
。

全
国
の
音
楽
愛
好
家
か
ら
寄

贈
さ
れ
た
レ
コ
ー
ド
の
枚
数

は
な
ん
と
１
０
０
万
枚
！
（
※

１
）
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
レ

コ
ー
ド

は
専
用

の
収
蔵

庫
で
適

切
に
保

管
さ
れ
、

施
設
を

訪
れ
た
際
に
は
実
際
に
収
蔵

し
た
レ
コ
ー
ド
を
聞
く
事
も

可
能
で
す
。
レ
・
コ
ー
ド
館

の
為
に
特
注
さ
れ
た
全
長
3.4

ｍ
の
「
オ
ー
ル
ホ
ー
ン
ス
ピ
ー

カ
ー
」
で
世
界
で
も
類
を
み

な
い
最
高
グ
レ
ー
ド
の
サ
ウ

ン
ド
を
心
ゆ
く
ま
で
堪
能
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？

　

他
に
も
歴
史
的
価
値
の
あ

る
蓄
音
機
や
黎
明
期
の
レ

コ
ー
ド
盤
な
ど
の
貴
重
な
文

化
遺
産
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
市
街
地
を
見
下

ろ
す
事
が
で
き
る
高
さ
約
36

ｍ
の
展
望
塔
「
優
駿
の
塔
」

は
5
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

れ
、
太
平
洋
や
牧
歌
的
風
景

を
楽
し
み
な
が
ら
馬
の
魅
力
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
ス
ポ
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。
展
望
塔
内
に

は
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
も
併
設
し
て

い
る
の
で
、
旅
の
休
憩
地
点
と

し
て
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

※
１
：
現
在
レ
コ
ー
ド
の
寄
贈

は
受
け
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

〇
道
の
駅
周
辺
施
設

　

新
冠
町
の
道
の
駅
「
サ
ラ

ブ
レ
ッ
ド
ロ
ー
ド
新
冠
」
は
、

日
高
の
海
岸
線
を
走
る
国
道

２
３
５
号
線
沿
い
に
位
置
し
、

地
元
の
食
材
を
生
か
し
た
ス

イ
ー
ツ

や
お
土

産
、
生

花
等
が

人
気
で

す
。
中

で
も
道

内
一
の

出
荷
量

を
誇
る

ピ
ー
マ
ン
を
使
用
し
た
緑
色
の

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
「
ピ
ー
マ
ン

ソ
フ
ト
」
は
、
一
見
す
る
と

驚
き
の
組
み
合
わ
せ
で
す
が
、

ピ
ー
マ
ン
特
有
の
ほ
の
か
な
苦

み
と
ミ
ル
ク
の
風
味
が
絶
妙
に

マ
ッ
チ
し
て
い
て
、
年
代
を
問

わ
ず
多
く
の
観
光
客
が
買
い
求

め
る
人
気
商
品
と
な
っ
て
い
ま

す
。　

ま
た
、
平
成
30
年
12
月

に
道
の
駅
に
隣
接
し
て
、
複
合

商
業
施
設
「
に
い
か
っ
ぷ
キ
ッ

チ
ン
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

青
果
、
精
肉
、
鮮
魚
、
洋
菓
子

な
ど
を
取
り
扱
う
４
店
が
テ
ナ

ン
ト
と
し
て
出
店
し
、
地
元
住

民
や
観
光
客
で
日
々
賑
わ
い
を

見
せ
て
い
ま
す
。

　

敷
地
内
で
は
新
冠
が
生
ん
だ

名
馬
（
中
央
Ｇ
Ⅰ
勝
利
馬
）
を

称
え
る
62
基
の
石
碑
が
並
ん
で

い
る
他
、
新
冠
町
で
生
ま
れ
、

１
９
７
０
年
代
日
本
で
社
会
現

象
を
巻
き
起
こ
す
ほ
ど
の
人
気

を
博
し
た
国
民
的
ア
イ
ド
ル

ホ
ー
ス
で

第
1
次
競

馬
ブ
ー
ム

の
立
役
者

と
な
っ
た

ハ
イ
セ
イ

コ
ー
号
の

馬
像
が
設

置
さ
れ
、「
競
走
馬
」
の
町
と

し
て
の
新
冠
を
体
感
で
き
る
ス

ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
新
冠
温
泉
ホ
テ
ル
ヒ
ル
ズ

　

新
冠
温
泉
は
雄
大
な
自
然
が

広
が
る
新
冠
を
眺
望
で
き
る
高

台
に
建
ち
、
日
帰
り
入
浴
だ
け

で
な
く
宿
泊
も
可
能
な
施
設
で

す
。
露
天
風
呂
や
客
室
か
ら
は

時
間
と
と
も
に
空
が
美
し
く
変

わ
っ
て
い
く
マ
ジ
ッ
ク
ア
ワ
ー

を
楽
し
む
事
が
で
き
ま
す
。
ま

た
温
泉
館
内
に
は
約
1
万
枚
の

レ
コ
ー
ド
が
置
か
れ
、
宿
泊

者
は
ロ

ビ
ー
や

お
部
屋

な
ど
好

き
な
場

所
で
音

楽
を
楽

し
む
こ
と
が
可
能
で
す
。
お
食

事
は
地
元
産
の
新
鮮
な
海
鮮
と

ブ
ラ
ン
ド
和
牛
に
こ
だ
わ
り
、

四
季
に
よ
っ
て
異
な
る
調
理
方

法
で
提
供
さ
れ
、
ま
さ
に
五
感

を
フ
ル
に
使
っ
た
豊
か
な
滞
在

体
験
が
で
き
る
施
設
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

令
和
５
年
9
月
よ
り
当
町
で

生
ま
れ
た
無
敗
の
三
冠
馬
「
コ

ン
ト
レ
イ
ル
号
」
の
コ
ン
セ
プ

ト
ル
ー
ム
が
1
室
限
定
で
登
場

し
ま
し
た
。
コ
ン
ト
レ
イ
ル
号

の
大
き
な
写
真
を
は
じ
め
主
戦

騎
手
の
サ
イ
ン
や
、
勝
利
し
た

Ｇ
Ⅰ
レ
ー
ス
す
べ
て
の
写
真
が

展
示
さ
れ
る
な
ど
、
趣
向
を
凝

ら
し
た
お
も
て
な
し
の
数
々
で

皆
様
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
ぜ
ひ
一
度
足
を
運
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

〇
新
冠
ホ
ロ
シ
リ
乗
馬
ク
ラ
ブ

　

日
本
有
数
の
馬
産
地
新
冠
町

に
あ
る
乗
馬
ク
ラ
ブ
が
令
和
３

年
３
月
よ
り
新
冠
温
泉
近
く
の

太
平
洋
を
見
渡
す
丘
の
上
に
拠

点
を
移
し
て
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
馬
産
地
ら
し
く

在
籍
す
る
馬
の
ほ
と
ん
ど
が
元

競
走
馬
。
現
役
時
代
に
活
躍
し

た
Ｇ
Ⅰ
・

重
賞
勝

ち
馬
を

相
棒
に
、

森
の
中

で
の
本

格
的
な

ホ
ー
ス

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し
む
事
が

で
き
ま
す
。
馬
に
乗
る
の
が
初

め
て
の
方
で
も
、
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
が
丁
寧
に
指
導
・
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
の
で
ご
安

心
く
だ
さ
い
。
体
験
の
最
後
に

は
馬
に
乗
っ
た
状
態
で
写
真
も

撮
っ
て
も
ら
え
ま
す
。

　

敷
地
内
で
は
厩
舎
で
暮
ら
す

馬
た
ち
と
無
料
で
触
れ
合
え
る

他
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
、
餌

や
り
の
人
参
も
販
売
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
乗
馬
を
し
な
い
方

や
小
さ
な
お
子
様
で
も
気
軽
に

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
気

の
合
う
仲
間
、
ご
家
族
と
是
非

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

〇
判
官
館
森
林
公
園

　

判
官
館
森
林
公
園
は
新
冠
川

河
口
の
丘
陵
地
に
66  

の
広
大

な
敷
地
を
持
つ
新
冠
町
を
代
表

す
る
公
園
で
す
。 

“
判
官
”
と

名
の
つ
く
通
り
、
か
つ
て
兄
で

あ
る
源
頼
朝
の
迫
害
か
ら
落
ち

延
び
た
源
義
経
が
こ
の
地
で
館

を
築
い
た
と
い
う
伝
説
の
残
る

場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

敷
地
内
の
手
つ
か
ず
の
自
然

を
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
散
策

路
を
進
ん
だ
先
に
あ
る
、
海
に

向
か
っ
て

迫
り
出
し

た
一
大
岩

壁
は 

“
判

官
岬
”
と

呼
ば
れ
、

新
冠
の
市

街
地
と
太
平
洋
が
一
望
で
き
る

日
高
屈
指
の
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
公
園
内
で
は
春

か
ら
秋
に
か
け
て
様
々
な
草
花

が
鑑
賞
で
き
、
中
で
も
種
か
ら

花
が
咲
く
ま
で
10
年
か
か
る
と

言
わ
れ
て
い
る
オ
オ
バ
ナ
ノ
エ

ン
レ
イ
ソ
ウ
の
群
生
を
見
る
事

が
で
き
る
公

園
と
し
て
道

内
で
も
有
数

の
ス
ポ
ッ
ト

と
な
っ
て
い

ま
す
。
バ
ン
ガ
ロ
ー
も
あ
る

キ
ャ
ン
プ
場
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

ハ
ウ
ス
な
ど
も
整
備
し
て
お

り
、
町
民
の
憩
い
の
場
だ
け
で

は
な
く
、
各
地
か
ら
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
る
人
気
の
ス
ポ
ッ

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
思
い
や
り
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る

“
レ
・
コ
ー
ド
な
ま
ち
”
に
い
か
っ
ぷ
」

ha
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○
概
要

　

町
の
地
形
は
、
大
部
分
を
日

高
山
脈
と
そ
の
前
山
が
占
め
て

お
り
、
丘
陵
地
を
縦
断
し
て
太

平
洋
に
注
ぐ
河
川
流
域
に
い
く

つ
か
の
平
野
が
み
ら
れ
、
地
質

は
、
河
川
流
域
を
除
き
火
山
灰

と
泥
岩
、
重
粘
土
な
ど
の
特
殊

土
壌
が
、
耕
地
面
積
の
多
く
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

山
岳
は
、
神
威
岳
（
標
高

１
６
０
０
ｍ
）、
楽
古
岳
（
標

高
１
４
７
２
ｍ
）
な
ど
が
あ
り

「
日
高
山
脈
襟
裳
国
定
公
園
」

の
一
角
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

海
洋
性
気
候
の
影
響
で
夏
は

涼
し
く
、冬
は
温
暖
な
た
め「
北

海
道
の
湘
南
地
方
」
と
も
呼
ば

れ
、
豊
か
で
住
み
よ
い
自
然
環

境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

〇
海
を
望
み
、
草
を
食
む
美
し

い
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド

　

日
高
山
脈

と
太
平
洋
に

囲
ま
れ
た
豊

か
な
自
然
に

恵
ま
れ
、
海

を
望
む
広
い

牧
草
地
で
馬
が
草
を
食
む
姿

は
、
浦
河
を
代
表
す
る
美
し
い

風
景
で
す
。

　

浦
河
の
基
幹
産
業
と
し
て
発

展
し
た
軽
種
馬
産
業
の
歴
史
は

古
く
、
江
戸
時
代
に
幕
府
の
浦

河
馬
牧
が
開
設
、
一
大
馬
産
地

を
形
成
す
る
種
が
蒔
か
れ
ま
し

た
。

　

戦
後
の
競
走
馬
の
需
要
の
高

ま
り
と
と
も
に
、
歴
史
あ
る
血

統
を
守
っ
て
き
た
生
産
者
、
そ

し
て
携
わ
る
す
べ
て
の
人
々
に

支
え
ら
れ
、
漁
業
と
並
ぶ
町
の

基
幹
産
業
と
し
て
、
発
展
、
数

多
く
の
歴
史
的
名
馬
を
輩
出
し

て
き
ま
し
た
。

　

中
で
も
「
強
す
ぎ
て
ラ
イ
バ

ル
が
い
な
い
の
が
不
幸
」
と
ま

で
言
わ
れ
た
レ
ジ
ェ
ン
ド
ホ
ー

ス
「
シ
ン
ザ
ン
」
号
は
、
日
本

中
の
競
馬
フ
ァ
ン
を
熱
狂
さ
せ

た
名
馬
中
の
名
馬
と
し
て
、
引

退
後
も
多
く
の
人
々
に
愛
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
功
績
を
称
え
た

馬
像
が
引
退
後
の
養
老
先
で
あ

る
谷
川
牧
場
に
あ
り
、
自
由
に

見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〇
魚
介
類
の
宝
庫　

浦
河
町

　

漁
獲
の
安
定
を
図
る
た
め
、

浦
河
で
は
古
く
か
ら
昆
布
投
石

増
殖
が
行
わ
れ
、
人
工
漁
礁
に

よ
る
カ
レ
イ
や
タ
コ
、
ウ
ニ
の

増
殖
、
サ
ケ
・
マ
ス
ふ
化
放
流

事
業
な
ど
時
代
に
即
し
て
水
産

業
が
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

日
高
昆
布
は
そ
の
品
質
の
高

さ
か
ら
全
国
的
な
知
名
度
を
得

て
お
り
、
関
東
・
関
西
の
料
亭

な
ど
へ
広
く
出
荷
さ
れ
て
い
ま

す
。
浦
河
町
井
寒
台
地
区
の
昆

布
は
日
高
地
区
で
唯
一
「
特
上

浜
」
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
最

高
品
質
の
希
少
な
一
等
昆
布
で

す
。

　

ま
た
、
美
し
く
、
脂
の
の
っ

た
銀
毛
サ
ケ
が
水
揚
げ
さ
れ
る

日
高
。
こ
の
品
質
を
活
か
す
た

め
、
平
成
12
年
か
ら
日
高
管
内

で
サ
ケ
の
定
置
網
漁
を
営
む
41

の
網
元
が
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り

組
み
誕
生
し

た
「
銀
聖
」。

最
高
級
の
贈

答
品
と
し
て

ブ
ラ
ン
ド
の

価
値
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

〇
浦
河
の
夏
い
ち
ご
「
す
ず
あ

か
ね
」

　

甘
酸
っ
ぱ
い
味
わ
い
と
適
度

な
硬
さ
が
あ
り
崩
れ
に
く
い
の

が
特
徴
の
「
す
ず
あ
か
ね
」。

軽
種
馬
産
業
に
次
ぐ
、
新
た
な

基
幹
産
業
と
し
て
力
を
注
い
で

お
り
、
高
い
品
質
と
生
産
量
が

評
価
さ
れ
、
開
始
か
ら
十
数
年

で
「
す
ず
あ
か
ね
」
の
日
本
有

数
の
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
「
夏
い
ち
ご
」
を
よ

り
一
層
盛
り
上
げ
る
た
め
、
平

成
28
年
よ
り
７
月
15
日
を
「
う

ら
か
わ
夏
い
ち
ご
の
日
」
と
定

め
、
例
年
夏
い
ち
ご
を
味
わ
い

尽
く
す
「
夏
い
ち
ご
の
日
イ
ベ

ン
ト
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
浦
河
町
の
夏
い

ち
ご
は
ブ
ラ
ン
ド
い
ち
ご
と
し

て
主
に
首
都
圏
に
出
荷
さ
れ
て

お
り
、
有
名
菓
子
メ
ー
カ
ー
や

ケ
ー
キ
店
で
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

浦
河
町
と
は

浦
河
町
と
は

人口：１１，５０５人
　　　（Ｒ５. ８末現在）
面積：約６９４. ２６K㎡

○
多
文
化
共
生
に
つ
い
て
考
え

る
　

町
で
は
近
年
、
日
本
人
の
担

い
手
不
足
な
ど
で
、
牧
場
で
働

く
外
国
人
が
急
激
に
増
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
多
文
化
共
生
事

業
に
力
を
入
れ
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

現
在
は
町
の
総
人
口
の
約
3.6

％
に
当
た
る
４
２
４
人
の
外
国

人
が
町
に
住
ん
で
お
り
、
こ
こ

数
年
は
イ
ン
ド
か
ら
の
就
労
者

が
増
加
傾
向
で
、
平
成
26
年
に

は
０
人
だ
っ
た
イ
ン
ド
人
が
、

令
和
５
年
５
月
末
時
点
で
は

２
８
４
人
ま
で
増
え
、
外
国
人

全
体
の
約
67
％
を
占
め
て
い
ま

す
。

　

外
国
人
の
人
口
増
加
に
比
例

し
て
、
役
場
へ
の
来
庁
者
や
相

談
も
日
々
増
加
し
て
い
き
ま
し

た
。

　

そ
の
た
め
、
町
で
は
ポ
ケ
ト

ー
ク
（
多
言
語
翻
訳
機
）
を
導

入
し
、
外
国
人
の
窓
口
対
応
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
相
手
方

の
母
語
が
分
か
ら
ず
翻
訳
機
が

う
ま
く
機
能
し
な
い
な
ど
、
機

械
を
用
い
て
の
外
国
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
限
界
を

感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
町
で
は
外

国
人
の
方
が
町
内
で
よ
り
快
適

に
暮
ら
し
、
今
後
も
ま
ち
に
長

く
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
よ

う
な
取
組
を
進
め
る
た
め
、
令

和
３
年
度
に
外
国
人
生
活
支
援

調
査
事
業
を
実
施
し
、
ヒ
ン
デ

ィ
ー
語
通
訳
の
浦
河
町
駐
在
員

（
稲
岡
千
春
さ
ん
）
を
中
心
に
、

外
国
人
（
主
に
イ
ン
ド
人
）
へ

の
ニ
ー
ズ
調
査
や
通
訳
な
ど
の

生
活
支
援
を
１
年
間
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
外
国
人
と
町
と
の
懇

談
会
も
実
施
し
、
町
に
住
ん
で

い
て
困
っ
て
い
る
こ
と
や
要
望

し
た
い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
し
、
外
国
人
か
ら
の

意
見
・
要
望
を
踏
ま
え
、
令
和

４
年
度
に
は
税
金
や
年
金
、
保

険
制
度
、
交
通
ル
ー
ル
な
ど
を

テ
ー
マ
と
し
た
「
外
国
人
向
け

セ
ミ
ナ
ー
」
を
日
本
年
金
機
構

や
浦
河
警
察
署
な
ど
と
共
同
で

年
３
回
実
施
し
、
延
べ
67
名
の

外
国
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

　

今
後
も
外
国
人
や
各
事
業
者

の
方
々
の
意
見
に
耳
を
傾
け
な

が
ら
、
引
き
続
き
多
文
化
共
生

の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
取
組

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

町
の
取
組
み

町
の
取
組
み

○
ふ
る
さ
と
納
税(

寄
附)

○
「
ご
当
地
特
産
品
開
発
支
援
事
業
補
助
金
」
に
つ
い
て

　

浦
河
町
で
は
、
ま
ち
の 

Ｐ
Ｒ
に
な
る
よ
う
な
特
産
品
を

開
発
す
る
個
人
や
事
業
者
へ
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ふ
る
さ
と
納
税

を
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
地
場
産
品
を
加
工
し
た

試
作
品
の
製
作
、
各
種
許
可
の
取
得
、
市
場
調
査
、
デ
ザ
イ

ン
の
開
発
や
容
器
の
購
入
な
ど
、
新
た
な
事
業
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
際
に
か
か
る
経
費
を
支
援
し
、
魅
力
的
な
特
産
品
の

開
発
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
こ
の
補
助
金
を
使
っ
て
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

や
ハ
ン
バ
ー
グ
、
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
沢
山
の
特
産
品
が

誕
生
し
、
そ
の
一
部
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。 

　

引
き
続
き
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

総
務
課(

ふ
る
さ
と
納
税
担
当)

電
話
番
号　

：
０
１
４
６
ー
２
２
ー
２
３
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
：
０
１
４
６
ー
２
２
ー
１
２
４
０

メ
ー
ル
：furusatourakawa@town.urakawa.hokkaido.

jp
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北
海
道
南
部
に
位
置
す
る
、

人
口
約
１
２
０
０
０
人
の
ま

ち
、
浦
河
町
。
夏
は
涼
し
く

冬
は
温
暖
、
雪
が
少
な
い
海

洋
性
気
候
で
、「
北
海
道
の
湘

南
」
と
も
呼
ば
れ
る
穏
や
か

な
気
候
が
特
長
で
す
。

　

こ
こ
に
は
都
会
の
様
な
大

規
模
な
娯
楽
施
設
や
商
業
施

設
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
る
の

は
、
資
源
豊
富
な
太
平
洋
と

大
地
の
恵
み
に
支
え
ら
れ
た
、

豊
か
な
暮
ら
し
。
う
ら
か
わ

へ
の
旅
路
に
は
、
ど
こ
ま
で

も
広
が
る
水
平
線
と
日
高
山

脈
、
そ
し
て
馬
の
牧
場
が
広

が
り
ま
す
。

〇
馬
と
ふ
れ
あ
う
浦
河

　

基
幹
産
業
で
あ
る
軽
種
馬

産
業
に
関
連
し
て
、
浦
河
は

馬
に
ま
つ
わ
る
施
設
が
多
い

町
で
す
。

　

優
駿
の
里
公
園
の
整
備
に

よ
り
オ
ー
プ
ン
し
た
「
う
ら
か

わ
優
駿
ビ
レ
ッ
ジ
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ｕ

（
ア
エ
ル
）」
は
、
約
１
０
７

㌶
の
広
大
な
敷
地
に
宿
泊
棟

や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
な
ど
の
レ
ジ
ャ
ー
施

設
を
有
す
る
複
合
宿
泊
施

設
。
乗
馬
施
設
も
併
設
し
て

お
り
、
引
き
馬
か
ら
川
歩
き

な
ど
野
外
コ
ー
ス
を
め
ぐ
る

本
格
的
な
ホ
ー
ス
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
ま
で
、
様
々
な
乗
馬
体
験

メ
ニ
ュ
ー
が
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
明
治
40
年
に
日
高
種

馬
牧
場
に
建
設
さ
れ
た
厩
舎

（
き
ゅ
う
し
ゃ
）
の
外
装
を
再

現
し
た
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
「

再
現
厩
舎
」
に
は
、
往
年
の
名

馬
「
オ
ウ
ケ
ン
ブ
ル
ー
ス
リ
・

ス
ズ
カ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
マ
イ

ネ
ル
キ
ッ
ツ
・
ナ
カ
ヤ
マ
フ
ェ

ス
タ
」
た
ち
が
余
生
を
送
っ
て

お
り
、
道
内
外
か
ら
競
馬
フ
ァ

ン
が
訪
れ
ま
す
。

　

世
界
に
通
用
す
る
強
い
競
走

馬
づ
く
り
を
目
指
す
、
世
界
一

流
レ
ベ
ル
の
育
成
調
教
施
設
「

Ｊ
Ｒ
Ａ
日
高
育
成
牧
場
」。
広

大
な
グ
ラ
ス
馬
場
や
屋
内
調
教

場
な
ど
充
実
し
た
育
成
環
境
の

も
と
、
高
い
レ
ベ
ル
の
調
教
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
全
長
１
㎞

も
の
屋
内
直
線
馬
場
や
屋
内
ト

ラ
ッ
ク
の
ほ
か
、
展
望
台
か
ら

は
広
大
な
敷
地
を
駆
け
回
る
馬

た
ち
を
一
望
で
き
ま
す
。
毎
年

７
月
か
ら
10
月
の
夏
季
期
間
に

お
い
て
は
、
総
面
積
１
５
０
０

㌶
の
広
大
な
施
設
を
め
ぐ
る
見

学
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

〇
北
海
道
最
古
の
映
画
館
「
大

黑
座
」

　

浦
河
町
に
あ
る
１
０
０
年
以

上
の
歴
史
を
持
つ
全
国
で
も

数
少
な
い
単
館
映
画
館
で
す
。

１
９
９
４
年
に
建
て
替
え
ら

れ
、
現
在
は
全
48
席
の
ミ
ニ
シ

ア
タ
ー
と
し
て
営
業
し
て
い
ま

す
。

　

地
元
有
志
の
「
大
黒
座
サ

ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
」
を
は

じ
め
、町
民
に
フ
ァ
ン
も
多
く
、

皆
が
応
援
す
る
特
別
な
映
画
館

で
す
。
館
主
の
三
上
さ
ん
が
セ

レ
ク
ト
す
る
映
画
の
数
々
を
、

歴
史
が
感
じ
ら
れ
る
趣
の
あ
る

「
大
黑
座
」
で
ゆ
っ
く
り
と
ご

鑑
賞
く
だ
さ
い
。

〇
笑
顔
に
な
れ
る
「
ル
ピ
ナ
ス

の
丘
」

　

浦
河
町
の
海
と
町
並
み
を
望

め
る
高
台
に
「
ル
ピ
ナ
ス
の

丘
」
が
あ
り
ま
す
。
６
月
上
旬

か
ら
名
前
の
と
お
り
「
ル
ピ
ナ

ス
」
が
咲
き
誇
り
、
季
節
ご
と

に
様
々
な
花
々
や
植
物
が
丘
を

彩
り
ま
す
。
土
地
の
持
ち
主
で

あ
る
町
内
の
夫
妻
が
整
備
や
手

入
れ
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

丘
に
登
る
と
眼
下
に
広
が
る

港
や
浦
河
の
街
並
み
、
太
平
洋

に
沈
む
夕
日
を
一
望
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
港
ま
ち
「
う
ら

か
わ
」
を
満
喫
で
き
る
ス
ポ
ッ

ト
の
１
つ
で
す
。

〇
四
季
折
々
の
表
情
を
み
せ
る

自
然
と
イ
ベ
ン
ト

　

春
が
近
づ
く
と
、
日
に
日
に

青
々
と
ま
き
ば
が
色
づ
き
、
と

ね
っ
こ
（
仔
馬
）
が
駆
け
ま

わ
り
、
優
駿
の
里
公
園
の
入

口
か
ら
約
３
㎞
に
わ
た
っ
て

１
０
０
０
本
を
超
え
る
エ
ゾ
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
が
立
ち
並
ぶ
「
優
駿

さ
く
ら
ロ
ー
ド
」
が
美
し
い
ピ

ン
ク
に
彩
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

Ｊ
Ｒ
Ａ
日
高
育
成
牧
場
内
の
丘

に
立
つ
、
北
海
道
最
大
の
幹
回

り
を
誇
る
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
「

う
ら
か
わ
オ
バ
ケ
桜
」
の
美
し

い
姿
は
圧
巻
の
一
言
で
す
。

　

５
月
上
旬
に
は
、
桜
の
見
ご

ろ
に
合
わ
せ
て
「
浦
河
桜
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
会
場

と
な
る
「
う
ら
か
わ
優
駿
ビ

レ
ッ
ジ
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ｕ
」
の
中
庭

は
、
様
々
な
品
種
の
桜
が
植
え

ら
れ
て
お
り
、
満
開
の
時
期
が

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
た
め
長
い
期

間
、
桜
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

昆
布
漁
が
始
ま
る
夏
に
な
る

と
、
海
岸
沿
い
は
昆
布
が
並
べ

ら
れ
、
ま
る
で
昆
布
の
絨
毯
の

よ
う
。

　

夕
暮
れ
時
に
は
真
っ
赤
な
夕

焼
け
に
染
ま
る
浦
河
港
の
近
く

で
は
、
浦
河
の
夏
の
風
物
詩
「

浦
河
港
ま
つ
り
」（
８
月
上
旬
）

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
祭
り
は
２

日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
、

地
元
飲
食
店
の
屋
台
、
餅
ま
き

大
会
、
町
民
ス
テ
ー
ジ
が
楽
し

め
ま
す
。
２
日
目
の
フ
ィ
ナ
ー

レ
に
は
日
高
一
の
花
火
が
打
ち

上
げ
ら
れ
、
浦
河
の
港
を
色
鮮

や
か
な
光
で
彩
り
ま
す
。

　

秋
に
は
、
日
高
と
十
勝
を
結

ぶ
天
馬
街
道
の
渓
谷
か
ら
美
し

い
紅
葉
が
望
め
ま
す
。
五
色
渓

谷
と
も
呼
ば
れ
る
と
お
り
、
赤

や
黄
色
、
茶
、
黄
緑
な
ど
の

様
々
な
色
で
彩
ら
れ
ま
す
。
日

高
山
脈
を
源
と
す
る
日
高
幌
別

川
や
元
浦
川
で
は
、
遡
上
す
る

鮭
を
間
近
で
見
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。　

　

気
温
が
ぐ
っ
と
下
が
り
澄
み

切
っ
た
青
空
が
映
え
る
冬
に

は
、
真
っ
白
な
日
高
山
脈
が
そ

び
え
ま
す
。
浦
河
の
冬
は
、
道

内
で
も
雪
が
少
な
く
過
ご
し
や

す
い
環
境
で
す
。

　

町
内
の
河
川
で
は
、
国
の
天

然
記
念
物
に
も
指
定
さ
れ
て
い

る
希
少
な
オ
オ
ワ
シ
・
オ
ジ

ロ
ワ
シ
を
見
る
こ
と
が
で
き
、

イ
ー
グ
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
も
開

催
さ
れ
ま
す
。
浦
河
町
は
毎
年

多
く
の
オ
オ
ワ
シ
や
オ
ジ
ロ
ワ

シ
が
や
っ
て
く
る
北
海
道
有
数

の
飛
来
地
で
す
。
ま
た
、
町
営

の
乗
馬
公
園
で
は
屋
内
の
乗
馬

場
が
あ
る
た
め
、
冬
で
も
天
候

を
気
に
せ
ず
乗
馬
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

○
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
う
ら
ら
ん
＆
か
わ
た
ん
」

　

浦
河
高
校
の
生
徒
が
考
案
し
、
町
内
外
よ
り
応
募
さ
れ
た

４
６
４
点
の
中
か
ら
ネ
ー
ミ
ン
グ
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
う
ら
ら
ん
」
は
８
月
８
日
が
誕
生
日

の
女
の
子
。
い
ち
ご
大
福
が
好
物
で
ネ
イ

ル
（
蹄
）
ア
ー
ト
が
趣
味
で
、
一
見
お
っ

と
り
し
て
い
る
が
、根
は
頑
固
で
す
。「
か

わ
た
ん
」
と
は
幼
な
じ
み
。

　
「
か
わ
た
ん
」
は
８
月
８
日
が
誕
生
日

の
男
の
子
。
イ
ク
ラ
丼
が
好
物
で
野
球
や

サ
ッ
カ
ー
が
得
意
。
ひ
ょ
う
き
ん
で
お
調

子
者
だ
が
、
浦
河
の
海
に
沈
む
夕
日
に
黄
昏
た
り
、
ち
ょ
っ

と
寂
し
が
り
や
な
一
面
も
。「
う
ら
ら
ん
」
と
は
幼
な
じ
み
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
丘
と
海
の
ま
き
ば
」
～
浦
河
町
～

うらかわ優駿ビ
レッジ AERU
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○
概
要

　

北
海
道
中
央
部
、
そ
の
最
南

端
に
位
置
す
る
え
り
も
町
は
、

豊
か
な
水
産
資
源
と
雄
大
な
自

然
景
観
に
恵
ま
れ
た
漁
業
と
観

光
の
町
で
す
。
逆
三
角
形
を
成

し
て
太
平
洋
に
突
き
出
て
い

て
、
北
海
道
の
背
骨
と
呼
ば
れ

る
日
高
山
脈
が
落
ち
込
む
襟
裳

岬
、
断
崖
絶
壁
が
続
く
黄
金
道

路
な
ど
、
数
多
く
の
景
勝
地
を

有
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
特
異
な
地
形
に

よ
り
風
速
10   

以
上
の
強
風
・

暴
風
日
数
が
年
間
２
６
０
日
以

上
も
あ
る
こ
と
か
ら
、「
風
の

ま
ち
」
と
し
て
歴
史
を
刻
み
、

文
化
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

〇
歴
史

　

え
り
も
町
が
初
め
て
文
献

上
に
現
れ
た
の
は
寛
文
９
年

(

１
６
６
９
年)

の
「
津
軽
一

統
志
・
巻
十
」
で
、「
お
た
別

（
歌
別
）」「
あ
ぶ
ら
こ
潤
（
油

駒
）」「
ゑ
と
も
崎
（
襟
裳
岬
）」

「
せ
う
や
（
庶
野
）」
等
の
地
名

が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
当
時
既
に
、
松
前
藩
士

の
知
行
地
と
し
て
商
場
（
交
易

所
）
が
設
け
ら
れ
、
ア
イ
ヌ
の

人
々
と
の
交
換
貿
易
に
よ
っ
て

初
期
の
経
済
活
動
が
営
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

　

寛
文
年
間
に
開
設
し
、

３
０
０
年
以
上
前
の
昔
か
ら
漁

業
を
中
心
に
松
前
藩
の
コ
ン
ブ

場
所
と
し
て
、
日
高
管
内
で
最

も
早
く
開
か
れ
た「
幌
泉
場
所
」

は
、
そ
の
後
、
幕
府
直
轄
時
代
、

松
前
家
の
復
領
時
代
、
幕
府
再

直
轄
時
代
へ
と
変
遷
し
、
次
第

に
生
産
を
増
加
さ
せ
な
が
ら
時

代
は
更
に
明
治
の
開
拓
使
支
配

へ
移
り
、
明
治
２
年
８
月
15
日

に
初
め
て
原
名
＝
ホ
ロ
エ
ン
ル

ム
＝
を
転
じ
て
「
日
高
国
幌
泉

郡
」
に
地
名
称
が
確
定
さ
れ
ま

し
た
。
明
治
13
年
２
月
に
は
本

町
に
戸
長
役
場
が
設
置
さ
れ
、

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
初
め
て
自
治
制
が
施

行
さ
れ
た
の
は
明
治
39
年
４
月

で
、
一
郡
一
村
の
「
幌
泉
村
」

が
誕
生
し
、
新
し
く
町
村
会

議
員
制
度
も
設
け
ら
れ
て
、
自

治
制
度
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た

〇
基
幹
産
業

　

え
り
も
町
の
基
幹
産
業
は
漁

業
で
す
。
年
間
３
０
０
０
ｔ
を

超
え
る
水
揚
げ
を
誇
る
サ
ケ
・

マ
ス
漁
。
こ
の
水
揚
げ
の
ほ
と

ん
ど
が
９
月
か
ら
11
月
ま
で
続

く
定
置
網
漁
に
よ
る
も
の
で
、

ま
だ
夜
が
明
け
る
前
か
ら
漁
師

た
ち
は
漁
場
へ
向
か
い
、
大
漁

の
秋
サ
ケ
を
積
ん
だ
船
が
帰
港

す
る
と
、
港
は
に
わ
か
に
活
気

付
き
威
勢
の
い
い
掛
け
声
が
飛

び
交
い
ま
す
。

　

ま
た
、
漁
業
の
中
で
中
心
的

な
役
割
を
占
め
て
い
る
の
が
コ

ン
ブ
漁
で
す
。
そ
の
水
揚
げ
は

年
間
１
０
０
０
０
ｔ
に
も
昇

り
、
多
く
は
関
西
方
面
に
出
荷

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

初
夏
か
ら
晩
秋
ま
で
、
え
り

も
町
の
３
分
の
１
の
世
帯
が
コ

ン
ブ
漁
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

〇
イ
ベ
ン
ト
情
報

・
え
り
も
の
灯
台
ま
つ
り

　

コ
ン
ブ
漁
の
最
盛
期
で
も
あ

る
お
盆
時
期
、
毎
年
８
月
14
日

か
ら
16
日
ま
で
の
３
日
間
、
町

民
や
帰
省
・
観
光
で
訪
れ
る
人

た
ち
が
一
緒
に
楽
し
め
る
「
え

り
も
の
灯
台
ま
つ
り
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

え
り
も
町
灯
台
公
園
を
舞
台

に
、
小
学
生
に
よ
る
鼓
笛
隊
パ

レ
ー
ド
で
幕
を
あ
け
、「
え
り

も
駒
踊
り
」
や
「
襟
裳
神
楽
」

と
い
っ
た
郷
土
芸
能
や
歌
謡

シ
ョ
ー
が
会
場
を
盛
り
上
げ
、

２
日
目
に
は
、
大
迫
力
の
ス

タ
ー
マ
イ
ン
や
海
面
に
設
置
さ

れ
た
仕
掛
け
花
火
が
間
近
に
打

ち
あ
が
り
、
海
と
夜
空
を
彩
り

ま
す
。

・
え
り
も
海
と
山
の
幸
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

　

毎
年
10
月
第
一
日
曜
日
に
開

催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
メ
イ

ン
の
「
鮭
の
つ
か
み
捕
り
」
で

は
、
一
度
に
20
人
の
参
加
者
が

大
き
な
特
注
の
生
け
簀
の
中
に

入
り
、
勢
い
よ
く
泳
ぎ
回
る
鮭

に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
鮭
を
捕

ま
え
ま
す
。
見
て
い
る
だ
け
で

も
楽
し
く
、
応
援
に
も
力
が
入

り
ま
す
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
鮭
鍋
の
無

料
提
供
や
生
鮭
、
活
ツ
ブ
、
黒

毛
和
牛
、
角
短
牛
、
エ
ゾ
シ
カ

肉
、
野
菜
な
ど
が
格
安
で
販
売

さ
れ
、
え
り
も
の
秋
の
味
覚
を

存
分
に
堪
能
で
き
ま
す
。

え
り
も
町
と
は

え
り
も
町
と
は

人口 4,210 人
（R5.9 月末現在）

面積 283.87K㎡

m/s

　

第
６
期
え
り
も
町
総
合
計
画

を
基
本
と
し
、「
活
力
あ
る
地

場
産
業
を
は
ぐ
く
む
ま
ち
づ
く

り
」、「
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
」、「
自
然
豊

か
で
安
全
・
快
適
な
ま
ち
づ
く

り
」、「
人
を
大
切
に
し
、
人
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」、「
み

ん
な
が
参
画
し
て
進
め
る
ま
ち

づ
く
り
」
の
５
つ
の
基
本
理
念

を
掲
げ
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

〇
え
り
も
岬
緑
化
事
業

　

当
町
の
え
り
も
岬
地
区
は
か

つ
て
、
カ
シ
ワ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
、

シ
ラ
カ
バ
な
ど
を
主
と
す
る
広

葉
樹
の
原
生
林
で
覆
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
明
治
以

降
、
燃
料
と
し
て
の
木
々
の
伐

採
や
、
牛
、
馬
・
綿
羊
の
放
牧

に
よ
っ
て
、
原
生
林
は
切
り
開

か
れ
、
え
り
も
特
有
の
強
風
に

さ
ら
さ
れ
、
大
地
は
砂
漠
化
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

砂
漠
化
し
た
大
地
か
ら
強

風
に
よ
り
舞
い
上
が
っ
た
砂

は
、
住
宅
や
飲
料
水
に
入
り
込

み
人
々
の
生
活
環
境
を
悪
化
さ

せ
、
さ
ら
に
は
海
に
赤
土
が
入

り
込
み
、
漁
業
に
も
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

砂
漠
化
を
食
い
止
め
る
た

め
、
昭
和
28
年
、
緑
を
よ
み
が

え
ら
せ
る
緑
化
事
業
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
緑
化
の
第
一
歩

は
砂
漠
化
し
た
大
地
に
草
を
は

や
す
こ
と
で
し
た
が
、
強
風
に

よ
り
草
花
の
種
は
飛
ば
さ
れ
、

困
難
を
極
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
す
中
、
海
岸
に
打
ち
あ
が
っ

て
い
る
雑
海
藻
を
、
種
を
ま
い

た
土
の
上
に
覆
う
こ
と
で
、
種

を
飛
ぶ
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
に
成

功
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
植
樹
し
た
苗
木
を
強

風
か
ら
守
る
た
め
防
風
柵
を
設

置
す
る
な
ど
、
厳
し
い
自
然
環

境
に
対
応
し
な
が
ら
、
大
地
に

緑
を
よ
み
が
え
ら
せ
て
き
ま
し

た
。

　

毎
年
、
小
学
生
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
に
協
力
し
て
も

ら
い
、植
樹
が
行
わ
れ
て
お
り
、

令
和
５
年
で
緑
化
事
業
は
70
周

年
を
迎
え
て
い
ま
す
。

〇
緑
化
事
業
を
題
材
に
し
た
映

画
製
作

　

え
り
も
町
を
含
む
、
近
隣
の

浦
河
町
、
様
似
町
、
広
尾
町
の

四
町
が
協
力
し
、
四
町
及
び
北

海
道
の
活
性
化
・
観
光
誘
致
を

目
的
に
、
え
り
も
町
の
苦
難
の

緑
化
事
業
を
題
材
に
し
た
劇
場

映
画
製
作
を
企
画
し
て
い
ま

す
。

　

浦
河
町
出
身
の
映
画
監

督
田
中
光
敏
氏
に
要
請
し
、

２
０
２
５
年
の
公
開
を
目
標

に
、
現
在
映
画
製
作
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
町
の
映
画
製
作
Ｈ

Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

映
画
製
作
Ｈ
Ｐ
：https://

w
w

w
.tow

n.erim
o.

lg.jp/section/kikaku/
sg6h940000008r6k.html

　

 

　

○
ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
附
）

　

え
り
も
町
は
豊
か
な
海
と
大
地
の
恵
み
を
支
え
に
発

展
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
自
然
と
共
生
し
な
が
ら
産
業
を
伸
ば
し
、
活

力
あ
ふ
れ
る
郷
土
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
行
き
く
た
め

「
ふ
る
さ
と
寄
付
」
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　

寄
附
金
は
「
産
業
、
観
光
の
振
興
」、「
保
健
、
福
祉

及
び
医
療
の
充
実
」、「
教
育
文
化
の
進
行
」
等
の
他
、

先
述
し
た
「
映
画
製
作
」
に
有
効
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
に
は
、

え
り
も
の
特
産
品
、
鮭
や
イ
ク
ラ
、

毛
ガ
ニ
と
い
っ
た
返
礼
品
を
ご
用

意
し
て
い
ま
す
の
で
、
ふ
る
さ
と

納
税
を
機
に
、
ぜ
ひ
、
え
り
も
の

味
覚
を
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
当
町
ふ
る
さ
と
納
税

の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

     

Ｈ
Ｐ
は

こ
ち
ら
か
ら
→

　　

町
の
取
組
み

町
の
取
組
み

人気の返礼品

mailto:erimo-kikaku%40town.erimo.lg.jp?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
https://www.town.erimo.lg.jp/
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え
り
も
町
の
ご
紹
介

え
り
も
町
の
ご
紹
介

●お問い合わせ　
えりも町役場　〒０５８－０２９２　北海道幌泉郡えりも町字本町２０６番地
ＴＥＬ：０１４６６－２－２１１１　ＦＡＸ：０１４６６－２－３３６７

E-mail：erimo-kikaku@town.erimo.lg.jp
公式ホームページ：https://www.town.erimo.lg.jp/

 

〇
襟
裳
岬

　

襟
裳
岬
は
風
速
10   
以
上
の

風
が
吹
く
日
が
年
間
２
６
０

日
以
上
も
あ
る
日
本
屈
指
の

強
風
地
帯
で
、「
風
極
の
地
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道

の
背
骨
と

呼
ば
れ
る

険
し
い
日

高
山
脈
が

次
第
に
標

高
を
下
げ
、
そ
の
ま
ま
太
平

洋
に
沈
み
込
ん
で
い
く
、
壮

大
な
大
自
然
の
ド
ラ
マ
を
実

感
で
き
る
場
所
で
、
遠
く
２

㎞
沖
ま
で
岩
礁
地
帯
が
続
く

光
景
は
感
動
的
で
す
。

　

岩
礁
は
海
面
下
に
没
し
て

６
㎞
も
続
き
、
山
脈
が
そ
の

ま
ま
海
に
続
い
て
い
る
こ
と

を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
点
々
と
続
く
岩
礁

地
帯
は
、
体
に
小
銭
の
よ
う

な
模
様
が
あ
る
ゼ
ニ
ガ
タ
ア

ザ
ラ
シ
の
生
息
地
と
な
っ
て

お
り
、
岩
の
上
で
ア
ザ
ラ
シ

が
の
ん
び
り
日
光
浴
し
て
い

る
姿
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
ま

す
。

　

平
成
22
年
８
月
に
は
、
ア

イ
ヌ
民
族
の
精
神
的
・
聖
地

的
に
重
要
な
場
所
で
あ
る
と

し
て
、
国
指
定
の
名
勝
ピ
リ

カ
ノ
カ
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
○
豊
似
湖

　

原
生
林
に
囲
ま
れ
た
湖
面

は
、
上
空
か
ら
見
る
と
ハ
ー

ト
の
形
に
見
え
る
こ
と
か
ら

「
ハ
ー
ト

レ
イ
ク
」

と
い
う

愛
称
が

あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、

そ
の
形
が
馬
の
蹄
に
似
て
い
る

こ
と
か
ら
、
地
元
で
は
「
馬
蹄

湖
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

周
囲
１
㎞
、
水
深
は
最
深
部
18

ｍ
、
エ
メ
ラ
ル
ド
色
が
と
て
も

美
し
い
森
の
中
の
静
寂
な
湖
で

す
。

　

湖
周
辺
に
は
、
氷
河
期
の
生

き
残
り
と
い
わ
れ
る
「
エ
ゾ
ナ

キ
ウ
サ
ギ
」
の
生
息
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

〇
幌
泉
燈
台
記
念
塔

　

１
９
７
８
年
に
廃
灯
と
な
っ

た
灯
台
を
国
か
ら
譲
り
受
け
、

灯
台
山
を
切
り
崩
し
て
造
成
さ

れ
た
「
え
り
も
町
灯
台
公
園
」

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
設
置
さ
れ

ま
し

た
。

　

記
念
塔

は
四
角
柱
の
外
観
で
入
口
は
半

円
ア
ー
チ
の
形
を
し
て
い
る
な

ど
、
国
内
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
灯
台
の
形
状
を
よ
く
残
し
て

お
り
、
造
形
の
模
範
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
２
０
１
９
年

12
月
に
登
録
有
形
文
化
財
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
０
２
１
年
12
月
に

は
、
灯
台
の
ふ
も
と
に
「
ポ
ケ

モ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
」
が
設
置
さ

れ
、
観
光
客
が
多
く
訪
れ
る
ス

ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
猿
留
山
道

　

猿
留
山
道
は
江
戸
時
代
末
、

１
７
９
９
年
に
蝦
夷
地
（
北
海

道
）
防
衛
の
た
め
、
江
戸
幕
府

の
公
金
で
造
ら
れ
た
最
初
の
官

製
道
路
の
一
つ
で
、
１
８
０
０

年
に
伊
能
忠
敬
が
測
量
し
、
北

海
道
の
名
付
け
親
で
あ
る
松
浦

武
四
郎
が
探
検
し
た
古
道
で

す
。
２
０
０
３
年
か
ら
「
猿
留

山
道
復
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事

業
」
が
行
わ
れ
、
江
戸
時
代
そ

の
も
の
の

風
景
の
中

を
歩
く
こ

と
が
で
き

る
よ
う
に

な
っ
て
お

り
、
毎
年
町
内
外
の
多
く
の

方
々
が
、
自
然
と
歴
史
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
１
８
年
に
は
国

史
跡
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
自
然
を
そ
の
ま
ま
残
し
た

山
道
で
す
の
で
、
山
歩
き
の
際

は
十
分
な
準
備
と
装
備
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

〇
森
と
湖
の
里　

ふ
れ
愛
館

　

２
０
０
６
年
に
廃
校
と
な
っ

た
旧
目
黒
小
学
校
の
一
部
を
改

修
し
た
、
昔
な
が
ら
の
学
校
の

雰
囲
気
を
残
し
た
懐
か
し
い
施

設
で
す
。

　

観
光
交
流
ス
ペ
ー
ス
で
は
、

え
り
も
町
の
風
景
写
真
や
、
野

生
動
物
の
剥
製
を
展
示
。
飲
食

ス
ペ
ー
ス
で
は
、
え
り
も
産

の
食
材
を

使
用
し
た

料
理
の
ほ

か
、
ホ
ッ

ト
コ
ー

ヒ
ー
、
ソ

フ
ト
ク
リ
ー
ム
な
ど
の
サ
イ
ド

メ
ニ
ュ
ー
も
提
供
し
て
い
ま

す
。

　

館
内
は
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
付

き
ト
イ
レ
やW

i-Fi

も
完
備
し

て
い
ま
す
の
で
、
豊
似
湖
の
散

策
、
釣
り
や
サ
ー
フ
ィ
ン
、
観

光
で
え
り
も
町
を
訪
れ
る
際
の

休
憩
所
と
し
て
、
お
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

〇
襟
裳
岬　

風
の
館

　

風
の
館
は
日
高
山
脈
国
定
公

園
内
の
襟
裳
岬
に
あ
り
、
す
ぐ

隣
に
は
襟
裳
岬
灯
台
が
あ
る
た

め
、
灯
台
の
明
か
り
を
遮
ら
な

い
よ
う
地
下
に
建
設
さ
れ
る
な

ど
、
周
囲
の
景
観
に
影
響
を
与

え
な
い
よ
う
に
設
計
さ
れ
た
観

光
施
設
で
す
。

　

館
内
に
は
、
え
り
も
の
強
風

（
最
大
で
風
速
25　

）
を
体
験

で
き
る
「
え
り
も
の
風
体
験

コ
ー
ナ
ー
」が
あ
り
ま
す
。ま
っ

す
ぐ
立
つ
こ
と
も
で
き
な
い
、

声
を
出
し
た
く
て
も
声
に
な
ら

な
い
風
の
強
さ
を
感
じ
て
く
だ

さ
い
。

　

全
面
ガ
ラ
ス
張
り
の
展
望
室

か
ら
は
、
襟

裳
岬
の
景

色
を
眺
め
な

が
ら
、
ア
ザ

ラ
シ
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
を
す

る
こ
と
が
で

き
、
季
節
と

と
も
に
表
情

を
変
え
る
襟

裳
岬
の
風
景

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〇
庶
野
さ
く
ら
公
園

　

戦
後
ま
も
な
く
行
わ
れ
た

「
北
海
道
観
光
地
百
選
」
に
、

庶
野
（
し
ょ
や
）
の
高
台
に
自

生
す
る
桜
の
群
落
の
写
真
が
入

選
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

以
来
、
庶
野
の
桜
は
北
海
道

で
も
桜
の
名
所
の
一
つ
と
し
て

広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

春
の
訪
れ
か

ら
ち
ょ
っ
と
遅

れ
て
満
開
と
な

り
、
毎
年
５
月

の
中
旬
に
は
た

く
さ
ん
の
花
見

客
で
賑
わ
い
ま
す
。

〇
黄
金
道
路

　

国
道
３
３
６
号
線
の
名
を
知

ら
な
く
て
も
、
通
称
の
「
黄
金

道
路
」
の
名
前
を
知
ら
な
い
人

は
北
海
道
に
は
ほ
と
ん
ど
い
ま

せ
ん
。
そ
の
建
設
に
多
額
の
費

用
が
か
か
っ
た
こ
と
が
、
そ
の

名
前
の
由
来
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
黄

金
道
路
に

は
、
道
路

ト
ン
ネ
ル

と
し
て
は

道
内
最
長
の
4
・
９
４
１
ｍ
の

「
え
り
も
黄
金
ト
ン
ネ
ル
」
を

は
じ
め
と
し
た
数
々
の
ト
ン
ネ

ル
や
覆
道
が
あ
り
、
太
平
洋
沿

い
を
走
る
ト
ン
ネ
ル
の
切
れ
目

か
ら
、
美
し
い
断
崖
絶
壁
の
海

岸
線
が
見
え
る
道
路
と
な
っ
て

い
ま
す
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
海
と
大
地
の
ふ
る
さ
と
　
え
り
も
町
」

○
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
紹
介

　
「
ウ
イ
ン
デ
ィ
ー
く
ん
」

　

え
り
も
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ウ
イ
ン
デ
ィ
ー
く
ん
」
は
、

襟
裳
岬
に
生
息
し
て
い
る
ゼ
ニ
ガ
タ
ア
ザ
ラ
シ
が
モ
デ
ル
と

な
っ
て
お
り
、
風
で
マ
ン
ト
を
な
び
か
せ
て
い
る
姿
と
な
っ

て
い
ま
す
。

名
前
の
由
来
は
、
風
が
強
い
こ
と
を
英
語
で
「W

indy

」
と

い
う
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
ち
な
ん

で
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

ウ
イ
ン
デ
ィ
ー
く
ん
は
、「
え
り

も
町
観
光
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」

と
し
て
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
ま
す
の
で
、
見
か
け
た
ら
、
声

を
か
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

ち
な
み
に
ウ
イ
ン
デ
ィ
ー
く
ん
の
体
に
は
、
ゼ
ニ
ガ
タ
ア

ザ
ラ
シ
と
同
様
に
丸
い
銭
形
模
様
が
あ
る
の
で
す
が
、
ひ
と

つ
だ
け
違
う
模
様
が
あ
り
ま
す
。
ヒ
ン
ト
は
え
り
も
町
に
あ

る
「
湖
」
の
形
で
す
。
え
り
も
に
来
て
実
物
を
見
る
機
会
が

あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い

m/s

m/s

mailto:erimo-kikaku%40town.erimo.lg.jp?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
https://www.town.erimo.lg.jp/
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○
概
要

　

様
似
町
は
、
日
高
山
脈
を
背

後
に
、
前
面
に
は
太
平
洋
を
臨

み
、
そ
の
海
岸
線
は
変
化
に
富

ん
だ
景
勝
地
が
点
在
し
て
い
ま

す
。
町
の
中
央
部
に
秀
峰
ア
ポ

イ
岳
（
約
８
１
０
m
）、
ピ
ン

ネ
シ
リ
（
約
９
５
８
m
）
の
連

山
が
そ
び
え
、
日
高
山
脈
の
支

脈
と
な
り
、「
日
高
山
脈
襟
裳

（
え
り
も
）
国
定
公
園
」
の
一

部
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
特
に

ア
ポ
イ
岳
の
高
山
植
物
は
、
数

多
く
の
固
有
植
物
が
生
育
し
国

の
特
別
天
然
記
念
物
に
も
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

海
岸
線
に
は
、「
親
子
岩
」、 「

ソ
ビ
ラ
岩
」、「
ロ
ウ
ソ
ク
岩
」

な
ど
、
遠
く
昔
に
形
成
さ
れ
た

火
成
岩
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

奇
岩
「
親
子
岩
」
は
今
も
昔
も

変
わ
ら
な
い
形
で
、
太
平
洋
に

そ
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

北
海
道
の
中
で
も
古
い
歴
史

を
持
ち
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
た
町
で
、「
夢
を
絆
を　

笑

顔
で
つ
な
ぐ　

ま
ち
づ
く
り
」

を
創
生
の
テ
ー
マ
に
、
だ
れ
も

が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る

町
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

〇
北
海
道
遺
産

　

江
戸
末
期
に
幕
府
が
建
立
し

た
３
つ
の
寺
院
、
様
似
の
等
澍

院
・
有
珠
の
善
光
寺
・
厚
岸
の

国
泰
寺
の
蝦
夷
三
官
寺
は
、
平

成
30
年
11
月
に
北
海
道
遺
産
に

選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
海
道
遺
産
に
選
定
さ
れ
る

基
準
は
、
学
術
的
な
価
値
だ
け

で
な
く
、
地
域
が
保
全
・
活
用

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
や
、

今
後
の
取
り
組
み
に
期
待
で
き

る
も
の
な
ど
が
重
視
さ
れ
ま

す
。

　
〇
ア
イ
ヌ
文
化

　

様
似
町
で
は
、
先
住
民
族
で

あ
る
ア
イ
ヌ
民
族
が
古
く
よ
り

暮
ら
し
、
豊
か
な
文
化
を
築
い

て
き
ま
し
た
。

　

町
名
の
「
サ
マ
ニ
」
を
は
じ

め
、
町
内
に
は
、
ア
イ
ヌ
語
由

来
の
地
名
が
数
多
く
残
さ
れ
て

お
り
、
ア
ポ
イ
岳
や
親
子
岩
を

は
じ
め
と
す
る
、
山
や
奇
岩
に

は
そ
れ
ぞ
れ
ア
イ
ヌ
民
族
に
伝

わ
る
興
味
深
い
伝
説
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
お
よ
び
ユ
ネ
ス
コ
の
無

形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い

る
ア
イ
ヌ
古
式
舞
踊
や
儀
式
、

工
芸
、
料
理
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
伝
統
文
化
が
伝
承
さ
れ
て
い

ま
す
。

○
イ
ベ
ン
ト

　

８
月
に
は
様
似
の
夏
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
「
ア
ポ
イ
の
火
ま
つ

り
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
ア
ポ
イ

太
鼓
、
ダ
ン
ス
、
歌
謡
シ
ョ
ー

な
ど
、
多
く
の
演
目
で
、
人
々

の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
す
。

　

秋
に
は
収
穫
さ
れ
た
地
場
の

野
菜
、
魚
介
な
ど
を
販
売
す
る

地
場
産
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
秋
サ
ケ
の
つ
か
み
取
り
や

野
菜
詰
め
放
題
な
ど
人
気
イ
ベ

ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
会
場

を
盛
り
上
げ
ま
す
。

〇
町
の
木
「
日
高
五
葉
」

　

幌
満
地

区
に
自
生

し
て
い
る

も
の
が
北

限
と
し
て
国
の
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
、
数
多
い
樹
木
の
中

に
あ
っ
て
、
本
町
を
代
表
す
る

樹
木
で
す
。
常
緑
樹
で
そ
の
姿

も
優
れ
て
お
り
、「
絶
え
な
い

緑
、
伸
び
ゆ
く
様
似
」
を
表
し

て
い
ま
す
。

〇
町
の
花
「
ヒ
ダ
カ
ソ
ウ
」

　

ア
ポ
イ

岳
の
高
山

植
物
群
落

は
、
高
山

植
物
の
宝
庫
と
し
て
国
の
特
別

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
、
そ

の
中
で
も
、
ヒ
ダ
カ
ソ
ウ
は
ア

ポ
イ
岳
の
固
有
種
で
す
。
開
花

は
5
月
上
旬
か
ら
下
旬
で
、
可

憐
な
白
い
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

様
似
町
と
は

様
似
町
と
は

人口：３，９２９人
　　　（Ｒ５. ９末現在）
面積：約３６４. ３３K㎡

○
ア
ポ
イ
岳
ジ
オ
パ
ー
ク

　
「
ジ
オ
」
は
地
球
や
大
地
を

意
味
す
る
言
葉
で
ユ
ネ
ス
コ
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
、
科
学
的

に
重
要
な
、
あ
る
い
は
景
観
と

し
て
美
し
い
地
質
や
地
形
を
持

ち
、そ
の
上
に
成
り
立
つ
自
然
、

そ
し
て
そ
こ
に
暮
ら
す
私
た
ち

人
間
の
歴
史
や
文
化
を
、
守

り
・
学
び
・
活
か
す
と
い
う
包

括
的
な
概
念
で
管
理
す
る
地
域

で
す
。

　

様
似
町
に
は
、
世
界
で
も
類

を
見
な
い
新
鮮
で
多
彩
な
か
ん

ら
ん
岩
か
ら
成
る
山
々
や
渓

谷
、
特
殊
な
土
壌
条
件
な
ど
に

よ
っ
て
育
ま
れ
た
固
有
な
高
山

植
物
群
落
、
そ
し
て
、
海
岸
の

特
殊
な
地
形
が
天
然
の
良
港
と

な
り
古
く
か
ら
交
易
の
拠
点
と

し
て
栄
え
て
き
た
歴
史
と
文
化

が
あ
り
ま
す
。

　

ア
ポ
イ
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、

こ
れ
ら
様
似
町
の
貴
重
な
大
地

の
遺
産
、
豊
か
な
自
然
環
境
お

よ
び
由
緒
あ
る
歴
史
文
化
を
守

り
、
丸
ご
と
学
び
楽
し
む
と
い

う
活
動
理
念
に
共
感
し
、
活
動

を
と
も
に
行
う
団
体
や
企
業
な

ど
と
地
域
に
活
動
を
広
げ
な
が

ら
推
進
し
ま
す
。
２
０
０
８
年

に
は
「
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
」
に
、

２
０
１
５
年
に
は
「
ユ
ネ
ス
コ

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

〇
産
業
振
興

　

農
業
で
は
、
日
高
地
方
の
特

色
で
あ
る
軽
種
馬
生
産
や
水
稲

が
あ
る
ほ
か
、
近
年
で
は
、
夏

秋
採
り
イ
チ
ゴ「
す
ず
あ
か
ね
」

の
生
産
が
行
わ
れ
て
お
り
、
生

産
量
・
生
産
高
と
も
に
こ
こ
数

年
上
が
り
続
け
、
新
規
就
農
者

数
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

林
業
で
は
、
森
林
資
源
を
持

続
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
、
間
伐
な
ど
の
整
備
を

計
画
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

整
備
の
中
で
出
た
木
材
を
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
チ
ッ
プ
に
加
工
し

た
り
、製
材
加
工
し
た
り
し
て
、

無
駄
の
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

に
貢
献
で
き
る
取
り
組
み
や
、

付
加
価
値
を
つ
け
て
の
製
材
販

売
を
進
め
て
い
ま
す
。

〇
教
育

　

教
育
で
は
、
小
学
１
年
生
か

ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
９
年
間

を
見
通
し
た
学
習
や
発
達
段
階

に
応
じ
た
指
導
を
行
う
「
小
中

一
貫
教
育
」を
進
め
て
い
ま
す
。

郷
土
愛
を
育
む
た
め
に
、「
ふ

る
さ
と
ア
ポ
イ
学
」
で
様
似
町

の
自
然
・
歴
史
・
産
業
な
ど
に

つ
い
て
学
び
、
ふ
る
さ
と
に
つ

い
て
の
知
識
を
積
み
重
ね
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
を
取
り
入
れ
、
地
域
全

体
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い

く
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

町
の
取
組
み

町
の
取
組
み

○
ふ
る
さ
と
納
税(

寄
附)

　

様
似
町
で
は
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
て
い
る
ス

ペ
シ
ャ
ル
な
大
自
然
が
育
ん
だ
特
産
品
を
返
礼
品
と
し
て
、

「
ふ
る
さ
と
様
似
応
援
寄
附
」
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。

　

寄
附
金
を
活
用
し
た
事
業
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、
特
徴
的
な

事
業
が
「
様
似
型
ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
事
業
」
で
す
。
様
似
町

に
は
給
食
セ
ン
タ
ー
が
無
く
、
小
中
学
生
の
昼
食
が
弁
当
で

あ
る
た
め
、
ご
家
庭
に
弁
当
調
理
の
負
担
が
か
か
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
家
庭
の
弁
当
調
理
の
負
担
軽
減
を
目
的
と

し
た
お
弁
当
を
提
供
し
て
お
り
、
経
費
の
一
部
と
し
て
寄
附

金
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

オ
ス
ス
メ
返
礼
品
と
し
て
、「
鮭
の
山
漬
け
」
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。
適
度
な
塩
気
と
旨
味
で
箸
が
止
ま
ら
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
食
べ
す
ぎ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
他
に
も
自

慢
の
特
産
品
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
よ
り
、
特
設
ペ
ー
ジ
を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
！

＜オススメ返礼品＞

　ＱＲコードは
　  こちらから

●お問い合わせ　
○様似町役場　〒０５８－８５０１　北海道様似郡様似町大通１丁目２１番地
TEL：０１４６－３６－２１１１　FAX：０１４６－３６－２６６２

E-mail：samani.chou@samani.jp
公式ホームページ：http://www.samani.jp/

mailto:samani.chou%40samani.jp%20?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E3%81%AE%E9%80%81%E4%BF%A1
http://www.samani.jp/
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●お問い合わせ　
○様似町役場　〒０５８－８５０１　北海道様似郡様似町大通１丁目２１番地
TEL：０１４６－３６－２１１１　FAX：０１４６－３６－２６６２

E-mail：samani.chou@samani.jp
公式ホームページ：http://www.samani.jp/

〇
ア
ポ
イ
岳

　

ア
ポ
イ
岳
は
軽
装
備
で
楽

し
め
る
比
較
的
登
り
や
す
い

山
で
す
。
登
山
口
か
ら
し
ば
ら

く
は
広
混
交
林
の
中
を
登
っ

て
行
き
ま
す
が
、
こ
の
中
で

も
さ
ま
ざ
ま
な
草
本
植
物
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

５
合
目
の
山
小
屋
付
近
か
ら

森
林
限
界
と
な
り
、
ゴ
ツ
ゴ

ツ
と
し
た
、
か
ん
ら
ん
岩
の

露
地
に
ハ
イ
マ
ツ
帯
が
広
が

り
、
色
と
り
ど
り
の
高
山
植

物
も
こ
の
辺
り
か
ら
目
立
つ

よ
う
に
な
り
ま
す
。
天
気
が

良
け
れ
ば
眼
下
に
広
が
る
太

平
洋
の
パ
ノ
ラ
マ
や
、
馬
の

背
か
ら
望
む
日
高
山
脈
な
ど

も
楽
し
め
ま
す
。

　

頂
上
ま
で
の
道
の
り
は
、

人
に
よ
っ
て
２
時
間
半
～
３

時
間
半
、
往
復
４
時
間
半
～

６
時
間
程
度
で
す
。
地
下
深

く
の
マ
ン
ト
ル
か
ら
や
っ
て

き
た
か
ん
ら
ん
岩
が
つ
く
る

「
花
の
山
・
ア
ポ
イ
岳
」
は
そ

の
貴
重
な
自
然
を
求
め
て
毎

年
多
く
の
登
山
客
が
こ
こ
を

訪
れ
て
い
ま
す
。

〇
ア
ポ
イ
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　

ア
ポ
イ
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、
様
似

町
の
地
形
・
地
質
、
自
然
、

歴
史
・
文
化
・
産
業
に
関
す

る
展
示
や
映
像
、
解
説
を
通

し
て
ア
ポ
イ
岳
ジ
オ
パ
ー
ク

を
よ
り
楽
し
む
た
め
に
必
要

な
情
報
の
提
供
を
行
う
施
設

で
す
。
併
せ
て
、よ
り
楽
し
く
、

よ
り
安
全
に
ア
ポ
イ
岳
登
山
を

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
高
山

植
物
や
ヒ
グ
マ
な
ど
に
関
す
る

リ
ア
ル
タ
イ
ム
情
報
の
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。

〇
ア
ポ
イ
山
麓
フ
ァ
ミ
リ
ー

パ
ー
ク

　

ア
ポ
イ
岳
の
麓
に
位
置
し
、

キ
ャ
ン
プ
場
を
は
じ
め
さ
ま
ざ

ま
な
施
設
が
あ
り
、
登
山
者
、

仲
間
や
家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
め

ま
す
。

　

お
風
呂
は
隣
接
し
て
い
る
宿

泊
施
設「
ホ
テ
ル
ア
ポ
イ
山
荘
」

で
日
帰
り
入
浴
が
可
能
で
す
。

〇
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　

太
平
洋
を
望
む
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
に
は
、
３
コ
ー
ス
２
７

ホ
ー
ル
の
国
際
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

協
会
認
定
コ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。
起
伏
に
富
ん
だ
、
ち
ょ
っ

と
難
し
い
コ
ー
ス
設
定
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
町
内
外
か
ら
多

く
の
愛
好
者
が
訪
れ
て
い
ま

す
。

〇
親
子
岩
ふ
れ
愛
ビ
ー
チ

　

太
平
洋
に
浮
か
ぶ
親
子
岩
を

望
み
、
国
道
３
３
６
号
線
を
ド

ラ
イ
ブ
す
る
人
た
ち
の
心
を
和

ま
せ
る
絶
景
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る

海
水
浴
場
・
親
子
岩
ふ
れ
愛

ビ
ー
チ
が
あ
り
、
日
高
管
内
唯

一
の
海
水
浴
場
で
す
。

　

シ
ャ
ワ
ー
（
水
の
み
）
や
更

衣
室
、
水
洗
ト
イ
レ
が
完
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
海
水
浴
は
も
ち

ろ
ん
、
釣
り
防
波
堤
、
遊
具

施
設
な
ど
、
家
族
が
楽
し
め

る
海
水
浴
場
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

キ
ャ
ン
プ
場
を
併
設
し
て
い

る
た
め
、
海
水
浴
場
開
設
期
間

の
休
日
は
混
雑
し
ま
す
の
で
、

早
め
の
到
着
を
お
勧
め
し
ま

す
。

〇
親
子
岩

　

太
平
洋
に
浮
か
ぶ
様
似
の
シ

ン
ボ
ル
「
親
子
岩
」
は
多
く
の

海
水
浴
客
で
賑
わ
う
夏
と
は
別

の
顔
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
夕
日
の
絶
景
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
こ
と
で
冬
の
時
期
だ
け
、

３
つ
の
岩
の
間
に
ち
ょ
う
ど
夕

日
が
沈
む
の
で
す
。
空
が
深
紅

に
染
ま
り
、
岩
の
間
か
ら
一
条

の
光
が
海
面
を
照
ら
し
出
す
光

景
は
荘
厳
そ
の
も
の
で
、
こ
の

親
子
岩
に
は
、
親
子
の
強
い
き

ず
な
に
ま
つ
わ
る
ア
イ
ヌ
の
伝

説
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
こ
こ
で
夕
日
を
眺
め
な

が
ら
祈
る
と
家
族
に
幸
福
を
も

た
ら
す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

〇
様
似
ダ
ム

　

様
似
ダ
ム
は
１
９
７
５
年
、

様
似
川
下
流
域
の
治
水
を
目
的

と
し
て
北
海
道
に
よ
り
建
設
さ

れ
た
堤
高
４
４
ｍ
の
重
力
式
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
す
。

　

ま
た
、
春
は
桜
の
名
所
と
し

て
、
５
月
上
旬
か
ら
中
旬
ご
ろ

に
見
ご
ろ
を
迎
え
ま
す
。
日
本

で
も
最
も
遅
い
時
期
に
花
見
の

季
節
を
迎
え
る
場
所
の
一
つ
で

す
。

〇
エ
ン
ル
ム
岬

　

エ
ン
ル
ム
岬
の
展
望
台
か
ら

は
、
天
気
が
良
け
れ
ば
ア
ポ
イ

山
塊
（
ア
ポ
イ
岳
～
ピ
ン
ネ
シ

リ
）
と
様
似
の
街
並
み
、
遠
く

は
日
高
山
脈
の
脊
梁
や
襟
裳
岬

を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ア
ポ
イ
山
塊
は
、
地
下
深
い

マ
ン
ト
ル
（
地
球
を
ゆ
で
卵
に

例
え
る
と
白
身
の
部
分
）
が
地

表
に
現
れ
た
「
か
ん
ら
ん
岩
」

の
山
で
す
。
約
１
３
０
０
万
年

前
、
東
側
の
北
米
プ
レ
ー
ト
が

こ
の
場
所
で
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ

レ
ー
ト
と
ぶ
つ
か
り
め
く
り
上

が
っ
て
つ
く
ら
れ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
壮
大
な
地
球
の

動
き
に
よ
っ
て
ア
ポ
イ
岳
は
こ

こ
に
あ
る
の
で
す
。

　

火
星
に
探
査
機
を
送
る
ほ
ど

の
科
学
技
術
を
も
つ
人
類
に

と
っ
て
、
マ
ン
ト
ル
は
い
ま
だ

た
ど
り
着
け
な
い
未
知
の
世
界

で
あ
り
、
ア
ポ
イ
岳
は
、
そ
の

未
知
の
世
界
を
垣
間
見
る
こ
と

の
で
き
る
世
界
的
に
も
貴
重
な

場
所
で
す
。

〇
観
音
山

　

観
音
山
の
展
望
台
か
ら
の
眺

め
は
、
エ
ン
ル
ム
岬
に
負
け
ず

劣
ら
ず
爽
快
で
す
。
真
下
に
見

え
る
の
が
様
似
漁
港
で
す
が
、

漁
港
の
内
外
に
点
在
す
る
奇
岩

（
看
板
参
照
）
は
、「
ひ
ん
岩
」

と
い
う
マ
グ
マ
が
冷
え
て
固

ま
っ
た
火
成
岩
の
一
種
で
、
横

一
線
に
並
ん
で
い
る
の
は
、
プ

レ
ー
ト
運
動
に
よ
っ
て
地
殻
が

こ
の
方
向
に
強
く
圧
縮
さ
れ
、

そ
の
力
と
同
じ
方
向
に
割
れ
目

が
で
き
、
そ
こ
に
下
か
ら
マ
グ

マ
が
入
り
込
ん
だ
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
山
頂
に
は
、
ア
イ
ヌ
の

チ
ャ
シ
（
砦
）
が
あ
っ
た
と
い

わ
れ
て
お
り
、
エ
ン
ル
ム
岬
に

布
陣
し
た
敵
ア
イ
ヌ
と
の
戦
い

の
伝
説
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
観
音
山
の
名
は
、
明

治
維
新
後
、
廃
寺
と
な
っ
た
蝦

夷
三
官
寺
・
等
澍
院
を
再
興
し

た
13
世
住
職
・
塚
田
純
田
が
、

33
体
の
観
世
音
の
石
像
を
安
置

し
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
ア
ポ
イ
の
樹こ

か
ぜ風
呼
ぶ
ま
ち
　
様
似
町
」

○
ア
ポ
イ
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

★
カ
ン
ラ
ン
君

　

ア
ポ
イ
岳
を
形
成
す
る
か
ん
ら
ん

岩
か
ら
生
ま
れ
た
岩
石
の
妖
精
。
正

義
感
が
強
く
、
意
思
が
固
い
（
石
が

固
い
）
が
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
お
っ
ち
ょ

こ
ち
ょ
い
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

趣
味
は
山
登
り
や
ア
ポ
イ
太
鼓
で
特
技
は
昆
布
干
し
で
す
。

好
き
な
言
葉
は
石
の
上
に
も
三
年
で
す
。

★
ア
ポ
イ
ち
ゃ
ん

　

ア
ポ
イ
岳
に
生
育
す
る
サ
マ
ニ
ユ

キ
ワ
リ
か
ら
生
ま
れ
た
花
の
妖
精
。

太
陽
の
よ
う
に
明
る
く
、
誰
に
で
も

優
し
い
し
っ
か
り
者
で
す
。
趣
味
は

日
向
ぼ
っ
こ
や
テ
ニ
ポ
ン
で
特
技
は

出
会
っ
た
人
を
元
気
に
す
る
こ
と
で
す
。
好
き
な
言
葉
は
十

人
十
色
で
す
。

mailto:samani.chou%40samani.jp%20?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E3%81%AE%E9%80%81%E4%BF%A1
http://www.samani.jp/


公
益
社
団
法
人
北
海
道
倶
楽
部
の
ご
紹
介

年間の公益事業・行事など
新年交礼会開催（1 月　有料）
北方領土返還推進運動「ブラウンリボンバッジ」キャンペーン

          「千島桜」シンボルバッジキャンペーン
「北海道新幹線早期実現」「新幹線バッジ」キャンペーン
「ふるさと納税推進」キャンペーンなどの年初スタートを実施。

「北方領土返還要求全国大会」に参加（2 月 7 日　北方領土の日）

「北方領土返還要求中央アピール行進」に参加（１２月１日）

交流の夕べを開催（8 月 4 日前後　有料）
キャンペーン、北海道等の広報を目的とした夏の交流事業を実施。

交流イベント「We Love Hokkaido」の開催（旧道産子の会、10 月　有料）
北海道関係者、北海道ファン、一般参加者 2～ 300 名、有料
キャンペーン、公益事業の広報、地域活性化イベントなどを実施。

講演会、シンポジウムの開催（無料）
当倶楽部の公益事業と関連した講演テーマを検討する。一般の参加歓迎（講
演テーマ、行政との協調などにより公益性のあるものとし、一
般参加を呼びかける。）

情報紙「北海道 ”NOW”」の発行・配布
倶楽部の事業に係る広報のため、情報紙「北海道 ”NOW”」　本紙・
増刊号　年11回）を発行。一般配布（有料　月額８０円）有り。

「北海道の市と町と村をご紹介（WEB 版）」の発行・配布
本誌

北海道情報ラックに北海道情報を配布（毎月、無料）

ホームページで倶楽部公益事業を広報（適時）

その他
倶楽部内交流の同好会の
活動に協力。（独立運営・
会計、北星会（ゴルフ））

「摩周湖」（弟子屈町） 
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入会希望の方は定款（HP にあります）をご了承の上、
下記申込書を A4 にコピーし、ご記入の上郵送下さい。

正
会
員
の
入
会
申
込
後
、
直
近
の
理
事
会
で
の
入
会
承
認
後
、
入
会
の
ご
連
絡
と
入
会
金
（
５
千
円
）
年
会
費
（
15
千
円
）
納
入
の
お
願
い
を
差
し
上
げ
ま
す
。

入会案内のページ
上記ページを参照し、ホームページ上からも、各申込書のダウンロー
ド及び入力送信が出来ます。(QR コードを読みとるかクリックも可）
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http://www.hokkaido-c.or.jp/_jump/%E7%B4%B9%E4%BB%8B/%E5%AE%9A%E6%AC%BE.html
http://www.hokkaido-c.or.jp/_jump/%E5%85%A5%E4%BC%9A/%E5%85%A5%E4%BC%9A%E6%A1%88%E5%86%85%20.html
http://www.hokkaido-c.or.jp/_jump/%E5%85%A5%E4%BC%9A/%E5%85%A5%E4%BC%9A%E6%A1%88%E5%86%85%20.html
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